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ズ スソ ハー ナツ ラー ヒビ ワ ビ ハ ム ディ ヒ スプ カッ ー ナ ッ 
ラー ヒル アズ イー ム 
この 賞賛 の 言葉 を 朝晩 100 回 唱え る 人 の 罪 は 放さ れ ま 
す 。 再 び 因 を 犯す こと か ら 守 られ ます 。 こ の ドウ アー は 「 メ フク 
トウ ー バ ツ ト ・ テ ル ジ エ メシ / 書 筒 集 」 の 翻訳 版 の 307 ペ ー ジ と 
308 ペ ー ジ に あり ます 。 全 て の 苦し み を 取り 除く 要因 と な り ま 
す 。 


皆 が 必要 と する 信仰 
[ 依 仙 と イス ラー ム ] 
前 書き 


アッ ラー の 御名 を 唱え る こと に よっ つて この 本 を 始め まし ょ う 
アツ ラー の 御名 は この 上 な い 率 護 の 場 
その 恵み は 数 える こと な と 不可 能 て 
大 い に 憐 れ ま れ 、 許 すこ と を 好ま れる お 方 て です 


アッ ラー は 、 こ の 世界 で 全て の 人 に 憐 み を が か けら れ ま 
す 。 必要 と され る も の 全て を 創造 され 、 皆 に 与え られ ます 。 永 
遠 の 幸 福 へ と 至る 道 を 示さ れ ま す 。 我 欲 や 悪い 友人 、 有 害 な 書 
物 や 外国 の メデ イア 等 を う の み に し て この 幸福 の 道 か ら 逸 脱し 
た 人 、 憎 悪 や 逸脱 の 道 に 落ち 込ん て し まっ た 人 の うち 、 後 悔し 
て 許し を 求め る 人 々 を 導 か れ ま す 。 彼 ら を 永遠 の 災い か ら 救 わ 
れ ま す 。 残 酷 て 無慈悲 な 人 々 に は この 恵み を 与え られ ませ ん 。 
その よう な 人 々 と 彼ら が 気に入る も の 、 求 め る も の を 憎悪 の 道 
に 放っ て お か れ ま す 。 来 世 て は 、 地 獄 へ 行か な けれ ば な ら な い 
信者 た ちの うち 、 ご 自身 の 望ま れる 人 々 を 詩 さ れ 、 天 国 へ と 至 
ら さ れる の で す 。 全 て の 生命 体 を 創造 され 、 全 て の 存在 を 維持 
され 、 全 て を 恐れ や 不安 がら 救 われ る の は た だ アツ ラー で す 。 
この よう な アツ ラー の 崇高 な 御名 に 底 護 を 求め つつ 、 す な わ ち 
アツ ラー の お 助け を 期待 し つつ 、 こ の 書物 を 記し 始め ます 。 


アツ ラー に 感謝 し ます 。 そ の 愛す べき 使徒 、 預 言 者 ム 
還 線 詞 


ハン マ ド に 祝福 と 平安 が あり ます よう に 。 こ の 崇高 な 預 吉 者 の 
清らか な ご 家族 と 、 公 正 て 誠実 な その サハ ー バ の 全て に 、 ド ウ 
アー いた し ます 。 


ハム ド と は 、 全 て の 恵み を アツ ラー が 創造 され 、 遺 わ 
され た こと を 値 じ 、 そ れ を 口 に 出す こと て す 。 シ ュ ク ル と は 、 
全て の 恵み を イス ラー ム に 適し た 形 て 用 いる こと で す 。 


イス ラー ム の 教え の 信条 、 命 し じ て い る こと 、 禁 じ て い 
る こと を 教え る 何 千 も の 貴重 な 書物 が 記さ れ て きま し た 。 これ 
ら の 多く は 外国 語 に 訳 さ れ 、 各 国 に 広まり まし た 。 一 方 で て 、 諾 
つた 考え 、 短 絡 的 な 考え を 持つ 人 々 、 外 国 の スパ バイ に そそ の か 
され た 学者 、 不 散 な 人 々 は いつ の 時 代 も 、 イ スラ ー ム の よさ 、 
価値 、 規 定 すなわち 命 念 事項 や 禁止 事項 を 攻撃 し 、 そ れ を 汚し 
、 変化 させ 、 ム スリ ム を 責 購 へ と 導 こ うと 努力 し て きま し た 。 


現在 て は 世界 各地 て 、 イ スラ ー ム 学者 が イス ラー ム の 
信条 を 広め 、 ま た それ を 保護 し よう と し て いる の は 、 感 謝 す べ 
きこ と て す 。 イ スラ ー ム を サハ ー バ か ら 聞 いて 学び 、 そ れ ら を 
書物 に し た 、 正 し い 道 を 行く 学者 た ち を 、 ス ン ナ の 道 を 行く 学 
者 「 ア フル ・ ア ル = ス ン ナ の 学者 」 と 呼び ます 。 こ の アフ ル ・ 
アル = スン ナ の 学者 の 著作 を 読む こと な く 、 も し く は 理解 する 
こと な く 模 條 し た だ け の 人 が 、 フ クル アー ン や ハデ ィ イー ス を 衣 つ 
た 形 て 理解 し 、 不 適切 な 説話 や 書物 を 出し て いる と は いえ 、 こ 
の よう な 説話 や 書物 は ムスリム た ちの 正しい 信仰 を 前 に 溶け 去 
つう て いき ます 。 これ ら は その よう な 作品 の 知識 不足 を 示す 以外 
に 、 何 の 影響 も 及ぼ さ な く な つて いま す 。 


ムスリム で て ある こと を 告白 し 、 あ る い は 集団 と 共に 礼 
拝 を 行っ て いる 人 は 、 ム スリ ム で て ある と 理解 され ます 。 そ の 後 
て その 人 の 話す こと 、 書 く こ と 、 ま た は 行動 に お いて 、 ア フル 
・ ア ル = ス ン ナ の 学者 が 教え て いる 信仰 上 の 知識 と 相 い れ な い 
も の が 見 受け られ た 場合 、 そ れ が イス ラー ム を 否定 する こと 、 
逸脱 て ある こと を 本 人 に 説明 し ます 。 そ れ を や め 、 悔 悟 す る よ 
う 勧 め ら れ ま す 。 短絡 的 も し く は 誤 つ た 考え に よ つ て それ を 放 
棄 し な い の て あれ ば 、 彼 が 逸脱 し た 人 、 も し く は 棄 教 し た 人 で 
ある こと が 理解 され ます 。 礼拝 し 、 巡 礼 を 行い 、 イ バー ダ や 善 
行 を 実行 し た と し て も 、 こ の 災い がら 救 わ れる こと は て きま せ 
ん 。 イ スラ ー ム の 否定 の 要因 と な る こと を 放棄 し 、 悔 悟 し な い 
限り は ムスリム と は な り 得 な い の て す 。 ム スリ ム は 、 否 定 の 要 
因 と な り 得 る こと を よく 学び 、 教 え を 否定 する 者 と な る こと か 
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ら 身 を 守る べき で て です 。 ム スリ ム と 偽っ つて いる 人 に つい て も よく 
知り 、 そ の 害 を 避け な けれ ば な ら な い の で て で す 。 


クル アー ン や ハデ イィ イース か ら 誤 っ つた 逸脱 し た 意味 が 導 
き 出 され る こと 、 こ れ に よっ て 様々 な 誤っ うた 教義 が 生み 出さ れ 
る こと を 、 預 言 者 ムハンマド は 告げ られ て いま し た 。 「 バ ー リ 
力 」 及 び 「 ハ ー デ ィ カ 」 と いつ た 書物 は この ハデ イィ イース を 「 ブ 
ハー リー」 や 「 ム スリ ム 」 と いつ た 書物 か ら 引 用 し 、 説 明 し て 
いま す 。 偉 大 な イス ラー ム 学 者 や 宗教 学 の 学者 の 名 の も と に 示 
し て いる これ ら の 誤っ つた 派 に 属す る 人 々 の 書物 、 講 演 に よっ て 
欺 か われ て は いけ ませ ん 。 こ うい つた 教え や 信仰 を 次 むと する 人 
々 の 罠 に 落ち な いよ う 、 十 分 注意 深く ある こと が 必要 て す 。 こ 
うい つた 無知 な ムスリム の 他 、 共 産 主義 者 や フリ ー メ ー ソ ン 、 
キリ スト 教 の 宣教 師 や ユダ ヤ 教 の シオ ニス ト た ち も 常 に 新しい 
手段 て ムスリム の 子弟 を 欺 こ うと し て いま す 。 で つっ つっ ち 上 げ の 文 
章 、 映 画 、 劇 、 メ デイ ア を 通し て イス ラー ム や 信仰 を 失わ れ た 
も の と し よう と し て いる の で て す 。 この 道 の 為 に 何 十 億 リラ も の 
お 金 を が か け て いる の て す 。 イ スラ ー ム の 学者 た ち は 、 こ れ ら の 
全て に 対す る 返事 を 前 も つて 書い て いま す 。 ア ツラ ー の 教え 、 
安らぎ と 救 い へ の 道 を 教え て いる の で す 。 


真 の 学者 た ちの 中 か ら 、 偉 大 な イス ラー ム 学 者 て ある 
メ ヴ ラー ナ ・ ハ ー リ ディ ・ バ ー ダ ディ ・ オ スマ ー ン 師 の 「 信 奈 
の 書 / イ ー テ イカ ドナ ー メ 」 と いう 本 を 、 私 た ち は 選 びました 。 
この 本 は 故 ハ バジ ・ フ ェ イ ズ ツ ラー 師 に より トル コ 語 に 翻訳 され 
、 フ ェ ラ ー い デュ ユル ・ フ ェ ワ ー イ ド と いう 題 を つけ , イ スラ ー ム 
暦 1312 年 に エジプト て 出版 され まし た 。 この 翻訳 本 を 私 た ち は 
平易 な 言葉 に た だ し 、「 皆 が 必要 と する 信仰 」 と いう 題 を つけ 
まし た 。 第 一 版 は 1266 年 に 出さ れ て いま す 。 私 た ちの 注記 を 本 
文 と 区 別 する 為 に 、 注 釈 と いう 形 て 括弧 に 入れ て いま す 。 無事 
に 出版 に 至 つ た こと を アツ ラー に 感謝 し ます 。 この 翻訳 本 の 原 
本 は イス タン ブー ル 大 学 の 図書 館 の 「 イ ブ ニ ・ エ ミン ・ マ フ ム 
ー ド ・ ケ マ ー ル ペグ 」 コ ー ナ ー に お いて [ イ テ イ カー ドナ ー メ 
」 と いう 名 称 て F.2632? 号 と し て 存在 し ます 。 ト ルコ 語 訳 は ハ キ 
ー カ トウ 出版 か ら 、「 信 仰 と イス ラー ム 」 と いう 名 て 出版 され 
て いま す 。 


「 ド ウツ ル ・ ウ ル ・ ム フタ ル 」 と いう 書物 の 著者 て あ 
る アラ ウツ ディ ン ・ ハ スケ フィ ー は カー フィ イル の 結婚 に 関す る 
項目 て 次 の よう に 語 つ て いま す 。 
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婚 召 を 行う ムスリム の 女性 が 成熟 し て いな が ら イ スラ 
ー ム を 知ら な けれ ば 、 こ の 婚 婚 は 無効 と な り ま す 。 つ まり ムル 
タ ド 「 棄 教 者 」 と な り ま す 。 ア ツラ ー の あり 方 を 彼女 に 教え な 
けれ ば な ら な い の で す 。 彼女 も それ を 繰り 返し 、 そ れ ら を 信じ 
まし た と 述べ る こと が 必要 て す 。 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン は こ 
の こと を 解説 し て 次 の よう に 迷 べ て いま す 。「 女 性 は 小さ い 項 
に は 、 母 や 父 に 従う 形 て ムスリム で す 。 成 熟す る と 、 両 親 の 教 
え に 従 う 、 と いう 状態 は 継続 され な く な り ま す 。 イ スラ ー ム を 
知ら な いま ま て 結婚 する と 、 ム ル タ ド と な つて し まい ます 。 信 
仰 す る べき 六 つ の こと を 学び 、 信 じ な い 限 り 、 イ スラ ー ム て 従 
うべ きこ と を 信じ な い 限 り 、 タ ウ ヒ ー ド の 言葉 「 依 仰 告白 」 を 
口 に 出し た と し て も 、 つ まり 「 ラ ー イ ラー ハ イツ ラ ツ ラ ー、 
ム ハ ン マ ダ ン ラス ー ル ツラ ー」 と いつ た と し て も 、 ム スリ ム 
と な つた こと に な ら な い の で す 。『 ア ー マ ン トウ ・ ピ ビッ ラ ー ヒ 
』 に ある 六 つ の 事柄 を 学び 、 そ れ ら を 信じ し 、 ア ツラ ー の 命 念 と 
禁止 事項 を 受け 入れ ます と いう こと か が 必要 な の で て す 」 

イブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン の この 斉 葉 か ら 理解 され る こ 
と は 、 一 人 の カー フィ ル が 信仰 告白 を 行う と その 瞬間 に その 人 
は ムスリム と な り ま す 。 し か し 全て の ムスリム の よう に 、 こ の 
人 も て きる 限り 、 

「 ア ー マ ン トウ ビッ ラー ヒ ワ マ ラー イカ ティ ヒー ワク ト 
ゥ ビ ヒ ー ワル スリ ヒー ワル ヤ ウ ミ ル アー ヒ リ ワル カ ダ リ ハ 
イリ ヒー ワシ ャ ッ リ ヒ ミナ ッ ラ ー ヒ タ ア ー ラ ー ワル バア ス 
ィ バア ダル マウ テイ ハッ クン アシ ュ ハ ド アン ラー イ 
ラー ハ イッ ラッ ラー ワ アシ ュ ハ ド アン ナ ム ハ ン マ 
ダン アプ ドウ フワ ワラ スー ル 」 

と いう 倍 仰 の 基本 を 暗 調 し 、 そ の 意味 と イス ラー ム の 知 
識 の 中 か ら 自 分 に 必要 な 事柄 を 十分 に 学ぶ べき な の て す 。 ム ス 
リム の 子供 も 、 こ の 六 つ の 事柄 と イス ラー ム の 知識 を 学ば ず 、 
信じ て いる こと を 述べ な い の て あれ ば 、 成 就 し た 時 に は ムル クタ 
ド と な り ま す 。 倍 仰 し た 後 、「 イ スラ ー ム の 知識 」、 す な ね わ ち 
ファ ルド 、 ハ ラー ム 、 ウ ドウ ー、 グ スル 、 そ し て 礼拝 の 行い 方 
、 隠 すべ き 箇 所 に つい て すぐ に 尋ね 、 学 ぶ こ と が ファ ア ルド と な 
り ま す 。 聞 が かれ た 人 が 教え る こと 、 あ る い は 正しい 宗教 書 を 教 
える こと も 、 そ の 人 に と つて の ファ アル ド で す 。 聞 く 相 手 や 本 が 
見 つか ら な けれ ば 探し 求め る こと も ファ ルド で て す 。 探 し 求め な 
けれ ば カー フィ ル と な る の で す 。 見 つけ る まで は 、 知 ら な いこ 
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と に は 正当 な 理由 が 認め られ ます 。 フ アル ド を 行う べき 時 に 行 
わ ず 、 ハ ラー ム を 行う 人 は 地獄 で 罰せ られ ます 。 舘 仰 の 六 つ の 
基本 に つい て 、 こ の 書物 て は 広く 知識 が 与え られ て いま す 。 全 
て の ムスリム は この 本 を 十分 に 読み 、 子 供 た ちや 知人 に 教え る 
べく 努力 すべ き な の です 。 こ の 章 句 は 4 7 5 ペー ジ に 書か れ て 
いま す 。 この 本 て は 、 ク ルアー ン の 言葉 を 引用 する 際 に は 、 
「 メ アー レン 」、 こ の よう な 意味 の こと が 記さ れ て いる と いう 
表現 を 用 いて いま す 。 こ こ て の 「 メ アー レン 」 と は 、 ク ルアー 
ン の 解釈 を 行う 学者 た ちの 教え る と ころ に よる な ら 、 と いう 意 
味 て す 。 な ぜ な ら ク ルアー ン の 吉 葉 の 意味 は 、 預 吉 者 ム ハ ン マ 
ド の み が 理 解 さ れ 、 そ れ を サハ ー バ た ち に 教え られ た が ら で す 
。 解釈 を 行う 学者 た ち は 預 斉 者 ムハンマド ご 自身 が 語ら れ た こ 
と と 、 偽 信者 や 信仰 心 を 持た な い 宗 教学 者 た ち が で つ ち あ げた 
ハデ ィ イース と を 区 別 し 、 ハ デイ ィ イー ス を 見 つけ る こと の で き な か が 
つた も の に つい て は 解釈 学 の 基礎 に 基づい て 、 そ の 意味 を 読 
取 つ て きま し た 。 ア ラビ ア 語 を 知 つ て いて も 、 解 釈 学 の 基礎 を 
知ら な い 人 が 読み 取 つ た こと を 「 フ クル アーン の 解釈 」 と 見 な す 
こと は あり ませ ん 。 こ れ に つい て は ハデ イィ ー ス で は 「 フ ルプ アー 
ン を 自分 て 理解 し た まま に 読み 取る 人 は 不 舘 心 者 と な る 」 と 詩 
われ て いる の で す 。 

アツ ラー が 私 た ち 皆 に 、 ア フル ・ ア ル = ス ン ナ の 学者 
立た ち が 教 える 正しい 道 を 歩 ま せ て くだ さい ます よう に 。 無知 
な 人 々 、 そ し て 偉大 な イス ラー ム 学 者 て ある が の よう に 知ら れ 
て いて も 、 実 際 は 正しい 債 仰 を 持た な い 偽 債 者 の 欺 購 が ら 守 つ 
て くだ さい ます よう に 。 プ アー ミー ン 。 


ハ キ ー カ トウ 出版 社 の 全て の 本 は 、 あ ら ゆ る 言語 て イ 
ンタ ー ネ ツ ト を 通し て 全 世 界 に 公開 され て いま す 。 


西暦 ヒジ ユラ 歴 「 太 陽 暦 」 ヒジ ユラ 歴 「 太 陰暦 」 
2001 年 1380 年 1422 年 


忠吉 : 宣教 師 は キリ スト 教 を 広め よう と 努力 し 、 ユ ダ ヤ 
教徒 は 律 法 を 広め よう と 、 イ スタ ン ブ ー ル の ハ キ ー カ トウ 出版 
は イス ラー ム を 広め よう と 、 フ リー メー ソン は 宗教 を 消失 させ 
よう と 努め ます 。 知 性 、 理 性 と 良心 を 備え た 人 は 、 こ れ ら の 中 
の 正しい も の を 認識 し 、 理 解 し ます 。 そ れ を 広め る 為 の 助け と 
な り 、 全 て の 人 々 が 現世 と 来世 て 幸福 と な る 為 の 要因 と な る の 
で て す 。 
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今日 、 こ の 世界 に いる ムスリム は 三 づ つの 派 に 分 類 さ れ 
ます 。 第 一 の 派 は 、 サ ハー バ た ちの 道 を 行く 、 真 の ムスリム で 
す 。 こ の 人 々 を 「 ア フル - スン ナ 」、「 ス ン ニ ニ 」「 天 国 に 行く 
人 々 」、 地 獄 が ら 救 われ る 人 々 と 呼び ます 。 第 二 の 派 は 、 サ ハ 
ー バ に 敵対 し た 人 々 で す 。 彼 ら を 「 シ ー ア 」「 和 逸脱 し た 人 々 」 
と いい ます 。 第 三 の 派 は 、 ス ン ニ と シー プ 派 と に 敵対 する 人 々 
て す 。 こ の 人 々 を 「 ワ ツ ハ ー ブ 」「 ナ ジュ ディ 」 と 呼び ます 。 
な ぜ な ら これ は 最初 に アラ ビア の ナジ ュ ド 地方 に 起こ つた か ら 
で て です 。 彼ら は 「 追 放さ れ た 人 々 」 と も 呼ば れ ま す 。 な ぜ な ら 彼 
ら が ムスリム に 対し て 不信 心 者 と 主張 し た こと が 「 永 遠 の 幸 福 
」 「 復 活 と 来世 」 と いつ た 書物 て 書か の れ て いる が ら で す 。 預 吉 
者 ムハンマド は この よう に 主張 する 人 を 呪 わ れ ま し た 。 ム スリ 
ム を この 三 つ の 派 に 分 裂 さ せ た の は ユダ ヤ 教 と 当時 の イギリス 
て し た 。 


全て の 信者 は 、 我 欲 を 清め る 為 、 つ まり その 本 分 に あ 
る 無知 さと 固 が ら 清め られ る 為 に 、 い つて も 「 ラ ー・ イ ラー ハ 
・ イツ ラ ソ ツラ ー」 と 唱え 、 心 を 清め る 為 、 つ まり 我 欲 や シンヤ イ 
ター ン 、 悪 い 友 達 、 そ し て 有害 な 話 つ た 書物 か ら も た ら さ れる 
不 依 仰 や 罪 か ら 救 われ る 為 に 「 ア スタ プ ブフ ル ツラ ー」 と 唱え る 
べき て す 。 イ スラ ー ム に 従い 、 因 を 悔 悟 す る 人 々 の ドウ アー は 
受け 入れ られ ます 。 礼拝 を し な い 人 、 体 を 隠さ な い 女 性 、 そ し 
て 体 を 覆 つ て いな い 人 を 見 る 人 、 禁 じ ら れ た も の を 飲み 食い す 
る 人 は 、 イ スラ ー ム に 従 つ て いな いこ と に な り ま す 。 彼 ら の ド 
ウ ア ー は 受け 入れ られ な い の で す 。 


Es 


初め に 


メ ヴ ラー ナ ・ ハ ー リ ディ ・ バ ググ ダディ は この 本 を 書き 
始め る 前 に 、 イマ ー ム ・ ラ ツバ ー ニ ・ アフマド ・ フ アー ルキ ー 
・ サル ハン ディ 「 ア ツラ ー が 彼 に 慈 庄 を 巳 を えて くだ さい ます よ 
うに 」 の 「 メ フト ウー バツ ト / 書 簡 集 」 と いう 本 の 第 3 巻 、17 本 
目 の 手紙 を 書き 、 自 分 自身 の 本 に 彩り と 恵み を 与え よう と し ま 
し た 。 イ マー ム ・ ラ ツバ ー ニ !『! は この 手紙 で 次 の よう に 記し て 
いま す 。 


私 の 手紙 を 、 バ スマ ラ と 共に 始め ます 。 私 た ち に 全て 
の 恵み を 与え られ 、 そ し て 最大 の 恵み と し て ムスリム に な る と 
いう 誉れ を 与え て くだ さっ た 、 そ し て 預言 者 ムハンマド の ウン 
マ と し て 価値 を 与え て くだ さっ た アツ ッ ツラ ー に 感謝 いた し ます 。 


よく 考え 、 理 解す る べき こと は 、 全 て の 恵み を 与え ら 
れ た の は た だ アツ ラー で ある と いう こと で す 。 全 て を 存在 させ 
られ た お 方 も 、 た だ アツ ラー で す 。 全 て の 彼 造 物 を 全て の 瞬間 
に お いて 存在 させ 続け られ る の も アツ ラー て す 。 し も べた ちの 
優れ た よい 性 質 は アツ ラー の 恵み て す 。 私 た ちの 生命 、 理 性 、 
知識 、 力 、 見 える こと 、 聞 こえ る こと 、 話 せる こと は 全て アツ 
ラー ゆえ で て す 。 数 えさ れ な い 様 々 な 恵み 、 価 値 あ る も の を 与え 
られ る の は 常に アツ ラー で す 。 糧 を 創造 され 、 私 た ち に 与え ら 
れる の も た だ アツ ラー で て す 。 そ の 恵み は 非常 に 深い も の て あり 
、 晶 を 犯し た 者 に さえ 、 糧 を 与え られ 続け ます 。 三 常に 多く の 
因 を 負 覆 われ 、 命 念 に 従わ ず 、 禁 じ ら れ た こと を 避け る こと を 
し な い 人 々 を 卑 し め られ る こと も な く 、 誉 れ と いう 覆い を 取り 
払わ れ な い の で す 。 詩 し や 李 直 を 多く 持た れる お 方 て あり 、 懲 
罰 を 受け る だ け の こと を 行 つ た 人 に も 、 そ の 実行 を 急 が れ ま せ 
ん 。 そ の 恵み を 友 に も 味方 に も 与え られ ます 。 あ ら ゆ る 恵み の 
中 て も 最も 素晴らし く 尊 いも の と し て 、 正 し い 道 、 幸 福 と 救い 
の 道 を 示さ れ ま し た 。 道 を 逸れ な いよ う 、 そ し て 天国 へ と 行け 





[1]] イマ ー ム ・ ラ ッ バ ー ニ は 1034 年 「 西 暦 1624 年 」 に 死去 し まし た 。 
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る よう 励ま され て いる の で て す 。 天 国 の 無限 の 恵み 、 尽 きる こと 
の な い 喜 び 、 そ し て アツ ラー の こ 満 悦 と 愛情 を 得る こと が て き 
る よう 、 預 斉 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え く 
だ さい ます よう に 」 に 従う こと を 命じ し ら うれ まし た 。 アツ ラー の 
恵み は 太陽 の よう に 明らか で す 。 他 者 か ら も た ら さ れる よう に 
見 える も の で も 、 そ も そ も は アツ ラー か ら も た ら さ れ た も の で 
す 。 人々 を 媒介 に し 、 よ いこ と を 行 お うと いう 意欲 を 与え 、 ま 
た 彼ら に よい こと が 行え る だ け の 力 、 強 さ を 与 えら れ た の も ア 
ツラ ー て す 。 だ がら 、 あ ら ゆ る 場所 がら 、 あ ら ゆ る 存在 が か ら も 
た ら さ れる 恵み を 与え られ る の は や は り ア ツラ ー な の で て す 。 ア 
ツラ ー 以 外 の 何 が か に 恵み を 求め る こと は 、 何 が を 預 か が つて いる 
だ け の 人 か が から それ を 求め る こと 、 貧 者 に サダ カカ を 期待 する こと 
に 似 て いま す 。 この 言葉 が 正しい も の て ある こと は 、 イ スラ ー 
ム に つい て 知識 の な い 人 も 学者 同様 に 知 つ て いる こと て す 。 な 
ぜ な ら こ れ ら は 明らか な こと て あり 、 考 え 下 す 必 要 す ら な い 様 
な 事実 て ある る か ら で す 。 

人 が 、 こ れ ら の 上 恵み を 与え られ た アツ ラー に カカ を 尽く 
し て 感謝 する こと は 、 人 と し て の 務め で て す 。 理 性 も それ を 要求 
する 、 一 つの 務め で て あり 、 責 務 て す 。 し が し アツ ラー に 対し て 
な され る べき この 感謝 を 実行 する こと は 、 容 易 て は あり ませ ん 
。 人 は 無 か ら 創造 され 、 無力 て 多く の 助け を 必要 と し 、 不 足 や 
欠点 の 多い 存在 で す 。 ア ツラ ー は 常に 存在 され 、 永 遠 に 存在 し 
続け られ る お 方 て す 。 人 欠点 や 不足 と は かけ離れ た お 方 て す 。 人 
は どの 観点 か ら も アツ ラー と は 似 て も 似つか な い 存 在 て す 。 こ 
の よう な し も べ が 、 崇 高 な アツ ラー の 誉れ に ふさ わし い 感 謝 を 
する こと が て きる て し ょ うか が 。 な ぜ な ら 、 人 が よい と 思 つ て も 
アツ ラー が その 害 を ご 存じ て あり 、 望 まれ な いと いう こと は 多 
く あ り ま す 。 私 た ち が 敬 意 、 感 謝 の つも り て 行う こと て も 、 ア 
ッ ラ ー の お 気 に 召 さ な い も の て ある が も し れ な い の て す 。 だ か が 
ら 人 は その 人 不 十分 な 知識 や 短絡 的 な 思考 に よう つて 、 ア ツラ ー に 
対す る 敬意 や 感謝 が どの よう な も の て ある べき が を 知る こと は 
て き な い の で て す 。 感謝 し 、 敬 意 を 示す 為 に 意義 の ある 行為 が ア 
ツラ ー か が ら 知 ら さ れ な い 限 り 、 称 賛 す る つも り て 卑 し め る こと 
に な る 可能 性 も ある の で す 。 

だ か がら こそ 人 が アツ ラー に 対し その 心 、 言 葉 、 体 て 果 
た さ な け れ ば いけ な い 、 そ し て 信じ な けれ ば いけ な い ) 感 謝 、 そ 
し て し も べ と し て の 責務 に つい て アツ ラー が 教え て くだ さり 、 
預 育 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ま 
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す よ うに 」 に よっ つて 明らか が に され て いる の て す 。 ア ツラ ー が 示 
され 、 命 じ ら れ た し も べ と し て の 責務 を 、「 イ スラ ー ム 」 と 呼 
び ま す 。 ア ツラ ー へ の 感謝 は 、 そ の 預 吉 者 が 示さ れ た 手段 に 従 
うこ と に よって 実現 し ます 。 そ れ に 反する 形 て の 感謝 も イ バ ー 
ダ も 、 ア ツラ ー は 喜ば れ な い の て す 。 な ぜ な ら 人 が いい も の で 
ある と 考え て も 、 イ スラ ー ム に お いて は 好ま し く な く 、 醒 いと 
され る も の が 多く ある が か ら て す 。 


従 つ て 理性 を 持つ 人 は 、 ア ツラ ー へ の 感謝 の 為 に は 預 
育 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます 
よう に 」 に 従わ な けれ ば な ら な い の で す 。 そ の 道 を 、 イス ラー 
ム と 呼び ます 。 預 吉 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 
与え くだ さい ます よう に 」 に 従う 人 を イス ラー ム 教 徒 「 ム スリ 
ム 」 と 呼び ます 。 ア ツラ ー に 感謝 する こと 、 預 吉 者 ムハンマド 
「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 に 従う 
こと を 「 イ バー ダ 」 と 呼び ます 。 イ スラ ー ム の 知識 は 二 種類 に 
分 けら れ ま す 。 宗教 上 の 知識 と 、 科 学 的 な 知識 て す 。 改 革 派 は 
、 宗 教 上 の 知識 を 「 学 術 的 知識 」、 科 学 的 な 知識 を 「 合 理 的 知 
識 」 と 呼び ます 。 宗 教 上 の 知識 も 二 種 類 に 分 けら れ ま す 。 


1 . 心 が ら 受け 入れ られ 、 信 じ ら れ る べき 事柄 て す 。 こ 
れ ら の 知識 を 「 教 え の 要素 」 も し く は 「 イ ー マ ー ン 」 「 信 仰 」 
と 呼び ます 。 簡単 に 吉 う な ら 、「 イ ー マ ー ン 」 と は 預 吉 者 ム ハ 
ンマ ド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 
が 知ら せ て お られ る 六 つ の 事柄 を 信じ し 、 イ スラ ー ム を 認め 、 不 
信仰 を 意味 する よう な 事柄 を 口 に し な いこ と で す 。 ム スリ ム は 
皆 、 不 信仰 を 意味 する 事柄 を 知り 、 そ れ ら を 避け る 必要 が あり 
ます 。 信仰 を 持つ 人 の こと を イス ラー ム 教 徒 「 ム スリ ム 」 と 呼 
び ま す 。 


2 . 体 や 心 て 行う べき 、 も し く は 避け る べき イ バ ー ダ の 
知識 て す 。 行 うこ と が 命じ られ て いる 事柄 を 「 フ アァ ルド 」 と 、 
避け る こと が 命じ られ て いる 事柄 を 「 ハ ラー ム 」 と 呼び ます 。 
これ ら を 「 宗 教 上 の 規則 」 も し く は イス ラー ム の 知識 と 呼び ま 
す 。 


皆 に と つて 最初 に 必要 と な る の は 、「 タ ウ ヒ ー ド の 言 
葉 」 を 唱え る こと 、 そ の 意味 を 全 じ る こと て す 。 タ ウ ヒ ー ド の 
言葉 と は 「 ラ ー イ ラー ハ イツ ソラ ツ ラー ムハンマド ウン ラ 
スー ルツ ラー」 で あり 、 そ の 意味 は 「 ア ツラ ー は 存在 し 、 唯 一 
て あら れ 、 ム ハン マ ド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さ 
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いま す よ うに 」 は その 使徒 て ある 」 と いう も の で て す 。 こ れ を 信 
じ る こと は 、 債 仰 す る 、 も し く は イス ラー ム 教 徒 に な る こと で 
す 。 信仰 す る 人 の こと は 「 全 者 」、 イ スラ ー ム 教徒 「 ム スリ ム 
」 と 呼び ます 。 債 仰 は 継続 的 な も の で ある 必要 が あり ます 。 従 
う て 、 不 信仰 の 要因 と な る よう な こと を 行い 、 不 債 仰 を 意味 す 
る よう な も の を 用 いる こと は 避け る 必要 が あり ます 。 

クル アー ン は 、 ア ツラ ー の 斉 葉 て で て す 。 ア ツラ ー は ジブ 
ラー イー ル と いう 名 の 天使 を 通し 、 フ ルアー ン を 預 吉 者 ム ハ ン 
マ ド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 に 
遣わ され まし た 。 ク ルアー ン の 土 語 は アラ ビア 語 で す 。 し か が し 
それ ら の 言葉 を 並べ られ た の は アツ ラー で て す 。 ア ソ ツラ ー が 並べ 
られ た まま の 形 て 現在 に 至り ます 。 これら の 文字 や 吉 葉 の 意味 
は 、 神 の 吾 葉 と いう 意義 を 備え る も の て す 。 これ ら の 文字 、 吉 
葉 を 「 フ クル アー ン 」 と 呼び ます 。 神 の 詩 葉 を 示す それ ら の 意味 
も また 、 ク ルアー ン で す 。 こ の 神 の 吉 葉 で て ある クル アー ン は 作 
り も の で は な く 、 ア ツラ ー の その 他 の 特性 と 同様 、 始 まり も 終 
わり も な い 存 在 て す 。 天使 ジ ブラ ー イ ー ル は 毎年 一 度 訪れ て 、 
それ まで て に 啓示 され た クル アー ン を 「 保 護 さ れ た 銘板 」 に 記さ 
れ た 順序 に 従 つ て 詠み 、 預 吉 者 ムハンマド も それ を 繰り 返し て 
いま し た 。 来世 へ と 移ら れる こと に な る 年 に は 2 回 訪 れ 、 全 て 
を 読み まし た 。 預 吉 者 ムハンマド と サハ ー バ た ちの 多く は 、 フ 
ルプ アーン を 全て 暗 褒 し て いま し た 。 来 世 へ と 移ら れ た 年 、 力 リ 
フ ア ブ ー・ バ クル は 暗 衣 し て いる 人 々 を 集め 、 そ れ ら を 書き 留 
め 、 あ る 一 団 の 人 々 に クル アー ン の 全て を 筆記 させ まし た 。 こ 
うし て 「 ム スハ フ 」 と 呼ば れる 本 が まとめ られ まし た 。 3 万 3 
千 人 の サハ ー バ が 、 こ の ム ス ハ フ の 一 文字 一 文字 が 全て 正しい 
も の で て ある と いう 点 て で 見解 を 一 致 さ せ て いま す 。 

預 斉 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ 
さい ます よう に 」 の 言葉 を 、「 ハ デイ ィ イー ス 」 と 呼び ます 。 こ の う 
ち 、 そ の 意味 が アッ ラー に よる も の て あり 、 そ の 言葉 が 預言 者 ム 
ハン マ ド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 
に よる も の に つい て は 聖 ハ デイ ー ス 「 ハ ディ イー ス ・ フ ドウ シー」 
と 呼び ます 。 多く の ハデ ィ イース の 本 が あり ます 。 これ ら の うち 、 
「 ブ ハー リー」 及 び 「 ム スリ ム 」 の 本 が 有名 て です 。 

アツ ラー が 命じ られ 、 信 じ る べき 事柄 を 「 イ ー マ ー ン 
」、 行 われ る べき 事柄 を 「 フ アル ド 」、 避 ける べき 事柄 を 「 ハ 
ラー ム 」 と 呼び ます 。 フ アル ド と ハラ ー ム を 「 イ スラ ー ム の 規 
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定 」 と 呼び ます 。 そ れ ら を 全く 信じ な い 人 を カー フィ イル 「 不 依 
心 者 」 と 呼び ます 。 


次 に 人 に 必要 な の は 、 心 を 清め る こと で す 。 心 と いう 
と 、 二 つの も の が 思い 浮か び ま す 。 胸 に 位置 する 臓器 も 、 心 「 
心臓 」 と 呼ば れ ま す 。 これ は 動物 に も 存在 する も の て す 。 も う 
1 つの 心 は 、 目 に は 見 えな いも の で て です 。 イ スラ ー ム の 書物 て の 
心 と は 、 こ ちら を 指し ます 。 イスラーム の 知識 は 、 こ の 心 に あ 
り ま す 。 信じ る の も 、 信 じ な い の も 心 で す 。 信仰 する 心 は 清 ら 
が で す 。 信仰 し な い 心 は 汚れ を 持ち 、 死 者 の よう で て す 。 心 を 清 
め る 旋 に 努力 する こと が 第 一 の 務め て す 。 イ バー ダ を 行う こと 
、 特 に 礼拝 を 行う こと 、 悔 悟 の 吉 葉 を 述べ る こと は 心 を 清め ま 
す 。 ハ ラー ム で ある こと を 実行 する こと は 心 を 破壊 し ます 。 預 
吉 者 ムハンマド は 次 の よう に お つ し や られ まし た 。 「 十 分 に 愉 
悟 を 行い な さい 。 悔 悟 の ドウ アー を 継続 し て 行う 者 を 、 ア ツラ 
ー は 病気 が か ら 、 あ ら ゆ る 苦し みか がら 救 わ れる 。 予想 も し な か が かつ 
た と ころ か ら 糧 を 与え られ る 」 悔 悟 と は 、 ア スタ ブフ ルツ ラー 
と 唱え る こと て す 。 ドウ アー が 認め られ る 為 に は それ を 行う 
人 が 信者 て あり 、 そ の 固 を 悔やみ 、 ド ウ ア ー の 意味 を 理解 し 信 
じ 、 そ れ を 唱え る こと が 必要 と な り ま す 。 暗く な つて し まつ た 
心 の まま て 行わ れ た ドウ アー は 受け 入れ られ な い の で す 。 三 度 
ドウ アー を 唱え 、 日 に 五 回 の 礼拝 を 継続 し て 行う 人 の 心 は 清め 
られ 、 心 その も の が ドウ アー を 行う よう に な り ま す 。 心 が それ 
を 行 つ て いな い の に 、 口 先 だ け で 行わ れ た ドウ アー は 何 の 役 に 
も 立た な い の で す 。 


イス ラー ム の 教え が 伝え た 宗教 上 の 知識 は 、 預 吉 者 ム 
ハン マ ド の 斉 行 に 従う 人 々 「 ア フル ・ ア ル ・ ス ン ナ 」 で ある 学 
者 た ちの 書物 て 記さ れ た 事柄 て す 。 こ の 学者 た ち が 伝 えて いる 
信仰 や イス ラー ム に 関す る 知識 の うち 、 そ の 意味 が 明白 て ある 
も の 「 ナ ー ス 」、 す な わ ち クル アー ン の 斉 葉 と ハデ イー ス を 信 
じ な い 人 を カー フィ イル 「 不 信心 者 」 と 呼び ます 。 信仰 を 持た な 
いこ と を 隠す の で て あれ ば 、 偽 信者 「 ム ナー フフ 」 と 呼ば れ ま す 
。 信仰 を 持た な いこ と を 隠し 、 が つ 、 ム スリ ム の よう に 見 せ か が 
け て ムスリム を だ まそ うと する の て あれ ば 、「 ズ ンド ウフ 」 と 
呼ば れ ま す 。 意 味 が 明白 て は な い 事 柄 を 誤 つ て 解釈 し 、 誤 つた 
まま 信じ た 場合 は カー フィ ル に は な り ま せん 。 し か し 預言 者 ム 
ハン マ ド の 言行 に 従う 人 々 「 ア フル ・ ア ル ・ ス ン ナ 」 の 正しい 
道 か ら は 逸れ て お り 、 地 獄 に 行く こと に な り ま す 。 意味 が 明白 
な 事柄 を 信じ た 場合 、 永 遠 に 罰 を 受け る こと は な く 、 地 獄 が ら 


= 3 


出さ れる こと に な り ま す 。 こ の 人 々 の こと を 「 和 逸脱 し た 人 々 」 
と 呼び ます 。 これ に は 様々 な 種類 が あり ます 。 こ うい つた 人 々 
、 そ し て カー フィ ル の 人 々 の イ バ ー グ ダ や 善行 は 認め られ ず 、 来 
世 で も 何 の 苦 も も た らし ませ ん 。 正しい 信仰 を 持つ 人 々 の こと 
を 「 ス ン ナ に 従う 人 々 」、 も し く は 「 ス ン ニ ニ 」 と 呼び ます 。 ス 
ン ニ で ある 人 々 は 、 崇拝 行為 に よ つ て 四 つ の 派 に 分 けら れ ま す 
。 これ ら の 四 つ の 派 に 属す る 人 々 は 互い が スン ナ に 従う 者 で あ 
る こと を 認識 し 、 尊 重 し 合い ます 。 こ れ ら の うち の どれ に も 属 
さ な い 人 は 、 ス ン ナ に 従う 人 で は あり 得 ま せん 。 ス ン ナ に 従わ 
な い 人 々 は 、 カ ー フ イル も し く は ピ ド ウ ア 「 和 逸脱 」 し た 人 と な 
る こと が 、 イ マー ム ・ ラ ツバ ー ニ の 書簡 、 特 に 第 1 巻 286 番 の 手 
紙 、 そ し て 「 ド ウツ ル ・ ム フタ ル 」 と いう 書 の 「 タ フタ ウィ ー 
・ ハー シ エ 」 の 「 ゼ バア ー ユ フ 」 の 部 分 、 及 び 「 ア ル ・ ベ サー 
イル ・ リ ムン キー ルツ ツタ ヴ ア ツ ス ル 」 と いう 本 に 書か れ て い 
ます 。 こ の ニ 二 冊 の 書物 は アラ ビア 語 て で す 。 二 冊 目 は イン ド て 書 
か が か れ 、 印 刷 さ れ 、1395 年 「 西 暦 1?75 年 」、 及 びそ の 後に . イ ス 
タン ブー ル で て で て ハ キー カト ウ 出 版 に よ つ て オフ セツ ト 印 刷 で 多数 
出版 され て いま す 。 


四 つ の 派 の うち いずれ が に 従 つ て 崇拝 行為 を 行う 人 が 
蛋 を 犯し た 場合 、 も し く は 崇拝 行為 に お いて 不足 が あつ た 場合 
、 悔 悟 を すれ ば その 固 は 許さ れ ま す 。 悔 悟 を し な けれ ば 、 ア ツ 
ラー は お 望 み に よ り 彼 ら を 許さ れ 、 決 し て 地獄 に 入れ られ る こ 
と は あり ませ ん 。 ま た お 望み に より その 沸 に 応じ た 罰 を 与え ら 
れ 、 し か し 最後 は その 久 か ら 救 われ る の で す 。 宗教 上 、 明 ら か 
こ 認 め ら れ て いる 事柄 の どれ 一 つも 信じ な い 人 は 、 地 獄 で 永遠 
に 罰 を 受け る こと に な り ま す 。 こ の 人 々 を 「 カ ー フ イル 」、 も 
し く は 「 ム ル タ ド 」 と 呼び ます 。 


カー フィ イル は 、 啓 典 を 持つ 者 、 持 た な い 者 の 二 種類 に 
分 けら れ ま す 。 ム スリ ム の 子 と し て 生ま れ な が ら も 棄 教 し た 人 
を 「 ム ル タ ド 」 と 呼び ます 。 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ イィ イ 「 ア ツラ ー の 
慈 悲 が あり ます よう に 」 が 、 多 神 教 て ある こと か が ら 婚 畑 が 禁じ 
られ る 人 々 に つい て 指摘 する 際 に 「 ム ル タ ド 、 ム ル ヒ ド 、 ズ ン 
ドウ フ 、 拝 火 教徒 、 偶 像 崇拝 者 、 古 代 ギ リシア 哲学 を 信じ る 人 
々 、 偽 信者 、 様 々 な 派 の うち 教え を 放棄 し て カー フイ ル と な つっ 
た 人 々 、 ブ ラフ マン 教徒 、 仏 教徒 、 バ ー テ ィ ニ 派 、 イ バー ヒビ 派 
、 ド ルー ズ 派 と 呼ば れる 人 々 」 と し て いま す 。 共 産 主義 者 や フ 
リー メイ スン の 人 々 も 同様 て す 。 キリスト教徒 と ユダ ヤ 教 徒 は 
神 が ら も た ら さ れ 、 そ の 後 変化 し て し まつ た タウ ラー ト 「 モ ー 
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セ 五 書 」 や イン ジー ル 「 旧 約 聖 書 」 を 信じ る 、 啓 典 を 持つ カー 
フィ ル で す 。 彼 ら が 、 何 ら か の 物体 が 神 性 を 持つ と 信じ る 場合 
は 「 多 神 教徒 」 と な り ま す 。 ア ツラ ー に は ザー ト の 特性 と スプ 
ー ト の 特性 と 呼ば れる も の が あり 、 そ れ ら を ウル ー ヒ ー ヤ 「 神 
性 」 の 特性 と 呼び ます 。 


啓典 を 持つ 、 も し く は 持た な い カ ー フ イル が ムスリム と 
な れ ば 、 地 獄 に 行く こと か ら 救 われ ます 。 罪 の な い 、 無 垢 な ム ス 
リム と な り ま す 。 た だ し 、「 ス ン ニ 」 で ある こと か が 必要 と な り ま 
す 。 スンニ て ある と は 、 預 吉 者 の 吉 動 に 従う 学者 た ちの 書物 を 読 
み 、 学 び 、 そ れ に 従 つ て 話し 、 行 動 す る 人 て ある こと を 意味 し ま 
す 。 現 世に お いて 人 が ムスリム て ある が か どう が は 、 強 制 の な い 状 
態 て 明白 に 語 つ た 言葉 や 行動 か ら 明 ら が か に な り ま す 。 人 が ム ス リ 
ム と し て 来世 に 行く が どう が は 、 最 期 の 瞬間 に 明らか が に な り ま す 
。 大 き な 因 を 犯し た ムスリム は 清らか な 心 て 悔 悟 を 行え ば 、 因 は 
必ず 許さ れ ま す 。 清 ら か な 状態 と な る の て す 。 「 悔 悟 」 が 何 て あ 
る が 、 ど の よう に 行わ れる か に つい て は 、 イ ルミ ハル の 本 、 例 え 
ば トル コ 語 、 ア ラビ ア 語 の 「 信 仰 と イス ラー ム 」 及び 「 永 遠 の 幸 
福 」 と いう 書物 て 詳し く 説 か れ て いま す 。 
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イー マー ン と イス ラー ム 


この 本 「 イ ー テ イカ ドナ ー メ 」 で は 、 預 吉 者 ム ハ ン マ 
ド が 「 イ ー マ ー ン と イス ラー ム 」 に つい て 説 か れ て いる ハデ イィ 
ー ス を 取り 上 げ ま す 。 こ の ハデ ィ イース の 恵み に より 、 ム スリ ム 
の 教義 が 完成 され 、[ 強 め ら れ ], そ れ に よっ つて 平安 と 幸福 に 至る 
こと 、 そ し て これ に よっ つて 回 深い 私 自身 も 救 わ れる こと を 私 た 
ち は 望 む の て す 。 

決し て 何 も の も 必要 と され ず 、 気 前 の 良さ と 恵み を 豊 
が に 持た れ 、 し も べた ち を 深く 憐 れ ま れる アツ ラー へ の 信条 を 
思う な ら 、 こ の 貧弱 て 暗い 心 を 持つ 私 の 至ら な い 吉 葉 が どう か が 
許さ れ ま す よ うに 。 こ の 不 十 分 な 崇拝 行為 が 受け 入れ て も ら え 
ます よう に 。 偽 り 、 騙 す シ ヤ イ ター ン の 悪 が ら 寺 り 、 お 慶び い 
た だ け ま す よ うに 。 慈悲 深い も の の 中 で も 最も 区 悲 深く 、 恵 み 
を 与え られ る も の の 中 て 最も 気 前 の よい お 方 は アッ ツラ ー な の で 
す 。 


イス ラー ム 学 者 た ち に よれ ば 、「 ム カツ ラフ 」 で て ある 
人 、 す な わろ 知性 を 備え 、 思 春期 以降 に 達し て いる 男女 全て の 
ムスリム が 、 ア ツラ ー の ザー ト 及 び ス ブー ト の 特性 を 正しく 知 
り 、 信 じ る こと が 必要 て す 。 皆 に と つて 第 一 の 義務 「 フ アル ド 
」 が これ て す 。 知 ら な いこ と は 弁解 に は な り ま せん 。 知 ら な い 
こと は 罪 に な る の て す 。 ア フ マ ド の 息子 で ある ハリ ー デ ィ ・ バ 
ー グ ティ が この 本 を 書い た の は 、 他 者 に 対す る 優位 さや 知識 を 
誇示 する 為 て も 、 誉 れ を 得る 為 て も あり ませ ん 。 一 つの 記憶 、 
ー つ の 替 仕 を 遺す 為 て す 。 ア ツラ ー が この 無力 な ハー リ デ "! と 
全て の ムスリム に 、 ご 自身 の お 力 と 預 衣 者 ムハンマド の 神聖 な 
魂 の 助け を 持つ て 、 援 助 を 行 つ て くだ さい ます よう に 。 ア ー ミ 
ー ン 。 


アッ ラー の 「 ザ ー ト の 特性 」 は 六 つ あり ます 。 ヴ ジュ 





1] ハー リ デ ィ ・ バ ー ダ ディ は 1242 年 「 西 暦 1826 年 」 に ダマ スカ ス で 
死去 し まし た 。 
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ー デ ド 、 ダム 、 パカ ー、 ワ フ ダ ー 三 ヤ 、 ム ハ バラ ファ ドウ ン - リ 
ル - ハ ワ ー デ ィ ス 、 フ ヤー ム - ピナ フシ ヒー で す 。 ヴ ジュ ー ド 
と は 、 ご 自身 て 存在 し て いる こと を 意味 し ます 。 フ ダム は その 
存在 に 始ま りや それ 以前 の 時 間 が な いこ と を 意味 し ます 。 八 力 
ー と は 、 そ の 存在 に 終わ り が な いこ と で す 。 決 し て 無 に な る こ 
と は な いこ と を る 意味 し ます 。 ワ フフ ダー ニヤ は どの よう な 観点 か 
ら も 同類 の も の 、 類 似 す る も の が 存在 し な いこ と を 意味 し ます 
。 ム ハラ ファ トウ ゥ ウン - リル - ハ ワ ー デ ィ イス と は 、 ど の よう な 存 
在 に も 、 ど の よう な 被 造物 に も 一 切 の 観点 か ら 似 て いな いこ と 
意味 し ます 。 フ ヤー ム - ピナ フシ ヒー と は 、 存 在 し 、 そ の 存 
在 を 続け て いく 為 に 他 の 存在 を 必要 と し な いこ と を 意味 し ます 
。 この 六 つ の 特性 は 、 ど の よう な 被 造物 に も 存在 し な いも の で 
す 。 ま た これ ら の 特性 は 、 ど の 被 造物 と も 結び つか な いも の で 
す 。 一 部 の 学者 は ワ フ ダー ニヤ と ム ハ ラ ファ トウ ン - リル - ハ 
ワー ディ ス が 同じ も の て ある と し 、「 ザ ー ト の 特性 」 は 五 つ で 
ある と 見 な し て いま す 。 
アツ ラー 以外 の 存在 を 、 マ ー シ ワ 「 ア ソ ツラ ー 以 外 の 被 
造物 」 も し く は アー レム 「 世 界 」 と 呼び ます 。 今日 て は タビ ピア 
トウ 「 自 然 」 と も 呼ば れ ま す 。 ア ー レ ム は 全て 、 無 て し た 。 全 
て を アッ ラー が 創造 され まし た 。 ア ー レ ム の 全て は 無 か ら 有 に 
も 、 有 か が ら 無 に も な り 得 る 存在 「 ム ムキ ー ン 」 で あり 、 そ し て 
無 て あつ た の が 存在 する よう に な つた 「 ハ バー ディ ス 」 の で す 。 
「 ア ツラ ー は 存在 され て いた 。 他 に 何 も な が つた 」 と いう ハデ 
イー ス は これ を 示す も の で す 。 


世界 が ハー ディ イス 「 無 か ら 有 に 到 つ た も の 」 で あるこ 
と を 示す 二 フ 目 の 根 拠 は 、 こ の 世界 が 常に 壊さ れ 、 変 化す る こ 
と で て す 。 全て の も の が 変化 し て いる の て す 。 カ ディ ム 「 存 在 に 
始ま り が な いも の 」 は 決し て 変化 し ませ ん 。 ア ツラ ー ご 自身 の 
特性 は こう いつ た も の て で て す 。 これ ら は 決し て 変化 し ませ ん 。 し 
か し この 世界 で は 、 物 理 的 な 事象 に お いて は 物質 の 変化 が 生じ 
ます 。 物 質 が 無 と な り 、 他 の 物質 に 変化 する の を 見 る こと が て 
きま す 。 原子 の 変化 、 極 反応 に お いて は 物質 も 要素 も 消失 し 、 
エネ ルギー へ と 変化 し ます 。 世 界 に お ける この よう な 変化 、 別 
の も の か ら 別 の も の が 生じ る こと は 、 そ れ が 無限 て で は な いこ と 
を 示し ます 。 始 まり が あり 、 無 か ら 創造 され た 最初 の 物質 、 要 
素 が ら 生 じ た こ と を 意味 し ます 。 


この 世界 が 無 か ら 有 へ と 至る こと が て きる も の 「 ム ム 
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キー ン 」 で て ある こと の また 別 の 根拠 は 、 こ の 世界 が 無 か ら 有 へ ヘ へ 
至 つ た も の 「 ハ ー デ イス 」 で ある こと で す 。 存在 と は 、 あ る こ 
と で て す 。 存在 に は 三 づ つの 種類 が あり ます 。 一 つめ は 必須 「 ワ ー 
ジブ ル ヴ ジ ュー ド 」 で ある 存在 、 す な わ ち ある こと か 必須 で あ 
る 存在 て で す 。 そ れ は 常に 存在 し 、 過 去 に も 以前 に も 無 と な つた 
こと が あり ませ ん 。 た だ アツ ラー の み が こ の 「 必 須 で ある 存在 
」 に あて は まり ます 。 二 つめ は 「 不 可能 て ある 存在 」、 す な わ 
ち 存 在 し 得 な いこ と で す 。 常に 無 で ある こと か が 必須 と な る の で 
す 。 ア ツラ ー と 並ぶ も の 、 ア ツラ ー の よう な 第 二 の 神 は 存在 し 
得 ま せん 。 三 つめ は 、「 存 在 し 得る し 」、 無 に も な り 得 る と い 
う も の で す 。 全 て の 世界 「 ア ー レ ム 」、 被 造物 は 皆 、 こ れ に 訟 
当 し ます 。 存在 「 ヴ ジュ ー ド 」 と いう 語 の 対義語 は 、「 無 / ア デ 
ム 」 で て す 。 無 と は 、 存 在 し な いと いう こと で す 。 全 て の も の は 
、 存 在 す る よう に な る まで て は 無 て で し た 。 つ まり 、 存 在 し な が つ 
た の で す 。 


存在 する も の 「 マ ヴ ジ ュー ド 」 は 、 ニ つ に 区 別 で きま 
す 。 一 つめ は 無 が か ら 有 へ と 至る も の 「 ム ムキ ー ン 」 で て あり 、 も 
うー つが 常に 存在 する こと が 必須 て ある も の 「 ワ ー ジ ブ プ 」 で て す 
。 も し 存在 する も の の 全て が ム ム キ ー ン て で て あり 、 ワ ー ジ ブ で て あ 
る も の が 何 も な が つた と し た ら 、 そ の 時 に は 一 切 、 何 も 存在 し 
得 お な か つた て で て しょ う 。 な ぜ な ら 、 な いと ころ か ら 存 在 す る よう 
に な る と いう の は 、 一 つの 変化 だ が か ら で て で す 。 物理 の 知識 に よれ 
ば 、 あ る 物質 て 何ら か の 事象 が 発生 する 為 に は 、 こ の 物質 へ の 
外部 が ら の 力 が 働き か ける こと 、 そ し て その カカ の 源 が この 物質 
より も 以前 が ら 存 在 し て いる こと が 必要 と な る が か ら て す 。 こ の 
為 、 ム ムキ ー ン で て ある も の は それ 自体 て 存在 し 始め る こと は で 
きず 、 ま た 存在 し 続け る こと も て きま せん 。 そ れ に 対し て 何ら 
か の カカ が 影響 を 及ぼ さ な い 限り 、 ず つと 無 の まま て あつ た て し 
よう 。 存在 する こと は な が つた て し ょ う 。 自 力 て 存在 する こと 
が て き な い も の は 、 当 然 他 の ム ム キ ー ン を 創造 する こと も て き 
ませ ん 。 ム ムキ ー ン で て ある も の を 創造 て まる も の は 、 ワ ー ジ ブ 
「 常 に 存在 する こと が 必須 て ある も の 」 で て し か あり 得 な い の で て 
す 。 こ の 世界 が 存在 する こと は 、 そ れ を 無 か ら 有 へ と 至ら せ た 
創造 主 が 存在 する こと を 示し て いる の です 。 そ れ は ハー ディ ス 
て は な く 、 ム ムキ ー ン で て も な く 、 常 に 存在 し 、 全 て の 被 造物 の 
唯一 の 創造 主 で あり 、 そ の 存在 は ワー ジブ で て す 。 そ れ は カカ ディ 
ム 、 す な わら 常に 存在 し ます 。 存在 が ワー ジブ で て ある と いう こ 
と は 、 そ の 存在 が 他 者 に 依 つ た も の で は な く 、 完 全 に 自生 する 
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も の で ある こと を 意味 し ます 。 つ まり 、 常 に 自ら の 力 て 存在 し 
て いる の で す 。 他 者 に よっ て 創造 され た の で は あり ませ ん 。 他 
者 に よっ て 創造 され た の で あれ ば 、 ム ムキ ー ン か つ ハ ー デ ィ ス 
で ある こと に な り ま す 。 こ れ は ここ まで の 考え に 相容れない 結 
果 な の て す 。 

ペル シャ 語 で 「 フ ダー」 と は 、 常 に 自ら て 存在 する こ 
と 、 つ まり カカ ディ イム を 意味 し ます 。「 私 た ちの 本 の 第 一 部 第 
節 、74 ペ ー ジ に より 詳し い 知識 が 書か れ て いま す 。 そ ちら も 読 
ん で くだ さい 。」 


この 世界 は 、 驚 異 的 な 秩序 の うち に 存在 し て いる こと 
を 私 た ち は 目 に し ます 。 科 学 は 毎年 これ を 新しく 見 出し て いま 
す 。 こ の 秩序 を 創造 し た 存在 は ハー イ 「 生 命 を 持つ お 方 」 て あ 
り 、 ア ー リ ム 「 知 を 備え た お 方 」 て あり 、 カ ー デ イル 「 十 分 な 
力 を 備え た お 方 」 て あり 、 ム リー ド 「 望 まれ る お 方 」 て あり 、 
サミ イ 「 聞 が れる お 方 」 て あり 、 バ パー シル 「 ご 覧 に な る お 方 」 
て あり 、 ム タカ ツリ ム 「 語 られ る お 方 」 て あり 、 ハ ー ル フ 「 創 
造 さ れる お 方 」 て ある こと が 必須 と な り ま す 。 な ぜ な ら 、 死 ぬ 
こと 、 無知 て ある こと 、 力 が 不 十分 て ある こと 、 無 理 に 行う こ 
と 、 聞 こえ な いこ と 、 見 えな いこ と 、 語 られ な いこ と は それ ぞ 
れ が 一 つの 不足 で す 。 万 物 を 、 こ の 世界 を 、 こ れ だ け の 均衡 の 
も と に 創造 され 、 無 て ある こと か ら 守 られ る 存在 に 、 こ の よう 
な 不足 が ある こと は 考え られ な い の で て す 。 


原子 か がら 星 に 至る ま て 、 全 て の 被 造物 は それ ぞ れ の 秩 
序 に 用 いて 創造 され て いま す 。 物 理学 、 化 学 、 天 文学 、 生 物 学 
て 見 る こと の て きる 法則 に お ける 秩序 は 和 驚く べき も の て す 。 ダ 
ー ウ ィ ン で すら 「 目 の 構造 で の 秩序 の 細か が さ を 考 える ご と に 、 
驚嘆 せ ず に は いら れ な い 」 と 語 つ て いま す 。 空気 は 7/8 パ ー セ ン 
ト が 窒素 、21 パ ー セ ント が 酸素 、 そ し て 1 パー セン ト が 人 不 活性 
ガス の 混 さ つた も の で す 。 複 合体 で は な く 、 混 ざさ つた も の で て す 
。 酸素 が 21 パ ー セ ント より も 多 か つ た 場合 、 私 た ちの 内 蔵 が 焼 
が れ て いた で しょう 。21 パ ー セ ント より も 少な けれ ば 、 血 液 中 
の 糧 と な る 物質 を 燃焼 させ る こと が て き な が つた で て し ょ う 。 こ 
の 21 パ ー セ ント と いう 数 値 は せ 、 ど こ て も 、 そ し て 雨 が 降 つ た と 
し て も 変化 し ませ ん 。 これ は 大 き な 恵 みて す 。 ア ツラ ー の 存在 
、 力 、 そ し て 慈しみ を 示す も の で は な いて で し ょ うか 。 こ の 奇 中 
に 比べ る な ら 、 目 の 構造 すら 紫 細 な も の と な り ま す 。 科 学 知識 
に お いて 定着 し て いる 全て の 法則 、 細 か な 計算 、 定 義 を 創造 さ 
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れる 存在 に 、 不 足 な ど が あり 得る で て しょ うか が 。 


これ 以外 の 完成 され た 特性 は 、 被 造物 に も 見 る こと が 
て きま す 。 これ ら を 被 造物 に お いて も 創造 され た の て す 。 こ れ 
ら の 特性 が ご 自身 に も な が か つた と し た ら 、 な ぜ そ れ を 被 造物 に 
お いて 創造 する こと が て きる て し ょ う が 。 そ れ ら が アツ ラー 自 
身 に も な い の て あれ ば 、 被 造物 の 方 が アツ ラー より も より 尊い 
と いう こと に な つて し まう の で す 。 従 つて 、 こ の 世界 を 創造 さ 
れ た お 方 に は 、 全 て の 完成 され た 、 優 れ た 特性 が あり 、 ま た 不 
足 を 意味 する よう な 特性 は 一 切な が いと いう こと が で て でき ます 。 不 
足 や 欠点 を 持つ 存在 は 、 フ ダー に も 、 創 造 主 に も な る こと は な 
い の で す 。 


理性 が 示す これ ら の 根拠 を 脇 に よ け た と し て も 、 ク フル 
アー ン の 言葉 や 聖 ハ デイ ー ス も また 、 ア ツラ ー が 完成 され た 特 
性 を 持つ こと を 明白 に 知ら せる も の て す 。 これ に 疑念 を 持つ こ 
と は 正しい こと で は な く 、 不 倍 仰 に つなが る も の で す 。 上 記 の 
八 つ の 完成 され た 特性 を 、「 ス ブー ト の 特性 」 と 呼び ます 。 す 
な わ ち 、 ア ツラ ー の ス ブ ー ト の 特性 は 八 つ て す 。 ア ツラ ー に は 
、 全 て の 完成 され た 特性 が あり ます 。 そ の 特性 に も 、 み わざ に 
も 、 一 切 の 不足 、 混 同 、 変 化 は あり ませ ん 。 「 ザ ー ト の 特性 」 
と 「 ス ブー ト の 特性 」 を 、 ウ ルー ヒー ヤ 「 神 性 」 の 特性 と 呼び 
ます 。 何らかの 彼 造 物 に ウル ー ヒ ー ヤ の 特性 が ある こと を 信じ 
る の て あれ ば 、 そ の 人 は 「 多 神 教徒 」 と な り ま す 。 


= まめ 人 : 三 
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イス ラー ム の 条件 


万 物 を 常に 存在 させ 、 常 に 存在 され 、 全 て の 善 と 恵み 
を 与え られ る お 方 で て ある アッ ラー の ご 援助 に より 、 こ こ で は 預 
育 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます 
よう に 」 の 祝福 され た 育 葉 の 解説 を 始め まし ょ う 。 

ムスリム た ちの 勇敢 な イマ ー ム で あり 、 サ ハー バ た ち 
の 中 で も 先 に 立つ 存在 で あり 、 常 に 正しい こと を 語る 人 と し て 
知ら れる 愛す べき 先達 ウマ ル ・ ピ ン ・ ハ ツタ ー ブ は 次 の よう に 
言い まし た 。 


「 あ の 素晴らし い 日 、 私 た ち サ ハー バ の うち 一 人 が 、 預 
衣 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます 
よう に 」 の そば で お 仕え し て いた 。」 


その 日 、 そ の 時 は この 上 な く 誉 れ 高 く 、 尊 く 、 が か けが 
え の な いも の て し た 。 そ の 日 、 預 吉 者 さま の 説話 に 参加 し 、 お 
そば に いる こと て で て 、 人 誉れ を 受け 、 魂 の 糧 て あり 、 生 命 に 喜び を 
与え る その 神聖 な 御 姿 を 見 る こと が て きま し た 。 こ の 日 の 誉れ 
、 豊 さ を 説明 する 為 に 素晴らし い 日 と いう 表現 を 用 いて いる の 
て す 。 ジ ブラ ー イ ー ル を 人 間 の 姿 て 見 る こと 、 そ の 声 を 聞く こ 
と 、 し も べ が 必要 と し て いる 知識 を 明白 な 形 て 預 吉 者 ム ハ ン マ 
ド 「 ア ッ ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 の 祝 
福 さ れ た 口 が から きく こ と が で てき た この 日 ほど に 、 誉 れ 高く 尊い 
時 が 他 に ある て し ょ うか が 。 

「 そ の 時 、 月 が 昇る が か の よう に 、 あ る 人 が 我々 の そば 
に 来 た 。 そ の 服 は 真っ白 て 、 髪 は 大 変 時 か つた 。 そ の 人 に は 、 
列 や 砂 、 汗 と いつ た 旅 を し て きた よう な 様子 は 見 られ な が つた 
。 アツ ラー の 使徒 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ま 
す よ うに 」 の サハ ー バ で て ある 私 た ち は 誰 も 、 彼 の こと を 知ら な 
が つた 。 つ まり 、 私 た ち が あ つて 、 見 知 つ て いる 人 て で は な が つ 
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た 。 彼 は アツ ラー の 使徒 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ 
さい ます よう に 」 の 前 に 座 つ た 。 そ の 膝 を 、 そ の 祝福 され た お 
ひざ に 近づけ た 」 


この 時 訪れ た の は 、 天 使 ジ ブラ ー イ ー ル で て し た 。 彼 は 
人 間 の 姿 を し て 現れ まし た 。 天使 ジブ ラー イー ル の この 座り 方 
が 礼儀 作法 に 適 つ っ て いな い が か の よう に 見 えた と し て も 、 こ の 状 
況 は 重要 な こと を 伝え る も の な の て す 。 つ まり 、 宗 教 上 の 知識 
を 得る 点 て 恥ず が か し が る こと は 正しい こと で は な く 、 ま た 教え 
る 者 に も うぬぼれ や 思い 上 が り は 似つか が かわ しく な いと いう こと 
を 示し て いる の で て す 。 皆 、 イ スラ ー ム に つい て 知り た いこ と を 
その 師 に 自由 に 、 委 縮 す る こと な く 聞 くべ き て ある こと を 、 こ 
の 振る 舞い に よ つ て 天使 ギブ ラー イー ル は サハ ー バ た ち に 教え 
られ た の で す 。 教え を 学ぶ こと を 恥ず が し が る こと 、 ア ッ ラ ー 
を 正しく 知り 、 学 び 、 教 える こと を 苦 に する こと は 正しい こと 
て は な い の で す 。 

「 そ の 人 は 、 手 を アツ ラー の 使徒 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平 
安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 の 神聖 な 膝 の 上 に 買 き 、 ア ツ 
ラー の 使徒 に 質問 し た 。 ア ツラ ー の 使徒 よ ! 私 に イス ラー ム と 
、 信 者 に つい て 説明 し て ほし い 、 と 。」 


「 イ スラ ー ム 」 と は 辞書 て は 、 服 従 す る こと 、 委 ね る 
こと を る 意味 し ます 。 預 吉 者 ムハンマド 「 ア ッ ラ ー が 祝福 と 平安 
を お 与え くだ さい ます よう に 」 は 、 イ スラ ー ム と いう 言葉 を 、 
イス ラー ム の 五 つ の 基本 的 な 柱 の 名 称 て ある と し て 、 次 の よう 
に 説 か れ ま し た 。 ア ツラ ー の 使徒 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 
与え くだ さい ます よう に 」 は 次 の よう に 言わ れ ま し た 。 


イス ラー ム の 条件 の 一 つ め は 、 信 仰 告白 「 カ リマ 
上 ダ 」 の 言葉 を 唱え る こと て す 。 これ は 、「 ア シュ ユ ュ ハ 
ド アン ラー イラ ー ハ イツ ラッ ラー ワ アシ ュ ハ ド 
アン ナ ム ハ ン マ ダ ン アブ ドウ フ ワラ スー ル 」 と 唱え る こ 
と て す 。 つ まり 理性 を 持ち 、 思 春期 以上 に 達し て いて 話す こと 
の で て きる 人 が 、「 地 に も 天 に も 、 ア ツラ ー 以 外 に 崇拝 され る に 
ぶ ふさ わし く 、 崇 め ら れる べき で て ある 存在 は 何 も な い 。 真 に 、 崇 
拝 さ れる べき な の は た だ ア ツラ ー の み で ある 。」 プ アツ ラー の 存 
在 は 必須 て ある 、 あ ら ゆ る 優れ た 特性 が その お 方 に あり 、 そ の 
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お 方 に は 一 切 の 不足 は な い 、 そ の お 方 の 名 が 「 ア ツラ ー」 で て みあ 
る 」 と 口 に 出す こと て あり 、 そ れ を 心から 、 絶 対 的 に 信じ る こ 
と て す 。 そ し て また この バラ の よう な 肌 の 色 を 持ち 、 赤 み が が か が 
つた 白く 輝く 愛し い 顔 と 、 黒 い 眉 、 黒 い 目 を 持ち 、 神 聖 な 額 が 
広く 、 素 晴らし い 性 質 を 持ち 、 優 し い 訓 葉 を 話し 、 ア ラビ ア の 
マツ 力 に 生ま れ た 為 に アラ ブ 人 と 吉 わ れ 、 ハ ー シ ム 家 の 「 ア ブ 
ドウ ラー の 息子 ムハンマド と 呼ば れる 尊い お 方 が アツ ラー の し 
も べ て あり 、 ま た その 使徒 、 す な わ ち 預 吉 者 て ある 。」 と いう 
こと て す 。 

預 吉 者 ムハンマド は 、 ワ ツ ハ ー ブ の 娘 ア ー ミ ナ の 息子 
て す 。 西暦 5/1 年 、4 月 20 日 の 月 曜日 の 朝 、 暁 の 光 が 出 す 頃 に マ 
ツ カ の 町 で お 生ま れ に な り ま し た 。40 歳 の 時 、 預 吉 者 て で あるこ 
と が ご 自身 に 告げ られ まし た 。 こ の 年 を ビ セ ツ ト の 年 「 預 吉 者 
さま が 遣わ され た 年 」 と 呼び ます 。 


この 後 、13 年 間 マ ツ カ カ て 人 々 を イス ラー ム へ と 招 が かれ 
まし た 。 ア ツラ ー の ご 命 念 に より 、 マ ディ イー ナ ヘ ヒジ ユ ュ ラ 「 聖 
和 居 」 を され まし た 。 こ こ で て 、 イ スラ ー ム が 広く 伝え られ る よう 
に な り ま し た 。 ヒ ジュ ユラ か ら 10 年 た ち 、 西 暦 632 年 月 、 ラ ピー 
ウル ・ プ アソ ツ ワ ル 月 の 12 日 目 の 月 曜日 に マデ イー ナ て 亡くな られ 
まし た 。 


歴史 家 に よる と 、 預 吉 者 ムハンマド は マツ 力 が か ら マ ディ 
ー ナ へ の ヒジ ュ ラ に お いて 、 西 暦 6222 年 、 サ フ ア ル 月 の 27 日 、 
木曜 日 の 夕方 、 サ ウル 山 の 洞 窟 に 入ら れ ま し た 。 月 曜日 の 夜 に 
洞窟 を 出 て 、 西 暦 て は 9 月 の 20 日 、 そ し て ラビ ピー ウ ル ・ ア ソ ワ 
ル 月 の 8 日 、 月 曜日 に マデ イー ナ 近 郊 の フー バ の 村 に 到着 し ま 
し た 。 こ の 幸福 な 日 は 、 ム スリ ム の 「 ヒ ジュ ジラ 歴 」 の 始ま り の 
日 と な か り ま し た 。 シ ー プ アプ 派 て の ヒジ ユ ュ ラ 太陽 暦 の 始ま り は 、 こ 
れ よ り 6 が か 月 前 に な り ま す 。 す な わ ち 、 拝 火 教 徒 の ノー ルー ズ 
の 祝日 て ある 3 月 20 日 に 始ま つて いま す 。 夜 と 昼 が 等 し い 価値 
を 持つ 木曜 日 に も クー バ に 滞在 し 、 金 曜日 に その 地 を 離れ 、 そ 
の 日 、 マ デイ ー ナ に 入ら れ ま し た 。 そ の 年 の ム ハ ツ ラム 月 の 第 
ーー 日 が 、 ヒ ジュ ラ 太 陰暦 の 初日 と され まし た 。 こ の 大 陰暦 の 初 
日 は 、 西 暦 て は / 月 16 日 の 金曜 日 て し た 。 い ずれ か が の 西暦 の 年 
始 が 該当 する ヒジ ュ ラ 太陽 暦 の 年 は 、 こ の 西暦 が から 622 を 引い 
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た も の て す 。 ま た いずれ か の ヒジ ュ ラ 太陽 暦 の 年 始 が 該当 する 
西暦 の 年 は 、 こ の 太陽 暦 に 921 を 足し た も の で す 。 


2. イス ラー ム の 五 つ の 条件 の うち 二 つ め は 、 そ の 形式 や 
フ ア ァ アルド 「 義 務 」 に 適し た 形 で て 、 毎 日 5 回 の 「 定 め ら れ た 時 間 
に 礼拝 を 行う こと 」 て す 。 全 て の ムスリム は 毎日 、 定 め ら れ た 
時 間 に 礼 拝 を 行う こと 、 そ れ ら を 正しい 時 間 に 行 つて いる と 褒 
識 し て いる こと が ファ ルド 「 義 務 」 に な り ま す 。 無知 な 人 々 、 
派 に 属さ な い 人 々 が 作 つ た 斉 つた 暦 に 従 つ て 時 間 よ り 前 に 礼拝 
を 行う こと は 固 に な り 、 こ の 礼拝 は 正当 な も の と 見 な され ませ 
ん 。 同時 に 、 ズ フル の 最初 の スン ナ と 、 マ ブリ ブ の ファ アル ド 「 
義務 の 礼拝 」 を 、 礼 拝 を 行 つ て は いけ な い 時 間 に し て し まう 妥 
因 に も な り ま す 。 礼拝 の 時 間 が 来 た こ と は 、 ム アツ ズ イ ン が ア 
ザー ン を 唱え る こと に よう つて わが かがり ます 。 信仰 を 持た な い 人 に 
よう つて 、 も し く は スピ ー カ ー な ど を 用 いて 唱え られ る アザ ー ン 
は 、「 ム ハン マ ド の アザ ー ン 」 と は 呼ば れ ま せん 。 礼拝 は ファ 
ルド 、 ワ ー ジ ブ 、 ス ン ナ に 注意 を 払い 、 心 を アツ ラー に 寄せ 、 
時 間 が 過ぎ る 前 に 行わ な けれ ば な り ま せん 。 フ ルアー ン で は 、 
礼拝 の こと を 「 サ ラー ト 」 と 表現 し て いま す 。 イ スラ ー ム に お 
ける 「 サ ラー ト 」 と は 、 イ ルミ ハル の 本 て 書か れ て いる 形 て 、 
ー 定 の 行動 を し 、 一 定 の 言葉 を 唱え る こと で す 。 礼 振 は 「 イ フ 
ティ イタ フ ・ タ フク ピール 」 に よっ つて 始め ます 。 す な わ ち 、 男 性 は 
手 を 耳 の 高 さ ま て 上 げた 後 て へ その 下 に 下ろ し 、 女 性 は 手 を 衣 
の 高 さ ま て 上 げた 後 て 胸 の 前 て 組み 、「 ア ツラ ー フ ・ ア フ バ ル 
」 と 唱え る こと に より 始ま り ま す 。 最後 は 、 座 つた 状態 て 頭 を 
左右 の 方 に 向け 、「 ア ツ サ ラー ム ・ ア ライ クム ワ ラフ マト 
ウツ ラー」 と いう こと て 終わ り ま す 。 


3 . イス ラー ム の 五 つ の 条件 の 三 つ め は 、「 財 産 に 対 
し て ザ カ ー ト を 行う こと 」 て す 。 ザ カー ト の 辞書 的 な 意味 は 、 
清め る こと 、 ほ め る こと 、 そ し て いい 状態 に な る こと て で て す 。 イ 
スラ ー ム に お ける ザ カ ー ト は 、 必 要 最 低 限 の も の 以上 、 そ し て 
「 ニ サー ブ 」 と し て 定め られ て いる 一 定 の 基準 以上 の ザ カ ー ト 
を する べき 財産 を 持つ 人 が 、 財 産 の うち ーー 定 の 量 を 取り 分 け 、 
クル アー ン て 定め られ て いる ムスリム た ち へ 、 相 手 を 軽視 し た 
りす る こと な く 与 える こと て す 。 ザ カー ト は 七 つ の 層 に 属す る 
人 に 与え られ ます 。 四 つの 派 ご と に 、 四 つの 種類 の 二 サ ー ブ が 
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定め られ て いま す 。 金 や 銀 の ザ カ ー ト 、 買 易 用 の 品 の ザ カ ー ト 
、 一 年 の 半分 以上 を 平原 て 放牧 され て いる 四 足 の 家畜 、 そ し て 
土 か ら 収穫 され る も の の ザ カ ー ト て す 。 こ の 四 つ め の ザ カ ー ト 
を 「 ウ スル 」 と 呼び ます 。 収 穫 さ れる と すぐ に この ウス ル が 支 
払わ れ ま す 。 残 り の 三 つ の ザ カ ー ト は 、 ニ サー ブ の 量 に 達し て 
がら! 年 後に 支払 われ ます 。 


4 . イス ラー ム の 五 つ の 条件 の うち 四 つ め は 、「 ラ マ 
ダー ン 月 に 毎日 断食 を 行う こと 」 で す 。 断食 を 行う こと を 「 サ 
ウム 」 と 呼び ます 。 サ ウム は 辞書 的 に は 、 何 が を 何 が から 守る 
こと を 意味 し ます 。 イ スラ ー ム に お いて は 、 そ の 条件 に 留意 
つつ 、 ラ マダ ー ン 月 に アッ ラー の こ 命 今 故に 、 毎 日 三 つ の も の 
が か が ら 自 ら を 守る こと を 意味 し ます 。 この 三 つ の も の と は 、 食 べ 
る こと 、 飲 むこ と 、 そ し て 性 的 交渉 て で す 。 ラ マダ ー ン 月 は 空 に 
新 月 が 見 られ る こと て 始ま り ま す 。 カ レン ダー に 前 も つて 計算 
を 書き 加え る こと て 始ま る の で て は あり ませ ん 。 


5 . イス ラー ム の 五 つ の 条件 の 五 つ め は 、「 そ れ が で き 
る 状態 に ある 人 が 生涯 に 一 度 ハツ ジ を 行う こと 」 で す 。 道 中 が 
安全 て 、 体 が 健康 で あり 、 マ ツ カ カ の 町 に 行 つ て 帰 つ て くる まで 
に 家 に 残す 家族 が 生計 を 立て らち られ る だ け の 財産 と 、 そ こ に 行 つ 
て 戻 つ て くる こと の で きる 人 が 、 生 涯 に 一 度 崇高 な る カー バ を 
周回 する こと 、 ア ラフ アァ アト に 留まる こと は ファ ルド 「 義 務 」 で て 
す 。 


この 時 や つて き て いた 人 は 、 預 吉 者 ムハンマド の この 管 
え を 聞い て 、「 あ な た は 正しい こと を 喜 つ て いる 、 ア ツラ ー の 
使徒 よ 」 と いい まし た 。 そ の 場 に いた サハ ー バ た ち は こ の 様子 
に 驚い て いた と ウマ ル は 伝え て いま す 。 な ぜ な ら 彼 は 質問 し 、 
か が つ そ の 答え が 正しい と 評価 し た が ら で す 。 何 が を 尋ね る こと 
は 、 知 ら な いこ と を 学び た いと 求め て いる こと を る 意味 し ます 。 
あな た が 吉 つ て いる こと は 正しい と 答え た の で あれ ば 、 そ の 人 
が それ ら を 知 つ て いる こと を る 意味 し て いる の で す 。 

この イス ラー ム の 五 つ の 条件 の うち 最も 重要 な も の は 、 
「 倍 仰 告白 の 言葉 を 唱え る こと 」、 そ し て その 意味 を 信じ る こ 
と で す 。 そ の 次 に 重要 な こと が 、 礼 拝 を 行う こと て で す 。 そ れ か が 
ら 断 食 を 行う こと 、 ハ ツジ を 行う こと と 続き 、 最 後 が ザ カ ー ト 
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を 支払 うこ と で す 。 信仰 告白 の 吉 葉 が 最も 重要 て ある こと に つ 
いて は 意見 が 一 致し て いま す 。 残 り の 四 つ の 順序 に つい て も 、 
学者 た ちの 多く は 上 記 の よう に 述べ て いま す 。 信仰 告 白 の 計 葉 
は 、 イ スラ ー ム の 最初 期 に 、 最 初 に フ ア ル ド と な つた も の で て す 
。 うら 回 の 礼拝 は 、 預 吉 者 て ある こと が 明らか が に な つて か ら 12 年 
目 、 ヒ ジュ ラ の 年 と 少し 前 に ミラ ー ジ ユ の 夜 に 定め られ た も 
の て す 。 ラ マダ ー ン 月 の 断食 は 、 ヒ ジュ ユラ の 2 年 目 に シャ ー バ 
ン 月 に 定め られ まし た 。 ザ カー ト を 支払 うこ と は 、 断 食 が ファ 
ルド と され た 年 の ラマ ダー ン 月 て フ ア ル ド と な り ま し た 。 ハツ 
ジ は 、 ヒ ジュ ラ か が から? 年 目 に フ ア ル ド と な り ま し た 。 


誰が が イス ラー ム の 五 つ の 条件 の うち ー つ を 否定 し た 場 
合 、 す な わ ち それ を 信じ ず 、 認 め な い 場 合 、 あ る い は それ を か 
ら か つた り 閣 意 を 払わ な か つた り し た 場合 は 、 そ の 人 は 億 爺 を 
持た な い 人 「 カ カー フィル 」 と な り ま す 。 ま た ハラ ー ル も し く は 
ハラ ー ム で て ある こと が 明白 に 、 意 見 の 一 致 に よ つ て 宣言 され て 
いる も の の うち どれ が を 認め な い 場 合 、 す な わ ち ハラ ー ル を ハ 
ラー ム と いつ た り 、 ハ ラー ム を ハラ ー ル と いつ た りす る 人 も ま 
た 、 カー フイ ル と な り ま す 。 宗教 上 必ず 認識 され る べき も の 、 
つま り イ スラ ー ム 国家 に 暮らし 、 教 え に つ いて 知識 の な い 人 々 
て すら 耳 に し 、 知 つて いる よう な 宗教 上 の 知識 の うち どれ か が を 
否定 する 人 、 気 に 入ら な い 人 も カー フィ イ ル と な り ま す 。 


例え ば 、 豚 肉 を 食べ る こと 、 ア ルコ ー ル 飲料 を 飲む こ 
と 、 賭 博 を 行う こと 、 女 性 が 頭 や 髪 、 腕 や 足 を 見 せる こと 、 男 
性 が 膝 と へ その 間 が 見 える 状態 て 他 の 人 の 前 に 現れ る こと は ハ 
ラー ム て す 。 つ まり アッ ラー が 禁じ られ て いま す 。 ア ツラ ー の 
ご 命 信 と 禁止 事項 を 教え て いる 四 つ の 派 は 、 男 性 が 隠す べき 場 
所 に つい て それ ぞ れ 異な つた 見 解 を 示し てい ます 。 ム スリ ム は 
、 自 分 が 所 属す る 派 が 示し て いる 見 和解 に 従 つ て 、 隠 すべ き 場 所 
を 覆う こと が 必要 て す 。 ま た それ ら の 場所 が 見 えて いる 人 を 他 
の 人 が 見 る こと も ハラ ー ム で て す 。 「 幸 福 の 錬金術 」 て は 、 女 性 
が 頭 や 髪 、 腕 、 足 が 見 える 状態 て 外 を 歩く こと が ハラ ー ム て みあ 
る と 同様 に 、 薄 く 、 飾 り の 多く 、 び ひつ た り と し て いて よい 香り 
の する 服 で て 外 に 出る こと も 禁じ られ て いま す 。 こ の よう な 姿 で 
外 に 出る こと を 認め 、 詩 し 、 ま た それ を 気に入る 親 や 兄弟 も そ 
の 罪 を 共に 行う た こと に な り ま す 。 も し 悔 悟 を 行え ば 、 そ の 人 因 
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は 許さ れ ま す 。 ア ツラ ー は 悔 悟 を 行う 者 を 愛さ れる の で て す 。 


ムスリム で て ある と 話す 人 は 、 そ の 行い が イス ラー ム に 
お いて 適し た も の て ある が か どう か を 知る 必要 が あり ます 。 も し 
知ら な い の で あれ は ば 、 預 吉 者 ムハンマド に 従う 学者 に 尋ね た り 
、 そ うし た 学者 の 本 を 読ん だ りす る べき で す 。 行 つて いる こと 
が イス ラー ム に 適し た こと て な けれ ば 、 因 や 教え へ の 嫌悪 と な 
り ま す 。 毎日 真 の 悔 悟 を 行う こと が 必要 で す 。 悔 悟 を 行え ば 、 
罪 も 教え へ の 嫌悪 も 必ず 許さ れ ま す 。 悔 悟 を 行わ な けれ ば 、 現 
世 と 来世 て その 罰 を 受け る こと に な り ま す 。 こ の 罰 に つい て は 
この 本 の 様々 な 箇所 て 書か れ て いま す 。 大きな 固 を 犯し た ム ス 
リム は 、 そ の 固 に 相当 する だ け 地 獄 で 焼 が か れ た 後 、 そ こ か が ら 出 
され ます 。 ア ツラ ー を 信じ ず 、 イ スラ ー ム を 壊滅 さす よう と 努 
め た 人 は 、 永 遠 に 地獄 に 留まる こと に な り ま す 。 


男性 ・ 女 性 が 礼拝 中 及び 常に 隠し て いな けれ ば いけ な 
い 場 所 を 、「 ア ウラ の 場所 」 と 呼び ます 。 ア ウラ の 場所 を 見 せ 
る こと 、 他 者 の アウ ラ の 場所 を 見 る こと は ハラ ー ム で て す 。 イ ス 
ラー ム に は アウ ラ な ど と いつ た も の は な い 、 と 発 豆 する 人 は 力 
ー フ ィ イル と な り ま す 。 加 つの 派 が 一 致し て アウ ラ と 見 な し て い 
る 場所 を 見 せ 、 ま た 他 者 の その 場所 を 見 る こと が ハラ ー ル て あ 
る と いう 人 、 重 要 視 し な い 人 、 そ の 罰 を 恐れ な い 人 は カー フィ 
ル と な り ま す 。 女性 が アウ ラ の 場所 を 見 せる こと 、 男 性 の いる 
場所 て 歌 を 歌う こと 、 マ ウリ ー ド を 唱え る こと も 同様 て す 。 男 
性 の ひざ と 最 忠 部 の 間 は 、 ハ ン バ リ ー 派 て で は アウ ラ と され て い 
ませ ん 。 


私 は ムスリム だ と いう 人 は 、 信 仰 と 信仰 の 奈 件 、 そ し 
て 四 つ の 宗派 が 見 解 を 一 致 さ せ て いる フ ア ル ド と ハラ ー ム に つ 
いて 学び 、 そ れ に 重き を 置く こと が 必要 て す 。 知 ら な いこ と は 
弁解 に は な ら な い の で て す 。 知 ら な いこ と は 信じ な いこ と の よう 
て す 。 女性 の 顔 と 手 以外 の 場所 は 、 四 つの 宗派 に お いて ハラ ー 
ム で す 。 見 解 が 一 致し て いな いも の 、 つ まり 残り の 三 つ の 宗派 
の うち どれ か に お いて は アウ ラ て で は な い 場 所 を 、 重 き を 置か ず 
見 せる 人 は カー フィ ル に は な ら な いも の の 、 そ れ ぞ れ の 宗派 に 
お いて は 大 き な 罪 を 犯し た こと に な り ま す 。 男 性 が ひざ と 最 忠 
部 の 間 を 見 せる こと は これ に 該当 し ます 。 知 ら な いこ と に つい 
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て は 学ぶ こと が ファ ルド と な り ま す 。 学 ん だ 時 に は すぐ に 悔 悟 
を 行い 、 そ こ を 覆う べき で て す 。 

嘘 を つく こと 、 陰 口 、 噂 話 、 中 傷 、 礼 資 、 不 正行 為 、 
裏切り 、 心 を 傷つけ る こと 、 人 々 の 間 に 不 和 を 生じ させ る こと 
、 他 者 の 財産 を 許可 な く 使 うこ と 、 労 働 者 、 運 搬 人 の 料金 を 支 
払わ な いこ と 、 国家 に 反逆 する こと 、 す な わ ち その 法律 、 憲 法 
の 命じ て いる こと に 従わ な いこ と 、 税 を 支払 わな いこ と も 溝 で 
す 。 これら は 、 信 仰 を 持た な い 人 、 倍 仰 を 持た な い 国 家 に 対し 
て も 行う こと は ハラ ー ム と な り ま す 。 教 え に つ いて 無知 て ある 
人 の 耳 に 入る ほど よく 知ら れ て いて 、 必 須 と いう わけ で は な い 
事柄 を その 人 た ち が 知 ら な いこ と は 、 不 信仰 に は な り ま せん 。 
た だ 、 因 と な り ま す 。475 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい !。 
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イー マー ン の 和 奈 件 


ウマ ル は 語 つ て いま す 。「 こ の 人 は さら に 尋ね て いつ 
た 。 ア ツラ ー の 使徒 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい 
ます よう に 」 よ 、 イ ー マ ー ン が 何で て ある が に つい て も 私 に 教え 
て くだ さい 、 と 」 


イス ラー ム が 何で て ある か を 尋ね 、 答 え を 得 て か ら 、 天 
使 ジ ブラ ー イ ー ル 「 彼 の 上 に 祝福 あれ 」 は 預 吉 者 ムハンマド 「 
アツ ラー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 に イー マ 
ー ン の 真実 と あり 方 を 尋ね て いま す 。 イ ー マ ー ン は 辞書 的 に は 
、 座 が を 完全 に 正しい と 認識 する こと 、 彼 を 信じ る こと を 意 i 味 
し ます 。 イス ラー ム に お ける イー マー ン と は 、 預 吉 者 ム ハ ン マ 
ド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 が ア 
ッ ツラ ー の 使徒 て ある こと 、 ア ツラ ー に よっ つて 選 ば れ た 、 使 者 で 
ある こと が 正しい と 認識 し 、 そ れ を 信じ 、 口 に する こと 、 預 言 
者 ムハンマド が アツ ラー が ら お 伝え られ た こと を 信じ る こと 、 
て きる 限り 信仰 告白 の 吉 葉 を 唱え る こと で す 。 強い 依 仰 と は 、 
火 が 焼く こと 、 ヘ ビ が 毒 を 持つ て 人 を 死な せる こと を 熟知 し て 
それ ら を 避け る よう に 、 心 から 完全 に アツ ラー と その 特性 の 佑 
大 さ を 知り 、 信 仰 し 、 そ の ご 満悦 、 美 を 求め 、 お 怒り や 罰 が ら 
逃れ る こと 、 そ し て 大 理 石 の 上 に 書か れ た 文字 の よう に 、 信 爺 
を 心 に 強く 定着 させ る こと て す 。 
預 吉 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え く 
だ さい ます よう に 」 が 教え られ た イー マー ン と イス ラー ム は 同 
ー で す 。 信仰 告 白 の 吉 葉 を 信じ る こと は その 双 方 に 含ま れ ま す 
。 いく つか が の 一 般 的 な 、 も し く は 個別 の 違い が ある と は いえ 、 
辞書 的 な 意味 が 異な つて いて も 、 イ スラ ー ム に お いて は その 巻 
は な い の で す 。 


イー マー ン と は 唯一 の も の て し ょ うか が 、 そ れ と も 複数 
の も の が 一 体 化し た も の で しょ うか が 。 一体 化し た も の て ある な 
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ら 、 そ こ に は いく つの も の が ある の て し ょ うか が 。 行動 や 崇拝 行 
為 は イー マー ン に よる も の て し ょ うか が 、 違 う の て し ょ うか が 。 私 
は 信仰 を 持つ 、 と いう の て あれ ば 、 イ ン シ ヤ ラー と いう こと は 
適当 て し ょ う が 、 違 う の て し ょ う が 。 イ ー マ ー ン に は 大 小 は あ 
る の て し ょ うか が 。 イ ー マ ー ン を 持つ こと は 、 自 ら の 力 て て きる 
こと て し ょ うか が 。 信者 は 無理 に イー マー ン を 持つ の て し ょ うか 
。 イー マー ン に 強制 が ある な ら 、 皆 が イー マー ン を 持つ こと が 
な ぜ 命 じ ら れ た の て し ょ うか が か 。 これ ら を 個別 に 説明 する こと は 
非常 に 長い 時 間 を 要 し ます 。 従 つっ て ここ て は 、 こ れ ら の 問い に 
ー フ ー つ 応え て いく こと は し ませ ん 。 し か し 、 次 の こと は 知 つ 
て お くべ き て し ょ う 。 ア シュ アリ ー 派 と マー トウ リー ディ ー 派 
に よる な ら 、 可 能 て は な いこ と を アツ ラー が 命じ る こと は あり 
得 ま せん 。 ご 自身 に と つて 可能 て も 、 人 間 の 力 が それ に は 及ば 
な いこ と を 命じ られ る こと は 、 マ ー ト ウリ ー デ ィ ー 派 に よれ ば 
あり 得 な いこ と て あり 、 ア シュ アリ ー 派 に よれ ば それ は あり 得 
る こと で は ある けれ ども 、 命 じ ら れ て は いな いと され て いま す 
。 人 が 室 を 飛ぶ こと な ど が その 例 て で す 。 イ ー マ ー ン 、 イ バー ダ 
、 宗 教 的 実践 に お いて アツ ラー は し も べ の 力 が 及ば な いこ と は 
命じ られ て は お られ な い の て す 。 だ が ら ム スリ ム で て あり つつ も 
精神 に 異常 を きた し て いる 場合 、 も し く は 不 注意 で あつ た り 、 
眠 つ て いた り 、 あ る い は すでに 死亡 し て いた りす る 場合 は 、 そ 
の 状態 に お いて イス ラー ム を 認め て いな が つた と し て も 、 ム ス 
リム て ある と いう 状態 は 維持 され ます 。 


この ハデ ィ ー ス で は 、 イ ー マ ー ン の 辞書 的 な 意味 を 考 
える べき で て は あり ませ ん 。 辞書 的 に は 認め る こと 、 信 じ る こと 
と いう 意味 で ある と いう こと は 、 宗 教 の 知識 を 持た な い ア ラブ 
人 で て で あつ て さえ 、 知 ら な い 人 は 皆無 で ある が か ら て す 。 だ か が ら サ 
ハー バ た ち が そ れ を 知ら な か つた と は 考え られ な い の で す 。 天 
使 ジ ブラ ー イ ー ル は イー マー ン の 意味 を サハ ー バ た ち に 教え る 
こと を 望み 、 預 言 者 ムハンマド 「 ア ッ ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 互 
え く だ さい ます よう に 」 に イス ラー ム で は 何 を イー マー ン と す 
る が を 尋ね た の で し た 。 「 イ ー マ ー ン 」 と は 、 気 づき に より 見 
出し 、 あ る い は 良心 に よ つ て 見 出し 、 も し く は 何ら が の 根拠 に 
よっ う て 論 理 的 に 理解 する こと 、 あ る い は 選ん だ 、 気 に 入 つ た 詩 
葉 を 依頼 し 、 そ れ に 従い 、 定 め ゆら れ た 六 つ の 事柄 を 心から 信じ 
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る こと 、 そ れ を 口 に 出す こと で す 。 預 吉 者 ムハンマド 「 ア ッ ラ 
ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 も 、 イ ー マ ー ン 
と は 定め られ た 六 つ の こと を 信じ る こと て ある 、 と いう こと を 
次 の よう に 示さ れ ま し た 。 


1. この 六 つ の 事柄 の 一 つめ は 、「 ア ツラ ー が 「 常 に 存在 
が 必須 」 て ある お 方 て あり 、 真 に 崇拝 され る べき 存在 て あり 、 
全て の 被 造物 の 創造 まで ある こと を 信じ る こと で す 。」 現世 と 
来世 に ある 全て の も の を 何 の 材料 も 用 い ず 、 時 間 も が か けず 、 が か が 
つ フ 比 類 な さき も の と し て 無 か ら 創造 され た の が 、 た だ 崇高 な る ア 
ツラ ー で て ある と 絶対 的 に 儲 じ る こと て す 。 全 て の 物質 、 原 子 、 
量子 、 要 素 、 混 合 物 、 組 織 体 、 細 胞 、 生 命 、 死 、 あ ら ゆ る 出来 
事 、 あ ら ゆ る 反射 、 全 て の 力 、 エ ネル ギー、 動 き 、 法 則 、 魂 、 
天使 、 生 命 の 有無 に 関わ ら ず 全て の も の を 無 か ら 創造 され 、 全 
て を あら ゆる 瞬間 に 存在 させ られ る の は 、 た だ アツ ラー で す 。 
世界 に ある 全て を 、 何 も な い 、 全 て が 無 て ある 状態 か ら 瞬時 に 
創造 され た よう に 、 あ ら ゆ る 瞬間 に 新た に 創造 され 、 ま た 最後 
の 審 記 の 時 が 来れ ば 、 全 て を 瞬時 に 無 と され ます 。 存在 す る 全 
て の も の の 創造 主 、 主 、 統 治 者 は アツ ラー で て あり 、 ア ツラ ー を 
支配 し 、 命 信 を 下 し 、 ア ツラ ー よ り も 優れ た 存在 は な い 、 と 信 
じ る こと が 必要 な の で て です 。 全 て の 崇高 さ 、 完 成 さ れ た 特質 は ア 
ツラ ー の も の て す 。 ア ツラ ー に は 一 切 の 欠点 や 不足 は あり ませ 
ん 。 望ん だ こと を 全て 実践 され ます 。 そ の みわ ざ は 、 ご 自身 の 
為 、 あ る い は 誰が に と つて 効果 が ある ゆえ に 行わ れる の て は あ 
り ま せん 。 ま た 混同 させ る 為 に 行わ れる こと も あり ませ ん 。 み あ 
ら ゆ る みわ ざ に 英 知 と 効用 、 恵 み が あ り ま す 。 


アツ ラー は し も べ に よい も の 、 価 値 の ある も の を 与え 
た り 、 人 に 善行 を 与え た り 、 罰 を 与え た りす る 義務 を 負う わけ 
て は あり ませ ん 。 固 を 行う 人 の 全て を 天国 に 入れ られ た と し て 
も 、 そ れ は その 崇高 さ 、 恵 み に ふ さわ し いも の て し ょ う 。 ま た 
従い 、 イ バー ダグ を 行う 人 の 全て を 地獄 に 入れ られ た と し て も 、 
その 公正 さ に 適し た も の と な つて いた こと て し ょ う 。 し が し ア 
ツラ ー は ムスリム て 、 イ バー ダ を 行う 人 々 を 天国 に 入れ られ 、 
教え を 否定 する 人 々 を 地獄 て 永遠 に 久 さ れる こと を 望ま れ 、 そ 
れ を 告げ られ て いる の て す 。 ア ツラ ー は 約束 を た が われ る こと 
は あり ませ ん 。 生命 を 持つ 全て の も の が 信仰 を 持ち 、 従 つた と 
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し て も 、 ア ツラ ー に 何 が の 効果 が ある わけ で は あり ませ ん 。 ま 
た 全 世 界 が 教え を 否定 し 、 激 し く 反 抗 し た と し て も 、 ア ツラ ー 
に 何ら か の 害 が 及ぶ わけ て は あり ませ ん 。 し も べ が 何 か が か を する 
こと を 望み 。 それ を アッラー も 望ま れれ ば 、 そ れ を 創造 され ま 
す 。 し も べ の 全て の 行動 を 創造 され る の は アツ ラー で て です 。 ア ツ 
ラー が それ を 望ま れず 、 創 造 さ れ な けれ ば 、 何 も 動く こと は あ 
り ま せん 。 ア ツラ ー が 望ま な けれ ば 、 誰 も カー フイ ル と な る こ 
と も あり ませ ん 。 反抗 する こと も て きま せん 。 教 え へ の 敵対 や 
因 を 望ま れ た と し て も 、 そ れ に 満足 され る こと は あり ませ ん 。 
アツ ラー の みわ ざ に は 誰 も 干渉 する こと は て きま せん 。 な ぜ こ 
うし た の が 、 こ うし た ら よ か が つた の に と いう 権利 、 そ の 理由 を 
問う カカ や 権利 は 誰 に も あり ませ ん 。 シ ルフ 「 ア ッ ツラ ー に 何 も の 
が を 配 す る こと 」 と 不信 仰 以外 、 大 き な 固 を 犯し 、 悔 悟 も せ ず 
死ん だ 人 を 、 ア ツラ ー は お 望み て あれ ば 許さ れ ま す 。 小 さ な 因 
の 為 に 罰せ られ る こと も あり ます 。 た だ し 信仰 を 否定 する 者 と 
し て 死ん だ 場合 は 、 決 し て 許さ れず 永遠 に 罰せ られ る こと が 告 
げ ら れ て いま す 。 


ムスリム て あり 、 キ ブラ の 方 向 に 礼拝 を 行う 人 て あり 
、 イ バー ダ を 行い 、 し が し その 信仰 が 「 ス ン ナ 」 に 従う 人 々 の 
信仰 に は そぐわ ず 、 悔 悟 も 行わ ず に 死ん だ 人 は 、 地 獄 て 禄 を 受 
けた と し て も 、 こ の よう な 「 道 を 逸れ た 」 ム スリ ム は 、 永 遠 に 
地獄 に いる こと は あり ませ ん 。 

アッ ラー を 、 こ の 世に お いて 目 て 見 る こと は ジャ イズ 
「 許 容 さ れる こと 」 て す 。 し か が し 、 誰 も 目 に し た 人 は いま せん 
。 最後 の 審 鹿 の 日 に 人 々 が 集め られ る 場所 て 、 教 え を 否定 する 
人 々 や 罪 を 犯し た ムスリム に は 成 厳 と 尊厳 を 備え て 、 誠 実 な ム 
スリ ム に は 恵み と 美 を 備え て 、 お 姿 を 示さ れる の て す 。 ム スリ 
ム た ち は 天 国 て 美しい お 方 と いう 特性 と 共に アツ ラー の お 姿 を 
目 に し ます 。 天 使 た ち 、 女 性 た ち も 同 様 て す 。 教 え を 否定 する 
人 々 に は それ が が な わな いて し ょ う 。 ジ ン に も それ は で て できない 
と いう こと が 告げ られ て いま す 。 

シャ イフ ・ ア ブドウ ル ハ ッ フ ・ ダ フラ ヴィー 師 "!" は ペ 
ルシア 語 の その 「 タ フク ミー ウル イマ ー ン 」 と いう 本 て 次 の よう 
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に 記し て いま す 。 ハ ディ イ ー ス で は 次 の よう に 語ら れ て いる 。 「 
最後 の 審 計 の 日 、 あ な た 方 の 主 を 14 番 目 の 月 に 見 た の か の よう に 
見 る だ ろう 」 ア ツラ ー は 現世 に お いて 人 知 を 超越 し て いる よう 
に 、 来 世に お いて も 同様 で し よう 。 ア ブル ・ ハ サ ニ ・ ア シュ ア 
リー や イマ ー ム ・ ス ユー テイ の よう な 偉大 な 学者 た ち は 天使 た 
ち も 天 国 て アツ ラー を 見 る と 語 つ て いま す 。 ア ブー・ ハ ニ フ ア ァ 
や その 他 の 学者 た ち は 、 ジ ン が サワ ー ブ を 得 ら れず 、 天 国 に 行 
く こ と が て で て でき ない こと 、 た だ し 信仰 を 持つ ジン は 地獄 か ら 救 わ 
れる こと を 語 つ て いま す 。 女 性 は 現世 で て の イー ド の よう に 年 に 
数 回 、 完 全 な 信者 は 毎日 朝晩 、 そ れ 以 外 の 信者 は 金曜 日 に アツ 
ラー の お 姿 を 目 に し ます 。 私 の 考え で は 、 値 者 で ある 女性 と 天 
使 、 ジ ン も また 、 こ の 吉報 に 含ま れ て いる の て す 。 聖 ファ アー テ 
イマ 、 聖 力 デ イー ジ ヤ 、 聖 アー イシ ヤ や その 他 の 預言 者 ム ハ ン 
マ ド 「 ア ッ ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 の 
ご 家族 、 そ し て マリ ヤム や アー シヤ の よう な 完成 され た 妨 耐 強 
い 女 性 た ち は 、 そ れ 以 外 の 女性 た ちと は 区 別 さ れる の が 適切 で 
し よう 。 イ マー ム ・ ス ユー テイ も その こと を 示唆 し て いま す 。 


私 た ち は ア ツラ ー を お 目 に が がかる と いう こと を 信じ る 
べき で て あり 、 そ れ が どの よう な 形 て 行わ れる の が を 考え る べき 
て は あり ませ ん 。 なぜなら ア ツラ ー の 行わ れる こと は 、 人 知 の 
及ば な いも の で ある が か ら で す 。 こ の 世界 で の 出来 事 に 類 し た も 
の で て は な く 、 物 理 や 化学 の 知識 て 対応 び で きる も の で て は な いか が から 
て す 。 ア ツラ ー に は 方 向 は あり ませ ん 。 ア ツラ ー は 物質 て で は な 
く 、 物 体 て で も あり ませ ん 。 要素 で も な く 、 そ れ ら か が 合成 され た 
も の て も あり ませ ん 。 数 えら れる も の で て は な く 、 測 定 て で きる も 
の て も あり ませ ん 。 計算 て で きる も の て も あり ませ ん 。 ま た アツ 
ラー に 変化 は 生じ ませ ん 。 時空 を 超え た 存在 で あられ 、 あ る 場 
所 に 存在 され る わけ で は あり ませ ん 。 ア ツラ ー に は 過去 も 未来 
も 、 前 も 後ろ も 、 上 も 下 も 右 も 左 も あり ませ ん 。 だ か が ら 、 人 の 
考え 、 人 の 知識 、 人 の 理性 は アツ ラー に つい て 何 も 把握 する こ 
と は て き な い の て です 。 ア ツラ ー が どの よう に ご 覧 に な つて いる 
が 、 と いう こと を 理解 する こと も て きま せん 。 手 、 足 、 姿 、 場 
所 と いつ た アツ ラー に つい て 許容 され な い 表 現 が フル アー ン や 
ハデ イィ イース て 用 いら れ て いる の は 、 私 た ち が 理 和解 し 認識 し て お 
り 、 今 日 用 い ! て いる よう な 意味 では あり ませ ん 。 この よう な フ 
ルアー ン の 詩 葉 や ハデ イー ス を 「 ム タ シ ャ ヤー ピ ハ ー ト ウ 」「 障 
険 的 な も の 」 と 呼び ます 。 これ ら は 信じ る べき で て あり 、 か が つ そ 
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れ が どう いう 形 て 行わ れる の か を 知 ろ うと する べき で て は あり ま 
せん 。 あ る い は これ ら に つい て 短く も し く は 長く 詳細 に 「 和 解釈 
」 が な され ます 。 つま り ア ツラ ー に ぶさ わし い 意 味 が 与え られ 
ます 。 例 えば 手 と いう 語 は 、 力 、 熱源 と いう 意味 な の て す 。 

預 育 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え く 
だ さい ます よう に 」 は 、 ア ツラ ー を ミラ ー ジ ユ の 際 に 目 に され 
まし た 。 こ れ は 、 こ の 世界 て の よう な 、 目 て 見 る こと で て は あり 
ませ ん 。 誰 が が アツ ラー を この 世界 で 見 た と いう の で あれ ば 、 
彼 は ズン ドウ ゥ ウフ と な り ま す 。 ア ツラ ー の 友 て ある 人 た ちの 見 方 
は 、 現 世 や 来世 を 見 る と いう よう な も の て も あり ませ ん 。 つ ま 
り 「 視 覚 的 」 な も の て は な い の で す 。 役 ら は 「 心 の 目 て 見 て い 
る 状態 」 て す 。 ア ツラ ー の 友 で て ある 人 々 の 中 に は アツ ラー を 見 
た と いう 人 が いた と し て も 、 そ れ は 心 の 目 て 見 た も の を 視覚 と 
と ら え て いる か 、 和 解釈 を 通し て 理解 すべ き 言 葉 と し て 用 いて い 
る か が の どちら が な の で す 。 


質問 : アツ ラー を 現世 に お いて 目 て 見 る こと は 許容 され 
た も の て ある と 先 に も 述べ られ て いる 。 許容 さ れ て いる 事柄 が 
実際 に 起こ つた と 述べ る 人 が な ぜ ズ ンド ウフ と され る の か が 。 そ 
れ が 起こ つた と 語 つ た 場合 に その 人 が カー フイ ィ イル と され る の で 
あれ ば 、 そ の 事柄 は 許容 され て いる と 吉 え る だ ろう が 。 


答え : 辞書 的 に は 、 許 容 さ れる 「 ジ ヤ イ ズ 」 と は 、 そ れ 
が 起こ つて も 起こ らち な く て も どちら て も 適切 て ある と いう 意味 
て す 。 し が し アシ ュ ア リー 派 て は 、 見 る こと が 許容 され る と い 
うこ と は 、 ア ツラ ー が この 世界 に 近く あら れる こと 、 前 に お ら 
れる こと 、 ま た この 世界 て 創造 され た 物理 的 な 法則 に 基づい て 
見 る こと 以外 を 指す も の て あり 、 人 に お いて 全く 特別 な 見 る カ 
を 創造 され る だ け の カカ が ある と いう こと を 意味 し ます 。 例 えば 
、 中 国 に いる 目 の 見 えな い 人 に 、 ア ンダ ルシア の ハエ を 見 せる 
、 もしくは 地球 に いる 人 に 月 や 星 に ある も の を 見 せる だ け の カ 
が 十分 に あり 、 そ れ は 許容 され て いる の て す 。 こ の よう な 力 は 
、 ア ッ ツラ ー の み に 限 ち れ る も の て す 。 二 つめ と し て 、 こ の 世界 
て 見 た と いう こと は 、 フ クルアーン の 言葉 や 学者 た ちの 一 致し た 
意見 に そぐわ な いも の て す 。 だ がら 、 こ の よう な こと を 話す 人 
は 、「 ム ル ヒ ド 」 も し く は 「 ズ ンド 」 ウ フク に な る の で す 。 三 つ 
め と し て 、 こ の 世界 で 見 る こと が 許容 され て いる と いう こと は 
、 ア ッ ラ ー を この 世界 て 、 物 理 的 な 法則 に 従 つ っ て みる こと が 詩 
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容 さ れ て いる と いう こと を 意味 し な い の て す 。 し か が し アッ ラー 
を 見 た と 話す 人 は 、 他 の も の を 見 る の と 同じ よう に アツ ラー を 
見 た 、 と いつ た こと に な り ま す 。 これ は 詩 容 さ れ て いな い 見 方 
な の て す 。 これ と 同様 に 、 不 信仰 を も た ら す よう な こと を 話す 
人 を ムル ヒド も し く は ズン ドウ フ と 呼び ます 。 「 メ ヴ ラ ー ナ ・ 
ハー リド 師 は この 答え の 後 て 、 注 意 し て くだ さい と 述べ 、 こ れ 
に よっ て ニニ つめ の 答え が より 確実 な も の で ある こと を 示唆 され 
て いま す 」「 ム ル ヒ ド 」 及 び 「 ズ ンド ウフ 」 と 呼ば れる 人 々 は 
、 自 分 た ち が ム スリ ム で ある と 言い ます 。「 ム ルビ ヒド 」 は 、 こ 
の 言葉 て 嘘 を つい て は いま せん 。 自 分 が ムスリム で あり 、 正 し 
い 道 に ある と 信じ て いる の で す 。 ズ ンド ウゥ ウ ク は 、 イ スラ ー ム の 
敵 で て です 。 イ スラ ー ム を 内 部 か ら 崩 壊さ を させ 、 ム スリ ム を 騙す 目的 
て ムスリム の よう な ぶり を し て いる 人 々 の こと を 指し ます 。 


アツ ラー に お いて 朝 と 夜 、 も し く は 時 間 の 和 経過 が ある 
こと は 考え られ ませ ん 。 ど の 観点 がら も 全く 変容 され る こと が 
な く 、 過 去 に この よう で あら れ た 、 未 来 に は この よう に な られ 
る と いう こと は で きま せん 。 ア ツラ ー は 何 も の と も 一 体 化 さ れ 
ず 、 何 も の と も 統合 され ませ ん 。 「 シ ー ア 派 の うち 、 聖 アリ ー 
が アッ ラー と 一 体 化し た と 見 な す ヌ サイ リー と いう 派 は 、 カ ー 
フィ ル と な り ま す 」 ア ツラ ー と 対 に な る 存在 、 似 て いる 存在 、 
共同 て 何 が を 行う 存在 、 援 助 者 、 底 護 者 は いま せん 。 母 、 父 、 
息子 、 娘 、 配 偶 者 は いま せん 。 常 に 皆 の そば に お られ 、 全 て を 
包括 され 、 全 て を ご 存じ で す 。 そ れ ぞ れ の 人 に と っ つて 、 自 分 の 
頸 動 有 碑 よ り も より 近い 存在 て です 。 し か し そば に お られ る こと 、 
包括 され る こと 、 共 に お られ る こと 、 近 く お ら れる こと は 、 私 
た ちの 知 つ て いる よう な 形 て で は あり ませ ん 。 ア ツラ ー の 近 し さ 
は 学者 た ちの 知識 、 科 学者 た ちの 知能 、 ア ツラ ー の 友 で ある 人 
々 の 気づき や 心 の 目 に よる 発見 に よ つ て 理解 され る よう な も の 
で て は あり ませ ん 。 これ ら の 内 面 は 、 人 の 理性 が 把握 て きる も の 
で て は な い の で て す 。 ア ツラ ー は その 特性 に お いて 同一 で あら れ 、 
ー 切 の 変化 、 変 容 は あり ませ ん 。 「TefekkerQ fi QIGQillQhi ve I9 
tetefekkeru ff zQtilQhi/ テ フエ ツキ ユル フィ イー プア ラー リッ 
ラー ヒ ワ ラー テテ フエ ェ エッ ケル フィ ー ザー ティ イツ ラ 
ー ヒ . 第 一 巻 第 46 の 手紙 を 読ん で くだ さい 。 
アッツ ラー の 美 名 は 、「 タ ウキ ー フ ィ ー」 と され ます 。 す 
な わ ち 、 イ スラ ー ム が 教え る 美 名 を 迷 べ る こと は 許容 され て お 
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り 、 そ れ 以 外 を 語る こと は 許容 され て いま せん 。 例 えば 、 ア ツ 
ラー に つい て アー リム 「 全 て を 正しく ご 存じ で て ある お 方 」 と い 
うこ と は て で てき ます 。 し が し 、 フ ァ ー キ フ 「 知 識 を 持つ 者 」 と い 
うこ と は て で てき ませ ん 。 なぜなら イス ラー ム は 、 ア ツラ ー に つい 
て ファ ー キ フ と は いわ な いかが ら で す 。 同様 に 、 ア ツラ ー と いう 
名 の 代わ り に 、 神 と いう 表現 を 用 いる こと も 許容 され て いま せ 
ん 。 なぜなら これ は 例え ば 、 ヒ ンズ ー 教 徒 の 神 は 牛 で ある 、 と 
いう 表現 に 用 いら れる 言葉 て す 。 ア ツラ ー は 唯一 で あら れ 、 ア 
ツラ ー の 他 に 神 は な い 、 と いう 表現 を する こと は で きま す 。 外 
国語 に お ける Dieu, Gott,God と いつ た 言葉 も 、 神 と いう 意味 で 
使わ れる 物 で あり 、 ア ツラ ー と いう 詩 葉 の 代わ り に 用 いる こと 
は で て きま せん 。 


アツ ラー の 美 名 は 限り な く あ り ま す 。1001 個 の 名 が 、 
人 に は 知ら れ て いま す 。 つ まり 多く の 名 の うち 1001 個 を 人 間 に 
教え られ た の で す 。 預 吉 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 
を お 与え くだ さい ます よう に 」 は その うち の 2?2 を 教え られ まし 
た 。 こ れ を アツ ラー の 美 名 「 エ スマ - イ フス ナ 」 と 呼び ます 
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前 述 し た と お り 、 ア ツラ ー の 「 ザ ー ト の 特性 」 は 六 つ 
て す 。「 ス ブー ト の 特性 」 は 、 マ トウ リ デ ィ に よれ ば 八 つ 、 ア 
シャ ヤリ に よれ ば 七 つ て す 。 これ ら の 特性 も 、 ア ツラ ー ご 自身 と 
同様 に 始ま り も 終わ り も な いも の て す 。 す な わ ち 無限 に ある も 
の て す 。 そ れ ら は 神聖 な も の て あり 、 被 造物 の 特性 の よう な も 
の て は あり ませ ん 。 知 や 推論 に よ つ て 、 あ る い は 現世 の も の に 
似せ る こと に よっ て 理解 され る こと は あり ませ ん 。 ア ツラ ー は 
これ ら の 特性 か ら そ れ ぞ れ の 例 を 、 人 々 に 恵み と し て 与え られ 
まし た 。 こ れ ら を 見 る こと で て 、 ア ツラ ー の 特性 を 少し だ け 理 解 
する こと が て きる の て す 。 人 は アツ ラー を 理解 する こと が て き 
な い の て あり 、 だ が か がら アツ ラー に つい て 考え 、 理 解 し よう と す 
る こと は 許容 され て いま せん 。 ア ツラ ー の 八 つ の ス ブ ー ト の 特 
性 は アツ ラー ご 自身 と 同じ て も な く 、 異 な つて いる わけ て も あ 
り ま せん 。 す な わ ち 、 そ の 特性 は ご 自身 て は な く 、 ご 自身 以外 
の も の て も あり ませ ん 。 


この 八 つ の 特性 は ハヤ ー ト 「 生 命 を 持つ 」、 イ リム 「 全 
て を ご 存じ で て ある 」、 バ サル 「 全 て を ご 覧 に な か る 」、 フ ドウ ラ 
「 力 が 十分 て (ある 」、 カ ラー ム 「 語 られ る 」、 イ ラー グダグダ 「 望 ま 
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れる 」、 タ フク ウィ イー ン で て す 。 ア シュ アリ ー 派 て は フ ド ウラ と タ 
ウィー ン が 同じ も の と され て いま す 。 

アツ ラー の 八 つ の 特性 の どれ も が 、 常 に その 状態 て あ 
る こと を 示し ます 。 ど れ に お いて も 一 切 の 変化 は 生じ ませ ん 。 
し か が し 被 造物 へ の 関わ り に お いて は 、 そ れ ぞ れ が 多様 な も の て 
す 。 これら の 特性 の 被 造物 へ の 結び つき が その 影響 の 観点 か ら 
多様 て ある こと は 、 こ れ が 常に 変わ ら な いも の て ある こと に 害 
は 与え ませ ん 。 同様 に アツ ラー は 、 こ れ ほ ど 多 く の 種類 の も の 
を 創造 され 、 全 て を あら ゆる 瞬間 に 消失 がら 守 つ て お られ ます 
。 し が か し や は り 、 ア ッ ツラ ー は 唯一 の 存在 な の て す 。 ア ツラ ー に 
変化 は 生じ な い の で す 。 全 て の 被 造物 は あら ゆる 観点 か ら ア ツ 
ラー を 必要 と し て いま す 。 そ し て アツ ラー は 、 何 も の を も 必要 
と は され て いな い の で す 。 


2 . 信仰 され 、 A EN 
「 そ の 天使 た ち を 信じ る こと で す 」。 天使 て す 。 天 使 「 マ ー 
ク 」 と は 使者 、 使 い 、 あ る い は 力 を 意味 し ます 。 天使 は 物体 て 
あり 、 三 常に 軽やか て 繊細 な 存在 て す 。 気体 よ り も さら に 軽い 
存在 て す 。 光 を 帯び 、 生 命 を 持つ て いま す 。 知 性 を 備え て いま 
す 。 人 間 に あ る よう な 悪い 事柄 は 、 天 使 に は あり ませ ん 。 あ ら 
ゆる 形 に 入る こと が て きま す 。 気体 が 液体 や 固体 に な り 、 固 体 
に な つた 時 に 形 を 持つ よう に 、 天 使 た ち も 美 し い 形 を 持つ こと 
が てき ます 。 天使 は 、 佑 大 な 人 々 の 肉体 が ら 離れ た 魂 て は あり 
ませ ん 。 キリスト教徒 は 天使 を この よう な 魂 て ある と 見 な し て 
いま す 。 熱源 、 力 の よう に 物体 の な い 存在 で も あり ませ ん 。 過 
去 の 哲学 者 の 一 部 は 、 こ の よう に 考え て いま し た 。 そ れ ぞ れ を 
「 マ ラー イカ 」 と 呼び ます 。 天 使 た ち は 生命 体 よ り も 先 に 創造 
され まし た 。 そ の 為 、 啓 典 へ の 信仰 より も 前 に 、 天 使 を 信じ る 
よう に 告げ られ て いま す 。 啓 典 は 、 預 吉 者 た ちよ り も 前 て す 。 
クル アー ン は 、 信 仰 す る べき も の の 名 前 を 、 こ の 順に 示し て い 
る の で す 。 


天使 へ の 信仰 は 、 次 の よう な も の て ある 必要 が あり ま 
す 。 天 使 た ち は 、 ア ツラ ー の し も べ で す 。 共 同 で て 何 が を 行う 存 
在 で は あり ませ ん 。 ア ツラ ー の 女 て も あり ませ ん 。 カ ー フ ィ ル 
て ある 人 々 や 多神教 徒 で ある 人 々 に その よう に 考え られ て いる 
よう て す 。 ア ツラ ー は 天使 た ちの 全て を 愛さ れ ま す 。 SS 
は アツ ラー の ご こ ご 命 念 に 従い ます 。 洪 を 犯す 事 は あり ませ ん 。 
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信 に 反発 する こと も あり ませ ん 。 男 性 て も 女性 て も あり ませ ん 
。 結婚 は せ ず 、 子 供 を 生む こと も あり ませ ん 。 生 命 を 持ち 、 生 
き て いま す 。 ア ブドウ ラー・ イ ブン ・ マ ス ド に よれ ば 、 天 使 た 
ちの 一 部 に は 子供 が て き 、 イ ブ プリー ス や ジン が それ て ある と さ 
れ て は いま す が 、 こ の こと へ の 答え は 、 書 物 で 十分 に 説明 され 
て いま す 。 ア ツラ ー が 人 を 創造 し よう と 望ま れ た 際 に 天使 た ち 
が 「 主 よ 、 地 上 を 人 台無し に する よう な 、 血 を 流す よう な 存在 を 
創造 され る の て すか が 」 と 天使 た ち が 「 ゼ ツラ 」 と 呼ば れる 問い 
を し た こと は 、 役 ら が 無垢 て 罪 を 犯さ な い 存在 て ある こと と 双 
盾 する も の て は あり ませ ん 。 


数 が 最も 多い 被 造物 が 天使 て す 。 そ の 数 は アツ ラー 以 
外 誰 も 知り ませ ん 。 天 に は 、 天 使 が イ バ ー ダ を 行 つ て いな い 、 
空い た 場所 は あり ませ ん 。 天 の あら ゆる 場所 は 、 ル フー や サジ 
ダ を 行う 天使 た ち て 満た され て いま す 。 天 て 、 地 て 、 草 の 上 で 
、 星 て 、 生 命 を 持つ も の 、 持 た な いも の 、 雨 の 粒 、 木 の 葉 、 全 
て の 微粒 子 、 原 子 、 あ ら ゆ る 反射 、 動 きま 、 全 て に お いて 天使 た 
ちの 役割 が あり ます 。 あ ら ゆ る 場所 て アツ ラー の 命 念 に 従 つ て 
いる の て す 。 ア ツラ ー と 人 の 間 の 媒介 と な り ま す 。 一 部 の 天使 
は 、 他 の 天使 の 長 の 立場 に あり ます 。 一 部 は 預 吉 者 た ち に 知ら 
せ を も た らし ます 。 ま た 一 部 は 人 々 の 心 に よい 考え を も た らし 
ます 。 こ れ を 「 イ ル ハ ム 」 と いい ます 。 一 部 の 天使 は 、 人 間 や 
その 他 の 被 造 物 の こと を 知り ませ ん 。 ア ツラ ー の 美 を 前 に し て 
夢中 に な つて いる の て す 。 それぞれ の 天使 に は 定め られ た 場所 
が あり ます 。 そ こ か ら 離 れる こと は あり ませ ん 。 一 部 の も の に 
は 2 枚 、 一 部 の も の に は 4 枚 か それ 以上 の 翼 が あり ます 。 そ れ ぞ 
れ の 動物 の 翼 や 飛行 機 の 翼 が それ ぞ れ に 固有 て あり 、 互 い に 似 
て いな いよ うに 、 天 使 た ちの 翼 も 彼ら に 固有 の も の て す 。 人 は 
見 た こと の な い 、 知 ら な いも の の 名 前 を 聞い た 時 に は 、 そ れ を 
知 つ て いる も の と 同じ よう に 思い 、 過 ち を 犯し ます 。 天使 た ち 
に は 翼 が あり 、 私 た ち は そ れ を 信じ ます 。 し が し それ が どの よ 
うな も の て ある か が を 知る こと は で て きま せん 。 


教会 や 雑誌 、 映 画 な ど て 天使 と し て 現れ る 、 羽 の 生え 
た 女性 像 は 架空 の も の て す 。 ム スリ ム て は な い 人 々 の こう し た 
絵 を 真実 だ た と 思い 込ん て は いけ な い の で す 。 天 国 の 天使 は 、 天 
国 に いま す 。 そ の うち の 崇高 な 存在 の 名 は 「 ル ドウ バン 」 と い 
いま す 。 地 獄 て の 天使 た ちの 名 は 「 ザ バー ニニ 」 で す 。 役 ら は 地 
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獄 に お いて 命じ られ た 役割 を 果たし ます 。 地 獄 の 炎 は 彼ら に 害 
を 与え る こと は あり ませ ん 。 海 が 魚 に 害 を 与え な い の と 同様 で 
す 。 地 獄 の ザ バ ー ニ の うち 著 明 な も の の 数 は 1? で あり 、 そ の う 
ち 最 も 偉大 な 天使 の 名 が 「 マ ー リ フ 」 で て す 。 


全て の 人 々 の 善悪 全て の 行い を 記録 し 、 夜 に 二 人 、 昼 
に 二 人 が 役目 を 果たし て いる 四 人 の 天使 の 名 を 「 キ ラー マン ・ 
カー ティ ビ ピーン 」、 も し く は 「 志 録 の 天使 」 と 呼び ます 。 配 録 
の 天使 は 他 に も いる と も 言わ れれ て いま す 。 右側 に いる 天使 は 左 
側 に いる 天使 を 管理 し て お り 、 よ い 行 いと イ バ ー ダ を 記録 し ま 
す 。 左側 の 天使 が 悪い 行い を 記録 し ます 。 募 に お いて カー フィ 
ル や 反抗 的 な ムスリム に 罰 を 与え る 天使 と 、 墓 て 質問 を する 天 
使 が いま す 。 質問 を する 天使 を 「 ム ンカ ル 」 と 「 ナ キル 」 と 呼 
び ま す 。 ム スリ ム に 質問 を する 天使 を 「 ム バ ツ シ ル 」 と 「 バ シ 
ル 」 と も 呼び ます 。 


天使 た ちの 間 に は 優位 性 の 違い が あり ます 。 最 も 崇高 
な 天使 を 四 大 天使 と 呼び ます 。 これ ら の うち 一 番目 は 「 ジ ブラ 
ー イ ー ル 」 で す 。 彼 の 役割 は 預 吉 者 た ち に 「 蓄 示 」 を も た ら す 
こと 、 命 金 と 禁止 事項 を 伝え る こと で す 。 ニ 二 番 目 は 「 ス ー ル 」 
と 呼ば れる ラ ツ パ を 吹く 、「 イ スラ ー フ ィ ー ル 」 と いう 天使 で 
す 。 ス ー ル は 二 度 、 吹 か れ ま す 。 一度 めで は 、 ア ツラ ー 以 外 の 
全て の 生物 が 死に 絶 えま す 。 二 度 め で は 、 全 て が 再び 蘇り ます 
。 三 番目 の 天使 は 、「 ミ カー イー ル 」 で す 。 経済 の 秩序 を 司 り 
、 安 ら ぎ や 心地 よさ を も た らし 、 あ ら ゆ る 物質 を 動か すこ と が 
彼 の 役割 て す 。 四 番目 は 「 ア ズラ ー イ ー ル 」 で て す 。 人 々 の 命 を 
取る の が この 天使 て す 。 こ の 四 大 天使 に つい で 偉大 で ある 天使 
た ち は 四 つの 階級 に 分 類 さ れ ま す 。「 ハ マラ ・ イ ・ ア ル シ ュ 」 
と 呼ば れる 天使 は 四 人 て で す が 、 最 後 の 審 記 の 時 に は 八 人 に な り 
ます 。 ア ツラ ー の 御前 に いる 天使 を 「 ム カッツ ラビ ピー ン 」 と 呼び 
ます 。 罰 を 与え る 天使 た ちの うち 崇高 な も の を 「 カ ルー ビ ヤ ー 
ン 」 と 呼び ます 。 慈 悲 を 与え る 天使 を ル ハ ー ニ ヤー ン と 呼び ま 
す 。 これ ら の 天使 は 全て 、 天 使 た ちの な か で より 崇高 な 存在 て 
す 。 彼 ら は 預 埋 者 た ちよ り も 、 全 て の 人 々 より も より 崇高 な 存 
在 て す 。 ム スリ ム の うち 、 誠 実 な 信者 た ちや アツ ラー の 友 と 呼 
ば れる 聖人 た ち は 天 使 た ちの うち 地位 の 低い 者 た ちよ り も より 
崇高 で て ある と され ます 。 天使 た ちの うち 下位 に 位置 する 者 で も 
、 ム スリ ム の 中 て 下位 に 位置 する 人 々 、 す な わろ ち 教 え に 対し て 
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反発 し て いた り 大 固 を 犯し た りす る 人 々 より は 崇高 です 。 


カー フィ イル た ち は あ ら ゆ る 被 造物 より も 下位 に 当たり 
ます 。 一 度目 の スー ル が 吹か が れる と 、 四 大 天使 と ハマ ラ ・ イ ・ 
アル シュ 以外 の 全て の 天使 も いな く な り ま す 。 その後 、 ハ マラ 
・ イ ・ ア ル シ ュ と 四 大 天使 も いな く な り ま す 。 二 度目 の スー ル 
が 吹か れる と 、 ま ず す べ て の 天使 た ち が 復 活 し ます 。 ハ マラ ・ 
イ ・ ア ル シ ュ と 四 大 天使 は 、 二 度目 の スー ル が 吹か が れる より も 
前 に 復活 し ます 。 砂 割 こ れ ら の 天使 た ち は 、 全 て の 生命 体 より 
も 先 に 創造 され た よう に 、 全 て の 生命 体 よ り も 後に いな く な る 
の て す 。 


3. 信仰 され る べき 六 つ の 事柄 の うち 三 つ め は 、「 ア ツラ 
ー が 下さ れ た 書 を 信じ る こと 」 て す 。 ア ツラ ー は これ ら の 書 を 
、 天使 た ち を 通し て 一 部 の 預 吉 者 た ちの 神聖 な 耳 に 語ら れ 、 ま 
た 一 部 の 預 吉 者 た ち に は 銘板 と し て 書か れ た 状態 の も の を 、 ま 
た 一 部 の 預 吉 者 た ち に は 天使 を 通さ ず に 、 下 され まし た 。 こ れ 
ら の 書 の 全て は アツ ラー の お 言葉 て す 。 始 まり も 終わ り も な い 
も の で て す 。 創 造 さ まれ た も の て で は な い の て す 。 これ ら は 天使 や 預 
吉 者 た ち 自 身 の 吉 葉 で は あり ませ ん 。 ア ツラ ー の お 斉 葉 は 、 私 
た ち が 書 き 、 記 憶 し 、 話 し て いる 言葉 の よう な も の て では あり ま 
せん 。 文字 や 言葉 、 頭 に ある よう な も の て は な い の で て です 。 文字 
音 は あり ませ ん 。 ア ツラ ー を 、 そ し て その 特性 を 人 間 は 理解 
で て でき ませ ん 。 し か し その お 言葉 を 人 間 は 読む の で す 。 頭 に 留 
て お き 、 書 く の で て す 。 私 た ちと 共に あれ ば それ は ハー ディ ス 「 
最初 か ら あ る も の て は な く 、 変 容 する 存在 」 と な り ま す 。 ア ツ 
ラー の お 吾 葉 は 、 人 間 た ちの 元 に ある 時 は 被 造物 で あり 、 ハ ー 
ディ ス と な る の て す 。 ア ツラ ー の お 言葉 で て ある と いう 点 を 考え 
る な ら 、 そ れ は カカ ディー ム 「 始 まり も 終わ り も な いも の 」 で て す 


アッラー の 下さ れ た 書 の 全て は 正しく 、 真 実 て す 。 つ 
まり 、 過 ち て で は あり ませ ん 。 罰 、 処 分 を 行う と 語 つ た 後 て 許さ 
れる こと は 許容 され る も の と は いえ 、 私 た ちの 知る こと の て き 
な い 奈 件 、 も し く は アツ ラー の こ ご 意 志 に よる も の と な り ま す 。 
ある い は 、 そ の し も べ が 受け る べき 罰 を 許さ れる と いう 意味 て 
す 。 罰 や 処分 を 告げ る 吉 葉 は 、 そ れ が 許さ れ た 時 に は 嘘 を 述べ 
た こと に は な ら な い の て す 。 ア ツラ ー が 約束 され た 恵み を 与え 
られ な いこ と は 許容 され る こと で は な が つた と し て も 、 六 を 詩 
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され る こと は 許容 され る こと な の で す 。 理 性 も 、 ま た フル アー 
ン の 言葉 も それ を 示す の で て です 。 


何ら か の 支障 が な い 限 り は 、 ク ルアー ン の 言葉 や ハデ 
ィ ー ス に 明白 に 理解 され 得る 意味 を あて る こと が 必要 です 。 そ 
れ ら に 似 た 、 他 の 意味 を あて る こと は 許容 され て いま せん 。 ン フ 
ルアー ン と ハデ ィ ー ス は 、 フ ライ シュ 族 の 吾 葉 と 方 吉 て 記さ れ 
て いま す 。 それら の 言葉 に は 、1400 年 前 に ヒジ ヤー ス 地 方 て 用 
いら れ て いた 意味 を 充て る こと が 必要 と な り ま す 。 時 の 経過 と 
共に 変化 し た 、 今 日 用 いら れ て いる 意味 を あて て 翻訳 する こと 
は 正しい こと で は あり ませ ん 。 隠 喉 「 ム タ シ ジ シャー ビ フ 」 と 呼ば 
れる クル アー ン の 言葉 に は 、 理 解 さ れ て いな い 秘 め ら れ た 意味 
が あり ます 。 こ れ ら の 意味 は た だ アツ ラー が ご 存じ で あり 、 冊 
女 界 か が ら の 智 が 与え られ た 、 ご くわ ず か が な 選ば れ た 倍 大 な 人 々 
の み が 、 自 分 た ち に 明らか が に され た 形 て それ を 理解 する こと が 
て きる の で て す 。 そ れ 以 外 の 座 も 、 理 解す る こと は て きま せん 。 
だ か ら 隠 只 的 な クル アー ン の 言葉 に つい て は 、 そ れ が アツ ッ ツラ ー 
の お 言葉 て ある と 信じ 、 そ の 意味 を 探 ろ うと し て は いけ な い の 
て す 。 ア シュ アリ ー 派 の 学者 た ち は こ の よう な 斉 葉 を 長く 、 も 
し く は 短く 「 解 釈 す る こと 」 は 許容 され る と し て いま す 。 ここ 
て の 解釈 と は 、 そ の 言葉 の 様々 な 意味 の 中 から 、 一 般 的 て な い 
も の を 選ぶ と いう 意味 で す 。 例 えば 、 夜 の 旅 章 に 買 け る 「 ア ツ 
ラー の 御手 は 、 彼 ら の 手 の 上 に ある 」 と いう 意味 に な る 言葉 は 
、 ア ツラ ー の お 言葉 て す 。 ア ツラ ー が これ に より 何 を 望ま れ て 
いる の で あれ 、 そ れ を 信じ た 、 と いう べき な の て で て です 。 こ の 意味 
を 私 は 理解 できない 、 ア ツラ ー の み が ご 存じ だ 、 と いう こと が 
最適 の 道 な の て す 。 ア ツラ ー の 知識 は 私 た ちの 知識 の よう な も 
の て は な く 、 ア ツラ ー の こ ご 意 志 も 私 た ちの 意志 に は 似 て も 似 つ 
が な いも の で て す 。 ア ツラ ー の 御手 も 、 し も べた ちの 手 の よ うな 
も の て は な い の で す 。 


アツ ラー の 下さ れ た 書 に お いて 、 い くつ か が の 章 は その 
読み 方 も し く は 意味 の み 、 あ る い は その 両方 が 取り 消さ れ 、 ア 
ツラ ー に よう つ て 変え られ て いま す 。 ク ルアー ン は 全て の 氷 典 を 
取り 消し 、 そ の 規定 を 無効 と し まし た 。 ク ルアー ン に お いて は 
最後 の 審 痢 の 日 まで 、 決 し て 誤り や 忘却 、 過度 や 不足 は あり 得 
な い の で す 。 過去 と 未来 の 全て の 知識 が 、 フ ルアー ン に は あり 
ます 。 従 つて 全て の 啓典 より も 優れ 、 尊 い 存 在 て す 。 預 吉 者 ム 
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ハン マ ド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 
」 の 最大 の 奇 呈 は 、 フ ルアー ン で す 。 全 て の 人 間 と ジン が 集 ま 
り 、 ク フル アー ン の 中 て 最も 短い 章 ほ どの 吉 葉 を 語る 為 に 努力 し 
た と し て も 、 そ れ は て き な い の て す 。 ア ラビ ア の 全て の 雑 弁 な 
人 々 、 文 学者 、 能 弁 な 詩人 立ち が 一 が 所 に 集 ま つ て 努力 を し た 
も の の 、 短 い 章 程 の 吉 葉 て すら 語る こと は て きま せん で て し た 。 
クル アー ン と 対抗 する こと が て きず 、 篤 慢 し た の て し た 。 ア ツ 
ラー は イス ラー ム に 敵対 する 人 々 が 、 ク ルアー ン を 前 に し て 無 
力 て 弱い 存在 と され まし た 。 フ ルアー ン の 鈴 弁 さ は 、 人 の 力 を 
超え た も の で て す 。 人 間 は その よう に 語る こと は て き な い の で て す 
。 クルアーン の 青葉 は 、 人 の 韻律 、 韻 を 踏ま な い 散 文 、 そ し て 
韻 を 踏ん だ 吉 葉 に は 似 て は いま せん 。 一 方 て 、 ア ラビ ア の 文学 
者 が 用 いる 文字 に よ つ て 語ら れ て いま す 。 


阜 典 の うち 私 た ち に 教え られ て いる も の は 、104 あ り 
ます 。 こ れ ら の うち 10 ペ ー ジ は 預 吉 者 「 ア ー ダ ム 」 に 、50 ペ ー 
ジ は 預言 者 「 シ ー ト 」 に 、30 ペ ー ジ は 預言 者 「 イ ドウ リス 」 に 
、10 ペ ー ジ は 預 斉 者 「 イ ブラ ー ヒ ビーム 」 に 下さ れ た こと が よく 
知ら れ て いま す 。 タ ウラ ー ト 「 律 法 」 の 書 は 預 吉 者 ムー サー に 
「 ザ ブー ル 」 と いう 書 は 預 吉 者 ダー ウー ド に 、 イ ンジ ー ル 「 
新約 聖書 」 と いう 書 は 預 吉 者 イー サー に 、 そ し て フル アー ン は 
預 吉 者 ムハンマド に 下さ れ た の で す 。 


人 が 、 命 今 を 下す こと 、 何 が を 禁じ る こと 、 あ る い は 
何 が を 尋ね る こと 、 何 が を 伝え る こと を 望む と 、 ま ず そ れ を 頭 
て 考え 、 用 意 し ます 。 頭 の 中 に ある この 概念 を 「 カ ラー ム ・ ナ 
フス 」 と 呼び ます 。 こ の 概念 に 対し て は 、 ア ラビ ア 語 、 ペ ル シ 
ア 語 、 ト ルコ 語 と いわ れる こと は あり ませ ん 。 異 な る 吉 葉 て 語 
られ る こと は 、 こ れ ら が それ ぞ れ に 異な る 意味 を 持つ 理由 と は 
な り ま せん 。 これ ら の 意味 を 表現 する 言葉 を 、「 カ ラー ム ・ ラ 
フ ズ 」 と 呼び ます 。 こ こ か ら わ か る こと は 、 カ ラー ム ・ ナ フス 
は 他 の 特性 と 同様 、 例 えば イリ ム 、 イ ラー ダ 、 バ ー シ ル の よう 
に 、 カ ラー ム と いう 徳 性 の 持ち 主 が 備え た 、 変 化し な い 固 有 の 
特性 な の て す 。 カ ラー ム ・ ラ フ ズ は 、 カ ラー ム ・ ナ フス を 表現 
し 、 人 の 耳 に 入り 、 話 す 人 の 口 か ら 出 る 文字 の 集合 体 て す 。 ア 
ツラ ー の カラ ー ム 「 語 られ る お 方 」 と いう 特性 は 、 決 し て 沈黙 
し な い 、 ま た 被 造物 で も な い 、 始 まり も 終わ り も な いも の な の 
て す 。 ア ツラ ー の ザー ト の 特性 て ある イリ ム 、 イ ラー ダ の 特性 
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と 同様 、 ス ブー ト の 特性 と は 異な つて それ 自体 が ー つ の 特性 な 
の て す 。 


カラ ー ム と いう 徳 性 は 変化 する こと の な いも の で て す 。 
文字 や 音 を 持つ も の で は あり ませ ん 。 命 信 、 禁 止 事 項 、 通 告 
よう に 、 ア ラビ ア 語 、 ペ ルシア 語 、 ヘ ブラ イ 語 、 ト ルコ 語 、 ア 
ラム 語 と いつ た よう に 、 変 化し た り ば ら ば ら に な つた りす る こ 
と は あり ませ ん 。 この よう な お 形 を 取る こと も あり ませ ん 。 文字 
と し て 書か の れる こと も あり ませ ん 。 知能 、 耳 、 舌 と いつ た 器官 
や 媒介 は 必要 と し ませ ん 。 ど の 言葉 て 語る こと が 望ま れる の で 
あれ 、 そ の 言葉 て 語ら れ ま す 。 こ の よう に し て アラ ビア 語 て 語 
られ た も の が フル アー ン と 呼ば れ 、 へ ヘブライ 語 て 語ら れ た も の 
が タウ ラー ト 「 律 法 」 て す 。 ア ラム 語 で て 語ら れ た も の が イン ジ 
ー ル 「 新 約 聖書 」 て す 。「 シ ェ フ ルフ ル ・ メ カー シド 」 と いう 
本 " て は 、 ギ リシア 語 で は イン ジー ル 、 シ リア 語 で は ザ ブ ー ル 
て ある と 書か れ て いま す 。」 

神 の 言葉 は 様々 な 種類 の 事柄 を 伝え ます 。 出来 事 、 起 
こつ た こと を 伝え る 場合 、「 知 ら せ 」 と 呼ば れ ま す 。 そ う て な 
いも の は 「 構 文 」 と 呼ば れ ま す 。 行 われ る べき こと を 告げ る 場 
合 は 「 命 信 」 と な り ま す 。 行 つう て は いけ な いも の を 告げ る 場合 
は 「 禁 止 」 と な り ま す 。 し か し 、 神 の 吉 葉 に は 変貌 や 複製 は あ 
り ま せん 。 下 され た 啓典 や 頁 の 全て が 、 ア ツラ ー の 「 語 る お 方 
」 と いう 特性 が か ら も た ら さ れ た も の で て す 。 語 る お 方 と いう 特性 
、 す な わ ち カラ ー ム ・ ナ フス が か ら の も の な の で て す 。 ア ラビ ア 語 
と な つた も の が クル アー ン で す 。 文字 を 持ち 、 書 か れ 、 あ る い 
は 語ら れ 、 聞 が かれ 、 頭 て 覚え られ 、 韻 が 調 つ た 形 て 下さ れ た 啓 
示 を 、「 カ ラー ム ・ ラ フ ズ 」 も し く は 「 フ クル アーン 」 と 呼び ま 
す 。 こ の カラ ー ム ・ ラ フ ズ は 、 カ ラー ム ・ ナ フス を 示す も の で て 
あり 、 こ れ を も 神 の 言葉 、 そ し て 神 の 特性 と 呼ぶ が こと が で きま 
す 。 そ の 全体 を フル アー ン と 呼ぶ よう に 、 そ の 一 部 も フル アー 
ン と 呼び ます 。 


カラ ー ム ・ ナ フス が マフ ルー ク 「 創 造 さ れ た も の 」 で て 
は な く 、 始 まり も 終わ り も な いも の で ある こと に つい て は 、 正 





国 | 「 シ ェ フ ルフ ル ・ メ カー シド 」 は サド ゥ ーッ ディ ン ・ テ フタ ー ザ 
ー ニ ー に よっ て 書か れ 、 彼 は 792 年 「 西 暦 1389 年 」 に サマ ルカ ン 
ド で 死去 し まし た 。 
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し い 道 を 行く 学者 た ち が 意 見 を 一 致 さ せ て いま す 。 カ ラー ム ・ 
ラフ ズ が 始ま り も 終わ り も な い 存 在 で て ある が どう が か に つい て は 
、 学 者 た ちの 意見 は 一 致し て いま せん 。 カ ラー ム ・ ラ フス ズ が 始 
まり も 終わ り も な いも の と し て いる 人 の 一 部 は 、 カ ラー ム ・ ラ 
フス ズ が 始ま り も 終わ り も な いも の で て ある と 吉 つ て は いけ な いと 
語 つ て いま す 。 も し それ を 、 始 まり も 終わ り も な いも の と いう 
の て あれ ば 、 カ ラー ム ・ ナ フス が 始ま り も 終わ り も な いも の で て 
ある こと が わか る と し て いま す 。 最 も 的 確 な 言葉 が これ て し ょ 
う 。 人 の 知性 は 、 何 か を 示す も の を 聞い た 時 に 、 そ れ を 私 た ち 
の 口 が か ら 出し た 声 、 言 葉 が マフ ルー フク 「 創 造 さ れ た も の 」 て みあ 
る こと を 指摘 し て いる の で す 。 預言 者 ムハンマド の 道 を 行く 学 
者 た ち は 意 見 を 一 致 さ せ 、 カ ラー ム ・ ラ フ ズ も カラ ー ム ・ ナ フ 
ス も 、 ア ツ ッ ツ ラ ー の 言葉 て ある と し て いま す 。 こ の 言葉 に 関し て 
は 、 隠 隙 と いう 手段 に 逸れ た 人 々 が いた と は いえ 、 カ ラー ム ・ 
ナ フ ス が アッ ラー の 斉 葉 て ある と いう こと は 、 ア ツラ ー の 「 語 
る 」 と いう 特性 て ある と いう こと を 意味 し ます 。 カ ラー ム ・ ラ 
フ ズ が アッ ラー の 言葉 て ある と いう こと は 、 ア ツラ ー が その 創 
造 者 て ある こと る 意味 し ます 。 

問い : ここ まで て の 文章 から 、 ア ツラ ー の 永遠 て ある お 吉 
葉 は 聞く こと が て き な い こと が わが か り ま す 。 ア ツラ ー の 言葉 を 
聞い た と いう こと は 、 そ れ を 詠む 声 や 吉 葉 を 聞い た と いう こと 
て す 。 も し く は 、 そ れ を 詠む 声 と 永遠 て ある カラ ー ム ・ ナ フス 
を 理解 し た と いう こと で て す 。 全 て の 預 吉 者 、 む し ろ す べ て の 人 
は 、 こ の ニニ つの 形 で あれ ば 、 そ の お 言葉 を 聞く こと が で きま す 
。 預言 者 ムー サー「 彼 の 上 に 平安 あれ 」 が 「 カ リー ムツ ラー」 
「 ア ツラ ー の 言葉 」 と し て 区 別 さ れる 理由 は 何で し ょ うか 。 

答え : 預 斉 者 ムー サー「 彼 の 上 に 平安 あれ 」 は 神 の 公正 
さ の 範 晴 外 の こと と し て 、 文 字 や 音 を 持た な い ア ツラ ー の 永遠 
の 言葉 を 聞き まし た 。 天国 て 、 私 た ち に は 理解 て できない 、 説 明 
も て き な い 形 て アツ ラー の お 姿 が 目 に され る よう に 、 説 明 て き 
な い 形 て それ を 聞い た の で す 。 他 に 誰 も その よう な 形 て 聞い た 
人 は いま せん 。 し か が し 、 た だ 耳 で 聞い た の て は な く 、 体 の 全て 
の 細胞 て 聞き きま し た 。 あ る い は た だ 、 木 に よ つ て 聞か れ ま し 
た 。 し か が し 音 に よっ つて で て は あり ませ ん 。 空気 の 振動 や その 他 の 
形 て 聞い た の で は な い の で て す 。 こ の 三 つ の 形 て 聞い た と いう 理 
由 か ら 、「 カ リー ムツ ラー」 と いう 名 を 得 た の で す 。 預 言 者 ム 
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ハン マ ド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 
」 が ミラ ー ジ ユ ュ の 際 に アツ ラー の 詩 葉 を 聞か が れ た こと 、 天 使 ジ 
プ ブラー イー ル か ら 啓 示 を 得る 際 に 聞か が れ た こと も 、 こ の よう な 
形 て 実現 し た の で す 。 


4. 信仰 され る べき 六 つ の 事柄 の 四 つ め は 、「 ア ツラ ー の 
預 吉 者 た ち を 信じ る こと 」 て す 。 人 々 を アツ ラー の 喜ば れる 道 
に 至ら せ 、 正 し い 道 を 示す 為 に 遣わ され まし た 。 ル スー ル と い 
う 語 は 、 ラ スー ル の 複数 形 て す 。 ラ スー ル と は 、 辞 書 的 に は 遺 
わ さ れ た 人 、 使 者 と いう 意味 です 。 イ スラ ー ム に お ける 「 ラ ス 
ー ル 」 と は 、 そ の 本 質 、 性 格 、 知 識 、 理 性 の 点 て 同時 代 に 生ま 
れ た 全て の 人 々 より も 優れ て お り 、 尊 く 愛 すべ き 人 を る 意味 し ま 
す 。 一切 の 悪い 性 質 、 好 まし く な い 態 度 は あり ませ ん 。 預言 者 
た ち に は 「 イ ス メ ッ ト 」 と 呼ば れる 特性 が あり ます 。 つ まり 、 
預言 者 で て ある こと が 明らか に な る 以前 も 、 そ の 後 も 、 大 小 を 問 
わ ず ど の よう な 漠 も 犯し て は いな いと いう こと で す 。 預 言 者 で 
ある こと が 明らか に され た 後 、 預 吉 者 て ある こと が 人 々 に も 告 
げ ら れ 、 理 解 さ れる まで て は 目 が 見 えな が か つた り 、 耳 が 聞こ えな 
か っ た り と いつ た 事態 に も な り ま せん 。 全 て の 預言 者 に 七 つ の 
特性 が ある こと を 信じ る こと が 必要 て す 。 こ れ ら は 信頼 、 誠 実 
さ 、 伝 道 、 公 正 さ 、 罪 の な さ 、 預 吉 者 と し て の 英知 、 そ し て ア 
ム ヌ ル ・ ア ズル 、 す な わ ち 預 吉 者 と いう 任務 を 解 か れる こと は 
な い 、 と いう も の で て す 。 ここ で の 英知 と は 、 疾 常に 理性 が 高く 
、 ま た 思慮 深い と いう こと で す 。 


新た な 教え を も た ら す 預言 者 を 、「 ラ スー ル 」 と 呼び 
ます 。 新 た な 教え は も た ら さ ず 、 人 々 を それ 以前 の 教え に 導く 
預言 者 を 「 ナ ビー」 と 呼び ます 。 命 念 を 伝え 、 人 々 を アツ ラー 
の 教え に 招く と いう 点 て ラス ー ル と ナビ ー と の 間 に は 何 の 違 い 
も あり ませ ん 。 預 吉 者 た ち を 信仰 する と は 、 そ の 間 に 何 の 差 も 
つけ ず 、 そ の 全員 が 誠実 て 正しい こと を 話す 人 て ある と 信じ る 
こと て す 。 彼ら の うち の 誰が を 信じ な い 人 は 、 預 吉 者 た ち 全 上 員 
を 信じ な いこ と に な る の で て す 。 

預 吉 者 と な る こと は 、 努 力 す る こと 、 空 腹 や 苦し み に 耐 
える こと 、 イ バー ダ を 多く 行う こと に よっ つて 手 に され る も の で て は 
あり ませ ん 。 た だ アツ ラー の 恵み と 選択 に よる も の て す 。 人 々 の 
現世 と 来世 て の 仕事 が 問題 の な い 、 効 果 の ある も の と な る 為 、 そ 
し て 有害 な 行い か ら 身 を 守り 、 安 ちぎ や 導き 、 安 泰 へ 至る こと が 
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て きる よう 、 預 吉 者 を 媒介 と し て 教え を 下さ れ た の で す 。 多 く の 
敵 を 持ち 、 彼 ら を 暗 笑 い 、 直 し ませ た に も 関わ ら ず 、 ア ツラ ー の 
ご 命令 を 人 々 に 伝え 、 そ れ を 信じ させ 、 実行 させ る 為 に 敵 を 恐 
ず 、 ま た 敵 が か ら 目 を そむけ る こと も あり ませ ん て し た 。 ア ツラ ー 
は 預 衣 者 た ち が 誠 実 さ を 持ち 、 正 し いこ と を 語 つ て いる こと を 示 
す 為 に 、 奇 本 に よう て 彼ら を 強め られ まし た 。 誰 も 、 こ の 奇 器 に 
関し て は 反発 する こと が て き な が つた の で す 。 預 吉 者 を 認め て 信 
じ た 人 を 、 そ の 預 吉 者 の 「 ウ ンマ 」 と 呼び ます 。 最 後 の 審 間 の 日 
に は 、 ウ ンマ の 中 が か ら 多 く の 因 を 犯し た 人 々 に つい て と りな し を 
行う 為 の 許し が 与え られ 、 そ の と りな し が 認め られ ます 。 ウ ンマ 
の 中 て 、 学 者 、 誠 実 な 信者 、、 ワ リー「 ア ツラ ー の 友 、 聖 人 」 て あ 
る 人 々 に も 、 と りな し の 為 に アツ ラー は 詩 可 を 与え られ 、 彼 ら の 
と りな し も 認め られ ます 。 預 衣 者 た ち は そ の 墓 に お いて 、 私 た ち 
が 知る こと の て き な い 形 て 、 生 き て いま す 。 そ の 祝福 され た 肉体 
を 、 土 は 腐敗 させ る こと が あり ませ ん 。 そ の 為 に ハデ イース で て は 

「 預 吉 者 た ち は そ の 募 に お いて 礼拝 を し 、 巡 礼 を 行う 」 と 言 わ 
れ て いる の で て す 。 


サウ ジア ラビ ア に 存在 する 「 ワ ツ ハ ー ブ 」 派 と 呼ば れる 
人 々 は 、 こ の ハデ ィ ー ス を 信じ ませ ん 。 これ ら を 信じ る 真 の ム 
スリ ム を 不信 心 者 と 呼ん てい ます 。 意 味 が 明白 て は な く 疑 わし 
い 伝 承 を 訓 つ て 解釈 し て いる た め 、 彼 ら 自 身 は 不信 心 者 と は な 
り ま せん が 、 ピ ドウ ア 「 こ し ら え も の に 従う 者 」 と な り ま す 。 
ムスリム た ち に 大 き な 害 を 及ぼ し て いま す 。 ワ ツ ハ ー プ 派 は ム 
ハン マ ド ・ ピ ン ・ ア ブドウ ル ワ ツ ハー ブ と いう 名 の ナジ ュ ト 出 
身 の 愚 が か 者 に よ つ て 作ら れ た も の て す 。 イ ギリ ス の スパ イ は イ 
ブ ニ ・ タ イミ ヤー"! の 人 逸脱 し た 考え を 主張 し 、 彼 を だ まし た の 
て し た 。「 ア ブドウ フ 」『 と いう 名 の エジプト 人 の 書物 に より 
、 ト ルコ や あら ゆる 場所 に 広まり まし た 。 こ れ ら の 全て は 宗派 
で は な く 逸 脱 て あり 、 誤 うた 道 に ある 、 と いう こと を 「 ス ン ナ 
の 道 を 行く 学者 た ち 」 が 何 百 も の 書物 て 語 つ て いま す 。 「 永 遠 
の 幸福 」 と 「 最 後 の 審 羊 と 来世 」 と いう 書物 て も これ ら が 詳し 
く 記 され て いま す 。 ア ツラ ー が 若い 宗教 者 を 、 イ ギリ ス 人 が 作 





[1]] アフ メッ ド ・ イ ブ ニ ・ タ イミ ヤー は 728 年 「 西 暦 1328 年 」 に ダマ 
スカ ス で 死去 し まし た 。 

[2Z] ムハンマド ・ ア ブ ド ッ ゥ フ は 1323 年 「 西 暦 1905 年 」 に エジプト で 死 
去 し まし た 。 
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り 出 し た ワ ツ ハー ブ の 道 に 滑り 落ち て し まう こと の な いよ うお 
守り くだ さい ます よう に 。 ハ ディ イー ス に お いて 称賛 され て いる 
「 ス ン ナ を 守る 学者 た ち 」 の 道 か ら 離 れる こと が あり ませ ん よ 
うに 」 

預 吉 者 た ち 「 彼 ら の 上 に 平安 あれ 」 の 祝福 され た 目 が 
眠 つ て いる 時 て も 、 心 の 目 は 眠り ませ ん 。 預 吉 者 と し て の 役割 
を 果たし 、 預 吉 者 と し て の 優位 性 を 備え て いる と いう 点 て 、 全 
て の 預 吉 者 は 同等 て す 。 先 に 迷 べ た 七 つ の 特 性 は 全て の 預 吉 者 
に ある も の で す 。 預 育 者 た ち は 預 吉 者 と いう 立場 を 解 か れる こ 
と は あり ませ ん 。 ワ リー「 聖 人 」 の 場合 は 、 そ の 立場 を 失う こ 
と が あり ます 。 預 吉 者 た ち 「 ア ツラ ー の 祝福 あれ 」 は 人 間 か ら 
選ば れ ま す 。 ジ ン や 天使 が 、 人 の 預 吉 者 と な る こと は あり ませ 
ん 。 ジ ン や 天使 は 預 吉 者 と いう 位階 に 達する こと は な い の で て す 
。 預 衣 者 た ちの 間 に は 、 誉 れ や その 有意 差 に お いて 違い が あり 
ます 。 例 えば 、 ウ ンマ の 数 が 多い こと 、 遺 わ さ れ た 国 が 大 きい 
こと 、 そ の 知識 や アツ ラー へ の 知 が 広い 範囲 に 広まる こと 、 奇 
正 が より 多く 、 よ り 経 続 的 に ある こと 、 彼 ら の 為 の 特別 な 恵み 
が 与え られ る こと と いつ た 優位 性 の 点 が ら 、 預 吉 者 「 ム ハン マ 
ド 」「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 は 
全て の 預 吉 者 より も より 尊い 存在 て す 。 特 に 崇高 な 六 人 の 預 吉 
者 た ち は そ れ 以 外 の 預 衣 者 より も 、 そ し て ラス ー ル 「 新 し い 教 
え を 携え て くる 預 吉 者 」 は 、 ナ ビー「 新 し い 教え を 携え て こ な 
い 預 吉 者 」 よ り も より 尊い 存在 て す 。 


預 吉 者 た ち 「 ア ツラ ー の 祝福 あれ 」 の 数 は 明らか で は 
あり ませ ん 。 12 万 4 千 よ り も 多い こと が 知ら れ て いま す 。 これ 
ら の うち 、310 人 も し く は 315 人 が ラス ー ル て す 。 そ の うち の 六 
人 が 、 よ り 尊 い 存 在 と され ます 。 彼 ら は 「 ウ ルル ・ ア ズム 」 で 
ある 預 吉 者 と 呼ば れ ま す 。 


ウル ル ・ ア ズム の 預 吉 者 と は 、 ア ー ダ ム 、 ヌ ー フ 、 イ ブ 
ー ヒ ビー ム 、 ム ー サ ー、 イ ー サ ー、 そ し て ムハンマド ・ ム スタ 
ア で す ・ 務 赴 者 た ちの うち 、 33 人 は よく 知ら れ て いま す 。 そ 
名 は 、。 アー ダム 、 イ ドリ ー ス 、 シ ー ト も し く は ジー ス 、 ヌー 

、 フ ー サー リフ 、 ル ー ツ 、 イス マー イー ル 、 イ スハ ー ク 
、 ヤ ー クー ブ 、 ユ ー ス フ 、 ア イ ユ ー ブ 、 シ ュ ア イブ 、 ム ー サ ー 
、 ハ ー ル ー ン 、 ヒ ドゥ ル 、 ユ ー シ ャ ・ ビ ピン ・ ヌ ン 、 イ リヤ ー ス 
、 ア ル ヤ サ 、 ズ ルク フル 、 シ ヤム ウン 、 イ シュ モイ ル 、 ユ ー ヌ 
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スピ ン ・ マ ター、 ダー ウー ド 、 スラ イマ ー シ 、 ル クマ ー ン 、 
ザ カ リヤ ー、 ヤセ フ ヤ ー、 ウザ イル 、 イー サー・ ピ ビン マリ ヤム 
、 ズ スル カル ナイ ン 、 そ し て ムハンマド 「 ア ツラ ー の 祝福 と 平安 
が あり ます よう に 」 で す 。 

この うち 、28 人 の 名 前 が フル アー ン て で 伝え られ て いま 
す 。 シー ト 、 ヒ ドウ ル 、 ユ ー シ ヤ ー、 シ ャ ムウ ン 、 イ シュ モイ 
ル に つい て は 言及 され て いま せん 。 こ の 28 人 の うち ズル カル ナ 
イン 、 ル フ マ ー ン 、 ウ ザイ ル 、 そ し て ヒド ウル が 預 吉 者 て ある 
が か どう が は は つき り と は わが つて いま せん 。 「 マ フク トウ バー ト 
・ マ スー ミヤ 」 と いう 本 の 第 2 巻 、 第 36 の 手紙 て は 、 ヒ ドウ ル 
が 預 吉 者 て ある と する 伝承 が 信頼 て きる も の て ある と し て いま 
す 。 ま た 、 ヒ ドウ ル が 人 間 の 姿 て 現れ る こと 、 い くつ か の 事柄 
を 行 つ て いる こと は 彼 が 今 で も 生き て いる こと を 意味 する も の 
て は あり ませ ん 。 ア ツラ ー は 彼 の 、 そ し て 同様 に 他 の 多く の 預 
吉 者 や ワリ ー た ちの 魂 が 、 人 間 の 形 て 姿 を 現す こと を 許さ れ た 
の て す 。 彼 ら を 目 に する こと は 、 彼 ら が 生き て いる と いう こと 
を 示す も の で は な い の で す 。 預 吉 者 ズル フイ カル の ニニ つめ の 名 
前 は ハル クル で す 。 ま た 彼 が 預 斉 者 イル ヤス も し く は イド リー 
ス 、 あ る い は ザ カ リヤ で ある と いう 見 解 も あり ます 。 


預言 者 イブ ラー ヒー ム 「 ア ツラ ー の 祝福 あれ 」 は 、 ハ 
リー ルッ ラー「 ア ッ ツラ ー の 深い 友 」 と 呼ば れ ま す 。 な ぜ な ら 彼 
の 心 に は 、 ア ツラ ー へ の 愛情 以外 、 ど の 被 造 物 へ の 愛着 も あり 
ませ ん て し た 。 預 斉 者 ムー サー は カリ ー ム ツラ ー「 ア ッ ツラ ー が 
お 話 に な つた 者 」 と 呼ば れ ま す 。 ア ツラ ー と 話 を し た 為 て す 。 
預 盲 者 イー サー は カリ マト ウッ ラー と 呼ば れ ま す 。 な ぜ な ら 彼 
に は 父 が な く 、 た だ 『 在 れ 』 と いう アツ ラー の 詩 葉 の みて その 
母 か ら 生 まれ た が か がら て で て す 。 そ れ に 加え 、 ア ツラ ー の 英知 に 満ち 
た お 吉 葉 を 、 説 教 を 行 つ っ て 人 々 に 伝え た の で て し た 。 

人 間 の うち 最も 崇高 て 最も 誉れ 高く 、 最 も 尊 く 、 そ し 
て 全て の 存在 の 創造 の 理由 て も あら れる 預 吉 者 「 ム ハン マ ド 」 
「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 は 、 ハ 
ピー ブツ ラー「 ア ッ ツラ ー が 最も 愛さ れる 存在 」 と 呼ば れ ま す 。 
彼 が ハビ ー ブ ッ ラー で あら れる こと 、 そ し て その 偉大 さ 、 崇 高 
さ を 示 す も の は 丘 常 に 多く あり ます 。 そ の 為 、 彼 に 対し て 、 敗 
北 し た 、 駄 目 に な つた と いう よう な 言葉 を 用 いる こと は で き な 
い の で す 。 最 後 の 審 記 の 日 、 墓 場 か ら 誰 より も 先 に 出 ち られ 、 マ 


ー 48 - 


フシ ャ ル の 場 に 最初 に 行か れ 、 天 国 に も 誰 よ り も 先 に 入ら れ ま 
す 。 そ の 奇 頼 は 数 え 切 れず 、 人 間 に は それ を 数 える 力 は あり ま 
せん 。 こ こ で て は 、 ミ ラー ジュ と 呼ば れる 奇 束 に つい て 紹介 し ま 
し よう 。 


預 育 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え く 

だ さい ます よう に 」 は 寝床 に お られ る 際 に 起こ され 、 そ の 祝福 
され た 体 て 、 マ ツ カ の 町 が か ら エ ル サ レ ム に ある アル ・ ア クサ ・ 
モス フ へ と 、 そ し て そこ がら 天 へ 、 天 の 第 7 層 か がら アツ ラー の 
望ま れる いく つか の 場所 へ と 運ば れ ま し た 。 

ミラ ー ジ ュ に つい て 、 こ の よう に 信じ る こと が 必要 て す 
。 イス マイ ル 派 の 逸脱 し た 宗派 に 属す る 人 々 、 イ スラ ー ム 学者 
の 外観 に 身 を 包む 宗教 に 敵対 する 人 々 は 、 ミ ラー ジ ユ は 一 つの 
状態 て あり 、 魂 に よって 実現 し た 、 肉 体 を 伴 つ て 行 つ た の て は 
な い 、 と 語り 、 書 き 、 若 者 を 欺 こ うと し て いま す 。 こ の よう な 
記 つ た 本 を 買い 、 彼 ら に 騙さ れ て は いけ ませ ん 。 ミ ラー ジ ユ が 
どの よう な も の て ある が は 、 多 く の 尊 い 本 、 例 えば 「 シ フ ア ー 
イ ・ シ ェ エリ ー フ 」") て 詳細 に 書か れ て いま す 。 「 永 遠 の 幸 福 」 
の 本 て も 詳し く 説 明 が な され て いま す 。 


ミラ ー ジ ユ ュ に つい て は 一 部 の 人 々 が 、 預 吉 者 ムハンマド 
の 魂 だ けが 旅 を し た と 述べ て いま す が 、 そ の よう な 見 解 は 誤り 
て す 。 
マツ カ の 町 が か ら 、「 ス イド ラ ・ ア ル = ェ ムン タ ハ ー」 と 
呼ば れる 木 の 八 える と ころ まで て は 天使 ジブ ラー イー ル と 共に 行 
か が れ まし た 。「 ス イド ラ ・ ア ル = ェ ムン タ ハ ー」 と は 、 天 の 第 6 
層 と 第 / 層 に 存在 する 木 て あり 、 ど の よう な 知識 て あれ どの よ 
うな 上 昇 て あれ 、 そ の 木 より も 先 に 進む こと は な い の で す 。 預 
衣 者 ムハンマド は スイ ドラ 木 の そ ば て 、 天 使 ジ ブラ ー イ ー ル 「 
アツ ラー の 祝福 あれ 」 を 600 の 翼 を 持つ 彼 本 来 の 姿 で 有 目 に し ま 
す 。 天 使 ジ ブ プラー イー ル 「 ア ツラ ー の 祝福 あれ 」 は その スィ イィ ド 
ラ の 木 の そ ば て 待ち ます 。 マ ツ カ か ら エ エルサレム まで 、 あ る い 
は 天 の 第 7 層 ま て で は 、「 ブ ラク 」 に 乗ら れ て いま し た 。 ブ ラク 
と は 白色 て 、 ラ バ よ り 小 さく ロバ より 大 きい 、 天 国 の 動物 て す 


[1]] シフ ァ ー イ ・ シ ェ リ ー フ を 書い た い ヤ ー ド ・ マ ー リ キ は 544 年 「 丁 
歴 1150 年 に メッ ラー キュ シュ で 死去 し まし た 。 


ー49 一 


。 現 世に いる 動物 の 一 種 て は あり ませ ん 。 オ ス と メス の 区 別 は 
な く 、 手 常に 高速 で 進み ます 。 一 歩 一 歩 が 目 に 見 えな い 程 の 距 
離 と な り ま す 。 預 吉 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 
与え くだ さい ます よう に 」 は 、「 ア ル ・ ア クサ ・ モ スク 」 で て 、 
預 斉 者 た ちの イマ ー ム と な り 、 イ シ ジ シャー もしくは ファ ジュ ユル の 
礼拝 を され まし た 。 預 斉 者 た ちの 魂 が 、 彼 ら 自 身 の 人 間 と し て 
の 姿 と な つて その 場 に いま し た 。「 エ ル サ レ ム 」 が か がら 天 ま て 、 
「 ミ ラー ジュ 」 と いう 名 の 私 た ち が 知 る こと の な い 桶 子 の よう 
な も の て 一 瞬 に し て 上 が られ まし た 。 そ の 途上 で は 天使 た ち が 
左右 に 並び 、 預 吉 者 ムハンマド を 賞賛 し て いま し た 。 天 の 各層 
に 至る た びに 天使 ジブ ラー イー ル 「 ア ツラ ー の 祝福 あれ 」 は 預 
詩 者 ムハンマド に 誉れ が 与え られ た こと を 吉報 と し て 伝え まし 
た 。 天 の 各層 で て 、 そ れ ぞ れ の 預 吉 者 と あい さ つ を 交わ し まし た 
。 「 ス イド ラ 木 の そば で て 」 は 、 和 驚く べき 多く の 事柄 を 目 に され 
まし た 。 天国 て の 恵み と 地獄 て の 罰 を 目 に され まし た 。 ス イド 
ラ 木 の 先 へ と 、 お 一 人 て 光 の 中 を 進ん て 行か れ ま し た 。 天 使 た 
ちの ペン の 音 を 聞か が れ ま し た 。/ 万 の 覆い を 超え られ 、 そ れ ら 
の 履い の 間 は 、 そ れ ぞ れ は 500 年 か が る 距離 て し た 。 そ の 後 、 
太陽 より も 明る く 輝 く 「 ラ フラ フ 」 と 呼ば れる 敷物 に 乗 つ て 、 
天 の 層 を 超え 、 神 の 玉座 へ と 至り まし た 。 天 の 第 9? 層 か がら 、 時 
間 が ら 、 空 間 が か ら 、 物 質 世 界 が ら そ の 外 で と 出 ち られ た の で す 。 
アツ ラー の お 斉 葉 を 聞く こと の で きる 位階 に 至ら れ た の で す 。 
時 空 を 超越 し た 形 て 来世 に お いて アツ ラー が お 姿 を 示 
され る よう に 、 私 た ち に は 理解 て で きず 言葉 に も な ら な い 形 て ア 
ツラ ー と お 会 い に な られ まし た 。 i 
ラー と 語ら れ ま し た 。 ア ツラ ー を 唱 念 し 、 感 謝 し 、 称 賛 さ れ ま 
し た 。 限り の な い 誉 れ を 受 まじ ご 自身 と その ウン マ 
に 50 回 の 礼拝 が フ ア ル ド と され た も の の 、 預 吉 者 ムー サー「 ア 
ツラ ー の 祝福 あれ 」 の 示唆 に よ つ て 、 少 し ずつ 、5 回 に ま て 減 
ら さ れ ま し た 。 こ れ 以 前 に は ファ ジュ ル と アス ル も し く は イシ 
ヤー の 礼拝 が な され て いま し た 。 こ れ ほ ど 長 い 旅 の 未 に 多く の 
恵み を 受け られ 、 和 驚嘆 する よう な 物事 を 目 に され て 寝床 に 戻ら 
れ た 時 に は 、 寝 床 に は まだ ぬく も り が 残 つ て いた の で て し た 。 こ 
こ て 記 し た こと の 一 部 は クル アー ン で 、 一 部 は ハデ イー ス て 語 
られ て いる こと で て です 。 こ の 全て を 信じ る こと は ワー ジブ で は な 
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いと は いえ 、 預 吉 者 の 道 を 行く 学者 た ち が 告 げた こと て ある こ 
と が か ら 、 こ れ ら を 信じ な い 人 は 預 吉 者 の 道 を 外れ る こと に な り 
ます 。 グ クル アー ン の 言葉 や ハデ イー ス を 信じ な い 人 は 、 カ ー フ 
イル と な り ま す 。 


預 斉 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え く 
だ さい ます よう に 」 が 「 サ イー ド ・ ウ ル ・ ア ン ピ ヤ ー」、 す な 
わ ち 預 吉 者 た ちの 長 て ある こと を 示す 数 えき されない ほど の 事柄 
の うち 、 い くつ か を ここ て 紹介 し まし ょ う 。 


最後 の 審 鹿 の 日 、 全 て の 預 吉 者 た ち 「 ア ツラ ー が 祝福 
と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 は 預 斉 者 ムハンマド の 旗 
の 陰 に 入り ます 。 ア ッ ツラ ー は 全て の 預言 者 に 、「 創 造物 の うち 
て 私 が 選び 、 愛 する 存在 て で ある ムハンマド 「 彼 の 上 に 平安 あれ 
」 が 預 吉 者 と な る 時 に 至 つ た 際 に は 、 彼 を 信じ 、 助 け な さ い 」 
と 命じ られ まし た 。 ま た 預 吉 者 た ちろ も その ウン マ に 、 こ の よう 
な 遺 吉 と 命 金 を 遺し まし た 。 

預 吉 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え く 
だ さい ます よう に 」 は 「 ハ タム ・ ア ル ・ ア ン ピ ヤ ー」、 す な わ 
ち 最 後 の 預 埋 者 て あり 、 預 言 者 ムハンマド 以降 に は も は や 預 謀 
者 は 遣わ され ませ ん 。 神聖 な その 魂 は 全て の 預 斉 者 た ちよ り も 
先 に 創造 され 、 預 衣 者 と し て の 立場 も 誰 よ り も まず 彼 に 授け ら 
れ ま し た 。 預 詩 者 の 到来 は 、 預 斉 者 ムハンマド が この 世界 に 人 准 
れ を 与え られ た こと に よっ て 完了 し まし た 。 預 言 者 イー サー は 
最後 の 審 鹿 が 近づい た 頃 、 マ フ デ イィ の 時 代 に お いて 天 が か がら ダマ 
スカ ス に 下る と され て いま す が 、 地 上 て 預 吉 者 ムハンマド 「 ア 
ッ ラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 の 教え を 広 
め ま す 。 彼 の ウン マ と な り ま す 。 

「 ヒ ジュ ユラ 歴 1296 年 、 西 暦 1 8 8 0 年 に イン ド て イ 
ギリ ス 人 が 作り 出し た 「 カ ー デ イィ ヤー ニニ 」 と 呼ば れる 逸脱 者 た 
ち は 、 預 言 者 イー サー「 ア ツラ ー の 祝福 あれ 」 に つい て も 醒 い 
嘘 を つい て いま す 。 自分 た ちの こと を ムスリム と 呼ん で いた と 
し て も 、 イ スラ ー ム の 教え を 内 部 がら 骨 壊さ せよ うと し て いる 
の で て す 。 彼ら が ムスリム て で て な いこ と が 宗教 的 に 宣言 され て いま 
す 。 彼ら は 「 ア フ マ デ イー ヤ 」 と も 呼ば れ ま す 。」 


イン ド て 生じ た 、 ピ ドウ ア を 持ち 、 ズ ンド ウフ で ある 人 
々 の 一 派 が 、「 ジ ヤマ アト ・ タ ブリ ー グ 」 と いう 派 て す 。 これ 
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は 1345 年 西暦 1226 年 」 に イリ ヤー ス と いう 無知 な 人 物 に よっ 
て 創設 され まし た 。 「 ム スリ ム は 逸脱 し て いる 。 彼 ら を 救う た 
め 、 私 は 夢 で 指示 を 受け た 」 と 語 つ て いま し た 。 和 逸脱 し た 人 々 
を 師 と し て お り 、 ネ ジー ル ・ フ セイ ン 、 ラ シー ド ・ ア フ メ ッ ド 
・ セ ハー レン ブル ー ニ の 本 か がら 学 ん だ と し て いま す 。 ム スリ ム 
を 欺く た め 、 常 に 礼拝 と 信者 集団 の 重要 性 に つい て 語り まし た 
。 し が し ビ ド ウ ア を 持つ 人 々 、 つ まり スン ナ 派 の 道 に 属さ な い 
人 々 の 礼拝 や 崇拝 行為 は 認め られ な い の で す 。 彼 ら が スン ナ 派 
の 本 を 読み 、 ま ず ビ ドウ ア て ある 信 祭 か ら 救 わ れ 、 真 の ム ス リ 
ム に な る こと か が 必要 て す 。 フ ルアー ン で て は 、 秘 め た 形 て 伝え ら 
れ た 章 句 から 斉 つた 意味 を 読み 取る 人 を 「 ピ ドウ ア を 持つ 人 々 
」 も し く は 「 外 脱 者 」 と 呼び ば ます 。 ク ルアー ン の 章 句 に 、 自 ら 
の 背 合 的 て 逸脱 し た 思想 に よっ つっ て 誤 う た 意味 を 与え る イス ラー 
ム の 敵対 者 を ズン ドゥ ウ ク と 呼び ば ます 。 ズ ンド ウゥ ウ ク は 、 ク ルアー 
ン と イス ラー ム を 変容 させ よう と し ます 。 彼 ら を 登場 させ 、 育 
て 、 世 界 各地 に 広め る た め に 何 十 億 も 費やす 最大 の 敵 は イ ギ リ 
ス 人 て す 。 イ ギリ ス 人 の カー フィ ル の 己 に 落ち た 無知 て 不 名 誉 
な 「 ジ ヤマ アト ・ タ ブリ ー グ 」 の 人 々 は 、 自 ら を 「 ス ン ナ 派 」 
と 呼び 、 礼 拝 を 行い な が ら 嘘 を つき 、 ム スリ ム を 上 欺 ロ て いま す 
。 アブ ドウ ッ ラ ー・ ピ ン ・ メ スー ド は 次 の よう に 語 つ て いま す 
。 「 信 仰 を 持つ て いる わけ で は な い の に 、 礼 拝 を 行う 人 々 が い 
る 。 彼 ら は 地獄 の 底 て 永遠 に 焼 が か れ 続 ける 。 そ の 一 部 は 、 ミ ナ 
ー レ の て つ ぺ ん の コウ ノ ト リ の 巣 の よう に 、 大 き な タ ー バ ン 、 
ひげ 、 長 い 上 衣 を 身 に 着け 、 フ ルアー ン の 章 旬 を 


読み 、 そ れ ら に 誠 つた 意味 付け を 行ない 、 ム スリ ム を 上 
く 。 し か が し 聖 ハ デイ ー ス で は 、 ア ツラ ー は 姿 が た ちや 衣装 で て は 
な く 、 あ な た 方 の 心 と 意思 を ご 覧 に な か る 、 と され て いる 」 
詩 
Kadd-i biilend dared, destar pare pare, 
Ciin asiyan-1 leklek, ber kelle-i minare. 


この 無知 て 愚か な 、 金 メソ ツキ の 目 が 嘘 て ある こと を 示し 
て いる 人 々 は 、「 ハ キー カト ウ 出 版 」 の 本 に 返答 する こと が で 
き な い た め 、「 ハ キー カト ウ 出 版 の 本 は 間違う つて いる 、 人 逸脱 し 
て いる 。 こ うい う 本 を 読ん で は いけ な い 」 と 言う の で す 。 イ ス 
ラー ム の 敵 で ある 逸脱 し た 人 々 、 ズ ンド ウゥ ウ ク た ちの 最大 の し る 
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し は 、 ス ン ナ 派 の 学者 た ちの 文章 や 真 の 宗教 書 に つい て 、 こ れ 
ら は 人 逸脱 し て いる 、 読 ん て は いけ な いと いう こと で て す 。 イ スラ 
ー ム に 対し て 彼ら が 及ぼ す 害 や 、 ス ン ナ 派 の 学者 た ちの それ に 
対す る 返答 は 「 有 益 な 知識 」 と いう 本 て 詳し く 言 及 さ れ て いま 
す 。 

預 斉 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ 
さい ます よう に 」 は 預 計 者 た ちの 中 て 最も 崇高 な お 方 で て あり 、 
この 世界 へ の 慈 巧 て あら れ ま し た 。 1 万 8 千 の 諸 世 界 が 、 彼 の 閑 
悲 の 海 か が から それ ぞ れ に 益 を 受け た の で て す 。 全て の 人 と ジン の 為 
の 預 吉 者 て す 。 天 使 、 植 物 、 動 物 、 そ し て それ ぞ れ の 物質 に 、 
彼 が 預 吉 者 て ある と 教え る 多く の 存在 が あり ます 。 他 の 預 吉 者 
は 、 一 定 の 国 、 一 定 の 民族 の 為 に 遣わ され まし た 。 預 吉 者 ム ハ 
ンマ ド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 
は 全 世 界 、 生 命 を 持つ 者 持た な い 者 、 あ ら ゆ る 被 造物 の 預 吉 者 
て あら れる の て す 。 ア ツラ ー は 他 の 預 吉 者 た ち を その 名 て 呼ば 
れ ま し た 。 預 吉 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え 
くだ さい ます よう に 」 に 対し て は 「 わ が 使徒 よ 」「 わ が 預言 者 
よ 」 と 呼ば れ 、 誉 れ を 与え られ て いた の て し た 。 他 の 預 吉 者 た 
ち に 与え られ た 奇 正 それ ぞ れ に 類似 する も の が 、 預 衣 者 ム ハ ン 
マ ド に も 授け られ まし た 。 アツ ラー は 愛さ れる お 方 預言 者 ム ハ 
ンマ ド に 丘 常 に 多く の 恵み と 奇 中 を 授け られ まし た 、 他 の どの 
預 吉 者 に も それ ら は 与え られ て は いな が か つた の で て です 。 そ の 神聖 
な 指 を 動か すこ と て 月 が 二 つ に 分 が か れ 、 そ の 祝福 され た 手 に 取 
られ た 石 が タス ピー フ と な り 、 木 々 が 「 ア ツラ ー の 使徒 よ 」 と 
喜 つて 挨拶 を 行 つ た こと 、 預 吉 者 ムハンマド の そば か が ら 離 され 
た 為 に 、「 ハ ン ナ ー ナ 」 と いう 名 の 乾い た 新 が 声 を 出し て 泣い 
た こと 、 神 聖 な 指 の 間 が から 澄 み 切 つた 水 が 流 れ た こと 、 来 世に 
お いて 彼 に 「 マ カー ム ・ マ フ ム ー ド 」「 偉 大 な る と りな し 者 」 
「 カ ウサ ル の 泉 」「 ワ シー ラ 」「 フ ァ デ ィ イーラ 」 と いう 名 の 位 
階 が 与え られ る こと 、 天 国 に 入る 前 に アツ ラー の 美 を 目 に する 
と いう 准 れ を 授け られ る こと 、 現 世に お いて も 偉大 な 被 造物 、 
教え へ の 覚醒 、 知 識 、 穏 や か さ 、 妨 耐 、 感 謝 、 ズ フ ド 「 禁 欲 」 
、 純潔 、 公 正 さ 、 人 間 性 、 た し な み 、 勇 敢 さ 、 謙 虚 さ 、 英 知 、 
徳 、 丸 善 、 吉 愛 、 そ し て 無限 の 美徳 と 准 れ に よっ つて 、 全 て の 預 
育 者 た ちよ り も 優れ た 存在 と され た の で す 。 預言 者 ムハンマド 
に 与 えら れ た 奇 頼 の 数 は 、 ア ツラ ー 以 外 誰 も 知る こと が て きま 
せん 。 預言 者 ムハンマド の 教え は 他 の 全て の 教え を 取り 消し 、 
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無効 と し まし た 。 彼 の 教え は 全て の 教え の 中 て 最良 の も の で て あ 
り 、 最 も 崇高 な も の て す 。 そ の 教え に 従う ワリ ー「 ア ッ ラ ー の 
友 、 聖 人 」 は 、 他 の 教え に 従う 聖人 た ちよ り も より 誉れ ある 存 
在 て す 。 

預 吉 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ 
さい ます よう に 」 の ウン マ の ワリ ー た ちの 中 で て 、 ア ツラ ー の 使 
徒 の 後継 者 「 カ リフ 」 と いう 地位 を 獲得 し 、 カ リフ と いう 地位 
に 誰 よ り も ふさ わし い 、 イ マー ム た ちや ワリ ー た ちの 党 れ で て あ 
る 「 ア ブー・ バ フル ・ ス ツ ド ウー ク 」 は 、 預 吉 者 た ち に 次 いで 
過去 と 未来 の 全 て の 人 々 の 中 て 最も 尊 く 、 崇 高 な 存在 て す 。 力 
リフ と いう 地位 、 誉 れ を 最初 に 得 た の は 彼 て で し た 。 イ スラ ー ム 
が 現れ る 以前 か ら 、 ア ツラ ー に お 恵み に よ つ て 偶像 崇拝 は 行 つ 
て いま せん で し た 。 教え を 否定 し た り 、 人 逸脱 し た り と いつ た 恥 
ず べ き 状 態 が か ら は 守ら れ て いた の で す 。 「 一 部 に 預言 者 ム ハ ン 
マ ド が イス ラー ム 以 前 に 偶像 を 崇拝 し て いた と 主張 する 人 々 が 
いま す が 、 そ の 考え が いか が に 無知 て で 犯し も の て ある が が ここ か 
ら も 理解 され ます 。」 

彼 に 次 いて 最も 崇高 な 人 は 、 ア ツラ ー が その 愛す る お 方 
の 友 と し て 選ば れ た 、 第 二 代 の 後継 者 て ある 「 ウ マル ・ ピ ン ・ 
ハツ ター ブ 」 で て す 「 ア ツラ ー の 祝福 あれ 」。 

彼 に 次 いて 最も 崇高 な 人 は 、 預 吉 者 ムハンマド の 三代 目 
の 後継 者 て あり 、 閉 と 恵み の 宝庫 て あり 、 慎 み 深 さ 、 信 仰 、 そ 
し て 知 の 源 て あつ た 「 ウ スマ ー ン ・ ピ ン ・ ア ツ フ アー ン 」「 ア 
ツラ ー の 祝福 あれ 」 で て す 。 

彼 に 次 いて 最も 崇高 な 人 は 、 預 吉 者 ムハンマド 「 ア ツラ 
ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 の 四 代 目 の 後 継 
者 て あり 、 和 驚く よ うな 優れ た 素質 を 持ち 、「 ア ツラ ー の 獅子 」 
と 呼ば れ た 「 ア リー・ ビ ン ・ タ ー リ ブ 」「 ア ツラ ー の 祝福 あれ 
」 で て す 。 

彼 の 後に は 、「 ハ サン 」 が カリ フ と な り ま し た 。 ハ ディ 
ー ス で 言及 され て いる 30 年 の 後継 者 時 代 は ここ で 完了 し まし た 
。 中 彼 に 次 いで て 最も 崇高 な 人 は 、 預 吉 者 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平 


[1]] . ハ セン ・ ビ ン ・ ア リ は 49 年 「 西 暦 669 年 」 に マデ ィ ー ナ で 毒 に よ 
り 死去 し まし た 。 
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安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 の 目 の 光 で あっ た 「 フ サイ ン 
・ ピ ン ・ ア リー」 で す 。 

ここ て の 崇高 さと は 、 そ の サワ ー ブ が 多く ある こと 、 イ 
スラ ー ム の 教え の 為 に 祖国 や 愛す る も の を 放棄 する こと 、 他 の 
人 々 より も 早く ムスリム と な る こと 、 預 吉 者 ムハンマド に 深く 
従う こと 、 そ の スン ナ を 守る こと 、 教 え を 伝え る 為 の 努力 を す 
る こと 、 不 信仰 や 内 部 分 裂 、 不 和 な ど を 防ぐ こと を 意味 し ます 
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アリ ー「 ア ッ ラ ー の 祝福 あれ 」 は 、 ア ブー・ バ クル を 除 
いて 誰 よ り も 先 に ムスリム に な つた と は いえ 、 当 時 は まだ 子供 
て あり 、 ま た 資産 が な く 預 吉 者 ムハンマド の 家 て 彼 に 奉仕 する 
立場 に あつ た 為 、 彼 が 早期 に 入信 し た こと は 他 者 の 入信 の 為 の 
きつ が け も し く は カー フィ イル た ちの 痛 手 と は な り ま せん て し た 
。 し か し 彼 を 除く 三 人 の カリ フ の 入 倍 は 当時 、 イス ラー ム を 強 
化す る も の と な っ た の で す 。 イ マー ム ・ ア リー と その 子供 た ち 
は 、 預 吉 者 ムハンマド の 最も 近い 親戚 て で のり 、 そ の 血 を ひく 者 
と し て 、 ア ブー・ バ フル や ウマ ル よ り も 崇高 て ある と いう こと 
は て きま す が 、 し か し ここ て の 崇高 さ は 、 あ ら ゆ る 観点 て の 崇 
高き さて は な い の で て す 。 あらゆる 観点 か ら こ の 二 人 の カリ フ を し 
の ぐ く 根拠 と は な ら な い の て す 。 ヒ ドウ ル が 預言 者 ムー サー に い 
くつ か の こと を 教え た 例 と 似 て いる と 言え る で し ょ う 。 血統 の 
観点 か ら 預 吉 者 ムハンマド に より 近い 者 が より 崇高 て ある な ら 
ば 、 ア ツバ ー ス が アリ ー よ り も より 崇 き 高 と され る こ と に な り ま 
す 。 血 筋 と いう 点 て は 預 吉 者 ムハンマド に 三 常 に 近い アブ ー・ 

ー リ ブ と アブ ー・ ラ ハブ に は 、 信 者 の うち 最も 卑 小 な 者 に す 
ら あ る 、 誉 れ と 崇高 さす ら な い の で て す 。 


「 フ アー テイ ィ イマ 」 は 血筋 の 面 が ら は 、 預 衣 者 ム ハ ン マ 
ド に 近い 旋 に 「 ハ デイ ィ イー ジ ヤ 」 と 「 ア ー イ シヤ 」 よ り も より 崇 
高 と され ます 。 し が し 一 つの 面 か ら 崇 高 て ある こと は 、 全 て の 
面 に お ける 崇高 さ を 示 す も の で て は あり ませ ん 。 こ の 三 人 の うち 
誰が 最も 崇高 か と いう 点 で は 、 学 者 た ちの 意見 は 一 致し て いま 
せん 。 ハ ディ ー ス が 迷 べ る と ころ に よる な ら 、 こ の 三 人 と 「 マ 
リヤ ム 」、 そ し て フィ ラウ ン の 妻 「 ア ー シ ヤ 」 は 、 全 て の 女性 
の 中 て 最も 崇高 と され て いま す 。 ま た ハデ ィ イース で は 「 フ ァ ー 
ティ イマ は 天国 の 妻たち の 中 て 最も 崇高 て あり 、 ハ サン と フサ イ 
ン は 天国 の 若者 た ちの 中 て 最も 崇高 て ある 」 と され て いま す 。 
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これ も 、 一 つの 観点 か ら の 崇高 さて す 。 


彼ら に 次 ! で て 、 サ ハー バ た ちの 中 の 最も 崇高 な 人 々 が 、 
アシ ェ レ イ ・ ム ベツ シェ エレ 「 天 国 を 伝え られ た 10 人 と 呼ば れる 
人 々 」 で す 。 彼ら に 次 ! で て 、 バ ドウ ル の 戦い に 参加 し た 313 人 
て す 。 彼 ら に 次 いて は ウフ ド の 戦い に 参加 し た 700 人 の 獅子 に 
含ま れる 人 全て 、 彼 ら に 次 ! て 「 ピ アー テ ュ ツ リド ウ ワ ー ン 」 
木陰 て 預言 者 た ち に 絡 い の 言葉 を 述べ た 1400 人 と な り ま す 。 

預言 者 ムハンマド 「 ア ッ ラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ 
さい ます よう に 」 の 道 て 生命 や 財産 を 捧げ 、 彼 を 助け た サハ ー 
バ 全 て 「 ア ツラ ー の 祝福 あれ 」 の 名 を 、 私 た ち は 敬 意 と 愛情 を 
込め て 呼ぶ こと は 、 私 た ち に と っ て ワー ジブ で す 。 彼ら の 偉大 
さ に そぐわ な い 斉 葉 を 語る こと は 決し て 許さ れる こと で て は あり 
ませ ん 。 彼 ら の 名 を 失礼 な 形 で 口 に する こと は 逸脱 と な り ま す 
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アッ ラー の 使徒 を 愛す る 人 は 、 そ の 友 「 サ ハー バ 」 の 全 
て を も 愛す る べき て す 。 な ぜ な ら 聖 ハデ イー ス て 、「 私 の 友 を 
愛す る 者 は 、 私 を 愛す る が ゆえ に 役 ら を 愛す る の で て ある 。 彼ら 
を 愛さ な い 者 は 、 私 を も 愛さ な いこ と に な る 。 彼ら を 傷つけ る 
者 は 、 私 を も 傷つけ る 。 私 を 傷つけ る 者 は 、 ア ツラ ー を も 傷 つ 
けた こと に な る 。 ア ツラ ー を 傷つけ た 者 は 、 当 然 そ の 罰 を 受け 
る 」 と 吉 わ れ て いる が か ら で て す 。 別 の 聖 ハ デイ ー ス て も 、「 ア ツ ッ 
ラー は 我 が ウ ンマ の 誰が に よい こと を な され よう と 思わ れ た 際 
に は 、 彼 の 心 に わが 友 へ の 愛情 を 与え られ る 。 彼 ら 全 て を 自分 
の 命 の よう に 愛す る よう に な る 」 と 言わ れ て いま す 。 


従 つ て 、 サ ハー バ の 間 に 生 じ た 争 い に つ いて は 、 悪 い 考 
え や カリ フ の 地位 争い 、 自 ら の 欲望 の 追及 な どの 為 に 行わ れ た 
と 見 な すべ き て は あり ませ ん 。 この よう に 考え る こと 、 こ の よ 
うな 考え で この 偉大 な 人 々 に つい て も の を 述べ る こと は 偽 倍 者 
の 行い と な り 、 災 い へ と 導く も の と な り ま す 。 な ぜ な ら 預 吉 者 
ムハンマド の お そば に いる こと 、 そ の 祝福 され た 言葉 を 聞く こ 
と に より 、 頑 迷 さ や 怒 婦 心 、 地 位 へ の 固執 、 こ の 世界 へ の 愛着 
な ど は 彼ら の 心 が ら 取り 除 か れ て いる が ら で す 。 彼ら は 皆 、 欲 
望 、 憎 悪 と いつ た 悪い 性 質 が ら 救 われ 、 清 ら が な 状態 と な つた 
の で す 。 こ の 偉大 な 預 斉 者 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え く 
だ さい ます よう に 」 の ウン マ の 中 の 一 人 の ワリ ー と 数 日 一 緒 に 
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過ごし た 人 が 、 そ の ワリ ー の よい 性 質 と 崇高 さか ら 影 響 を 受け 
、 清 め ら れ 、 こ の 世界 へ の 執着 心から 救 わ れ ま す 。 サ ハー バ た 
ち は 何 より も 預言 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 互 
え く だ さい ます よう に 」 を 愛し 、 財 産 や 生命 を 捧げ 、 祖 国 を 放 
棄 し 、 魂 の 得 と な る 彼 の 説話 を 熱望 し て いた に も が が わら ず 、 
彼ら が 悪い 性 質 が ら 救 われ ず 、 我 執 が 清め られ ず 、 は が な い 1 現 
世 の 為 に 争う こと が どう し て 考え られ る て し ょ うか 。 こ の 偉大 
な 人 々 は 当然 、 他 の 人 々 より も 清め られ た 存在 で し た 。 彼 ら の 
争い ご と に つい て 、 私 た ちの よう な 悪い ニー ヤ を 持つ た 人 々 と 
同等 に 考え る こと 、 現 世 の た め 、 自 ら の 我 欲 の 為 、 悪 い 欲望 の 
為 に 彼ら が 争う た と いう こと は 、 彼 ら に ふさ わし いこ と で しょ 
うか が か 。 サ ハー バ た ち に つい て この よう な 醒 い こと を 考え る こと 
は 許さ れる も の で は な い の で て す 。 こ の よう な こと を 語る 人 は 、 
サハ ー バ を 敵視 する こと が 、 彼 ら を 育成 され 、 導 か れ た 預 吉 者 
ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう 
に 」 を 敵視 する こと に な る と いう こと を 考え た こと が な い の で 
し よう か が 。 彼ら を の の し る こと は 、 預 吉 者 ムハンマド を の の し 
る こと で て す 。 だ か が ら 、 偉 大 な 宗教 者 た ち は 「 サ ハー バ を 偉大 で 
ある と 見 な さ ず 、 彼 ら に 敬意 を 示さ な い 人 は 、 ア ツラ ー の 使徒 
を 信じ な いこ と に な る 』 と 喜 つ て いる の て で て す 。「 ラ フク ダ の 戦い 
」 と スイ ツ フ ィ ー ン の 戦い は 、 彼 ら を あし ざま に 詩 う 根拠 に は 
な り ま せん 。 こ の 戦い て アリ ー と 敵対 し た 人 々 の 全て に 、 悪 い 
存在 と な る こと か ら 救 い 、 さ ら に は サワ ー ブ を 獲得 させ る だ け 
の 宗教 上 の 理由 が ある の で す 。 ハ デイ ィ イース で は 「 論 議 す る 者 の 
うち 、 誤 つて いる 側 に 一 つの サワ ー ブ 、 真 実 を 見 出し た 方 に 2 
も し く は 10 の サワ ー ブ が ある 。 二 つの サワ ー プ の うち ー つ は 論 
議 し た サワ ー ブ 、 も うー つ は 真実 を 見 出し た サワ ー ブ で ある 」 
と 語ら れ て いま す 。 


また 偉大 な 宗教 者 た ちの 間 の 争い は 、 頑 迷 さ や 敵対 心 
に よる も の て は あり ませ ん 。 イ スラ ー ム の 命じ る と ころ を 果 た 
し た いと いう 願い が か ら 生 じ た も の て で て す 。 サ ハー バ の 全て は ムジ 
ュ ユタ ヒ ド 「 独 立 し た 解釈 を する こと に よっ て 合法 的 な 決定 を 下 
す 人 」 で て し た 。「 例 えば 、 ア ムル ・ イ ブフ ブ ニ ・ ア ス 「 ア ッ ツラ ー の 
お 喜び が あり ます よう に 」 が ムジ ュ タ ヒド で ある こと は 、「 ハ 
ー デ イカ 力 」 の 29?8 ペ ー ジ の ハデ ィ ー ス て 告げ られ て いま す 。」 


ムジ ュ タ ヒド は それ ぞ れ が 、 自 ら の イジ ュ ユ テ イハ ー ド 「 
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クル アー ン や スン ナ と いつ た 法 源 の 独立 し た 解釈 を する こと に よ 
つて 合法 的 な 決定 を する こと 」 に よっ つて 見 出し 、 得 た 知識 に 従 つ 
て 振る 舞う こと が フ ア ル ド と な り ま す 。 自 分 の イジ ユ テ イハ ー ド 
が 、 自 分 より も 偉大 な ムジ ュ タ ヒド の イジ ユ ュ テ イハ ー ド と 一 致し 
な いも の で て あつ た と し て も 、 や は り 自 分 の イジ ュ ユ テ イハ ー ド に 従 
うこ と か 必要 と な り ま す 。 他 者 の イジ ュ ユ テ イハ ー ド に 従う こと は 
適切 と は され な い の て で て す 。 イ マー ム ・ ア ザー ム アブ ー・ ハニ 
ー フ アァ の 「! 弟子 で ある アブ ー・ ユ ー ス フ と ムハンマド ・ シ ャ イ バ 

、 そ し て イマ ー ム ・ ム ハン マ ド ・ シ ャ ヤー フィ ー の 『 弟子 て あ 
る アブ ー・ サ ウル と イス マー イー ル ・ ム ザー ニー は 多く の 場面 で 
、 そ の 師 に 従い ませ ん て で て し た 。 そ の 師 が ハラ ー ム で て ある と 言っ た 
こと に 対し ハラ ー ル で ある と 言い 、 ハ ラー ム て で ある と 言っ た いく 
つか の こと に つい て も ハラ ー ム て ある と 言っ つた の で て です 。 これ を も 
つう て 彼ら が 固 を 犯し た 、 悪 いこ と を し た と いう こと は で きま せん 
。 この よう に 言う 人 も いま せん 。 な ぜ な ら 彼 ら も また 、 そ の 師 と 
同じ よう に ムジ ュ タ ヒド だ っ た か ら で て で す 。 

アリ ー は 、 ム アー ウィ ヤ や アム ル ・ ビ ン ・ ア ー ス 「 ア ッ 
ラー の 祝福 あれ 」 よ り も 優れ た 学者 で し た 。 彼 を 残り の 二 人 と 
区 別 す る 多く の 優れ た 点 が あり まし た 。 そ の イジ ュ テ ィ イハ ー ド 
も 、 彼 ら 二 人 の イジ ュ テ イハ ー ド より も より 強く 、 的 確 な も の 
て し た 。 し が し サハ ー バ は その 全員 が ムジ ュ タ ヒド で ある 為 、 
彼ら 二 人 が 偉大 な か な イ マー ム の イジ ュ テ イィ ハー ド に 従う こと は 適 
切 と は され ませ ん で し た 。 自ら の イジ ュ テ イハ ー ド に 従 つ て 振 
る 舞う こと か が 必要 と され た の で す 。 


問い : ラフ ダ の 戦い と スイ ツ フ ィ ー ン の 戦い て 、 ム ハー 
ジル と アン サー ル の 多く の サハ ー バ が アリ ー の 側 に 着き 、 彼 に 
従 つ て いま し た 。 役 ら は 皆 ム ジュ ユタ ヒド な の に 、 イ マー ム ・ ア 
リー に 従う こと を 許さ れる と 見 な し た の で て す 。 従 つて 、 イ マー 
ム ・ ア リー に 従う こと は ムジ ュ タ ヒド に も 許さ れる と いう こと 
て す 。 イ ジュ ユ テ イハ ー ド が 一 致し て いな く て も 、 役 と 共に ある 
こと が 必要 だ つた と いう こと に な り ま す 。 





[]] アブ ー・ ハ ニー ファ ・ ヌ マン ・ ビ ン ・ サ ー ビ ト は 150 年 「 西 暦 767 
年 」 に バグ ダッ ド で 死去 し まし た 。 

[2] ムハンマド ・ ビ ン ・ イ ドリ ス ・ シ ャ ー フ ィ ー は 204 年 西暦 820 年 
」 に エジプト で 死去 し まし た 。 
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答え : アリ ー「 ア ウツ ラー の 祝福 あれ 」 に 従 つ た 人 々 、 ア 
リー と 共に 戦 つ た 人 々 は 、 彼 の イジ ュ テ ィ イハ ー ド に 従 つ た 為 に 
彼 と 共に いた の で は あり ませ ん 。 自 分 自身 の イジ ユ テ イハ ー ド 
と イマ ー ム の イジ ュ テ イハ ー ド が 合う も の て あり 、 彼 自身 の イ 
ジュ ティ イィ ハード が イマ ー ム ・ ア リー に 従う こと を ワー ジブ と し 
た 為 な の で す 。 同様 に 、 サ ハー バ の 偉大 な 人 々 の 多く は 、 そ の 
イジ ュ テ イィ ハー ド が イマ ー ム ・ ア リー の イジ ュ テ イィ ハード と は 
一 致し て いま せん で し た 。 そ こ で この 偉大 な イマ ー ム と 和 争う こ 
と が ワー ジブ と な つた の で す 。 当時 の サハ ー バ の イジ ュ テ ィ ハ 
ー ド は 三種 類 と な つて いま し た 。 一 部 は 、 イ マー ム ・ ア リー が 
正しい と 見 な し まし た 。 彼 ら に は 、 イ マー ム ・ ア リー に 従う こ 
と が ワー ジブ と な つた の で て です 。 ま た 一 部 は 、 彼 と 争う 人 々 の イ 
ジュ テイ ハー ド を 正しい と 見 な し まし た 。 彼 ら に は 、 ア リー「 
アッ ラー の 祝福 あれ 」 と 争う 人 々 に 従う こと 、 彼 ら と と も に 争 
うこ と が ワー ジブ と な り ま し た 。 ま た 一 部 は 、 ど ちら に も 従わ 
な いこ と 、 和 争わ な いこ と が 必要 で ある と 見 な し まし た 。 彼ら の 
イジ ュ テ ィ ハ ー ド は 、 和 争い に 関与 し な いこ と を 要求 する も の と 
な つた の て す 。 そ し て この 三 通り の 見 解 を 持つ 人 々 は それ ぞ れ 
に 正しく 、 サ ワー ブ を 得 た の で す 。 


問い : 上 の 文章 は 、 イ マー ム ・ ア リー「 ア ッ ツラ ー の 祝福 
あれ 」 と 和 争 つ た 人 も 正しい と 見 な し て いま す 。 し か し スンナ に 
従う 学者 た ち は 、 イ マー ム ・ ア リー が 正しく 、 そ の 相手 が 誤っ 
て いた こと 、 正 当 な 理由 が ある と し て 許さ れ た こと 、 あ る い は 
サワ ー ブ を 得 た こと を 示し て いま す 。 

答え : イマ ー ム ・ シ ヤー フィ ー や ウマ ル ・ ピ ビン ・ ア ブドウ 
ル ア ジ ズ の よう な 偉大 な 宗教 者 た ちあ が 、 サ ハー バ の 誰 に つい て も 
、「 誤 つて いた 」 と 迷 べ る こと を る 適切 で て ある と は 見 な し て いま せ 
ん て し た 。 だ か ら 、「 偉 大 な 人 々 に 対し て 間違い を 犯し た と いう 
こと は 誤り て ある 」 と 述べ て いま し た 。 移 小 な 者 が 、 偉 大 な 人 々 
に 対し て 「 正 し いこ と を し た 、 誤 つた こと を し た 、 我 々 は 気 に 入 
うた 、 気に入ら な い 」 と いつ た こと を 語る の は 許容 され な いこ と 
て す 。 ア ツラ ー が 私 た ちの 手 を この 偉 大 な 人 々 の 血統 に は 和 触れ さ 
せな いよ うに 、 私 た ち も 正 し い 、 正 し く な いと いつ た 言葉 を 口 に 
する こと か が ら 自 ら を 守る べき で す 。 深 い 考 え を 持つ 学者 た ち は 、 
論拠 を 把握 し 、 出 来 事 を 細か がく 調べ 、 イ マー ム ・ ア リー が 正 し か 
っ つた 、 彼 と 対立 し た 側が 誤っ て いた と 述べ て いま す が 、 こ の 言葉 
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に よう て 「 ア リー「 ア ッ ツラ ー の 祝福 あれ 」 が 相手 の 側 と 話す こと 
が で て きれ ば 、 彼 ら も 自分 と 同じ イジ ユ テ イハ ー ド を 持つ よう に で て 
きた で あろ う 」 と 喜 い た か つた の で す 。 実際 ズバ イル ・ ビ ン ・ ア 
イワ ー ン は 「 ラ クダ の 戦い て アリ ー の 側 に いた に も か か が か わら ず 、 
出来 事 を より 深く 調べ 、 自 ら の イジ ユ テ イハ ー ド を 変え 、 争 うこ 
と を や め て いま す 。 従 つっ て 、 ス ン ナ に 従う 学者 た ちの うち 、 競 り 
を 許容 され る も の と 見 な す 人 々 の 詩 葉 に つい て は 、 こ の よう に 理 
解す べき な の て す 。 ア リー 及び 彼 の 側 に いた 人 々 が 正しく 、 彼 ら 
と 対立 し て いた 側 に いた 付 者 た ちの 母 ア ー イ シヤ ・ ス ツ ド ウー カ 
や 共に いた サハ ー バ た ち が 誤 つた こと を し て いた と 言う こと は 、 
許さ れ な い の で す 。 


サハ ー バ の これ ら の 戦い は 、 シ ヤー リア の 間断 に 関す る 
見 解 の 相違 が か ら 生 じ た も の て す 。 イ スラ ー ム の 根本 、 一 定 の 事 
柄 に お いて は 何 の 相 違 も あり ませ ん で て し た 。 現在 、 一 部 の 人 々 
が ム ア ー ウ ィ ヤ や アム ル の よう な 偉大 な 人 に 言及 し 、 彼 ら に 対 
し 敬意 を 欠い た 態度 を 取っ て いま す 。 サ ハー バ を 傷つけ る こと 
は 預言 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい 
ます よう に 」 を 傷つけ る こと 、 軽 祝 す る こと に な り 得 る と いう 
こと を 理解 し て いな い の で す 。 イ マー ム ・ マ ー リ ク ・ ピ ビン ・ ア 
ナス は 、「 ム アー ウィ ヤ や アム ル ・ ピ ビ ピン ・ ア サー" を あし ざま 
に 吉 う 人 は 、 彼 ら が 放つ た 吉 葉 に ふさ わし い 存 在 と な る 。 彼 ら 
に 対し 恥ず べき 行為 を 取る 人 、 話 す 人 、 語 る 人 に は 重罪 を 与え 
る べき て ある 」 と 「 シ ファ アー イ ・ シ ェ エリ ー フ 」 て 語 つ て いま す 
。 アツ ラー が 私 た ちの 心 を 、 ア ツラ ー の 愛す る お 方 の 友 で て ある 
人 々 へ の 愛情 で 満た し て くだ さい ます よう に 。 偉 大 な この 人 々 
は 、 誠 実 て 成熟 し た 人 に よっ つて 愛さ れ 、 偽 倍 者 や 思慮 の 浅い 人 
々 に は 愛さ れ な い の て す 。 

アツ ラー の 使徒 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さ 
いま す よ うに 」 の 友 「 サ ハー バ 」 の 尊 さ と 崇高 さ を 理解 し 、 彼 
ら 全 て を 愛す る 人 、 全 て に 敬意 を 払う 人 、 そ し て 彼ら の 道 を 行 
く 人 を 、「 ス ン ナ に 従う 人 々 」 と 呼び ます 。 一 部 の こと は 好き 
て ある が 他 の 人 は 好き で て は な いと 喜 い 、 そ の 大 多数 に つい て 否 
定 的 な こと を 吉 う 人 、 そ れ に より 誰 の 道 も 進ん で いな い 人 は 「 





[]] ム ア ー ウ ィ ヤ ・ ビ ン ・ ア ブー・ ス フ ヤ ー ン は 60 年 「 西 暦 680 年 」 
に ダマ スカ ス で 死去 し まし た 。 ア ムル ・ イ ブ ニ ・ ア ス は 43 年 「 西 
暦 663 年 」 に エジプト で 死去 し まし た 。 
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ラー フ ズ イィ ー 派 」「 ア ブー・ バ フル と ウマ ル の カリ フ 就 任 を 認 
め て いな い 人 」、 も し く は 「 シ ー ア 派 」 と 呼ば れ ま す 。 ラ ー フ 
ズ イ ー 派 は イラ ン や イン ド 、 イ ラク に 多く いま す 。 彼 ら の 一 部 
は トル コ の 「 ア レヴ ィ 派 」 を だ ます 為 に 自ら を 「 ア ラヴ ィ 」 と 
呼び ます 。 し が し 「 ア ラヴ イィ イ 」 と は 、 ア リー を 愛す る ムスリム 
、 と いう 意味 を 持ち ます 。 誰 が を 愛す る の て あれ ば 、 そ の 人 の 
道 を 行き 、 そ の 人 が 愛す る も の を も 愛す る こと か が 必要 て す 。 役 
ら が アリ ー を 愛し て いた の て あれ ば 、 そ の 道 を 進ん で いた て し 
よう 。 ア リー は 全て の サハ ー バ を 愛し て いま し た 。 第 2 代 力 リ 
フ て ある ウマ ル に 対し て も 忠吉 を 行う 存在 て し た 。 フ ァ アー ティ 
マ 「 ア ッ ラ ー の 祝福 あれ 」 が 産ん だ 娘 ウ ン ム ・ ギ ユル スム は 、 
ウマ ル 「 ア ツラ ー の 祝福 あれ 」 と 結婚 し まし た 。 ま た その フト 
バ て も 、 ム アー ウィ ヤ に つい て 「 我 々 の 兄弟 が 、 我 々 が から 離れ 
た 。 彼 ら は カー フィ イル や 因 人 て は な い 。 彼ら の イジ ユ テ イィ イハ ー 
ド が こう で あっ つた の だ 」 と 語 つ て いま し た 。 彼 自身 と 戦 つ た タ 
ル ハ ー が 痢 死 し た 時 に は 、 そ の 顔 か ら 土 を 払い 、 そ の 礼拝 を 自 
ら 導 きま し た 。 ア ツラ ー は フル アー ン で て 、「 値 者 た ち が 兄 弟 で 
ある 」 と 告げ て お られ ます 。 勝利 章 の 最後 の 節 て は 、「 サ ハー 
バ が お 互い の 間 で て は 優し く 親 切 て ある 」 と 語ら れ て いま す 。 サ 
ハー バ の 座 が 一 人 て も 愛さ な いこ と 、 さ ら に は 敵対 心 を 持つ こ 
と は 、 フ ルアー ン を 信じ な いこ と に な る の て す 。 ス ン ナ に 従う 
学者 た ち は サ ハー バ た ちの 尊 さ を よく 理解 し て いま し た 。 彼 ら 
皆 を 愛す る こと を 命じ 、 ム スリ ム を 災い か が か ら 救 つて いる の で て す 
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預 吉 者 の 家族 、 す な わ ち アリ ー「 ア ツラ ー の 祝福 あれ 」 
や 全て の 子供 た ち 、 そ の 血統 を 愛さ な い 人 、 ス ン ナ に 従う 人 々 
に と つっ て 大 切な 存在 て ある この 偉大 な 人 々 と 敵対 する 人 々 を ハ 
ワー リ ジ ュ ユ 派 「 単 数 形 て ハー リ ジ ー」 と 呼び ます 。 今日 、 ハ ー 
リ ジ ー は 「 ヤ ズ イ デ ィ 」 と 呼ば れ ま す 。 ヤ ズ イ デ イィ の 人 々 の 宗 
教 、 信 仰 は 疾 常 に 逸脱 し た も の で す 。 


サハ ー バ の 全て を 愛す る と 言い つつ も 彼ら の 道 を 辿 ら ず 

、 彼 ら 自 身 の 謀 つた 考え を サハ ー バ の 道 で ある と 主張 する 人 々 

を 「 ワ ツ ッ ハ ー ブ プ 派 」 と 呼び ます 。 ワ ツ ハ ー プ 派 は 、 宗 派 に 属さ 

な い 宗 教 者 で て ある アフ マ ド ・ イ ブ ニ ・ タ イミ ー ヤ の 書物 に ある 

逸脱 し た 考え と イギリス の スパ イ ・ ヘ ン フ アー の 助力 て 成立 し 

た も の て す 。 ワ ツ ハ ー プ 派 は 、 ス ン ナ に 従う 学者 た ちや 神秘 主 
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義 者 、 シ ー プ 派 を 否定 し 、 全 て を 疾 難 し て いま す 。 自ら の み が 
ムスリム で ある と 見 な し て いる の で す 。 自分 た ちと は 異な る 者 
を 偶像 崇拝 者 と 呼び ます 。 そ の 人 々 の 財産 、 生 命 は 、' ワ ツ ハ ー 
プ ブ 派 に は ハラ ー ル で ある と し て いま す 。 す べ て る 合法 と 見 な す 
主義 を と つて いる の て で て す 。 ク ルアー ン や ハデ イィ イース に つい て 誤 
っ た 解釈 を し 、 イ スラ ー ム を その よう な 形 て 理解 し て いま す 。 
イス ラー ム 法 の 論拠 や ハデ イー ス の 多く を 否定 し て いま す 。 四 
つの 宗派 の 学者 た ちや スン ナ の 道 を 外れ た 人 々 が 人 逸脱 し て いる 
こと 、 イ スラ ー ム に 多く の 害 を 与え て いる こと は 多く の 書物 で 
証明 され て いま す 。 

さら に 深い 知識 を 得る た め に は 、 ト ルコ 語 の 「 最 後 の 審 
剤 と 来世 」「 永 遠 の 幸 福 」 と いつ た 本 、 そ し て アラ ビア 語 の 「 
ミン ハト ウル ・ ワ フ ビ ヤー」 [アツ : タダ ワッ スズ スル: ピン: ネ ビ ピ 
ー・ ワ ・ ピ サッ ツリ ヒー ン 」「 セ ピー ルン ネジ ヤ ト 」 そ し て ペル 
シア 語 の 「 サ イフ ル ・ エ ブラ ル 」 と いつ た 本 を 読ん で くだ さい 
。 これ ら の 本 や 、 ビ ドウ ア を 持つ 人 々 に 対し て 明白 に 書か れ た 
多く の 貴重 な 本 が 、 イ スタ ン ブ ー ル で て 「 ハ キー カト ウ 出 版 」 に 
よっ て 出版 され て いま す 。「 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ン 」『! の 第 三 
巻 て 詳細 に 説 か れ 、 さ ら に トル コ 語 の 「 イ スラ ー ム の 恵み 」 と 
いう 本 の 婚 交 に 関す る 項 で も 、 フ ワ ツ ハー プ 派 が 逸脱 で ある こと 
が 明白 に 書か れ て いま す 。 ス ル タ ン ・ ア ブドウ ル ハ ミド ・ ハ ン 
2 世 の 提 督 の 一 人 で あつ た エ ユ ツ ッ プ ・ サ ブリ ・ パ シヤ 『 は 「 ミ ラ 
ー ト ウル ・ ハ レ メ イ ン 」 有 及び 「 タ ー リ ヒ ・ ワ ツ ハ ー ビ ヤ ー ン 」 
と いう 本 て で て 、 

そし て アフ メ ツ ド ・ ジ ェ ヴ デ ソ ツ ソト ・ パ シヤ は 「 歴 史 」 の 
第 七 巻 て 、 フ ツ ハ ー プ 派 に つい て トル コ 語 で て 長 々 と 吉 及 し て い 
ます 。 ユ ス フ ・ ネ ブ ハ ー ニ の エジプト て 印刷 され た 「 シ ャ ワー 
ヒド ・ ウ ル ・ ハ ツク フク 」 と いう 本 で は 、 ワ ツ ハ ー プ 派 や イブ ニ ・ 
タイ ミヤ ー に 長い 返事 を 与え て いま す 。 こ の 本 の うち の 50 ペ ー 
ジ は 、1972 年 に イス タン ブー ル で て アラ ビア 語 と し て 出版 し た 「 
イス ラー ム 学 者 と ワ ツ ハー プ 派 」 に も 引用 され て いま す 。 





還 ムハンマド ・ エ ミン ・ イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ン は 1252 年 「 西 歴 1836 
年 」 に ダマ スカ ス で 死去 し まし た 。 


内 ブ ・ サ ブリ ・ パ シャ は 1308 年 「 西 暦 1890 年 」 に 死去 し ま 
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アイ ユー ブ ・ サ ブリ ・ パ シャ ヤ は 次 の よう に 書い て いま す 
。「 ワ ッ ツ ハ ー プ 派 は 、 西 暦 1791 年 に アラ ビア 半島 の 流血 を 伴う 
革命 に お いて 生じ た 。」 ワ ツ ハ ー プ 派 や 無 宗派 を 書物 と 共に 世 
界 に 広め ゆ よ うと し た 人 物 の 一 人 が 、 エ ジ プ ト 人 の ムハンマド ・ 
アブ ドウ フ で て し た 。 フ リー メー ソン の 一 員 で て あり 、 カ イロ の フ 
リー メー ソン ロッ ツジ の 代表 て 会 つた ジ ヤ マ ー レ ツ デ ィ ン ・ プ アフ 
ガー ニ リ "! へ の 驚嘆 を 堂々 と 書き 記し て いる アブ ドウ フ は 、 偉 大 
な イス ラー ム 学 者 、 進 歩 的 な 思想 家 、 貴 重 な 社 会 改善 者 と され 
、 若 者 た ち に 模範 と 示さ れる よう に な り ま し た 。 ス ン ナ に 従う 
人 々 に 打撃 を 与え 、 イ スラ ー ム を 陥れ る 為 の 機会 を うか が つて 
いた イス ラー ム に 敵対 する 人 々 は 、 宗 教 者 の よう に 装い 、 耳 和 触 
り の いい 言葉 て イス ラー ム を 評価 し つつ 、 密 か に 内 紛 を あお つ 
た の で し た 。 ア ブドウ フ は 高く 評価 され 、 ス ン ナ に 従う 学者 た 
ちや それ ぞ れ の 宗派 の イマ ー ム た ち は 無 知 で ある と され 、 そ の 
名 が 口 に も され な いよ うに な つて いき まし た 。 し か し 、 イ スラ 
ー ム の 為 に 血 を 流し 、 預 埋 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平 
安 を お 巳 え くだ さい ます よう に 」 の 為 に 命 を 捧げ た 父祖 た ち 、 
幸運 て 誉れ 高い 痢 教 者 た ちの 高潔 で 由緒 正しい 子孫 た ち は こ れ 
ら の プロ パガン ダ や 大 金 を 積ん て 仕掛 けら れ た 広告 に 騙さ れる 
こと は あり ませ ん で し た 。 む し ろ こ の ね つ 造 され た 勇者 た ち を 
聞く こと も 、 知 る こと も な が か つた の で す 。 ア ツラ ー は 疾 教 者 の 
子供 た ち を この 動き か ら 守 られ た の で す 。 現在 で も 、 今 日 で も 
、 マ ウド ウー ディ (3 冊 ) や サイ ー ド ・ フ トウ ブ , ハミ ー ド ウツ ラ 
ー (4 冊 ) 、 そ し て 「 ジ ヤマ アト ・ タ ブリ ー グ 」 と いつ た 正 し 
い 宗 派 に 属し て いな い 人 々 の 書物 が 翻訳 され 、 紹 介さ れ 続け て 
いま す 。 派手 な 広告 て 次 第 に 称賛 され る よう に な つた これ ら の 
翻訳 本 に は 、 イ スラ ー ム の 学者 た ち が 伝 えて いる 事柄 徒 勝ち し 
な い 誤 つた 思想 が 含ま れ て いる こと を 私 た ち は 目 に し ます 。 ア 
ッ ラ ー が 、 そ の 愛さ れる お 方 預言 者 ムハンマド 「 ア ッ ラ ー が 祝 
福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 へ の 愛 に よっ て 、 ム ス 
リム を 不 注意 さと いう 眠り が ら 目 覚め させ て くだ さい ます よう 
に 。 敵 対す る 人 々 の 上 欺 瞳 、 中 傷 に 惑わ され る こと か ら 守 つて く 
だ さい ます よう に 。 アーミー ン 。 た だ 、 ド ウ ア ー を 行う こと で 
私 た ち 自 身 を 欺 い て も 行け な い の で て です 。 ア ッ ラ ー の 設け られ た 





上 | RA ン ・ ア フ ガ ー ニ は 1314 年 「 西 暦 1897 年 」 に 死去 
3 まな 。 
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規律 に 従わ ず 、 そ の 要因 と な る も の に 働き か ける こと も な く 、 
何 の 努力 も せ ず に ドウ アー だ け を 行う こと は 、 ア ツラ ー に 奇 貴 
を 求め る こと を 意味 する の て す 。 ム スリ ム は 努力 も し 、 そ し て 
ドウ アー を も 行う の て す 。 ま ず は 要因 に 働き か け 、 そ れ か ら ド 
ウ ア ー を する こと が 必要 な の て す 。 イ スラ ー ム へ の 憎悪 か ら 救 
われ る 為 の 第 一 の 要因 は 、 イ スラ ー ム を 学び 、 そ し て 教え る こ 
と て す 。 そ も そ も 、 ス ン ナ に 従 つた 教義 、 フ アル ド 、 禁 止 事項 
な ど を 学ぶ こと は 男女 問わ ず 提 に と つて の 義務 て す 。 主 た る 義 
務 な の で て す 。 今日 、 こ れ ら を 学ぶ こと は 非常 に 容易 て で す 。 な ぜ 
な ら 正 し い 宗 教書 を 書き 、 出 版 す る こと は 自由 と され て いる か が 
ら て す 。 ム スリ ム に これ ら の 自由 を 確保 する 政府 に 、 ム スリ ム 
それ ぞ れ が 助け と な る べき な の て す 。 


スン ナ に 従 つ た 教義 、 フ ァ ル ド 、 禁 止 事項 を 学ば ず 、 子 
供 た ち に 教え な い 人 は 、 イ スラ ー ム が ら 離 脱し 、 イ スラ ー ム へ 
の 憎悪 と いう 災い に 陥る 危険 の 中 に いま す 。 この よう な 人 の ド 
ウ ア ー は そもそも 認め られ ませ ん 。 預 吉 者 ムハンマド 「 ア ツラ 
ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 は 次 の よう に 言 
われ て いま す 。 「 知 識 が ある 場所 に 、 イ スラ ー ム が ある 。 知識 
が な い 場 所 に は 、 イ スラ ー ム は 残ら な い 」。 生 き 続 ける 為 に 飲 
み 食 いす る こと が 必要 て ある よう に 、 カ ー フ ィ イル に 惑わ され ず 
、 教 え を 逸脱 せ すず に と ど ま る 為 に は 、 イ スラ ー ム と その 信仰 を 
学ぶ こと が 必要 な の て す 。 私 た ちの 父祖 は いつ て も 集い 、 法 学 
書 を 読み 、 イ スラ ー ム を 学ん て いま し た 。 こ れ に よっ て 役 ら は 
ムスリム で て あり 続け た の で す 。 私 た ち が ム スリ ム て あり 続け 、 
子供 た ち を も 守る 為 に 第 一 の 、 そ し て 最も 不可 欠 な 方 策 が 、 何 
より も まず 、 ス ン ナ に 従う 学者 た ちの 記し た イス ラー ム に 関す 
る 本 を 読み 、 学 ぶ こ と で す 。 子供 が ムスリム と な る こと を 望む 
両親 は 、 そ の 子供 に フル アー ン を 教え る べき な の て す 。 ま だ チ 
ャ ンス が ある うち に 読み 、 学 び 、 教 え 、 子供 た ち に 、 周 囲 の 人 
々 に 教え まし ょ う 。 学校 に 行き 始め て が ら で て は 困難 と な り ま す 
。 む し ろ 不 可能 と いえ る て し ょ う 。 困 つた こと が 起こ つて か がら 
嘆い て も 、 何 の 役 に も 立た な い の て す 。 イ スラ ー ム に 敵対 する 
人 々 や ムスリム で ある と 偽る 人 々 「 ズ ンド ウゥ ウ ク 」 の 書物 、 テ レ 
ビ ピ 、 ラ ジオ 、 映 画 な ど に 上 欺 が か れ て は いけ な い の で て す 。 イ ブ ニ ・ 
アー ビデ ィ ン は 「 ど の 宗教 も 持た な い の に 、 ム スリ ム の よう に 
偽 つ て 、 イ スラ ー ム へ の 反感 へ の 要因 と な る 事柄 を イス ラー ム 
て ある か が の よう に 説明 し 、 ム スリ ム を 教え か ら 離 脱 さ せよ うと 
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する 密か な カー フィ ル を 「 ズ ンド ウフ 」 と 呼ぶ 」 と 説明 し て い 
ます 。 


質問 : 宗派 に 属さ な い 人 々 の 書物 の 翻訳 本 を 読ん で い 
た ある 人 が 次 の よう に 話し て いま し た 。「 ク ルアー ン の タフ シ 
ー ル 「 解 釈 」 を 読む べき だ 。 イ スラ ー ム の 教え や クル アー ン の 
理解 を 、 宗 教学 者 に 任せ る こと は 危険 で あり 、 恐 ろ し い 考 え だ 
。 クル アーン で も 、『 学 者 た ちよ 』 と いう 呼び が か け は な く 、『 
信仰 す る 者 よ 』『 人 々 よ 」 と いつ た 呼び か けが 用 いら れ て いる 
。 だから ムスリム は 皆 、 ク ルアー ン を 自ら 理解 する べき て で て あり 
、 他 者 に 頼 つ て は いけ な い 」 


この 人 は 、 皆 が タフ シー ル や ハデ ィ ー ス を 読む こと を 
求め て いる の て す 。 イ スラ ー ム 学者 た ち 、 ス ン ナ に 従う 偉大 な 
人 々 の 言葉 、 法 学 、 そ し て イル ミハル の 本 を 読む こと を 勧め て 
いま せん 。 ト ルコ 宗務 省 の 出し て いる エジプト 人 の ラ シ ド ・ ル 
ザー"! が 書き 、19274 年 に 発行 され た 「 イ スラ ー ム に お ける 統一 
と 宗派 」 と いう 本 も 読む 者 を 完全 に 驚か せる も の て し た 。 こ の 
本 て は 多く の 箇所 て 、 例 えば 第 6 話 て 次 の よう に 語ら れ て いま 
す 。 


「 彼 ら は ムジ ュ ユタ ヒド の イマ ー ム た ち を 預 吉 者 た ち 程 に 
崇高 な 存在 と し た 。 さ ら に は 、 預 計 者 ムハンマド の ハデ ィ イース 
に 従わ な い ム ジュ タ ヒ ド の 青葉 を 優先 し 、 ハ ディ ー ス を 無視 し 
た 。 こ の ハデ ィ ー ス が 取り 消さ れ た も の で て ある 可能 性 、 も し く 
は 彼ら の イマ ー ム は 別 の ハデ イー ス に つい て 考え て いる 可能 性 
が ある と 主張 し た 。 


こう いつ た 模 條 者 は 、 剤 断 を 訓 つ た り 、 知 ら な が つた り 
する 可能 性 の ある 人 の 詩 葉 に 従 つ て 行動 し 、 過 ち を 犯す 可能 性 
の な い 預 吉 者 ムハンマド の ハデ ィ イース を 放棄 する こと に より 、 
模 修 す る こと が か ら も 離れ 、 さ ら に は フル アー ン が ら も 離れ て し 
まう 。 ム ジュ タビ ヒド は イマ ー ム 以外 の 誰 も 、 フ ルアー ン を 理解 
し な いと 主張 する 。 法 学者 や その 他 の 模 信者 た ちの その よう な 
衣 葉 は 、 ユ ダ ヤ 教 徒 や キリ スト 教徒 から 伝 わ つ た も の て ある と 
見 な す 。 し が し クル アー ン や ハデ ィ ー ス を 理解 する こと は 、 法 





ラ シ ド ・ ル ザー は ムハンマド ・ ア ブ ド ッ フ の 弟子 で す 。1354 年 「 
西暦 1 0 に 死去 し まし た 。 
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学者 の 書い た 書物 を 読む こと より も ずつ と 容易 て で ある 。 ア ラビ 
ア 語 の 言葉 や 形式 を 知 つ て いる 人 で あれ ば クル アー ン や ハデ イィ 
ー ス を 理解 する の に 苦労 は し な い 。 ア ツラ ー が 、 ご 自身 の 教え 
を 明白 に 教え る の に 十分 な お 力 を 持つ て いる こと を 誰か 否定 て 
きる だ ろう か が 。 預 吉 者 ムハンマド が アツ ラー の 望ま れる こと を 
誰 よ り も よく 理解 し 、 ま た それ を 説明 する 上 で て も 誰 よ り も 優れ 
た 力 を お 持ち で ある こと を 、 誰 が 否定 で きる だ ろう か が 。 預 吉 者 
ムハンマド の 説明 が ウン マ に と つて は 不 十分 で ある と いう こと 
は 、 彼 が 教え を 伝え る と いう 義務 を 完全 に 果たせ て いな いと い 
うこ と に 通じ る も の で て ある 。 ほ と ん どの 人 が クル アー ン や スン 
ナ を 理解 で き な い の で あれ ば 、 ア ツラ ー は それ ら の 本 や スン ナ 
に お ける 法規 に 従う こと を 全て の 人 々 の 責任 と は され な か が つた 
だ ろう 。 人 は 自ら の 信じ る こと に つい て 、 そ の 根拠 を 含め て 知 
る べき で て ある 。 ア ツラ ー は は 模 條 者 を 承認 され な い 。 父 や 祖父 を 
模 信 す る こと て 十分 と は 見 な され な いこ と は 明白 に 語ら れ て い 
る 。 ク ルアー ン の 言葉 は 、 模 信 す る こと が アツ ラー の 位階 に お 
いて は 受け 入れ られ な いと いう こと を は つき り と 示し て いる 。 
宗教 上 の 事柄 を その 根拠 の 点 か がら 理 解す る こと は 、 舘 条 的 な 音 
分 か ら 理解 する 事 よ り も より 容易 で ある 。 困 難 て ある も の を 奨 
励 す る の で あれ ば 、 困 難 で て な いも の は 当然 行う べき こと と され 
る 。 い くつ か の 例外 的 な 出来 事 の 意味 を 理解 する こと は 困難 て 
は ある と は いえ 、 そ れ ら を 知ら な いこ と 、 実 践 し な いこ と は オ 
ズル 「 認 め ら れる 理由 の ある こと 」 と され る 。 法学 者 た ち は 彼 
ら 自 身 て いく つか の 問題 を 作り 出し た 。 こ れ ら に つい て は その 
章 断 を も 下 し て いる 。 こ れ ら に つい て 、「 見 和解 」「 類 推 」 と い 
つた も の を 論拠 と し よう と し た 。 これら は 論理 に よって 知識 を 
得る こと が 不可 能 な 、 イ バー ダ に 関す る 内 容 で も 適用 され た 。 
この よう に し て イス ラー ム を 拡大 し 、2・3 倍 に 膨張 させ た 。 私 
は 類推 を 否定 する わけ で は な い 。 イ バー ダ に 関す る 事柄 に つい 
て は 、 類 推 は され な い 、 と 喜 い た い の で ある 。 信仰 と イ バ ー ダ 
は 、 預 斉 者 ムハンマド の 時 代 に 完成 され た 。 誰 も それ に 何 が を 
付け 足す こと は で て でき な い の だ 。 ム ジュ タ ヒ ド の イマ ー ム た ち は 
人 々 に 模 條 を させ ず 、 模 條 を 禁じ られ た も の と し た 。」 

無 宗 注 の ラジ シンド ・ ル ザー の 「 イ スラ ー ム に お ける 統一 
と 宗派 」 と いう 本 の 上 記 て 抜粋 し た 内 容 は 、 宗 派 に 属さ な い 人 
々 の 全て の 本 と 同様 に 、 ム スリ ム が 四 宗 派 の イマ ー ム に 従う こ 
と を 妨げ て いま す 。 皆 が タフ シー ル と ハデ ィ イース を 学ぶ こと を 
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命じ て いま す 。 こ れ に つい て は どの よう に 考え ます か が 。 


答え : 宗派 に 属さ な い 人 の 文章 を 注意 深く 読め ば 、 調 つ 
た 考え 、 分 離 主義 者 的 な 見 解 、 腐 敗 し た 論理 と いう 鎖 と 、 耳 航 
り の いい 言葉 て 飾り 、 ム スリ ム た ち を 欺 こ うと し て いる こと が 
わか がり ます 。 無知 な 人 々 は こう いつ た 文章 を 、 論 理 や 理性 に 照 
らし 合わ せ て 正しい 知識 に 基づい た も の で て ある と 思い 込み 、 信 
じ 、 彼 ら の 後に 続 こ うと する が も し れ ま せん 。 し か し 知識 や は 
つき り し た 見 和解 を 持つ て いる 人 は 決し て 彼ら に 惑わ され る こと 
は あり ませ ん 。 


ムスリム を 限り の な い 災 い へ と 引き ずり 込む 無 宗派 の 
人 々 の 危険 性 に 対し 若者 た ち に 警告 を 与え る 為 、 イ スラ ー ム 学 
者 た ち は 14 世 紀 前 か がら 何 千 も の 貴重 な 本 を 記し て きま し た 。 


上 の 問い へ の 返答 と し て 、 ユ ス フ ・ ネ ソ ツ バー ニー 中 の 「 
フツ ッ ツジ ヤ ト ウツ ラー ヒ ・ ア ラル アー ラミ ー ン 」 と いう 本 の ZZ1 
ペー ジ が か が ら 始 め 、 そ の 一 部 を 翻訳 する こと が 適切 て ある と 考え 
まし た 。 


「 フ ルアー ン を 読ん て で そこ か ら 何 が を 読み と る こと は 、 
紳 に て きる こと て は あり ませ ん 。 ム ジュ タ ヒ ド の イマ ー ム で て す 
ら 、 フ ルアー ン を 完全 に 読み 取る こと は て き な い 為 、 預 吉 者 ム 
ハン マ ド は クル アー ン に お ける 意味 を ハデ イー ス て 説明 され て 
いる の て す 。 ク フル アー ン を 預 吉 者 ムハンマド の み が 説 か れ た よ 
うに 、 ハ ディ イー ス も また サハ ー バ と ムジ ュ タ ヒド の イマ ー ム た 
ち が 理 解 し 、 解 き 明 が すこ と が で きま し た 。 


これ ら を 理解 する こと が て きる よう 、 ア ツラ ー は ムジ 
ュ タ ヒド の イマ ー ム た ち に 理性 、 知 識 、 理 和解 力 と 優れ た 知能 、 
知性 と いつ た 多く の 優れ た 性 質 を 与え られ まし た 。 これ ら の 優 
れ た 性 質 の 最たる も の が 、 篤 信 「 タ フワ ー」 で す 。 次 に 、 心 の 
中 の 神 の 光 て す 。 ム ジュ タ ヒ ド の イマ ー ム た ち は 、 こ うし た 優 
れ た 性 質 の 助け に よう つて アツ ラー と 預 吉 者 ムハンマド の お 言葉 
から 、 そ こ て 望 まれ て いる こと を 理解 し た の で す 。 理解 て で き な 
が つた 点 に つい て は 、「 上 類推 」 に よ つ て 見 解 を 述べ て いま す 。 
4 つの 宗派 の イマ ー ム た ち は 皆 、 自 分 の 考え に 基づい て 話し て 





[1]] ユ ス フ ・ ネ ッ パ ー ニ ー は 1350 年 「 西 暦 1932 年 」 に ベイ ルー ト で 人 死 
天心 まじ な 
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いる の で て は な いと 語 つ て いま す 。 そ し て その 弟子 た ち に は 「 正 
し い ハ ディ イース に 出 会 つ た 時 に は 、 私 の 吉 葉 は 放棄 し な さい 。 
アッ ラー の 使徒 の ハデ イー ス に 従い な さい 」 と 吉 つ て いた の で 
す 。 そ れ ぞ れ の 宗派 の イマ ー ム た ち は こ の 吉 葉 を 、 自 分 た ちと 
同様 に スム ジュ ユタ ヒド で て あり 、 深 い 知 識 を 持つ 学者 た ち に 吉 つ て 
いた の で て す 。 こ の 学者 た ち は 、 四 つの 宗派 の 論拠 を 知り 、 選 択 
を 行 つ た 人 々 て す 。 ム ジュ タ ヒ ド で ある この 学者 た ち は 、 宗派 
の イマ ー ム た ちの 間断 の 根拠 に より 、 新 し く 学 ん だ 真正 ハデ イィ 
ー ス の 詳細 、 伝 承 者 、 そ し て どちら が 後に な つて 起こ つた こと 
が と いう よう な 事柄 、 そ し て さら に 多く の 諸 条 件 を 検証 し 、 ど 
れ を 選ぶ か が を 理解 する の て す 。 も し く は ムジ ュ タ ヒド の イマ ー 
ム は 、 何 ら か の 問題 に 含ま れる ハデ イー ス が 自分 に は 伝わっ て 
いな い 場 合 に は 、 類 推 に よ つ て 州 断 を 下 し て いま し た 。 そ の 弟 
子 た ち は そ の 問題 を 証明 する ハデ イー ス を 学び 、 ま た 別 の 間断 
を 下 し まし た 。 し か が し 弟子 た ち は こ の よう な 見 和解 を 示す 際 に も 
、 宗 派 の イマ ー ム た ちの 教義 か ら 離 れる こと は あり ませ ん 。 そ 
の 後に 訪れ た ムジ ュ ユタ ヒド の ム フ テ イィ たち も 、 こ の よう に フ ア ァ 
トウ ワ を 出し て いま し た 。 こ こ か らち 理解 され る こと は 、 四 つの 
宗派 の イマ ー ム た ち 、 そ し て その 宗 泊 て 育成 され た ムジ ュ タ ヒ 
ド た ち に 従う ムスリム た ち は 、 ア ツラ ー と 預言 者 ムハンマド の 
剤 断 に 従う こと に な る の て で て す 。 こ の ムジ ュ タ ヒド た ち は 、 ク フル 
ー ン や ハデ ィ ー ス か が ら 、 他 の 人 々 の 理解 て で き な が つた 意味 を 
読み 取り まし た 。 そ し て それ を 説い た の て す 。 ム スリ ム た ろ ち も 
、 彼 ら が 書物 や ハデ イー ス か ら 理 解 し た 事柄 に 従い まし た 。 な 
ぜ な ら 密 蜂 章 第 43 節 で は 、「 あ な た 方 が も し 知ら な い の で あれ 
ば 、 知 つて いる 人 に 尋ね な さい 」 と 命じ られ て いる が ら で す 。 
この クル アー ン の 言葉 は 、 皆 が クル アー ン や ハデ イー 
ス を 理解 て きる わけ で て で は な いこ と 、 理 解 て き な い 人 も いる と い 
うこ と を 示し て いま す 。 理解 て き な い 人 へ は 、 ク ルアー ン や ハ 
ディ ー ス に つい て 理解 し よう と 努め る の て は な く 、 理 解 し て い 
る 人 に 尋ね て 学ぶ こと が 命じ られ て いる の で て す 。 ク ルアー ン や 
ハデ ィ イース の 意味 を 皆 が 正しく 理解 で きる の で あれ ば 、 何 十 も 
の 誤 つ た 宗派 が 現れ る こと も な が つた で し よう 。 これ ら の 宗派 
を 起こ し た 人 々 は 皆 、 深 い 知 識 を 持つ 学者 で て し た 。 し か し 彼ら 
の うち 誰 も 、 フ クル アー ン や ハデ ィ ー ス の 意味 を 正しく 読み 取る 
こと は で て き な が つた の で す 。 誤 つ て 理解 し 、 正 し い 道 か ら 離 れ 
て し まつ た の で す 。 そ し て 何 百 万 も の ムスリム を 災い へ と 導く 
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要因 と な り ま し た 。 クル アーン や ハデ イィ イー ス を 誤っ つて 読み 取る 
と いう 点 に お いて 一 部 の 人 々 は 丘 常 に 自ら の 意見 に 固執 し 、 正 
し い 道 を 行く ムスリム を 不信 心 者 、 偽 信者 と 呼ぶ ほど に な つっ て 
いま し た 。 ト ルコ 語 に 翻訳 され 、 ひ そ か が に トル コ に 持ち 込ま れ 
た 「 ケ シュ フシ ュ ・ シ ュ ブ ハット 」 と いう 名 の ワ ツ ハー ブフ プ 派 の 
本 て は 、 ス ン ナ 派 の 信条 に ある 、 Mi すこ と 、 財 産 を 奪う 
こと は 認め られ る と され て いま す 。 


アツ ラー は 各 宗 派 の イマ ー ム た ち が イ ジュ ユ ュ テ イィ イハ ー ド 
を 行い 、 そ れ ぞ れ の 宗派 を 設け 、 全 て の 信者 が それ ら の 宗派 に 
集う と いう こと を 、 愛 され る 預 吉 者 ムハンマド の ウン マ に の み 
恵まれ まし た 。 ア ツラ ー は 教義 に つい て 説く イマ ー ム を 創造 さ 
れる こと に よっ つて 、 人 逸脱 し た 人 々 や 偽 信 者 、 人 の 姿 を し た シヤ 
イタ ー ン た ち が 信 仰 、 信 仰 に 関す る 知識 を 忠 踊 する こと を 防 が 
れる と 同時 に 、 宗 派 を 導く イイ マー ム た ち を も 創造 され 、 そ の 教 
え を 忠 嗣 か ら 守 られ て いる の て で て す 。 キ リス ト 教 や ユダ ヤ 教 で は 
この よう な 恵み は な く 、 宗 教 は 変化 させ られ 、 玩 具 の よう な 扱 
い を 受け た の で す 。 

アツ ッ ツラ ー の 使徒 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ 
さい ます よう に 」 の 死 の 400 年 後に は 、 イ ジュ テイ ハー ド を 行 
うこ と の で きる 知識 の 深い 学者 は すでに いな いと いう こと が イ 
スラ ー ム 学者 た ちの 意見 の 一 致 の も と 、 発 表 さ れ ま し た 。 上 
は 、 イ ジュ テイ ハー ド し な けれ ば いけ な いと 主張 する 人 は 理性 
に 関わ る 病気 も し く は 宗教 に 関す る 無知 を 抱え た 人 て で て ある と さ 
れ ま す 。 偉大 な 学者 で て ある 「 ジ エラ ー レ ツ デ ィ ン ・ ス ユー ティ 
」 中 は 、 イ ジュ テイ ハー ド を 行え る 段階 に 達し て いる と 語り ま 
し た 。 当 時 の 学者 た ち は 彼 に 一 つの 質問 を 出し 、 そ れ に は ニニ つ 
の 答え が あり 、 ど ちら が 正しい と 考え る が か と 尋ね まし た 。 彼 は 
答え る こと が で きま せん で し た 。 仕事 が 多く 、 そ れ に 時 間 を 費 
や すこ と が で て できない と 訴え た の て で て し た 。 し か し 彼 に 求め られ て 
いた こと は 、 フ ァ ト ウ ワ に つい て イジ ュ テ ィ イハ ー ド を 行う こと 
て し た 。 こ れ は イジ ュ テ イハ ー ド の 中 て 最も 低い 段階 の 行為 て 
し た 。 イ マー ム ・ ス ユー ティ の よう な 深い 知識 を 持つ 学者 が フ 
アト ウ ワ に つい て イジ ュ テ イハ ー ド を 行う こと を 店 けた の で みあ 





[1] ス ュ ー テ ィ ・ ア ブ ド ゥ ル ラ フ マ ー ン は 911 年 「 西 暦 1505 年 」 に エ 
ジ プ ト で 死去 し 8) 
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れ ば 、 ム スリ ム た ち が 絶 対 的 な イジ ユ テ イハ ー ド を 行う こと を 
主張 する 人 々 に つい て は 無知 以外 の 何 も の で ある と 言え る で し 
ょ うか 。 イ マー ム ・ ガ ザー リー"! は 彼 の 時 代 に ムジ ュ タ ヒド が 
存在 し な いこ と を その 「 イ フ ヤ ー ウ ル ・ ウ ルー ム 」 と いう 本 で て 
示し て いま す 。 


ムジ ュ タ ヒド で は な い 一 人 の ムスリム が 真正 な ハデ ィ 
ー ス に つい て 学び 、 宗派 の イマ ー ム の それ に 従わ な い 剤 断 を 下 
すこ と が 彼 に と つて 困難 て あれ ば 、 こ の ムスリム は 加 つ の 宗派 
の 内 その ハデ ィ イー ス に 適切 な か イジ ユ テ イハ ー ド を 行 つ た ムジ ュ 
タ ヒ ド を 探し 求め 、 行 動 を それ に 合わ せる こと が ひつ よう と な 
り ま す 。 偉 大 な 学者 で て ある イマ ー ム ・ ナ ワウ イィ ー! 「 ラ ウ グ ダー 
トウ ツタ リピ ン 」 は その 書物 て この 点 を 詳し く 説 いて いま す 。 
な ぜ な ら 、 イ ジュ ユ ュ テ イハ ー ド の 段階 に 達し て いな い 人 が クル プア 
ー ン や スン ナ が から 意味 を 読み 取る こと は 許容 され な い が ら で て す 
。 一 部 の 無知 な 人 々 は 、 自 分 が イジ ュ ユ テ イハ ー ド の 段階 に 達し 
て いる こと 、 ク ルアー ン や ハデ ィ ー ス の 意味 を 読み 取る こと が 
て きる こと 、 四 つの 宗派 の うち どれ か が に 従う 必要 性 が な いこ と 
を 主張 し てい ます 。 そ し て 何 年 も 従 つ て きた 宗派 を 放棄 し て い 
ます 。 こ の 斉 つ た 考え て 、 宗 派 を 損 な お うと し て いる の で す 。 
我々 の よう な 者 は 宗教 学者 の 見 解 に は 従わ な い 、 と いつ た 無知 
な 、 無知 さ を ひ けら が す よ うな 発音 を し て いる の て で て す 。 こ の よ 
うな 発 計 に より 、 そ の 優秀 さて は な く 、 知 つた が ぶり を し て い 
る だ け で ある こと 、 卑 小 な 存在 て ある こと を 暴露 し て いる こと 
に 気が付い て いな い の て で て す 。 こう し た 人 々 の 中 に は 、 皆 が それ 
ぞ れ に クル アー ン の 解釈 を 読み 、 そ こ か が ら 意 味 を 読み 取ら な け 
れ ば いけ な いと 主張 する 無知 な 人 々 も 含ま れ て いま す 。 決 し て 
この よう な 人 を 学者 て ある と 見 な し 、 そ の よう な 人 の 本 を 読む 
こと を 避け な けれ ば いけ な い の で て です 。 人 は 四 つ の 宗派 の 中 から 
、 望む も の 、 気 に 入 つた も の を 選ぶ こと が で て きま す 。 し か し 、 
これ ら の 宗派 の それ ぞ れ の 容易 さ を 探し 求め 、「 タ ルフ イィ フ 」 
を 行う こと は 許さ れ て いま せん 。 「 タ ルフ ィ ク 」 と は 、 そ れ ぞ 
れ の 宗派 の 容易 な と ころ だ け を 集め 、 何 が を 行う 際 に は その 行 


[1] イマ ー ム ・ ム ハン マ ド ・ ガ ザー リー は 505 年 「 西 暦 1111 年 」 に ト 
ゥ ーシュ の 町 で 死去 し まし た 」. 

[2] ヤ フ ヤ ー・ ナ ワウ ィ ー は 676 年 「 西 暦 1277 年 」 に ダマ スカ ス で 死 
表し まし 
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為 が どの 宗派 に も 適 つ て いな いこ と を 意味 し ます 。 何 が を 行う 
際 に 四 つ の 宗派 の うち どれ か が に 従 つ た 後 て 、 す な わ ち その 行為 
が 四 つ の 宗派 の うち どれ か に 適 つ て いる 場合 に 、 他 の 三 つ の 宗 
派 に お いて も 適切 て 認め られ る も の と な る よう 、 そ の 為 に 必要 
な 事柄 を て きる 限り 適応 する の て あれ ば 、 そ れ は タフ ワー「 篤 
信 」 と 呼ば れる 物 て あり 、 大 き な サ ワー ブ が あり ます 。 


ハデ ィ ー ス を 読ん て よく 理解 て きる ムスリム は 、 ま ず 
自ら の 宗派 の 論拠 て ある ハデ ティ イー ス を 学び 、 そ し て その ハデ ィ 
ー ス が 奨励 し て いる こと を 行い 、 禁 じ て い る こと を 店 け 、 イ ス 
ラー ム の 教え の 尊 さ 、 そ し て アツ ラー と その 使徒 の 御名 と その 
特質 の 完全 さ 、 預 吉 者 ムハンマド の 人 生 と 徳 、 奇 呈 、 さ ら に こ 
の 世界 、 来 世 、 天 国 と 地獄 の あり 方 、 天 使 と ジン 、 過 去 の ウン 
マ と 預 斉 者 た ち 、 啓 典 、 そ し て クル アー ン と 預言 者 ムハンマド 
の 優位 性 、 そ の 家族 と 友人 た ちの あり 方 、 そ し て 世界 の 終 昌 の 
兆候 、 そ の 他 た くさ ん の 現世 と 来世 に 関す る 事柄 を 学ぶ 必要 が 
あり ます 。 預 言 者 ムハンマド の ハデ イィ イース て は 、 現 世 と 来世 に 
関す る 全て の 知識 が まとめ られ て いま す 。 


ここ て 書い て きた こと が 理解 され る な ら ば 、 ム ジュ クタ 
ヒド が ハデ イース か ら 読 み 取 つた 宗教 上 の 規定 に つい て 価値 が 
な いと いう 人 が どれ ほど と 無知 で て ある が 、 明 ら か に な る で て しょう 
。 ハデ イース が 教え て いる 無数 の 知識 の 中 て 、 イ バー ダ や 行為 
に つい て 教え る ハデ イー ス は 少数 て す 。 一 部 の 学者 に よる と 
500 程 度 と され て いま す 。 繰 り 返 され て いる も の を も 数 えた と 
し て も 、3000 を 超え る こと は あり ませ ん 。 こ れ だ け の 少な い ハ 
ディ ー ス の 中 で て 、 何 ら が の 真正 ハデ イー ス を 、 加 つの 宗派 の イ 
マー ム の 誰 も 知ら ず に いた 、 と いう こと は 考え られ な い の で す 
。 真正 ハデ イー ス は 、 四 つの 宗派 の うち 少な く と も どれ か が 一 つ 
の イマ ー ム が 、 論 拠 と し て 取り 上 げ て いる の で す 。 自ら の 宗派 
に お ける ある 行い が 、 真 正 て ある 何ら か の ハデ ィ ー ス に 従わ な 
いと 見 な す ム スリ ム は 、 そ の ハデ イース を 基づい て イジ ユ ュ テ ィ 
ハ ド を 行 つ た 別 の 宗派 に 従 つ て その 行い を な すべ き で す 。 自ら 
の 属す る 宗派 の イマ ー ム も その 同じ ハデ ィ ー ス に つい て は 知っ 
て お り 、 し が し それ より も より 確実 て ある と 理解 され た 、 も し 
く は 新しい も の が 出 て 来 た 為 に 前 の も の が 取り 消さ れ た 別 の ハ 
ディ イー ス に 従 つ て 、 あ る い は ムジ ュ タ ヒド た ち に し か わから な 
い 別 の 理由 に よう つて この ハデ ィ ー ス を 論拠 と し な が つた 可能 性 
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が ある の て す 。 あ る ハデ ティース が 真正 な も の て ある と 理解 し た 
ムスリム が 、 そ の ハデ ィ ー ス に 従わ な い 自 宗派 の 規定 を 放棄 し 
、 そ の ハデ ィ ー ス に 従う こと は よい こと で は あれ 、 こ の 人 は こ 
の ハデ ィ ー ス の 意味 を 読み 取 つ て いる 別 の 宗派 に 従う こと が 必 
要 と な る の て す 。 な ぜ な ら そ の 宗派 の イマ ー ム は その 論拠 か ら 
、 そ の 一 ムスリム が 理解 し て いな い 事 柄 を も 読み 取り 、 そ の ハ 
ディ イー ス に 基づい て 行動 する こと に 支障 が な い 、 と 間断 し て い 
る が ら で て す 。 同 時 に これ は 、 自 ら の 宗派 に 従い つつ 行う こと も 
許さ れ ま す 。 な ぜ な ら 各 宗派 の イマ ー ム た ちの イジ ユ テ ィ ハ ド 
は 、 必 ず 確 実 な 論拠 に 基づく も の だ か が か ら て す 。 それら の 論拠 が 
知ら れ て いな いこ と を 、 イ スラ ー ム は 支障 と 見 な し ます 。 な ぜ 
な ら 、 四 つの 宗派 の イマ ー ム は 誰 も 、 イ ジュ ユ テ イハ ド を 行う 際 
に フル アー ン や スン ナ が ら 離 脱し て いな いかが ら で す 。 彼ら の 宗 
派 と は 、 フ ルアー ン や スン ナ の 解説 な の て す 。 彼 ら は フル アー 
ン や スン ナ の 意味 と 規定 を ムスリム た ち に 説い た の で す 。 人 々 
が 理解 て さる よう な 形 て 説明 し 、 本 と し た の で す 。 四 つの 宗派 
の イマ ー ム た ちの これ ら の 行い は い 、 イ スラ ー ム に お いて 非常 に 
大 き な 頁 献 て で るり 、 ア ツラ ー が 彼ら を 助け られ な けれ ば 、 人 力 
の 及ぶ と ころ て は な が つた で し ょ う 。 これ ら の 宗派 は 、 預 吉 者 
ムハンマド が 正しい 預言 者 て ある こと 、 イ スラ ー ム の 教え が 真 
正 な も の て ある こと を 示す 最も 強い 根拠 の ー つ な の で て す 。 


イマ ー ム た ちの イジ ュ テ イハ ド に お ける 相 違 点 は 、 イ 
スラ ー ム 法学 に 関す る 問題 に 限ら ち れ て いま す 。 つ まり 、 信 奈 、 
信仰 に 関し て は 一 功 の 相違 点 は あり ませ ん 。 宗教 上 確実 に 認識 
され 、 も し く は 論拠 を 伴 つ て 確実 に 伝え られ た ハデ ィ ー ス か ら 
得 ら れ た イス ラー ム 法 学 上 の 知識 に お いて も 、 相 違 点 は あり ま 
せん 。 イ スラ ー ム 法学 上 の いく つか が の 点 て で 、 意 見 を 異 に し て い 
る の で て す 。 そ の 論拠 の 確実 さ に 関す る 見 解 の 相違 が その 理由 と 
な っ つて いま す 。 こ の 小さ な 相違 点 は 、 こ の ウン マ に と つう て 慈 正 
で す 。 ム スリ ム は 自分 が 望む 、 自 分 に と つて 容易 と な る 宗派 に 
属す る こと が で きま す 。 預 言 者 ムハンマド は この 相違 を 吉報 と 
し て 伝え られ 、 そ し て それ は 実現 し た の で す 。 

クル アー ン や ハデ ィ ー ス て 明白 に 語ら れ て いる 信仰 に 
関す る 知識 、 も し く は 法学 に 関す る 知識 に つい て イジ ュ ユ ュ テ ィ ハ 
ド を 行う こと は 許さ れ ま せん 。 そ れ は 逸 脱 の 要因 と な り 、 大 き 
な 罪 と な り ま す 。 依 仰 に 関す る 知識 に お いて は 正しい 道 は 唯一 
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で あり 、 そ れ は 「 ス ン ナ に 従う 人 々 の 宗派 」 で す 。 ハディース 
て 慈 意 と し て 吉 及 され て いる 相違 点 と は 、 法 学 的 な 見 解 に お け 
る 相違 点 な の で す 。 


四 つ の 宗派 が 、 行 動 に お ける 法規 に お いて 異な つた 見 
解 を 持つ 事柄 て は 、 そ の うち の 一 つの み が 正 し いも の と な り ま 
す 。 こ の 正しい 間断 に 従う 人 は 二 つ の サワ ー ブ を 、 正 し く な い 
間断 に 従っ て いる 人 は 一 つの サワ ー ブ を 得 ま す 。 宗派 が 慈 悲 て 
ある こと は 、 一 つの 宗派 を 離れ て 他 の 宗派 の 法規 に 従う こと が 
許さ れる こと を 示し ます 。 し か し この 四 つ の 宗派 以外 の 、 ス ン 
ナ に 従う 人 々 の 宗派 、 さ ら に は サハ ー バ に 従う こと は 許さ れ て 
いま せん 。 な ぜ な ら 彼 ら の 宗派 は 本 に され て お ら ず 、 忘 れ ら れ 
た も の て ある が ら で て す 。 今日 知ら れる 四 つ の 宗派 以外 の も の に 
従う こと は 不可 能 と な つた の て す 。 サ ハー バ に 従う こと は 許容 
され て いな い 、 と いう こと を イス ラー ム 学 者 た ち は 意 見 を 一 致 
させ て 伝え て いる 、 と イマ ー ム ・ ア ブー・ バ クル ・ ラ ー ジ ー"" 
が 語 つ て いま す 。 


宗派 と ヘム ジュ タ ヒド 、 特 に 四 つ の 宗派 の イマ ー ム の 優 
位 性 、 そ し て 見 解 の 一 致 や 類推 と いつ た 手段 を 用 いて 示し た 章 
断 が 、 自 身 の 見 解 て は な く ク ルアー ン や スン ナ を も と に し た も 
の て ある こと を さら に 理解 する こと を 望む 人 に は 、 イ マー ム ・ 
アブ ドゥ ウル ワッ ハー ブ ・ シ ャ ラー 二 の 『 偉 大 な る 規律 』 「 ミ ー 
ザー ヌル ・ キ ュ ブ ラー」 及び 「 ミ ー ザ ー ヌ ル ・ フ ウゥ ウド リッ イエ 
」 と いう 書物 を お 勧め し ます 。」 

上 記 の 本 「 フ ッ ジ ェ ト ウツ ラー ヒア ー レ ルアー レミ ー 
ン 」 か が ら の 抜粋 は 以上 で す 。 こ こ て で 紹介 し た 文章 は アラ ビア 語 
の 原文 が ら 翻訳 され た も の で て す 。 他 の 出版 物 と 同様 、 こ こ て も 
他 の 書物 か ら の 抜粋 を 括弧 の 中 で て 示し 、 引 用 文 と 私 た ち 自 身 の 
文章 と を 区 別して いま す 。 こ の 本 「 フ ツジ エト ウツ ラー ヒア ー 
レル アー レミ ー ン 」 の アラ ビア 語 原文 は 、1974 年 に イス タン ブ 
ー ル て 発行 され て いま す 。 


「 フ ルアー ン で は 、 宗 教学 者 と は 吉 わ れ て いな い 」 と 
いう 表現 は 、 正 し いも の て は あり ませ ん 。 多 く の 人 箇所 て 、 学 者 





[1]] アブ ー・ バ クル ・ ア フ メ ッ ド ・ ラ ー ジ ー は 370 年 「 西 暦 980 年 」 に 
死去 し まし た 。 
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や 知識 が 秋 賛 され て いる の て す 。 ア ブドウ ル ガ ー ニ ・ ナ ブル シ 
ー は 「 ハ ディ ー 力 」 と いう その 書物 て 以下 の よう に 記し て いま 
す 。 

預言 者 章 の 第 7 節 て は 「 も し あな た が た 、 こ れ が 分 ら 
な いな ら 前 戒 を 受け た 民 に 聞け 」 と 命じ し られ て いま す 。 こ の 章 
名 て は 、 知 ら な い 人 が 学者 た ち に 尋ね 、 学 ぶ こ と が 命じ られ て 
いま す 。 イ ムラ ー ン 家 章 の 第 7 人 節 で は 「 そ れ て 知識 の 基礎 が 堅 
固 な 者 は 吉 う 」 と 、 第 18 節 て は 「 天 使 た ち も 正 義 を 守る 知識 を 
授 つ た 者 も また 「 そ れ を 証 吉 する 」 と 、 ま た 物語 章 の 第 81 節 て 
は 「 そ れ か が から われ は 、 か が れ と その 屋敷 を 地 の 中 に 埋め ゆ て し まっ 
た 。 が れ に は 、 ア ツラ ー の 外 に 助け 手 も な く 、 ま た 自分 を 守る 
こと も 出来 な の かつ た 。」 と 、 ま た ピザ ンチ ン 章 第 56 人 節 で は 「 だ 
が 知識 と 信仰 を 授 が つた 者 た ち は 、 言 う て あ ろう 。 「 あ な た が 
た は アツ ラー の 定め に 基 い て 、 復 活 の 日 ま て 確か に 滞在 し まし 
た 。 これが 復活 の 日 て す 。 だ が あな た が た は 気付 か な かつ た の 
て す と 」 語ら れ て いま す 。 ま た 和 夜 の 旅 章 第 108 節 で は 「 そ し て 
「 祈 つて 」、『 わ た し た ちの 主 の 栄光 を 讃え ます 。 本 当 に 主 の 
御 約束 は 果たさ れ ま し た 。』 と 言う 。」 と 、 巡 礼 章 第 54 章 で は 
「 ま た 知識 を 与え られ て いる 者 た ち は 、 こ の 「 フ ルアー ン 」 が 
あな た の 主 が ら の 真理 て ある こと を 知り 、 心 を 謙虚 に し て それ 
を 信じ る 。」 と 、 野 昧 章 第 飾 て は 「 い や これ こそ は 、 知 識 を 王 
えら れ た 者 の 胸 の 中 に ある 明瞭 な 印 」 と され て いま す 。 サ バア 
章 第 6 節 で は 「 知 識 を 授かっ つた 者 な ら 、 主 が あな た に 下さ れ た 
も の は 真理 て あつ て 、 そ れ が 偉 力 あ る 方 、 讃 美 す べき 方 の 道 に 
導く も の て ある こと が 分 る て あろ う 。」 と 、 抗 弁 する 女 章 の 第 
11 節 て は 「 知 識 を 授け られ た 者 の 位階 を 上 げ ら れる 」 と 、 ま た 
創造 者 章 の 第 28 節 て は 「 ア ツラ ー の し も べ の 中 て 知識 の ある 者 
だ けが か が か れ を 明 れ る 」 と 、 部 屋 章 第 13 節 で は 「 ア ツラ ー の 御 詩 
て 最も 貴 い 者 は 、 あ な た が た の 中 最も 主 を 泉 れ る 者 で ある 」 と 
語ら れ て いま す 。 


「 ハ ディ ー 力 」 の 365 ペ ー ジ に ある ハデ ィ ー ス で は 、 
「 ア ツラ ー と 天使 た ち 、 そ し て 生命 を 持つ 全て の 存在 は 人 々 に 
善 を 教え る 人 に ドウ アー する 」「 最 後 の 審 記 の 日 に は 、 ま ず 預 
吉 者 た ち 、 そ し て 学者 た ち 、 次 いて 痢 教 者 た ち が と りな し を 行 
う 」「 人 々 よ 、 知 りな さい 。 知識 は 学者 た ちか ら 聞 く こ と に よ 
う て 得 られ る 」「 学 びな さい 。 学 ぶ こ と は イ バ ー ダ で ある 。 教 
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える 者 、 学 ぶ 者 に は 聖戦 ほど の サワ ー ブ が 与え られ る 。 教 える 
こと は 、 サ ダ カ カ を する こと の よう で て ある 。 学 者 た ちか ら 学 ぶ こ 
と は 、 タ ハー ジュ ド の 礼拝 を 行う こと の よう て ある 」 と 命じ ら 
れ て いま す 。 フ アト ウ ワ に 関す る 書物 を 記し て いる ター ヒル ・ 
ブ ハ ー リ ー"! は 次 の よう に 語 つ て いま す 。 「 法 学 書 を 学ぶ こと 
は 、 夜 に 礼拝 する 事 よ りさ ら に よい 行い て す 。 な ぜ な ら 、 フ ア 
ルド て ある こと 、 ハ ラー ム で て ある こと を 学者 た ちか が から 、 も し く 
は 彼ら に よっ て 書か れ た 本 か ら 学 ぶ こ と が ファ ルド で ある か ら 
て す 。 自 ら 実 行 し 、 他 の 人 々 に 教え る 為 に 法学 書 を 読む こと は 
、 タ スピ ー フ の 礼拝 を 行う こと より も よい こと て す 。 ハ ディ ー 
ス て は 「 学 ぶ こ と は 、 全 て の ナー フィ ラ の 「 義 務 で て な い 」 礼 振 
より も より よい 。 なぜなら 自分 自身 へ も 、 そ れ を 教え る 人 に も 
、 益 が ある が ら で て ある 」「 他 者 に 教え る 為 に 学ぶ 人 へ は 、 ス ツ 
ドウ ー ク と し て の サワ ー ブ が 与え られ る 」 と され て いま す 。 イ 
スラ ー ム に 関す る 知識 は 師 や 書物 か ら の み 得 られ る の て あり 、 
イス ラー ム に 関す る 書物 や 教育 な ど 必 要 で は な いと いう 人 は 偽 
り を 述べ て いる の で す 。 彼 ら は ムスリム を だ まし 、 災 い へ と 導 
いて いる の で す 。 宗教 書 に お ける 知識 は フル アー ン と ハデ ィ ー 
ス か が ら 得 られ た も の な の で す 」 "ハデ ィ ー 力 」 か が ら の 訳 は 以上 
て す 。 

アツ ラー は その 使徒 を 、 フ ルアー ン を 伝え 、 教 える 為 
に 遣わ され まし た 。 サ ハー バ た ち は フ クル アーン に お ける 知識 を 
預 吉 者 ムハンマド か が ら 学 びました 。 学 者 た ち は 、 サ ハー バ た ち 
が ら 学 びました 。 そ し て 全て の ムスリム も 、 学 者 た ちや 彼ら の 
書物 が ら 学 びました 。 ハ ディ イ ー ス て は 「 知 識 と は 宝庫 て ある 。 
その 鍵 は 、 尋 ね て 学ぶ こと で て ある 」「 学 びな さい 、 そ し て 教え 
な さい 」「 全 て の 物事 に は その 源 が ある 。 篤 信 の 源 は 、 豊 富 な 
知識 を 持つ 人 の 心 に ある 」 「 知 識 を 教え る こと は 罪 の 償い と な 
る 』 と 言わ も れ て いま す 。 

イマ ー ム ・ ラ ツバ ー ニ 「 ア ツラ ー の 祝福 あれ 」 は 「 メ 
フト ウー バツ ッ ト / 書 筒 集 」 と いう 名 の 本 の 第 一 巻 、 第 123 の 手紙 
て 、 次 の よう に 語 つ て いま す 。 





還 ター ヒル ・ ブ ハー リー は 542 年 「 西 暦 1147 年 」 に 死去 し まし た 。 
[2] ハー ディ カ の 作者 アブ ドゥ ウル ガ ー ニ ・ ナ ブル シー は 1143 年 「 西 暦 
1731 年 」 に 死去 し まし た 。 
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「 ム カツ ラフ 」 で ある 人 は まず その 信仰 、 依 奈 を 正す 
こと が 必要 て す 。 す な わ ち スン ナ に 従う 学者 た ちの 書い た 信仰 
に 関す る 知識 を 学び 、 そ れ ら を 正しい 形 て 信じ る こと で て す 。 ア 
ッ ラ ー が この 偉大 な 学者 た ちの 努力 に 豊か の な サワ ー ブ を 与え て 
くだ さい ます よう に 。 ア ー ミ ー ン 。 最後 の 審 間 の 日 に 地獄 の 罰 
から 救 わ れる か どう か が は 、 彼 ら が 教え た 事柄 を 信じ る が か どう か が 
に が が つて いる 。 地 獄 が ら 救 われ る 人 と は 、 た だ この 人 々 の 道 
を 行く 人 々 な の て す 。 その道 を 行く 人 々 を 「 ス ン ナ 派 」 と いい 
ます 。 ア ツラ ー の 使徒 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さ 
いま す よ うに 」 と サハ ー バ た ちの 道 を た どる の は 、 た だ 彼ら な 
の て す 。 フ ルアー ン と ハデ ィ ー ス か ら 読 み 取ら れ た 知識 の うち 
、 価 値 が あり 正しい も の は た だ この 偉大 な 学者 た ち が フ ルアー 
ン や ハデ ィ ー ス か ら 学 び 取 り 、 人 々 に 教え た 知識 な の て す 。 な 
ぜ な ら 教 え を 変え よう と する 人 々 、 宗 派 に 従わ な い 人 々 が それ 
ぞ れ 、 そ の 調 つた 考え や 短絡 的 な 理論 に よ つ て スン ナ や クル ア 
ー ン か ら 読 み と つ た も の を 主張 し て いる が ら て す 。 ス ン ナ に 従 
う 学 者 た ち を 軽視 し 、 挨 小 化し よう と する の て す 。 つ まり 、 フ 
ルアー ン や スン ナ か ら 読 み 取 られ た と され る すべ て の 言葉 、 全 
て の 文章 を 事実 て ある と 思い 込む べき で は な く 、 耳 触り の いい 
斉 葉 に よる プロ パガン ダ に 騙さ れ な いよ うに する 必要 が ある の 
て す 。 

スン ナ に 従う 学者 た ち が 教 える 正しい 信条 の 理解 の 為 
に は 、 倍 大 な 学者 デア ルト ウル プス ティ 師 の 書か れ た ペル シア 
語 の 「 エ ルム ー テ メ ツ ト /elLmutemed」 と いう 本 が 疾 常 に 役 立 
ち 、 明 白 に 書か れ て いま す 。 容易 に 理解 する こと が て きる も の 
て す 。1989 年 に ハ キ ー カ トウ 出版 か ら 発行 され て いま す 。 フ アァ 
ドウ ルツ ラー・ ピ ビン ・ ハ サン ・ ト ウル プス ティ は ハナ フィ ー 派 
の 法学 者 て す 。1263 年 に 死去 し て いま す 。 


信条 、 す な わ ち 信仰 すべ き 事 柄 に つい て た だ し た 後 は 
「 ハ ラー ル 、 ハ ラー ム 、 フ ァ ル ド 、 ワ ー ジ ブ 、 ス ン ナ 、 マ ンド 
ウー ブ 、 マ フルー フ 」 で て ある も の を 、 ス ン ナ に 従う 学者 た ちの 
書い た 法学 書か ら 学び 、 そ れ ら に 従う こと が 必要 て す 。 こ の 学 
者 た ちの 尊 さ を 理解 し な い 無 知 な 人 々 が 書い た 誠 つた 本 を 読む 
べき て は あり ませ ん 。 アッラー が お 守り くだ さい ます よう に 。 
信仰 すべ き 事 柄 に お いて 、 ス ン ナ に 従う 宗派 に 適 つ て いな い 信 
条 を 持つ ムスリム は 、 来 世に お いて 地獄 が か ら 救 われ る こと が で 
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きま せん 。 正 し い 信条 を 持つ 人 の イ バ ー ダ に 気 の 緩 み が あ つた 
場合 は 、 悔 悟 を し な が つた と し て も 、 詩 され る 可能 性 が あり ま 
す 。 許 され な が か つた と し て も 、 罰 を 受け た 後 て 地獄 が ら 救 わ れ 
ます 。 大 切な の は 全休 を た だ すこ と て で て す 。 ハ ー ジ ヤ ・ ウ バイ ド 
ウッ ラー ヒビ ヒ ・ ア フラ ル "' は 語 つ て いま す 。 「 全 て の 発見 、 全 て 
の 奇 正 が 私 に 与え られ た と し て も 、 ス ン ナ の 道 に 適する 信条 が 
与え られ な けれ ば 、 私 は 滅亡 し て し まう 。 発見 や 奇 正 が 私 に は 
な か っ た と し て も 、 ス ン ナ に 従う 道 に 適う 倍 奈 が 与え られ る な 
ら 、 私 は 全く 悲し まな い 」 

今日 、 イ ンド の ムスリム は 孤立 し てい ます 。 イ スラ ー 
ム を 敵視 する 人 々 が 各 方 面 か ら 攻撃 を 行 つ て いま す 。 今 日 イス 
ラー ム へ の 奉仕 の 為 に 1 リラ を 差し 出す こと は 、 他 の 時 代 に 何 
キリ ラ と 与え る こと より も より 大 き な サ ワー ブ と な り ま す 。 イ 
スラ ー ム に 対し て な され る 最大 の 奉仕 は せ 、 ス ン ナ に 従う 人 々 の 
書物 、 信 仰 や イス ラー ム に 関す る 書物 を 求め 、 そ れ を 村々 や 若 
者 た ち に 分 配 す る こと て し ょ う 。 そ の 奉仕 を 与え られ た 幸福 な 
、 幸 運 な 人 は 誰 て あれ 、 そ れ に 喜び 、 大 い に 感 謝 す る べき で す 
。 イス ラー ム の 為 に 奉仕 する こと は いつ の 時 代 で て あれ サワ ー ブ 
です 。 し か し 、 イ スラ ー ム が 弱め られ 、 嘘 や 中 傷 に よっ て イス 
ラー ム を 損 な お うと いう 努力 が な され て いる 時 代 に 、 ス ン ナ に 
従う 人 々 の 信和 祭 を 広く 伝え さよ うと する こと は 、 何 信 も 大 き な サ 
ワー ブ で す 。 預 斉 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与 
え く だ さい ます よう に 」 は サハ ー バ に 次 の よう に 言わ れ て いま 
す 。「 あ な た 方 が 生ま れ て きた 時 代 に は 、 ア ツラ ー の 命 信 と 禁 
止 事項 の うち 2 割 に 従い 、1 割 に 従わ な が つた な ら ば 、 あ な た 方 
は 滅亡 する で あろ う 。 し か し あな た 方 以降 に は 、 命 念 と 禁止 事 
項 の うろ | 割 に 従う 人 が 救 わ れる よう な 時 代 が 訪れ る 」「 ( ミ 
シュ カー トウ ・ メ サビ フ ) の 第 一 巻 、 第 17? ペ ー ジ 及び ティ ル 
ムズ イー の 「 キ ター ブル フィ テン 」 の 7? 番 に あり ます 。」 

この ハデ ィ ー ス て 告げ られ て いる 時 代 こ そ が 、 今 の 時 
代 な の て す 。 イ スラ ー ム を 攻撃 する 存在 を 見 極め 、 彼 ら を 好ま 
な いこ と が 必要 と な り ま す 。 力 を 使 つ て 行う 聖戦 は 、 国 家 が 行 
う も の で て す 。 国 家 の 軍 が 行う の て す 。 ム スリ ム が この よう な 聖 





・ ア フラ ル は 895 年 「 西 暦 1490 年 」 に サマ ル 
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戦 を 行う の で あれ ば 、 兵 士 と し て 国家 の 与え た 役割 に 従う こと 
に な り ま す 。 「 詩 葉 と 文章 で 行わ れる 聖戦 は 、 力 を 用 いて な さ 
れる 聖戦 より も より 尊い と いう こと も 別 の 箇所 で 書か れ て いま 
す 。 ス ン ナ に 従う 学者 た ちの 書物 、 吉 葉 を 広め る 為 に は 、 奇 貴 
を 起こ し た り 、 学 者 で て あつ た りす る こと は 必須 条件 で て は な い の 
で て で て す 。 全 て の ムスリム が これ を 行 お うと 努力 する こと か が 必要 で 
す 。 機 会 を 逃さ な いよ うに し な けれ ば な り ま せん 。 最後 の 審 半 
の 日 に は 全て の ムスリム に この こと が 尋ね られ 、 な ぜ イ スラ ー 
ム の 為 に 奉仕 し な が つた の が と 尋ね られ る で し よう 。 イ スラ ー 
ム 法 学 の 書物 を 広め る 努力 を し な が か つた 人 、 宗 教 的 な 知識 を 伝 
える 努力 を し な が つた 人 、 誰 に も 援助 を し な か つた 人 に は 大 き 
な 罰 が 与え られ る で し よう 。 弁解 や 言い 訳 は 受け 入れ られ な い 
で し よう 。 預 吉 者 た ち は 、 人 々 の うち 最も 優れ 、 尊 い 存 在 で あ 
る 一 方 て 、 決 し て 休む こと は あり ませ ん で て し た 。 ア ツラ ー の 教 
え 、 永 遠 の 幸福 の た め の 道 を 伝え る 為 に 日 夜 努力 を 払い まし た 
。 奇 束 を 求め る 人 々 に は 、「 奇 正 は アツ ラー が 創造 され る 。 私 
の 役割 は 、 ア ツラ ー の 教え を 伝え る こと て ある 」 と 答え て いま 
し た 。 そ の 道 に お いて 努力 奮 半 する 時 に は 、 ア ツラ ー も 彼ら を 
助け られ 、 奇 貴 を 創造 され まし た 。 私 た ち も 、 ス ン ナ に 従う 学 
者 た ちの 書物 や 吉 葉 を 伝え る こと 、 カ ー フ イル や 敵 た ち 、 イ ス 
ラー ム に 対す る 中 傷 や 迫害 を 行う 人 々 が 嘘 偽 り を 語 つ て いる の 
だ と いう こと を 若者 た ち に 知ら せる こと が 必要 で す 。 こ れ ら を 
知ら せる こと は 陰口 と は な り ま せん 。 命じ られ て いる こと を 実 
践 する こと と な る の で す 。 こ の 道 に お いて その 財産 、 力 、 技 術 
を も つて 努力 し な い 人 々 は その 浪 を 逃れ る こと は で き な い で て し 
よう 。 この 道 に お ける 努力 の 際 に 苦労 や 迫害 に 直面 する こと は 
、 大 き な 幸 福 、 大 き な 利 益 と 見 な すべ き で す 。 預言 者 ム ハ ン マ 
ド は 、 ア ツラ ー の 命 金 を 伝え る 際 に 、 無 明 時 代 の 人 々 の 攻撃 を 
受け て いま し た 。 大変 な 苦労 を され た の で す 。 偉大 な 人 々 の 中 
で も 最も 偉大 て あり 、 選 ば れ 、 ア ツラ ー の 愛さ れる お 方 て ある 
預 吉 者 ムハンマド は 「 私 の 味わっ つた 苦労 は どの 預 吉 者 た ち も 味 
わ つ て いな い 」 と 吉 わ れ て いま し た 。 


「 メ フト ウー バツ ト / 書 筒 集 」 が から の 翻訳 文 は ここ まで 
て す 。 


全て の ムスリム は 、 ス ン ナ の 道 に 従 つ た 依 祭 を 学び 、 
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それ を 教え られ る 相手 に 教え な けれ ば な ら な い の て す 。 ス ン ナ 
に 従う 学者 た ちの 吾 葉 を 伝え る 本 や 新聞 を 見 つけ 、 そ れ を 求め 
、 若 い 人 々 、 知 つて いる 人 々 に も 送る べき て す 。 そ し て 役 ら が 
それ を 読む よう 働き か ける べき て す 。 イ スラ ー ム に 敵対 する 人 
々 に つい て 説い て いる 書物 を も 伝え る べき て す 。 


地上 の 全て の ムスリム に 正しい 道 を 示し 、 預 吉 者 ム ハ 
ンマ ド の 教え を 、 変 化 さ せ ず 、 損 な わせ ず に 学ぶ 上 で の 導き と 
な る 「 ス ン ナ に 従う 学者 た ち 」 と は 、 四 つの 宗派 の イジ ユ テ イィ 
ハ ド を 行う 段階 に ま て 達し て いる 学者 た ちの こと で す 。 彼 ら の 
うち 最も 偉大 な の は 四 人 の 人 々 で あり 、 そ の 一 人 目 が 偉大 な る 
「 イ マー ム ・ ア ブー・ ハ ニー ファ ・ ヌ マン ・ ビ ピン ・ サ ー ビ ト ウ 
」 で て す 。 彼 は イス ラー ム 学 者 の 中 て 最も 偉大 な 人 々 の 一 人 で て です 
。 ス ン ナ に 従う 人 々 の 長 て す 。 翻 訳文 は 、「 サ アー デ テ ィ ・ エ 
ベ ペデ イィ ツイ エ / 永 遠 の 幸福 」 「 有 益 な 知識 」 と いつ た 本 に 記さ れ 
て いま す 。 ヒ ジュ ラ 歴 80 年 に フー ファ で 生ま れ 、150 年 に バグ 
ダ ツ ド て 痢 教 し て いま す 。 


二 人 目 で ある 「 イ マー ム ・ マ ー リ ク ・ ピ ビン ・ ア ナス 」 
も 、 大 変 偉大 な 学者 で す 。 ヒ ジュ ラ 歴 90 年 に マデ イー ナ に 生ま 
れ 、179 年 に そこ て 亡くな り ま し た 。89 年 生き た こと が イブ ニ 
・ アー ビデ ィ ン て 記さ れ て いま す 。 祖 父 は マー リク ・ ビ ン ・ ア 
ブー・ ア ー ミ ル て し た 。 

三 人 目 は 、「 イ マー ム ・ ム ハン マ ド ・ ピ ン ・ イ ドリ ー 
ス ・ シ ャ ー フ ィ ー」 で し た 。150 年 に パレ ステ ィ ナ の ガザ て 生 
まれ 、204 年 に エジプト て 亡くな り ま し た 。 


四 人 目 は 、「 イ マー ム ・ ア フ マ ド ・ ピ ン ・ ハ ン バ ル 」 
て し た 。164 年 に バブ プ ダ ツ ド て 生ま れ 、241 年 に そこ て 亡くな り 
まし た 。 彼 は イス ラー ム と いう 建物 の 基盤 と な る 柱 て し た 。 

今日 、 こ の 四 人 の イマ ー ム の うち 誰 に も 従わ な い 人 は 
、 大き な 危 険 性 の 中 に いま す 。 正 し い 道 か ら 人 逸れ て し まつ て い 
る の で て す 。 彼 ら 以 外 に も 、 ス ン ナ に 従う 学者 た ち は た くさ ん い 
まし た 。 彼 ら も 、 正 し い 宗 派 を 持つ て いま し た 。 し か が し 時 と 共 
に これ ら の 宗派 は 忘れ られ 、 書 物 と し て 残さ れ な か つた の で て す 
。 例え ば 「 フ カ ハ ー イ ・ セ ピア / 七 人 の 学者 」 と 呼ば れる マデ イィ 
ー ナ の 七 人 の 偉大 な 学者 た ちや 、 ウ マル ・ ピ ビン ・ ア ブドウ ル ア 
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ジ ズ 、 ス フ ヤ ン ・ ピ ン ・ ウ ヤ イ ナ "!、 イ スハ ッ フ ・ ピ ン ・ ラ ー 
ハワイ フ 、 ダ ー ウ ー デ ィ ・ ダ ター イ 、 ア ー ミ ル ・ ピ ン ・ シ ェ ラ ー 
ヒ リ ・ シ ャ アビ ピー、 レ イス ・ ピ ビン ・ サ アド 、 ア マシ ュ ・ ム ハン 
マ ド ・ ピ ン ・ ジ ヤリ ル ・ タ バー リー、 ス フ ヤ ゼーン ・ サ ウリ “"、 
アブ ドウ ル ラ フ マ ー ン ・ ア ウザ ー イ 「 ア ツラ ー が 彼ら を お 慶び 
くだ さい ます よう に 」 が その 例 で て す 。 

サハ ー バ の 全て が 、 正 し い 道 に お いて 、 教 え を 伝え る 
星 で し た 。 そ の うち の 誰 で あつ て も 、 全 世界 を 正しい 道 へ と 導 
く の に 十分 な 存在 て し た 。 彼ら は ムジ ュ タ ヒド で あり 、 そ れ ぞ 
れ の 宗派 を 持つ て いま し た 。 多く の 宗 派 は 互い に 類似 する も の 
て し た 。 し か が し それ ら の 宗派 は まとめ られ ず 、 本 に され て いな 
い 為 、 そ れ ら に 従う こと は 不可 能 な の て す 。 こ の 四 人 の イマ ー 
ム の 宗派 、 す な わ ち 信じ 、 実 行 す べき 事柄 に 関し て イマ ー ム た 
ち が 伝 えた こと は 、 彼 ら 自 身 や その 弟子 た ち が ま と め 、 本 に し 
て いま す 。 今日 、 全 て の ムスリム が この 四 人 の イマ ー ム の い ず 
れ か の 宗派 に 属し 、 そ の 宗派 に 従 つ て 生き る こと 、 イ バー ダ を 
行う こと が 必要 て す 。 こ の 四 つ の 宗派 の どれ が に 従う こと を 望 
まな い 人 は 、「 ス ン ナ に 従う 人 」 で は な い の で す 。 

この 四 人 の イマ ー ム の 弟子 の うち 二 人 は 、 信 仰 に 関す 
る 知識 を 広め ゆる と いう 点 て 三 常 に 優れ て いま し た 。 こ れ に より 
、 信 条 、 信 仰 に お ける 宗派 は こつ と な り ま し た 。 ク ルアー ン と 
ハデ ィ ー ス に 適し た 正しい 信仰 と は 、 こ の 二 人 が 伝え た 信仰 な 
の て す 。 ス ン ナ に 従う 人 々 の 信仰 に 関す る 知識 を 地上 に 広め た 
の は 、 こ の 二 人 な の で す 。 一 人 目 は 「 ア ブー・ ハ サン ・ ア シュ 
アリ ー」 で あり 、 ヒ ジュ ジラ 歴 266 年 に バス ラ で 生ま れ 、330 年 に 
バグ ダ ツ ド て 亡くな り ま し た 。 二 人 目 は 「 ア ブー・ マ ンス ー ル 
・ マー チ ユ リ デ ィ ー」 で て あり 、333 年 に サマ ルカ ンド て 亡くな 
り ま し た 。 全 て の ムスリム の 信条 は この 俸 大 かな イマ ー ム の と ど ち 
ら が に 従う こと が 必要 と な り ま す 。 


アウ リヤ ー「 聖 人 」 の 宗派 も また 、 正 し いも の て す 。 
イス ラー ム か が か ら わ ず か で て も 離れ た も の て で は あり ませ ん 。 イ スラ 





[1] ス フ ヤ ー ン ・ ビ ン ・ ウ ヤ イ ナ は 198 年 「 西 暦 813 年 」 に マッ カ で 死 
夫 し まし た 。 
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ー ム を 、 世 俗 的 な 利益 の た め の 道 具 と し 、 財 産 や 地位 を 得る 為 
に 聖人 、 伝 道 者 、 宗 教 者 と し て 現れ る 嘘 に 満ち た 人 は いつ の 時 
代 に も いま し た 。 今日 で も 、 あ ら ゆ る 分 野 で 、 あ ら ゆ る 働き で 
、 あ ら ゆ る 任務 に お いて その よう な 人 々 が いま す 。 自 分 の 利益 
や 快楽 を 他 者 に 害 を 与え を る こと に よっ つて 確保 する よう な 人 々 を 
見 て 、 そ の よう な 人 々 が 混じり こん で いる 任務 、 分 野 の 全て を 
悪い も の と 見 な すこ と は 正しく な い 行 いて あり 、 無 知 な 行為 て 
す 。 だ か が ら 、 人 逸脱 し た 宗教 者 や 無知 で 見 せ か が かけ だ け の 宗派 に 属 
する 人 々 を 見 て 、 イ スラ ー ム 学者 、 神 秘 主義 者 、 そ し て 奉仕 の 
歴史 に お いて 誉れ ある ペー ジ を 満た し て きた 倍 大 な 人 々 を 壮 難 
し て は いけ な い の で す 。 そ うい つた 人 々 を 手 難 する 人 が 正しく 
な い の だ と いう こと を 理解 すべ くき を て で て す 。 ア ウリ ヤー に は 奇 中 が 
あり 、 そ れ ら は 正しく 、 真 実 て す 。 イ マー ム ・ ヤ フィ ー『! は 次 
の よう に 語 つ て いま す 。「 ア ブドウ ルカ ディ ル ・ ゲ イラ ー ニ ! 
の 奇 中 は 人 々 の 口 か がら 口 へ と 丘 常 に 広 ま つ て お り 、 そ れ を 疑う 
こと 、 人 信じ な いこ と は で き な い 。 な ぜ な ら あ ら ゆ る 場所 で それ 
が 広 ま つ て いる と いう こと は 、 そ の 「 テ バー テ ュ ユル 」 保 証書 の 
よう な も の だ か が ら で あ る 」 


礼拝 を 行う 人 に つい て は 、 イ スラ ー ム を 否定 する よう 
な 事柄 を 明白 に 、 強 制 さ れず に 語り 、 も し く は 用 い 、 カ ー フ ィ 
ル て ある こと が 理解 され た の て な い 限 り 、 他 人 に 従い 、 彼 は 力 
ー フ ィ イル だ と 述べ る こと は 許さ れ て いま せん 。 カ ー フ ィ ル の ま 
ま て 死ん だ こと を 確認 し て いな い 限 り 、 呪 うこ と も て きま せん 
。 カー フイ ル に 対し て て あれ 、 呪 うこ と は 許さ れ て いま せん 。 
従 つ て 呪い を 行わ か が いこ と が より よい と され ます 。 


5. 信仰 する べき 六 つ の 事柄 の うち 五 つ め は 、「 来 世 を 信 
じ る こと 」 で て す 。 この 時 の 始ま り は 、 そ の 人 の 死ん だ 日 て す 。 
キヤ ー マ 「 復 活 の 日 」 の 終わ り ま で で て です 。 「 最 後 の 日 」 と いわ 
れる の は 、 そ の 後に は も う 夜 が 来 な いこ と 、 あ る い は 世界 より 
後に 来る こと に ちな み ま す 。 ハ ディ ー ス て 伝え られ て いこ の 「 
日 」 は 、 私 た ち が 知 つて いる 夜 や 昼 と いつ た 意味 て は あり ませ 
ん 。 ある 時 、 を 意味 する も の て す 。 キ ヤー マ が いつ 起こ る が は 





[1]] アブ ドゥ ッ ラ ー・ ヤ ー フ ィ ー は 768 年 西暦 1367 年 」 に マッ カ で 
死去 し まし た 。 

[2] アブ ドゥ ルカ ディ ル ・ ゲ イラ ー ニ は 561 年 「 西 暦 1161 年 」 に バグ 
ダッ ド で 死去 し まし た 。 
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教え られ て いま せん 。 そ の 時 に つい て は 誰 も 理解 て まき て いま せ 
ん 。 し か が し 預 吉 者 ムハンマド は 多く の その 兆候 、 始 まり に つい 
て 教え られ まし た 。 マ フ デ イィ が 現れ 、 預 言 者 イー サー は 天 か が ら 
ダマ スカ ス に 下り ます 。 ヤ ジュ ジュ と 呼ば れる 人 々 が 各地 を 混 
乱 に 陥れ ます 。 太 陽 が 西 か ら 登 り 、 大 き な 地 震 が 起こ り ま す 。 

宗教 的 な 知識 は 忘れ 去ら れ ま す 。 悪 事 が は び こ り ま す 。 教 え を 
持た ず 、 道 徳 的 に いや し い 人 々 が 支配 者 と な り 、 ア ツラ ー の 命 
令 に 従う こと を 妨げ ます 。 あらゆる 場所 で 禁じ られ て いる 事柄 
が 実行 され ます 。 イ エメ ン か ら ー つ の 炎 が 上 が り ま す 。 天 と 山 
が 砕け 散り ます 。 太 陽 と 月 が 光 を 失い ます 。 海 が 互い に まじ り 
あい 、 沸 き 立 ち 、 干 上 が り ま す 。 


因 を 行う た ムスリム は 「 フ ァ アース フ 」 と 呼ば れ ま す 。 
ー ス クノ と カー フィ ル に は 、 幕 て 罰 が 与え られ ます 。 当 然 、 
この こと を 信じ る 必要 が あり ます 。 死者 が 墓 に 曹 か れる と 、 私 
た ち に は 知る こと の で き な い 形 で 復活 させ られ 、 安 楽 ま た は 和久 
が 彼 を 待ち 受け ます 。「 ム ンカ ル と ナ キ ル 」 と いう 二 人 の 天使 
が 未知 の 恐ろし い 人 の 姿 で 現れ 、 質 問 を する こと が ハデ イィ イース 
て 明白 に 説 か れ て いま す 。 慕 て の 問い は 、 一 部 の 学者 た ち に よ 
れ は ば 依 奈 の 一 部 に 関す る も の て あり 、 ま た 一 部 の 学者 に よれ ば 
信 償 の 全て に 関す る も の と な り ま す 。 だ か ら 子 供 た ち に 「 あ な 
た の 神 は ? あな た の 教え は ? あな た は 誰 の ウン マ ? キ ブ ラ は ど 
の 方 向 ? どの 宗派 ? 」 と いう 問い の 答え を 教え る べき な の で て す 
。 ス ン ナ の 道 を 行か な い 人 に は この 問い に 答え る こと が で てき な 
いこ と が 「 タ ジ キ ラ ー イ ・ フ ルト ウ ビ ー」") と いう 書物 で て 説 か 
れ て いま す 。 正しく 答え た 人 の 墓 は 広く な り 、 そ の 場 に 天国 へ 
の 窓 が 開 が かれ ます 。 朝 晩 、 天 国 の 様々 な 場所 を 見 る こと が て き 
、 ま た 天使 た ち に よ つ て よい 振る 舞い を 受け 、 吉 報 が 伝え られ 
ます 。 正 し い 答 え を 出す こと が て き な け れ ば 鉄 の 村 で 打 た れ 、 
その 声 を 人 間 や ジン 以外 の 全て の 被 造 物 が 聴き ます 。 墓 は 非常 
に 狭め られ 、 骨 が 互い に 重なり 合う ほど に 締め 付け られ ます 。 
地獄 が ら の 窓 が 開か が れ 、 朝 晩 地獄 の 光景 が 見 せら れ ま す 。 そ し 
て 墓 の 中 て 最後 の 審 鹿 ま て 重い 罰 を 受け ます 。 





[1]] タ ジ ど キ ラー イ ・ ク ルト ッ ゥ ピー の 著者 ムハンマド ・ ク ルト ッ ゥ ビー は 
671 年 a に 死去 し まし た 。 ム フタ サー ル ・ タ ジ キ ラ 
ー イ ・ ク ルト ッ ピ ー 簡 潔 版 は ハ キ ー カ トッ ゥ 出版 に よっ て 1421 年 「 
西暦 2000 年 」 に 新た に 出版 され まし た 。 


8 


死後 の 復活 を 信じ る こと が 必要 て す 。 胃 や 肉 が 腐り 、 
土 や ガス と な つた 後 、 人 の 肉体 は 再び 創造 され ます 。 魂 が 肉体 
に 入り 、 皆 、 墓 か ら 起き 上 が り ま す 。 こ の 時 の こと を 「 キ ヤー 
マ 「 復 活 」 の 日 」 と 呼び ます 。 


植物 は 空気 が から 二 酸化 災 素 を 、 土 か ら 水 と ミネ ラル 、 
すなわち 土壌 の 成分 を 吸収 し 、 こ れ ら を 一 体 化 さ せま す 。 これ 
に よっ て 有機 物 や 私 た ちの 器官 の 基盤 が 生じ ます 。 何 年 も か か 
る 化学 反応 「 触 媒 作 用 」 が 、1 秒 未満 の 時 間 て な され て いる こ 
と が 現在 て は 知ら れ て いま す 。 ち ょ うど この よう に 、 ア ツラ ー 
は 墓 の 中 て 、 水 、 二 酸化 将 素 、 土 壌 の 成分 を 合成 し 、 器官 や 獅 
子 を 一 瞬 て 創造 され ます 。 こ の よう な お 形 て 復活 させ られ る こと 
が 信頼 の て きる 知ら せ に よ つ て 説 か れ て いま す 。 科 学 の 知識 に 
よう て も 、 こ の こと が この 世界 に 置い て そもそも 行わ れ て いる 
こと が 明らか が に な つて いま す 。 


生命 を 持つ あら ゆる 存在 が 「 マ フシ ャ ヤル 」 の 場 に 集め 
られ ます 。 そ れ ぞ れ の 人 の 行い が 記載 され た 帳面 が 、 そ の 持ち 
主 の と ころ に も た ら さ れ ま す 。 地 と 天 、 細 胞 、 星 を 創造 され 、 
無限 の 力 の 主 で あら れる アツ ラー が これ ら を 行わ れ ま す 。 これ 
ら が 実現 する こと は 、 ア ツラ ー の 使者 が 伝え て いる の で て す 。 役 
が 語ら れ た こと は 当然 真実 て す 。 全 て が 実現 する の で す 。 


よい こと を 行 つ て きた 人 々 の 帳面 は 右側 から 、 因 を 犯 
し た 人 、 悪 り い 人 の 帳面 は 背後 も し く は 左側 が ら 渡 され ます 。 よ 
いこ と 悪い こと 、 重 要 な こと 基 細 な こと 、 秘 め ら れ た こと 秘め 
ず に 行 つ た こと 全て が 帳面 に 記さ れ て いま す 。 記録 の 天使 「 キ 
ラー マン ・ カ ー テ イィ ビー ン 」 が 知ら な いこ と で すら 、 人 の 肢体 
が 報告 を する こと も し く は アツ ラー が 告げ られ る こと に よっ て 
すべ て 明らか が に され 、 そ の 全て に つい て 勘定 が な され ます 。 マ 
フシ ヤル の 場 て で は 、 ア ツラ ー が 求め られ る 全て の 秘密 が 明らか が 
に され ます 。 天 使 た ち に は 「 地 と 天 で て あな た 方 は 何 を 行 つ た の 
が 」 と 、 預 詩 者 た ち に は 「 ア ツラ ー の 定め られ た こと を その し 
も べた ち に いか が に 伝え た の が か 」 と 、 皆 に は 「 預 吉 者 た ち に どの 
よう に 従 つ た の が か 。 あ な た 方 に 伝え られ た 役割 を どの よう に 果 
た し た の か が 。 互い の 間 に あ る 権利 を どの よう に 行使 し た の か が 」 
と 尋ね られ ます 。 マ フシ エル の 場 で は 、 債 仰 を 持ち 、 行 動 や 道 
徳 が 立 浜 て あっ た 人 々 に は 褒賞 と 恵み が 、 悪 い 性 格 を 持ち 誤 つ 
た 行動 を と っ て いた 人 々 に は 重い 久 が 与 えら れ ま す 。 
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アツ ラー は 、 ア ツラ ー に 何 も の か を 配 す る こと と 不信 
仰 以 外 は お 望み の 信者 の 大 小 全 て の 罪 を その 恵み に よ つ て 許さ 
れ ま す 。 多 神 教徒 や カー フイ ル と し て 死ん だ 人 は 決し て 詩 さ れ 
る こと は な いこ と が 告げ られ て いま す 。 啓典 を 持つ 、 あ る い は 
持た な いり カー フイ ル 、 す な わ ち 預 吉 者 ムハンマド が 全て の 人 々 
の 為 の 預 衣 者 て ある こと を 信じ な い 人 、 彼 が 伝え た 規定 、 す な 
わろ 命 念 や 禁止 事項 の どれ が か 一 つて あれ 好ま な い 人 は 、 そ の 状 
態 て 死ん だ 場合 当然 地獄 に 入れ られ 、 無 限 の 罰 を 受け ます 。 


審 鹿 の 日 に 、 行 為 や 行動 を 計る 為 、 私 た ち に は 知る こ 
と の て き な い 形 の 「 程 」 が あり ます 。 地 と 天 が 一 つの 受け 皿 に 
収まる 笠 て す 。 善 行 の 側 は 輝 か が し く 、 地 上 の 右側 、 天 国 の 側 に 
あり ます 。 固 の 側 は 暗く 、 地 上 の 左側 、 地 獄 の 側 に あり ます 。 
現世 て の 行い 、 吉 葉 、 考 え 、 視 点 は そこ て 形 を 得 て 、 よ いこ と 
は 輝 が か しく 、 悪 いこ と は 暗く 柄 く 見 え 、 こ の 衝 て 地 締 め ら れ ま 
す 。 こ の 衝 は 、 現 世に ある 笠 と は 全く 似 て いな いも の で す 。 重 
い 方 が 上 に な り 、 軽 い 方 が 下 に な る と 吉 わ れ て いま す 。 学者 の 
ー 部 に よる と 、 様 々 な 種類 の 竹 が ある と も 言わ れ て いま す 。 学 
者 の 多く は 、 種 が 何 個 あ つて どの よう な 形状 て ある が は 明らか 
に され て お ら ず 、 こ れ ら に つい て 考え る べき で は な いと し て い 
ます 。 


「 ス ラー ト 橋 」 と いう も の が あり ます 。 ス ラー ト 橋 は 
アツ ラー の 命 念 に より 地獄 の 上 に 設け られ ます 。 皆 に 、 こ の 橋 
を 渡る こと が 命じ られ ます 。 そ の 日 、 全 て の 預 吉 者 た ち が 「 主 
よ 、 平 安 を お 与え くだ さい 」 と 超 願 し ます 。 天 国 に 行く 人 々 は 
、 橋 を 簡単 に 渡り 、 天 国 に 入り ます 。 稲妻 の よう に 、 風 の よう 
に 、 も し く は 疾走 する 馬 の よ うに 、 こ の 人 々 は 橋 を 渡り ます 。 
スラ ー ト 橋 は 毛 よ り も 細く 、 辺 より も 鋭い の で す 。 現 世に お い 
て イス ラー ム に 従う こと も また この よう で す 。 イ スラ ー ム に 完 
全 に 従 お うと する こと は 、 ス ラー ト 橋 を 渡る こと に 似 て いま す 
。 現世 て 我 欲 と の 戦い の 困難 さ に 耐え た 人 々 は 、 来 世 て スラ ー 
ト 橋 を 容易 に 渡る こと が で きま す 。 イ スラ ー ム に 従わ ず 、 我 谷 
に 固執 し た 者 は 、 ス ラー ト 橋 を 渡る こと が 疾 常 に 困難 に な り ま 
す 。 だ が か ら こ そ ア ツラ ー は 、 イ スラ ー ム の 示す 正しい 道 に 「 ス 
ラー トウ ・ ム スタ キー ム 」 と いう 名 を 与え られ た の て で て す 。 この 
名 称 の 類似 性 は 、 イ スラ ー ム の 道 を 行く こと が スラ ー ト 橋 を わ 
た る こと の よう で て ある こと を 示し て いま す 。 地 獄 に 行く 人 々 は 
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スラ ー ト 橋 を 渡る こと が て きず 、 地 獄 に 落ち ます 。 

預 育 者 ムハンマド 「 ア ツラ ー が 祝福 と 平安 を お 与え く 
だ さい ます よう に 」 に 特有 の 「 カ ウサ ル の 泉 」 が あり ます 。 そ 
の 大 き さ は 歩い て 一 が 月 が か が かる 程 と 喜 わ れ ま す 。 水 は 乳 よ り も 
な お 白く 、 そ の 香り は 鷹 香 よ り も すばらし いと され て いま す 。 
周囲 に は 星 よ り も 多く の 杯 が あり ます 。 一 度 飲ん だ 人 は 、 地 獄 
に いた と し て も 二度と の どの 渦 き を 覚え ませ ん 。 

「 と りな し 」 は 真実 て す 。 悔 悟 せ ず 死 ん だ ムスリム の 
大 小 の 因 の 許し の 為 に 預 吉 者 た ち 、 聖 人 た ち 、 誠 実 な 人 た ち 、 
そし て 天使 た ち 、 そ の 他 ア ツラ ー が 主 し を 与え られ た 人 が と り 
な し を 行い 、 そ れ が 認め られ ます 。 預 吉 者 ムハンマド 「 ア ツ ッ ラ 
ー が 祝福 と 平安 を お 与え くだ さい ます よう に 」 は 「 わ が ウン マ 
の うち 、 大 因 を 犯し た 者 の 為 に と りな し を 行 お う 」 と 吉 わ れ て 
いま す 。 マ フシ ヤル の 場 て の と りな し に は 五 つ の 種類 が あり ま 
す 。 


ー つ め : 審 間 の 日 、 マ フシ ヤル の 場 の 混雑 と 長い 時 間 待 
た され る こと に 嫌気 を 感じ た 因 び と た ち が 叫 び 声 を あげ 、 少 し 
て も 早く 裁き が 行わ れる こと を 求め ます 。 この 為 に と りな し が 
行わ れ ま す 。 

ニニ つめ: 尋問 や 裁き が 容易 に 、 迅速 に 行わ れる よう 、 と 
りな し が 行わ れ ま す 。 


三 つ め : 固 を 犯し た 信者 が 、 ス ラー ト 橋 が ら 地 獄 に 落ち 
な いよ う 、 地 獄 の 罰 か が ら 救 われ る よう と りな し が 行わ れ ま す 。 


四 つ め : 罪 が 多く ある 信者 が 地獄 が か ら 出 られ る よう 、 と 
りな し が 行わ れ ま す 。 


五 つ め : 天国 て は 無限 の 恵み が あり 、 永 遠 に そこ に と ど 
まる こと が て きま す 。 し か し そこ に は 8 つの 段階 が あり ます 。 
皆 の 位階 は 、 信 仰 や 行動 の 程度 に よ つ て 決ま り ま す 。 天 国 に 行 
く 人 々 の 位階 が 上 が る よう 、 と りな し が 行わ れ ま す 。 

次 の 段階 に 、 天 国 と 地獄 が あり ます 。 天 国 は 七 層 の 点 
の 上 に あり ます 。 地 獄 は 全て の 下 に あり ます 。 5 段階 の 天国 と / 
段階 の 地獄 が あり ます 。 天 国 は 地球 や 太陽 、 天 より も より 大 き 
いと され ます 。 地 獄 は 太陽 より も 大 きい と され ます 。 
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6. 信仰 する べき 6 つの 事柄 の 6 つめ は 、「 運 命 と 、 よ い 
こと も 悪い こと も 全て アツ ラー か が か ら で ある こと を 値 じ る こと 」 
で て す 。 人 々 に 起こ る よい こと も 災い も 、 益 も 害 も 、 利 益 も 損失 
も 全て アツ ラー の 定め られ た こと な の で す 。 運命 「 力 ダル 」 と 
は 辞書 に よる な ら 、 多 さ を 測 定 す る こと 、 剤 断 し 命じ る こと と 
いう 意味 に な り ま す 。 多 さと 大 き さ 、 と いう 意味 に も な り ま す 
。 アツ ラー が 、 何 が の 存在 を 望ま れ て いた こと を カカ ダル と いい 
ます 。 カ ダル 、 す な わ ち 存在 する こと が 願わ れ た 事柄 が 実際 に 
存在 する こと を 「 カ ダー」 と いい ます 。 カ ダー と カカ ダル と いう 
言葉 は 、 互 い に 逆 の 意味 て 用 いら れる こと も あり ます 。 そ の 場 
合 、 カ ダー は 、 全 て の 時 間 を 通し て 創造 され る 全て の も の を 、 
アッ ラー が 前 も っ て 願っ て お られ た 、 と いう こと を 意味 し ます 
。 全 て の も の を 、 カ ダー に 従い 、 少 な のか つた り 多 か つた りす る 
こと な く 創 造 さ れる こと を カ グ ダル と いい ます 。 ア ツラ ー は 後に 
起こ る 全て の こと を 前 も つて 、 限 り の な い 過 去 に お いて 既に 、 
ご 存じ で し た 。 こ の 知識 の こと を 「 カ ダー と カカ ダル 」 と 呼び ま 
す 。 古 代 ギ リシア の 哲学 者 は これ を 「 永 遠 の 恵 み 」 と 呼び まし 
た 。 全 て の 被 造物 は この カカ ダー か ら 存 在 に 至 つ た の で す 。 限り 
の な い 過 去 に お ける 知識 に 適し た 形 で 物事 が 存在 する こと を 、 
カカ ダー と カ ダ ル と いい ます 。 カ ダル を 信仰 する 為 に は よく 理解 
し 、 値 じ る 必要 が あり ます 。 ア ツラ ー は 何 が を 創造 する こと を 
すでに 意志 され 、 求 め ら れ た の で あれ ば 、 そ の 量 の 多少 が 帰ら 
れる こと も な く 、 求 め ら れ た まま の 形 て 存在 する こと に な る の 
で す 。 存在 する こと を 望ま れ た こと が 存在 し な いこ と 、 存 在 し 
な いこ と を 望ま れ た こと が 存在 する こと は あり 得 ま せん 。 


あら ゆる 動物 、 植 物 、 生 命 を 持た な い 存 在 「 固 体 、 液 
体 、 気 体 、 星 、 微 粒子 、 原 子 、 電 子 、 電 磁 波 、 要 する に 全て の 
被 造物 の 動き 、 物 理 的 な 事象 、 化 学 反応 、 極 反応 、 エ ネル ギー 
の や り 取 り 、 生 命 体 に お ける 生理 的 な 作用 」 の 全て が 存在 する 
が し な いか が 、 し も べ の よい 行い 、 悪 い 行 い 、 現 世 と 来世 で て それ 
ら の 罰 を 受け る こと 、 そ し て あら ゆる 事柄 が 限り の な い 過 去 に 
お いて アツ ラー の 知識 に 存在 し て いた の て す 。 ア ツラ ー は これ 
ら 全 て を 前 も つて ご 存じ で し た 。 過 去 か ら 未 来 に の け て 発生 す 
る 全て の 物事 、 特 性 、 行 動 、 事 象 を 、 あ ら か が かじ めこ 存じ て あっ 
た 形 に 応じ て 創造 され る の で す 。 人 の 善悪 の あら ゆる 行い 、 ム 
スリ ム に な ら な いこ と 、 不 債 仰 、 意 志 的 に も し く は 望ま ず に 行 
う 全 て の 事柄 を 、 ア ツラ ー が 創造 され た の で す 。 創 造 さ れ 、 次 
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項 さ れる の は た だ アツ ラー で す 。 要 因 が 生じ させ た 全て の も の 
を 、 創 造 さ れ た の は た だ アツ ラー で て す 。 「 全 て を 要因 と 共に 創 
造 さ れる の て す 」 


例え ば 、 火 は も の を 焼き ます 。 し か し 燃焼 させ られ る 
の は アツ ラー な の で す 。 火 は 、 も の を 焼く こと に 何 の 関 係 も あ 
り ま せん 。 し か し 次 の よう な 法則 が あり ます 。 も の は 、 火 が 触 
れる こと の な い 限 り 、 そ こ に 燃焼 と いう 現象 は 創造 され な い の 
て す 。 火 は 、 燃 焼 温度 に ま て 温度 を 高め る と いう こと 以外 は 何 
も 行 つ て いま せん 。 和 有機 物 に 存在 する 爽 素 、 水 素 、 酸 素 に 結び 
つき を 与え 、 電 子 の や り と り を 生じ させ る の は 火 て は あり ませ 
ん 。 真実 を 見 る こと が て き な い 人 は 、 こ れ ら を 火 が 行 つ て いる 
と 考え ます 。 焼 き 、 燃 焼 反 応 を 生じ させ る の は 火 で は な い の で て 
す 。 酸 素 て も 、 熱 て も あり ませ ん 。 電 子 の や り 取 り で て も あり ま 
せん 。 焼 く の は 、 た だ アツ ラー な の て す 。 これ ら の 全て は 、 燃 
焼 の 為 の 要因 と し て 創造 され た の で す 。 知識 の な い 人 は 、 火 が 
焼い て いる と 考え ます 。 小学 校 を 終え た 人 な ら 、「 火 が 焼く 」 
と いう 斉 葉 を 気に入ら な いて し よう 。 空気 が 燃焼 させ て いる と 
言い ます 。 中 学校 を 終え た 人 は これ を 認め な いで て で しょ う 。 室 気 
中 の 酸素 が 燃焼 させ て と いう て しょ う 。 高 校 を 余 え た 人 は 、 燃 
焼 さ せる の は 酸素 だ け て は な く 、 電 子 を 惹き つけ る 要素 は 皆 、 
同じ 性 質 を 持つ 、 と いう で て し ょ う 。 大学 を 終え た 人 は 物質 と 共 
に エネ ルギー を も 計算 に 入れ ます 。 この よう に 知識 が 増え る に 
つれ て 、 物 事 の 内 面 に 近づい て いき 、 要 因 と 見 える も の の 背後 
に より 多く の 要因 が 存在 する こと を 理解 し て いく の で す 。 知識 
、 科 学 の 最高 地点 に ある 真実 を 下 接 ご 覧 に な つた 預 吉 者 た ちと 
、 そ の 偉大 な 人 々 の 後に 続き 、 知 識 の 大 海 か ら の し ずく に 出 会 
つう た イス ラー ム 学 者 た ち は 、 今 日 燃焼 させ る も の 、 作 用 を 生じ 
させ る も の と 考え られ て いる こと が それ ぞ れ 無力 て 力 の な い 要 
因 て あり 、 被 造物 て ある こと 、 真 に 作用 を 生じ させ る も の は 要 
因 て は な く 、 ア ツラ ー で て ある こと を 教え て いま す 。 


燃焼 させ る の は 、 ア ツラ ー な の て す 。 ア ツラ ー は 火 が 
な く て も 燃焼 させ る こと が て きま す 。 し か が し 火 に よっ て 焼く こ 
と は 法則 的 な こと に 過ぎ ず 、 も し 焼く こと を 望ま れ な けれ ば 火 
の 中 に あっ て も それ は 燃え ませ ん 。 預言 者 イブ ラー ヒー ム は 火 
の 中 て も 焼 が か れ ま せん て し た 。 ア ツラ ー は 役 を 愛さ れる が ゆえ 
に 、 そ の 法則 を 破 ら れ た の で す 。 実際 、 燃 焼 を 妨げ る 物質 を も 
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創造 され て いま す 。 これ ら の 物質 を 化学 者 が 発見 し て いる の て 
す 。 


アッツ ラー が 望ま れる な ら 、 全 て を 要因 な し て 創造 され 
た て し ょ う 。 火 が な く て も 物 は 燃え 、 食 べ な く て も 満腹 に な る 
こと が て きた て し ょ う 。 ま た 飛行 機 な し て 空 を 飛ぶ こと が て き 
た て し ょ う 。 無線 な し で て 、 遠 方 の 音 を 聞く こと が て きた で て しょ 
う 。 し か が し 恵み と し て 、 し も べ に 対す る よい 振る 舞い と し て 、 
全て の 創造 を 要因 と 結び 付け られ まし た 。 一 定 の 物事 を 、 一 定 
の 要因 と 共に 創造 する こと を 望ま れ た の で て です 。 そ の みわ ざ を 要 
因 の 下 に 隠さ れ ま し た 。 そ の お 力 を 、 要 因 の 下 に 隠さ れ た の で 
す 。 ア ツラ ー が 何 が を 創造 する こと を 求め る 人 は 、 そ の 要因 に 
働き か け 、 そ れ に よっ つ て それ に 達し ます 。 ラ ンプ を 灯す こと を 
望む 人 は 、 マ ツチ を 使い ます 。 オ リー ブ オ イル を 絞り 出す こと 
を 望む 人 は 、 搾 り 機 を 用 いま す 。 頭 が 痛い ロ 人 は 、 ア スピ リン を 
服用 し ます 。 天国 に 入り 、 無 限 の 恵み に 到達 し た い 人 は 、 イ ス 
ラー ム に 従う の で す 。 自 ら の 頭 を 銃 て 撃て ば 、 人 は 死に ます 。 
毒 を 飲む 人 も 死に ます 。 汗 まみ れ の と き に 水 を 飲む 人 は 病気 に 
な り ま す 。 因 を 犯し た 人 、 信 仰 を 失う 人 も 、 地 獄 に 入り ます 。 
皆 、 ど の よう な 要因 に 働き か ける の て あれ 、 そ れ が 要因 と な つっ 
て いる も の に 出会う の て す 。 ム スリ ム の 本 を 読む 人 は 、 イ スラ 
ー ム を 学び 、 気 に 入り 、 ム スリ ム と な り ま す 。 教 え を 持た な い 
人 た ちと 共に いて 、 彼 ら の 吉 葉 を 聞く 人 は 、 宗 教 的 に 無知 な 状 
態 と な り ま す 。 宗教 的 に 無知 な 人 の 多く は 、 カ ー フ ィ イル と な り 
ます 。 人 は 、 何 ら か の 場所 に 導く 要因 に 乗 つた 場合 に は 、 そ の 
場所 に 行く の で す 。 

神 が 顕 れる 時 、 全 て の こと を 容易 に な され る 

要因 を 創造 され 、 瞬 時 に それ を 恵まれ る 


アッ ラー が 物事 を 要因 と 共に 創造 され て いな けれ ば 、 
座 も 、 誰 か を 必要 と する こと は な か つた で て しょう 。 皆 、 全 て を 
アツ ラー が か がら 求め 、 何 が に 働き か ける こと は な が つた で しょ う 
。 そ の 場合 、 人 々 の 間 て 雇用 者 、 被 雇用 者 、 労 働 者 、 職 人 、 学 
生 、 教 師 、 そ の 他人 間 的 な 結び つき は 生じ 得 ず 、 世 界 の 均衡 は 
壊さ きれ て いた で し ょ う 。 美 し いも の と 醒 い も の 、 よ いも の と 悪 
いも の 、 従順 と 反抗 の 間 に 違 り が な か つた で し ょ う 。 


アッツ ラー が 求め られ さえ すれ ば 、 こ の 法則 を 他 の 形 で 
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創造 され た で て しょう 。 全 て を その 法則 に 応じ て 創造 され た て し 
よう 。 例 えば 、 ア ツラ ー が 望ま れれ ば 、 カ ー フ イル た ち 、 現 世 
て 自分 の 快楽 に 湧 れ て いた 人 た ち 、 人 を 傷つけ だ ます 人 を 天国 
に 入れ られ て いた で て し ょ う 。 信仰 を 持つ 人 、 イ バー ダ を 行う 人 
、 善 行 を 行う 人 を 地獄 に 入れ る こと も て きた で しょう 。 し か し 
クル アー ン の 言葉 や ハデ イー ス は 、 ア ッ ツラ ー が この よう に は 望 
まれ て いな いこ と を 示し て いる の で て す 。 

人 の 全て の 行い 、 望 ん で 行 つ っ た こと 、 望 まず に 行う つた 
こと 、 全 て の 行動 を 創造 され る の は アツ ラー て す 。 し も べ の 自 
発 的 な 行動 、 仕 事 を 創造 され る 為 、 人 に 「 意 志 」 を 与え られ 、 
この 選択 や 願望 が 、 行 い の 創造 へ の 要因 と され た の て す 。 し も 
べ が 何 か を 行なう こと を 望ん だ 場合 、 ア ツラ ー も それ を 望ま れ 
れ ば 、 そ の 行い を 創造 され ます 。 し も べ が それ を 求め ず 、 望 ま 
ず 、 ア ッ ツラ ー も それ を 望ま れ な けれ ば 、 そ の 行い は 想像 され ま 
せん 。 


アッ ラー が 望ま れれ ば 、 創 造 さ れ ま す 。 し も べ が 望ん だ 
行い を 創造 され る こと は 、 何 か に 炎 が 触れ た 際 に その も の の 燃 
焼 を 創造 され る こと に 似 て いま す 。 ナ イフ が 触れ る と 、 切 れる 
と いう 状態 が 創造 され ます 。 切 る の は 、 ナ イフ で て は な い の で す 
。 ナイ フ は 、 切 れる 為 の 要因 と な つて いる の て す 。 つ まり 、 し 
も べ の 自発 的 な 行動 、 彼 ら の 願い 、 行 動 の 選択 、 そ し て それ を 
望む こと を 、 有 要因 と 共に 創造 され る の て す 。 し か し 自然 界 の 動 
き は 、 し も べ の 求め る こと に は 結び つい て は いま せん 。 これ ら 
は た だ アツ ラー が 望ま れる こと に より 、 別 の 要因 と 共に 創造 さ 
れる の で て す 。 太 陽 の 、 細 胞 の 、 し ずく の 、 細 胞 の 、 細 菌 の 、 原 
子 の 物質 や 特性 、 動 き を 創造 され る の は た だ アツ ラー で て す 。 ア 
ツラ ー 以 外 に 創造 者 は いな い の て す 。 し か し 、 生 命 を 持た な い 
物質 の 動き と 、 人 間 や 動物 の 自発 的 な 動き の 間 に は 次 の 違い が 
あり ます 。 し も べ が 何 か を 行う こと を 望み 、 選 択 し 、 ア ッ ツラ ー 
も それ を 望ま れれ ば 、 し も べ を 動か され る の で す 。 し も べ が 行 
動 す る こと は 、 し も べ が 自ら で きる こと で て では な い の で す 。 さら 
に 人 は 、 ど の よう に 行動 し て いる か すら 知り ませ ん 。 人 の 全て 
の 動作 は 、 無 数 の 物理 的 、 科 学 的 な 事象 か ら 生 じ て い る の で す 
。 生命 を 持た な いも の の 動き に は 、「 選 択 」 は あり ませ ん 。 火 
が 触れ た 時 に 燃焼 が 創造 され る の は 、 火 が 焼く こと を 選択 し 、 
望ん だ が ら て は な い の で す 。 
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アツ ラー が 愛さ れ 慈 し まれ る し も べ に つい て 、 彼 の 善 
良 て 役に立つ 意志 を アツ ラー も 望ま れ 、 創 造 さ まれ ます 。 こ うい 
っ た 人 の 悪く 有害 な 意志 は アツ ラー も 望ま れず 、 創 造 さ れ な い 
の で す 。 こ うい つた し も べから は 常に よい 、 効 果 的 な 行い が 生 
じ ま す 。 彼 ら は 、 多 く の こ と が で き な か つっ た と 言っ つて 悲し み ま 
す 。 し が し これ ら が 有害 て ある 為 に 創造 され な が か つた と いう こ 
と を 考え 、 理 解 し て いれ ば 、 決 し て 悲し むこ と は な か つっ た で し 
よう 。 そ の こと を 喜び 、 ア ツラ ー に 感謝 し て いた て で しょ う 。 ア 
ツラ ー は 人 の 選択 、 自 発 的 な 行い を 、 彼 ら の 心 が 選 択 し 、 意 図 
し た 後に 創造 する こと を 前 も つて 意志 され 、 そ れ を 求め られ て 
いま し た 。 前 も っ つて この よう に 望ま れ て いな か っ た と すれ ば 、 
自発 的 な 行動 て すら 私 た ち が 求 め る こと な く 、 ア ツラ ー が 無理 
や り 創 造 さ れ て いた こと て し ょ よう 。 自発 的 な 行動 を 、 私 た ち が 
それ を 望ん て が から 行わ れる 理由 は 、 前 も つて その よう に 望ま れ 
て いた 為 て す 。 つ まり 、 ア ツラ ー の 意志 が 司 つ て いる の で す 。 


し も べ の 自発 的 な 行為 は 、 二 つの 事柄 が ら 生 じ ま す 。 
ー つ め は 、 し も べ の 選択 、 意 志 、 力 に よる も の で す 。 この 為 、 
し も べ の 行為 を 「 努 力 す る 」 と 呼び ます 。 努 力 は 人 の 特性 て す 
。 二 つめ は 、 ア ッ ラ ー の 創造 に よる も の て す 。 ア ツラ ー の 命 金 
、 禁止 、 善 行 、 久 は 人 に 努力 と いう 特性 が ある 為 て す 。 戦 列 者 
章 第 26 節 て は 、「 本 当 に アツ ラー は 、 あ な た が た を 創り 、 ま た 
あな た が た が 、 造 る も の を も 「 創 られ る 」。」 と され て いま す 
。 この 章 旬 て は 、 人 の 行動 に お いて その 心 に よる 選択 と 、 意 志 
が ある こと を 示し て いま す 。 強制 て は な いこ と を 明白 に 示し て 
いる の て す 。 だからこそ 、「 人 の 行い 」 と いわ れる の で て す 。 例 
えば 、 ア リー が 打つ た 、 折 つた と 吉 わ れ ま す 。 一 方 て 、 全 て が 
カカ ダー と カ ダ ル に よっ て 創造 され た こと を 明らか に し て いる の 
て す 。 

し も べ の 仕事 が な され る こと 、 創 造 さ れる こと に お い 
て まず この 仕事 を し も べ の 心 が 選 択 し 、 意 図 する こと が 必要 て 
す 。 し も べ は 、 力 が 及ぶ こと を 意図 し ます 。 こ の 望み 、 願 い を 
「 ケ ス ブ 「 努 力 、 春 開 」」 と いう の で て す 。 故 アー ミディ 師 は こ 
の ケス ブ プ ブ が 行い の 創造 の 要因 て で ある こと 、 影 響 を 与え て いる こ 
と を 述べ て いま す 。 こ の ケス ブ の 選択 で ある 行い の 創造 に 影響 
は 与え な い 、 と いう こと も 誤り で は な いで し ょ う 。 な ぜ な ら 創 
造 さ れ た 行い と し も べ の 求め た 行い は 別 も の て で は な いか ら で す 
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。 つ まり 、 し も べ は 望む こと 全て を 行う こと は で き な い の で て です 
。 望ん で いな いこ と が 創造 され る こと も あり ます 。 し も べ の 亜 
ん だ こと を 全て 行う こと 、 望 まな いこ と は 行わ な いこ と は 、 し 
も べ と し て の あり 方 に 適し た も の て は あり ませ ん 。 神 の 崇高 さ 
に 反発 する こと に な り ま す 。 ア ツラ ー が 恵み を 施さ れ 、 憐 れ み 
を 感じ られ 、 し も べ が 必要 と し て いる カカ ダル と 命 金 、 禁 止 事項 
に ス 違 うこ と が で て きる だ け の 力 と 強 さ 、 つ まり エネ ルギー を 王 
えら れ た の で す 。 例 えば 、 健 康 て お 金 も 持つ 人 は 、 生 涯 に 一 度 
ハッ ジ に 行く こと が てき ます 。 空 に ラマ ダー ン の 新 月 が 見 られ 
る と 、 毎 年 一 が 月 断食 を する こと が て きま す 。24 時 間 の 中 で て 5 
回 、 義 務 て ある 礼拝 を 行う こと が て きま す 。 ニ サー ブ の 量 に 達 
し て いる 財産 、 お 金 を 持つ 人 は 、 そ こ か ら ! 年 が 経由 する と そ 
の 40 分 の 1 の 金 と 銀 を 取り 分 け 、 ム スリ ム た ち に ザ カ ー ト を 支 
払う こと が て きま す 。 つ まり 人 は 自ら の 自発 的 な 行い を 、 望 む 
場合 は 行い 、 望 まな い 場 合 は 行わ な かい の て す 。 ア ツラ ー の 偉大 
さ は ここ て 理解 され る の で て す 。 無知 て 愚か て ある 人 は 、 力 ダー 
と カカ ダ ル の 問題 を 理解 て き な い 為 に 、 ス ン ナ の 道 を 行く 学者 た 
ちの 言葉 を 信じ な い の て す 。 し も べ の カカ と 選択 に つい て 疑念 を 
持ち ます 。 人 の 自発 的 な 行い に お いて も 、 無 力 て 強制 され て い 
る と 思い 込む の で す 。 一 部 の 行い に お いて し も べ の 選択 が な か が 
つた こと を 目 に し 、 ス ン ナ の 道 を 行く 人 々 を 丘 難し ます 。 こ の 
歪ん だ 吉 葉 は 、 彼 ら に 意志 と 選択 が ある こと を 示し て いる の て 
す 。 


何 が を 行う が 行わ な いか に 力 が 十分 で て ある こと を 「 フ 
ドウ ラ 」 と いい ます 。 行う が 行わ な いか と 選択 し 、 選 ぶ こ と を 
イフ テイ ヤル 「 選 択 」 こ と と いい ます 。 選 ば れ た こと を 行 お う 
と 望む こと を イラ ー ダ 「 望 むこ と 」 と いい ます 。 何 が が 受け 入 
れ ら れ 、 反 発 さ れ な いこ と を ル ザ ー「 受 け 入 れる こと 、 医 受 す 
る こと 、 満足 する こと 」 と いい ます 。 物事 の 実行 に 影響 を 与え 
る 奈 件 と 意志 と 力 を - つ に まとめ る こと を ハル ク 「 創 造 」 と 呼 
び ま す 。 影 響 の な い 形 て 、 一 つ に まとまる こと を 「 ケ ス ブ 」 と 
いい ます 。 選 択 す る も の 全て が 創造 者 て ある 必要 は な い の で す 
。 同様 に 意志 を 持つ も の が 皆 、 満 中 する こと は 必要 て は あり ま 
せん 。 ア ツラ ー を 、 創 造 者 か つ 選 択 者 と 呼び ます 。 し も べ を 、 
努力 者 が つ 選 択 者 と 呼び ます 。 


アツ ラー は し も べ の 従順 さ 、 あ る い は 罪 を 意図 され 、 
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創造 され ます 。 た だ し 、 従 順に は 満足 され 、 因 に は 満足 され ず 
、 それ を 好ま れ ま せん 。 全 て は アツ ラー の 意志 と 創造 に よ つ て 
存在 する の て す 。 家 畜 章 第 102 節 て は 「 そ れ が アツ ラー、 あ な 
た が た の 主 で ある 。 か が れ の 外 に 神 は な い の て ある 。 所 て の も の 
の 創造 者 て ある 」 と 命じ られ て いま す 。 


「 ム タツ ズ イ ラ 派 」 て ある 人 々 は 、 意 志 と 満足 の 間 の 
区 別 を 見 る こと が で きず 、 逸 脱し まし た 。 人 は 自ら が 望ん だ 行 
い を 自ら 創造 する 、 と いっ た の で す 。 「 ジ ヤブ リヤ ー 派 」 の 人 
々 は 、 完 全 に 逸脱 し て し まい まし た 。 創 造 な くし て 選択 が 存在 
し な いこ と を 理解 て き な か つた の で て す 。 人 に は 選択 が な いと 思 
い 込 み 、 人 を 石 や 新 と 同じ よう な も の と 見 な し た の で す 。 人々 
は 「 絶 対 に 訓 つ て いる こと て す が 」 因 を 犯し た こと に は な ら な 
いと し て いま し た 。 全 て の 悪事 を 行わ せる の は アツ ラー で て ある 
と いつ た の で て し た 。 ジ ヤブ リヤ ー 派 の 人 々 が いう よう に 人 に 意 
志 と 選択 が な けれ ば 、 悪 事 や 固 は アツ ラー が 無理 や り 行 わせ る 
も の な の て あれ ば 、 手 足 を 縛ら れ 山 から 転がり 落ち る 人 と 、 歩 
き な が ら 、 周 囲 を 確認 し な が ら 山 を 下り る 人 と の 行動 が 互い に 
異な つて は いな い は ず で て す 。 し か が し 前 者 が 転がる こと は 強制 さ 
れ た こと で て あり 、 後 者 が 歩い て 下り る こと は 意志 と 選択 に よる 
も の な の て す 。 こ の 間 の 違い を 見 る こと が て き な い 人 は 、 狭 い 
視野 を 持つ て いる の で す 。 さ ら に クル アー ン の 言葉 を 信じ て い 
な いこ と に な る の で す 。 ア ツラ ー の ご こ ご 命 念 、 茜 止 事 項 を 不要 な 
も の と 見 な し た こと に な る の て す 。 ム タツ ズ イ ラ 派 も し く は 運 
命 論者 と 呼ば れる 人 々 が いう よう に 、 人 が 望む こと を 自ら 創造 
する と 考え る こと は 、「 凡 て の も の の 創造 者 で て ある 」 と いう フ 
ルアー ン の 吾 葉 を 信じ な いこ と で て ある 上 に 、 創 造 に お いて 人 間 
を アツ ラー と 同位 に 買 く こと に な る の で す 。 

ジ シープ 派 の 人 々 は ムタ ツ ズ イラ 派 の 人 々 の よう に 、 人 
は 望ん だ こと を 創造 する と 喜 い ます 。 ロ バ が 棒 で て 打 た れ て も 水 
の 上 を 歩い て 行か な いこ と を その 証拠 と し て いま す 。 彼 ら は 、 
人 が 何 か を 行う こと を 望み 。 か フ つ フ ア ツ ラー が それ を 望ま な か つっ 
た 場合 に は 、 ア ツラ ー の 望ん だ と お り の 結果 に な る 、 と いう こ 
と を 考え な い の て す 。 ここ が か ら ム タツ ズ イ ラ 派 の 吾 葉 訓 つ て い 
る こと が 理解 され ます 。 つ まり 人 は 望む こと を 全て 行う こと は 
て きず 、 ま た 創造 する こと も て きま せん 。 彼 ら が いう よう に 人 
の 望む こと が 全て 実現 する の て あれ ば 、 そ れ は アツ ラー が 無力 
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て ある こと を 意味 し ます 。 ア ツラ ー は 無力 さがら 遠く か け 離 れ 
た 存在 て す 。 た だ 、 ア ツラ ー の 意志 に よっ つて 物事 が な る の て す 
。 全て を 創造 し 、 存 在 さ せら れる の は た だ アツ ラー で て です 。 ア ツ 
ラー て ある こと と は 、 こ うい うこ と な の で て す 。 人 間 に つ いて 「 
彼 は これ を 創造 し た 、 我 々 は これ を 創造 し た 、 彼 ら は これ を 創 
造 し た 」 と いう 形 て 話す こと 、 書 く こ と は 非常 に 醸 い 行為 て す 
。 アツ ラー に 対す る 不 散 で あり 、 不 信仰 の 要因 と な る も の て です 
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し も べ の 選択 や 行動 は 、 自 ら の 意志 に よっ つて な る も の 
て は な い 、 さ ら に は それ に つい て 知る も も し な い 、 無 数 の 物理 的 
、 化 学 的 、 生 理 的 な 事象 に よ つ て 生じ て いま す 。 こ の 細やか が かさ 
を 理解 し た 良心 を 備え る 科学 者 は 、 自 ら の 選択 に よる 行為 を 「 
私 が 創造 し た 」 と いう こと は いう に 及ば ず 、「 私 が 行 つ た 」 と 
いう こと に すら 苦痛 を 感じ ます 。 ア ツラ ー に 対し 恥ず が かしく 感 
じ る の で す 。 知識 、 理 解 力 、 そ し て 徳 が 不 十分 な 人 は 、 あ ら ゆ 
る 場所 て あら ゆる こと を 語る こと に 苦痛 を 感じ ませ ん 。 


アッ ラー は この 世界 て 全て の 人 々 に 憐 み を 掛け られ ま 
す 。 役 ら が 必要 と し て いる 全て の こと を 創造 され 、 皆 に 与え ら 
れ ま す 。 現世 で 快適 に 、 安 らい て 暮らせ る よう 、 来 世 で て も 永遠 
の 幸せ に 到達 する こと が て きる よう 、 何 を する べき が を 明白 に 
教え て お られ ます 。 自 分 の 我 欲 、 悪 友達 、 有 害 な 書物 や メデ 
ィ ア に 上 欺 か れ 、 不 倍 仰 や 逸脱 の 道 に それ て し まっ た 人 々 の うち 
、 お 望み の 者 を 導 か れ ま す 。 彼 ら を 正しい 道 に 導 か れる の で す 
。 残忍 で 粗暴 な 人 々 に は この 恵み を 与え られ る こと は あり ませ 
ん 。 彼ら を 、 彼 ら の 気 に い る 、 彼 ら の 求め る 、 そ し て は まり 込 
ん で いる 不信 仰 と いう 沼 て 放つ て お か が かれ ます 。 


「 イ ー テ イカ ドナ ー メ / 信 条 の 書 」 と いう 書物 の 翻訳 は 以 
上 で て す 。 こ の 翻訳 を 行 つ うた フエ イズ ツラ ー 師 は 、 エ ル ジ ン ジ ヤ 
ン の ケ マ フ の 町 の 出身 て す 。 長 年 、 シ ヨ ケ て 教授 職 に 就 い て い 
まし た 。1323 年 「 西 暦 1205 年 」 に 亡くな つて いま す 。 こ の 本 の 
作者 は メ ヴ ラー ナ ・ ハ ー リ ディ ・ バ ー ダ ディ ・ オ スマ ー ニ は 、 
ヒジ ュ ジ ラ 歴 1122 年 に バブ ダ ツ ド の 北部 に ある シェ エフ ラズ ル と い 
う 町 に 生ま れ 、1242 年 「 西 暦 1826 年 」 に ダマ スカ ス て 亡くな つっ 
て いま す 。 オ スマ ン ・ ズ イン ヌー ライ ン の 血 を 引く 人 て で あるこ 
と が か ら オ スマ ー ニ と 呼ば れ て いま す 。 弟 の メ ブ ラー ナ ・ マ フ ム 
ー ド ・ サー ビブ 師 に 、 イ マー ム ・ ナ ワー ウィ イー の 「 ハ ディ ー ス 


ー 93 - 


・ アル バイ ン 」 と いう 書 の 二 つ め の ハデ ィ ー ス で ある 、「 ジ ブ 
リー ル の ハデ ィ ー ス 」 と し て 有名 な ハデ ィ ー ス を 読ま せ て いた 
時 に 、 メ ブラ ー ナ ・ マ フ ム ー ド ・ サ ー ヒ ブフ 師 は この ハデ ィ イース 
を 解釈 し 、 書 く こ と を この 兄 に 求め ます 。 メ ヴ ラ ー ナ ・ ハ ー リ 
デイ は 競 の 輝かしい 心 を 満足 させ る 為 に この 願い を 受け 入れ 、 
この ハデ ィ ー ス の 解釈 を ペル シア 語 て 書い て いま す 。 

理性 よ 、 目覚 め 、 目 を 開き な さい 、 僅 大 か る アツ ラー に 親 願 し な さい 

その 道 か ら 決し て 離れ て は いけ な い 、 偉 大 な る アツ ラー に 編 願 し な さい 。 


日 に 五 回 礼拝 を し 、 ラマ ダー ン 月 に は 斎 戒 を 行い な さい 
財産 が あれ ば ザ カ ー ト を 支払 りな さい 、 偉 大 な る アツ ラー に 紋 願 し な さい 


いつ か あな た の 目 は 見 えな く な り 、 耳 は 聞こ えな く な る 
この 機会 は も は や 与え られ な い 、 偉大 な る アツ ラー に 趣 願 し な さい 


健康 の 豊か さ を 知り な さい 、 あ ら ゆ る 時 間 が 恵み て ある と 気づき な さい 
合金 に 従い な さい 、 僅 大 な る アツ ラー に 親 願 し な さい 


生涯 を 無駄 に 過ごし て は いけ な い 、 我 欲 に 力 を 与え て は いけ な い 
目覚 め な さい ! 不 注意 て ああ つて は いけ な い 、 偉大 な る アツ ラー に 赴 願 し な さい 


涯 が 多く あっ た と し て も アツ ラー か ら 望 み を 船 う て は いけ な い 
アツ ラー の 親 し は 豊か に ある の だ か ら 、 停 大 な る アツ ラー に 紛 願 し な さい 


夜明け 前 、 慈 起 が あら ゆる 場所 に 降り 注 が れる 
あな た の 心 が 清め られ る 、 偉 太る アツ ラー に 赴 願 し な さい 


アツ ラー の 名 を 思い 起こ し 、 魂 と 心 を 清め な さい 
ナイ チン ゲー ル の よう に 声 を あげ な さい 、 偉 大 る アツ ラー に 赴 願 し な さい 
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ジェ エレ フツ ディ ン ・ ム ニー リー の 書 科 集 
「 要 因 に 働き か ける こと が 必要 で て ある 」 


イン ド て 育つ た 偉大 な イス ラー ム 学 者 の 一 人 シェ レ フ 
ッ デ ィ ン ・ ア フ マ ド ・ ピ ビン ・ ヤ フ ヤ ・ ム ニー リー の 「 メ フト ウ 
ー バ パット / 書 億 集 」 と いう 書物 の 18 番 目 の 書 億 で は 次 の よう に 
述べ られ て いま す 。 


多く の 人 は 、 疑 いや 妄想 に よ つ て 行動 し 、 過 ち を 犯し 
ます 。 こ の よう な 誤っ つた 考え を 持つ 人 々 の 一 部 は 、「 ア ツラ ー 
は 我々 の イ バ ー ダ を 全く 必要 と し て いな い 。 我々 の イ バ ー ダ は 
アツ ラー に は 何 の 効 果 も な い 。 イ バー ダ を 行う 人 と 、 反 発し て 
それ を 行わ な いり 人 は 、 ア ッ ツラ ー の 偉大 さ の 前 て は 同等 で て ある 。 
イ バ ー グ を 行う 人 は 無駄 に 苦痛 や 苦労 を 味 わ つ て いる 」 と いい 
ます 。 こ の よう な 考え 方 は 誤り て で て す 。 イ スラ ー ム を 知ら な い ) 旋 
に この よう に 語 つ て いる の て で す 。 イ バー ダ が アツ ラー に と つて 
効果 の ある こと で あり 、 そ の 為 に アツ ラー が それ を 命じ られ て 
いる と 考え て いる の で す 。 こ の 考え 方 は 大 き な 誤 り です 。 あ り 
得 な いこ と を 事実 だ と 思い 込ん で いる の で す 。 人 の 行う イ バ ー 
ダ の 効果 は 、 た だ その 本 人 に と っ つて の も の て で て す 。 こ の こと を ア 
ツラ ー は 「 創 造 者 章 第 18 節 」 で 明白 に 示さ れ て いま す 。「 そ の 
身 を 清め る 者 は 、 唯 自分 の 殊 の た め に 清め る 」 こ の よう な 癌 っ 
た 考え を 持つ 人 は 、 食 事 療 養 を 行わ な い 病 人 に 似 て いま す 。 こ 
の 病人 に 医師 が 食事 療養 を 勧め ます 。 こ の 病人 は 「 自 分 が 食事 
療法 を し な く て も 医師 に は 何 の 害 も な い だ ろ う 」 と いい 、 食 事 
療法 を 行わ な い の で す 。 医師 に は 害 が な い 、 と いう 点 で は 事実 
て す 。 し か が し 自ら に 害 を 及ぼ し て いる の で す 。 医 師 は 自分 に と 
う て 効 果 が ある 為 て は な く 、 彼 が その 病気 か ら 救 われ る よう に 
と 食事 療法 を 勧め た の で す 。 医 師 の 勧め に 従え ば 、 尺 復 す る こ 
と が で きま す 。 従わ な けれ ば 死ん で し まう の で す 。 医 師 に は 何 
の 害 も あり ませ ん 。 


諾 つた 考え を 持つ 人 の 一 部 は 、 全 く イ バー ダ を 行い ま 
せん 。 ハ ラー ム て ある も の を 避け る こと も あり ませ ん 。 つ まり 
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イス ラー ム に 従い ませ ん 。「 ア ツラ ー は 気 前 の よい お 方 で あり 
、 蓄 悲 深い 。 し も べ を 深く 憐 れ ま れる 。 そ の 杉 し は 無限 に ある 
誰 に も 罰 は 与え られ な い 」 と 考え ます 。 そ う 、 最 初 の つの 
盲 葉 は 事実 て す 。 し か し 最後 の 方 の 言葉 は 誤り で す 。 こ こ て で シ 
ャ イタ ー ン が 彼ら を 欺 ロ いて いる の で す 。 反 抗 へ と 彼ら を 導い て 
いま す 。 理性 を 持つ 人 は シヤ イタ ー ン に 騙さ れ な い の で て す 。 ア 
ッ ラ ー は 気 前 よく 、 交 悲 深い お 方 で ある と 同様 、 そ の 罰 は 厳し 
いも の で て す 。 括 常に 苦し いも の て す 。 この 世界 て は 多く の 人 々 
が 貧困 や 苦痛 の 中 で て 生き て いる の を 目 に し ます 。 多く の し も べ 
に 、 軽 減 さ れる こと な く 苦 し み の 中 て 生活 させ て お られ ます 。 
気 前 よく 、 糧 を 与え る お 方 て ある 一 方 て 、 農 業 て 農民 が 苦し む 
こと な く 一 切れ の パン を 与え られ る こと も あり ませ ん 。 全 て を 
生か が され る お 方 て ある 一 方 て 、 飲 み 食い し な い 人 々 を 生か が され 
る こと は あり ませ ん 。 楽 を 用 いな い 病 人 を 癒さ れる こと も あり 
ませ ん 。 生 きる こと 、 病 気 に な ら な いこ と 、 財 産 を 得る こと と 
いつ た 現世 で の 恵み の 全て に つい て 要因 を 創造 され 、 そ の 要因 
に 働き か け な い 人 に は 憐れみ を か けら れる こと は な く 、 現 世 で て 
の 恵み を 与え られ な い の で す 。 薬 は 、 疾 物質 的 ・ 物 質 的 な 二 つ 
の 部 分 か ら な り ま す 。 全 て の 病気 を 癒す 非 物質 的 な 薬 は 、 サ ダ 
力 を すす る こと 、 ド ウ ア ー を する こと で て す 。 「 病 気 に な つた 時 に 
は サダ カカ を し て 、 回 復 し な さい 」「 多 く の 悔 悟 を 行う こと は 、 
全て の 苦痛 へ の 薬 で ある 」 と いう ハデ ィ ー ス は 有名 で て す 。 物質 
的 な 薬 は た くさ ん あり ます 。 経験 に よ つ て 理解 され る の で す 。 
非 物質 的 な 楽 を 用 いる こと は 、 物 質 的 な 薬 を 見 出す 助け に も な 
り ま す 。 来 世 て の 恵み を 得る こと も また 、 こ の よう で す 。 不信 
仰 は 、 心 と 魂 を 殺す 毒 の よう な も の で て す 。 人 怠 情 て ある こと も 、 
魂 を や ませ ます 。 これ ら に 薬 が 与え られ な けれ ば 、 魂 は 病み 、 
死ん て し まい ます 。 不信 仰 や 無知 で て ある こと の 唯一 の 薬 は 、 知 
識 て あり 、 英 知 て す 。 人 騙 情 さ の 薬 は 、 礼 拝 す る こと 、 全 て の イ 
バー ダ を 行う こと で す 。 誰 が が 毒 を 飲み 、「 ア ツラ ー は 慈 章 深 
い お 方 て ある 。 私 を 毒 の 害 か ら 守 られ る 」 と いつ て いれ ば 、 役 
は 病気 に な つて 死ん て し まう て し ょ う 。 下 痢 を し て いる 人 が ひ 
まし 油 を 飲め ば 、 和 糖尿 病 の 人 が 甘い も の や 粉 も の を 食べ れ ば 、 
病状 が 悪化 し ます 。 人 の 肉体 は 鐵 細 で 壊れ や すい も の て あり 、 
必要 て ある 物質 「 食 べ 物 、 衣 服 、 住 居 」 が 多く あり ます 。 これ 
ら を 見 つけ 、 イ スラ ー ム に 適し た 形 て 利用 する 為 に 用 意 す る こ 
と は 非常 に 困難 て す 。 こ の 仕事 を 容易 に する た め に 、 人 に は 「 
我 欲 」 と いう また 別 の 力 が 与え られ て いる の で す 。 動 物 に は こ 
の カカ が 創造 され る 為 の 理由 が あり ませ ん 。 我 欲 は 、 肉 体 に 必要 
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な 事柄 が な され る こと を 求め ます 。 それら を 十分 すぎ る ほど 行 
うこ と は 我 欲 に と つて 心地 よい も の で て す 。 我 欲 の 求め る も の を 
「 欲 望 」 と いい ます 。 欲望 が 理性 と 相談 する こと な く 、 必 要 以 
上 の こと を 行う こと は 、 心 と 体 、 そ し て 他 者 に 害 を 及ぼ し 、 涯 
と な り ま す 。 「 永 遠 の 幸 福 」 の 32 ペ ー ジ を 参照 に し て くだ さい 
。 裏 つ た 考え を 持つ 人 の 一 部 は 、 絶 食 を し て 修行 を 行い ます 
。 これ に よ つ て イス ラー ム が 好ま な い 欲望 、 怒 り 、 快 楽 へ の 欲 
望 を 根本 か が から 絶 つこ と を 願 つ て いま す 。 イ スラ ー ム が これ ら を 
消し 去る こと を 命じ て いる と 考え て いる の で て す 。 長 い 時 間 空 腹 
の 苦し み を 味わい 、 こ れ ら の 悪い 欲望 が 消え 去れ な いこ と を 目 
に し 、 イ スラ ー ム が 実現 不可 能 な こと を 命じ て いる と 考え る の 
て す 。「 イ スラ ー ム の この 命令 は 実行 不可 能 だ 。 人 は その 本 質 
に ある 性 格 か が ら 救 われ る こと は て き な い 。 これら か ら 救 われ る 
為 に 努力 する こと は 、 黒 い 人 を 白く する よう な も の て ある 。 で 
きも し な いこ と を 行 お うと 努力 する こと は 、 人 生 を 無駄 に 費 や 
すこ と で ある 」 と いつ っ て いる の で て で す 。 彼ら は 誤 つ た 考え を 持ち 
、 誤 つた 行動 を し て いる の て で て す 。 特 に イス ラー ム が この よう な 
こと を 命じ て いる と 考え る こと は 、 ま さ に 無知 て 愚か な こと で 
す 。 な ぜ な ら イ スラ ー ム は 、 起 りや 欲望 と いつ た 人 間 ら し いあ 
り 方 を 消し 去る こと を 命じ て は いな い の で す 。 こ の よう に 語 

こと は イス ラー ム へ の 中 傷 と な り ま す 。 イ スラ ー ム が この よう 
な こと を 命じ て いた と すれ ば 、 教 え の 主 て ある 預 吉 者 ム ハ ン マ 
ド に そう いつ た た 特質 が な が つた こと で て で しょう 。 し か し 預 吉 者 ム 
ハン マ ド は 「 私 は 人 間 で て ある 。 皆 と 同様 、 私 も 怒る 」 と いわ れ 
て いま し た 。 時 に 立腹 され て いる の が 見 られ て いま し た 。 そ の 
怒り は 常に アツ ラー の 為 て し た 。 ア ツラ ー は クル アー ン の イム 
ラー ン 家 章 第 134 節 で て 「 怒 り を 押え て 人 びと を 寛容 する 者 」 を 
賞 堆 さ れ て いま す 。 怒ら な い 人 を 賞 貸 さ れ て は いな い の で て です 。 
誤 つ た 考え を 持つ 人 々 が 「 人 は 欲望 を 消し 去る べき だ 」 と いう 
こと は 、 大 き な 間 違い な の で す 。 預 斉 者 ムハンマド が ? 人 の 妻 
を 持つ た こと は 、 こ の 青葉 が 過ち て ある こと を 明白 に 示し て い 
ます 。 誰 が が 性 欲 を 失 つ た の て あれ ば 、 薬 を 飲ん て それ を 得 な 
けれ ば いけ な い の で す 。 怒り に つい て も 同様 て す 。 人 は 妻 と 子 
供 を 怒り と いう 性 質 に よ つ て 守り ます 。 イ スラ ー ム の 敵 に 対し 
、 こ の 人 性質 の 助け に よ つ て 戦い ます 。 子供 を 持ち 、 死 後に 誉れ 
と 共に 思い 起こ され る こと は 、 性 欲 に よ つ て 可能 と な り ま す 。 
これ ら は イス ラー ム が 賞賛 し 、 好 む 事 柄 な の で て す 。 


イス ラー ム は 欲望 や 怒り を 消し 去る こと て は な く 、 そ 
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の 二 つ を コン トロ ー ル し 、 教 え に 適し た 形 て 用 いる こと を 命じ 
て いま す 。 騎士 が 馬 を 、 猟 師 が 犬 を 殺す こと て は な く 、 役 ら を 
し つけ 、 彼 ら の 役に立つ よう に する こと が 必要 な の と 同様 です 
。 つ まり 、 欲 望 と 怒り は 、 猟 師 の 犬 、 騎 士 の 馬 の よ う で て です 。 こ 
の 二 つ が な けれ ば 、 来 世 て の 恵み を 獲得 する こと も て きま せん 
。 し が し これ ら を 活用 し て 益 を 得る 為 に は 、 し つけ を し 、 教 え 
に 適し た 形 て 用 いる こと が 必要 な の て す 。 し つけ を 受け ず 、 熱 
情 の まま に 教え の 定め た ライ ン を 越え る の て あれ ば 、 人 を 滅亡 
へ と 導き ます 。 修行 を 行う こと は この ニニ つの 性 質 を 消し 去る た 
め て は な く 、 し つけ を し て 教え に 従う よう する 為 な の て す 。 こ 
れ を 可能 に する こと は 、 誰 に と つて も 可能 な こと で て す 。 文明 と 
は 、 原 子 の 力 を 利用 する こと 、 ジ ェ エ ツ ト 機 を 造る こと て は あり 
ませ ん 。 文明 と は これ ら を 人 間 へ の 奉仕 の 為 に 用 いる こと で て す 
。 これ は イス ラー ム に 従う こと て 可能 と な り ま す 。 


課 つ た 考え を 持つ 四 番 目 の ブ ルー プ は 、 彼 ら 自 身 を 欺 
いて いま す 。 「 全 て が 前 も つて 定め られ て いた こと だ 。 子供 や 
生ま れ て くる 前 に 「 重 鎮 」 に な る か が 「 罪 人 」 に な る が 決ま つて 
いる 。 これ は 後 が か ら 変わ る こと は な い 。 だ か が か ら イ バー ダグ を 行う 
こと に 価値 は な いり 」 と いう の で す 。 預 言 者 ムハンマド は カ グ ダー 
と カ グ ダル が 変わ ら な いこ と 、 全 て が 前 も つて 定め られ て いた こ 
と を 説 め か れ た 時 、 教 友 た ち は 次 の よう に いい まし た 。「 そ の 定 
め を 信頼 し 、 イ バー ダ を や ら な く て も いい の で て で は 」 預 詩 者 ム ハ 
ンマ ド は 役 ら に 対し 、「 イ バー ダ を 行い な さい ! 前 も つて 定め 
られ て いた こと を 行う こと は 費 に と つて 容易 で ある 」 と 答え ら 
れ ま し た 。 つ まり 、 ア ツラ ー が 前 も つて 重鎮 に な る と 定め られ 
た 人 は 、 こ の 世界 て 重 鎖 と し て の 行動 を と る の て す 。 こ こ か ら 
理解 され る こと は 、 前 も つて 重鎮 と 決め られ た 人 が イ バ ー ダ を 
行う こと 、 蛋 人 と いわ れ た 人 が 反発 する こと 、 健 康 に 生き る こ 
と が 定め られ た つ 人 が 現世 て 糧 と 薬 を 口 に する こと 、 病 気 に な 
っ て 死ぬ と 定め られ た 人 が 糧 や 薬 を 口 に し な いこ と と 似 て いま 
す 。 空 腹 や 病気 て 死ぬ こと が 前 も つて 定め られ て いる 人 は 、 糧 
や 食料 を 得る こと が か な わな い の で す 。 豊か に な る こと が 定め 
られ た 人 に は 、 利 益 を 得る 道 が 開か が かれ ます 。 東部 に 行く こと が 
定め られ た 人 に は 、 西 部 に 行く 道 が 閉ざさ され ます 。 私 た ち が 知 
る 小話 に よれ ば 、 天 使 ア ズラ ー イ ー ル が 預 吉 者 スラ イマ ー ン の 
そば に 来 た 時 、 そ こ に いた 人 の 顔 を 注意 深く 見 つめ て いま し た 
。 この 人 は 、 天 使 の この 厳し い 視 線 を 恐れ まし た 。 アズ ラー イ 
ー ル が 去る と 、 ス ライ マー ン に 雪 願 し 、 風 に 命 信 し て 自分 を 西 
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の 国 の どこ か に 運び 、 ア ズラ ー イ ー ル か が ら 助 ける よう 求め まし 
た 。 ア ズラ ー イ ー ル が 再び 戻 つ て きた 時 、 ス ライ マー ン は な ぜ 
その 人 の 顔 を 厳し い 視 線 て 見 つめ た の か が を 尋ね まし た 。 ア ズラ 
ー イ ー ル は 「 一 時 間 後 、 西 の 国 の 町 の 一 つて 彼 の 命 を 取る こと 
を 命じ し られ て いた 。 彼 が あな た の そば に いる の を 見 て 驚い た 為 
に 注意 深く 見 つめ た の だ 。 命 多 に 従 つて 西部 に 行く と 彼 が そこ 
に お り 、 私 は 彼 の 命 を 取 つ た 」 と 答え まし た 。 こ の 小話 は ジェ 
ラー レツ ディ ン ・ ル ー ミ ー" の 「 マ スナ ヴィ イ ー」 と いう 本 て 長 
く 説 明 さ れ て いま す 。 こ の よう に 、 前 も つて 定め られ て いた こ 
と は 命 信 て で は な く 、 知 な の で す 。 前 も つて 定め られ て いた カカ ダ 
ル が 実現 する 為 、 こ の 人 は アズ ラー イー ル を 恐れ まし た 。 ア ズ 
ラー イー ル は その カ グ ダル に 従 つ た の で す 。 前 も つて 定め られ て 
いた こと が 、 要 因 の つなが り と 共に 実現 し た の で す 。 同様 に 、 
前 も つて 重鎮 に な る と 定め られ て いた 人 は 、 依 仰 す る こと 、 修 
行 し て 悪い 性 質 を 取り 除く こと が 可能 と な り ま す 。 家 畜 章 第 
125 節 て は 「 凡 そ ア ツラ ー が 導 こ うと 御 望 み に な つた 者 は 、 イ 
スラ ー ム の た め に その 胸 を 開く 」 と され て いま す 。 前 も つて 苦 
人 と な る こと が 知ら れ て いた 人 、 す な わろ ちろ 地獄 に 行く こと が 定 
め ら れ て いた 人 は 、「 イ バー ダ を 行う 必要 は な い 。 皆 、 重 鎮 に 
な る が 罪人 に な る か 前 も つて 決め られ て いる 」 と いい ます 。 こ 
の よう に 考え 、 イ バー ダ を 行わ な く な る の て す 。 こ の よう に 考 
えて イ バ ー ダ を 行わ な く な る こと は 、 役 が 前 も つて 固 人 と な る 
こと を 定め られ た こと を 示す の て で て す 。 この よう に 無知 て で あるこ 
と が 定め られ た 人 は 「 全 て は 前 も つて 定め られ て いる 。 無知 て 
ある こと が 定め られ て いる 人 が 学ぶ こと に は 何 の 効 果 も な い 」 
と 考え ます 。 こ の よう に し て 学ば ず 、 努 力 せ ず 、 無 知 な まま で て 
いる の で て す 。 誰 か が 農業 に 従事 し て 豊か な 財産 を 得る こと が 定 
め ら れ て いれ ば 、 畑 を 耕し 、 種 を 撤 く こと が で きま す 。 重鎮 と 
定め られ た 人 が 信仰 を 持ち 、 イ バー ダ を 行う こと 、 固 人 と 定め 
られ た 人 が カー フィ ル と な る こと 、 反 抗 す る こと も これ と 同様 
て す 。 愚か な 人 は これ を 理解 て で き な い の て す 。 「 依 仰 や イ バ ー 
ダ を 行う こと と 前 も つて 重鎮 と 定め られ て いる こと 、 も し く は 
教え を 否定 し 反抗 する こと と 因 人 と な る こと の 間 に ど の よう な 
関係 が ある の が 」 と 考え ます 。 浅 い 考 えて この こと を 理解 し よ 
うと し ます 。 全 て を 自ら の 考え て 読み 取 ろ うと し ます 。 し か し 
人 の 知性 に は 限界 が あり ます 。 知 性 の 及ば な いこ と を 知性 て 理 





ッ デ ィ ン ・ ル ー ミ ー は 672 年 「 西 暦 1273 年 」 に コン ヤ 
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和解 し よう と する こと は 、 無知 な こと で あり 、 愚 か な こと な の で 
す 。 こ の よう に 考え る 人 が 愚か で て ある こと が わか り ます 。 預 謀 
者 イー サー「 ア ツラ ー の 祝福 あれ 」 は 次 の よう に 語っ つて いま す 
。 「 生 まれ つき 目 が 見 えな い 人 の 目 を 見 える よう に する こと 、 
さら に 死ん だ 人 を 蘇ら せる こと は 私 に は 困難 で は な い 。 し か し 
愚か な 人 に 、 正 し いこ と を 説く こと は で き な か つた 」 ア ツラ ー 
は 無限 の 智 と 英知 で 一 部 の し も べ を 天使 の 位階 に まで 高め ます 
。 さら に は 天使 を し の ぐ ほ ど に も な り ま す 。 一 部 の し も べ は 犬 
や 豚 の 位階 に ま て 販 め られ る の で す 。 

第 18 の 手紙 の 翻訳 は ここ まで て て す 。 

ジン エレ フリ ツリ ディ イシ : アフマド ・ ピ ビン ・ ヤ フ ヤ ・ ム ニー 
リー の 「 メ フト ウー バツ ト / 書 筒 集 」 と いう 書物 に は 、100 の 手 
紙 が あり ます 。/7/41 年 「 西 暦 1339 年 」 に 書か が れ 、1329 年 「 西 礎 
1911 年 」 に イン ド て 出版 され て いま す 。 イ スタ ン ブ ー ル で は ス 
レイ マニ エ 図 書館 に 手書き の も の が あり ます 。/ 番 目 の 手 紙 て 
は 次 の よう に 語ら れ て いま す 。 


サー ダ 「 幸 福 」 と は 、 天 国 に 行く 人 と な る と いう こと 
て す 。 シ ヤ カ ー ワ 「 罪 人 」 と は 、 地 獄 に 行く 人 と な る と いう こ 
と て す 。 サ ー ダ と シャ カー ワ は アツ ラー の ニニ つの 宝庫 の よう で て 
す 。 一 つめ の 宝庫 の 鍵 は 、 従 順 と イ バ ー ダ て す 。 二 つめ の 宝庫 
の 鍵 は 、 不 服従 と 大 て す 。 ア ツラ ー は 全て の 人 に つい て 、 重 鎮 
「 サ イイ ド 」 が シャ ヤキ ー「 因 人 」 が に な る こと を 前 も つて ご 存 
じ て す 。 こ の 知識 を 「 力 ダル 」 と いい ます 。 額 に 記さ れ た 文字 
、 と も いい ます 。 重鎮 と な る こと が 前 も つて 知ら れ て いた 人 は 
、 ア ツラ ー に 服従 し ます 。 因 人 と な る こと が 前 も つて 知ら れ て 
いた 人 は 、 常 に 固 を 犯し ます 。 現 世 で て は 、 人 が 重鎮 て ある が 固 
人 て ある が は その 行動 か ら 理解 され ます 。 来 世 を 考え る 宗教 学 
者 た ち は 、 人 が 重鎮 て ある が 固 人 て ある か を この よう に 理解 し 
ます 。 現 世に ふけ つて いる 学者 た ち は こ の こと を 知ら ず に いま 
す 。 全 て の 誉れ や 恵み は アツ ラー に イフ ラー ス を 持つ て 従い 、 
イ バ ー ダ を 行う こと に あり ます 。 全 て の 悪 や 苦し み は 、 因 を 犯 
す 事 が ら 生 じ ま す 。 人 の 苦し みや 災い は 罪 の 道 か ら も た ら さ れ 
ます 。 安定 や や すら きも 、 ア ツラ ー へ の 服従 と いう 道 か ら も た 
ら さ れ ま す 。 ア ツラ ー の 法則 は この 通り で て あり 、 こ れ を 誰 も 変 
える こと は で て きま せん 。 我 欲 に と つて 容易 て 甘美 で て ある こと を 
、 幸福 だ と 見 な すべ き て は あり ませ ん 。 我 欲 に と つて 困難 て あ 
り 、 つ らい こと を 災い で て ある と 見 な すべ き で は な い の で す 。 エ 
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ル サ レ ム の アル ・ ア フサ ・ モ スク フ て 何 年 も 祈念 や イ バ ー ダ を 行 
う て 過 ご し て いる 人 が 、 イ バー ダ の 条件 と イフ ラー ス を 学ん で 
いな か つた 為 に サジ ュ ダ を 放棄 し た 時 に は 非常 に 甚大 な 害 を な 
し 、 彼 は 駄目 に な つて し まい まし た 。 洞窟 の サハ ー バ た ちの 犬 
は 、 入 れ た も の て ある の に 、 誠 実 な 人 々 に つい て 数 歩 、 歩 いた 
と いう だ け て 非常 に 高め られ 、 決 し て 落ち る こと も な く な つた 
の で て す 。 こ の 状態 は 人 々 を 驚か せま す 。 何 世紀 に も わた つて 学 
者 た ち は こ の 神秘 を 読み 解く こと が て きま せん て し た 。 人 の 理 
性 は この 英知 を 理解 する こと が できない の で す 。 預言 者 アー グ ダ 
ム に 、 天国 の 果実 を 食べ る こと が 禁じ られ 、 し か し 彼 が それ を 
食べ る こと を アッツ ラー は 前 も つて ご 存じ し で ある 為 、 そ れ を 望ま 
れ ま し た 。 シ ャ イタ ー ン に 預 斉 者 アー ダム へ の サジ ユダ グ が 命じ 
られ 、 そ し て サジ ュ ダ し な いこ と を 望ま れ ま し た 。 「 私 を 探し 
求め な さい 」 と 言わ れ 、 し か し イフ ラー ス を 持た な い 人 が アッ 
ラー を 見 出す こと を 望ま れ ま せん で し た 。 神 の 道 を 行く 人 は 、 
「 ま つた く 理 解 て き な い 」 と し が いえ ず に 来 た の で す 。 我 々 は 
どの よう に 捉え る べき て し ょ う が 。 ア ツラ ー は 、 人 々 が 信仰 す 
る こと 、 イ バー ダ を 行う こと を る 必要 と し て いる わけ で は あり ま 
せん 。 カ ー フ ィ ル と な る こと 、 因 を 犯す こと も 、 ア ツラ ー に は 
何 の 害 も 及ぼ し ませ ん 。 ア ツラ ー は 被 造物 を 一 切 の 形 て 必要 と 
は され な い の で す 。 知識 は 迫害 を 取り 除く 為 の 、 無 知 は 固 を 犯 
す 事 の 要因 と され まし た 。 知 識 か ら 信仰 や 服従 が 生じ 、 無 知 て 
ある こと か が ら は 不信 仰 と 罪 が 生じ ます 。 服 従 は 、 と て も 小さ な 
も の て あつ た と し て も それ を 逃す べき で て は あり ませ ん 。 固 は 、 
非常 に 小さ な も の に 見 えた と し て も 、 そ れ に 近づい て は いけ な 
い の て す 。 イ スラ ー ム 学者 た ち は 次 の よう に 語 つ て いま す 。 三 
つの こと は 、 三 つの 事柄 の 要因 と な り ま す 。 服従 は 、 ア ツラ ー 
の ご 満悦 を 得る 旋 の 要因 て す 。 因 を 犯す こと は アツ ラー の お 把 
り の 要因 と な り ま す 。 信 仰 する こと は 、 誉 れ 高く 、 尊 い 存 在 と 
な る こと の 要因 て す 。 だ か が ら 、 小 さ な 因 を 犯す こと て すら 、 十 
分 に 避け る べき な の て す 。 ア ツラ ー の お 怒り は 、 一 つの 固 か ら 
生じ 得 ま す 。 全 て の 信者 に つい て 、 自 分 より も よい と 見 な すべ 
き て す 。 そ の 信者 が 、 ア ツラ ー が 深く 愛さ れる し も べ て ある か 
も 知れ な いかが から て す 。 そ れ ぞ れ の 人 に と つて 、 前 も つて 定め ら 
れ て いる こと は 、 決 し て 変え る こと は て きま せん 。 常 に 固 を 犯 
し 、 全 く 服 従 し た こと の な い ム スリ ム で も 、 ア ツラ ー が 望ま れ 
る 場合 は 許さ れ ま す 。 典 和牛 章 第 30 節 で て 天使 た ち が 「 あ な た は 地 
上 て 悪 を 行い 、 血 を 流す 者 を 買 か れる の て すか が か 」 と いつ た 時 、 
アツ ラー は 「 彼 ら は 悪 を 行わ な が い 」 と は いわ れ て いま せん 。 「 
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本 当 に われ は あな た が た が 知ら な いこ と を 知 つ て いる 」 と いわ 
れ て いる の で て す 。 「 適 切 て で は な い 者 を 適切 に し よう 。 遠 くに い 
る 者 を 近く に 来 さ せよ う 。 卑 小 て ある 者 を 高め よう 」 と いわ れ 
て いる の で て す 。 「 あ な た 方 は 彼ら の 行い を 見 て 、 私 は 彼ら の 心 
の 中 の 信仰 を 見 る 。 あ な た 方 は 自分 た ち が 罪 の な い 存 在 て ある 
と 見 な す 。 彼 ら は 私 の 慈悲 に 底 護 を 求め て いる 。 あな た 方 が 因 
の な い 存 在 で ある こと を 好む よう に 、 固 を 犯す 人 々 を 許す こと 
も 私 は 好む 。 私 が 知 つ て いる こと を あな た 方 走ら な い 。 信仰 す 
る 人 は 永遠 の 恵み に 至る 。 無限 の 恵み と 共に 皆 を 撫 て る 」 と 言 
われ た の で て す 。/6 番 目 の 書 筒 の 翻訳 は ここ まで て で て す 。 


シェ レフ ツ デ ィ ン ・ アフマド ・ ピ ン ・ ヤ フ ヤ ・ ム ニー 
リー 帥 は 、7/82 年 「 西 暦 1380 年 」 に 亡くな つて いま す 。 イ ンド 
の ビハール の 町 て 暮らし て いま し た 。 彼 の 曹 も その 地 に あり ま 
す 。 ム ニー ル と は 、 ピ ハー ル の 町 に 属す る 村 の 一 つの 名 前 て です 
。 シヤ ー・ ア ブドウ ル ハ ツク ・ ダ フラ ヴ の 「 ア フ バ ー ル ・ ウ ル 
・ アフ ヤー ル 」 と いう 本 で 、 そ の 翻訳 が 取り 上 げ ら れ て いま す 
。 この 本 は ペル シア 語 で あり 、1332 年 「 西 暦 1914 年 」 に イン ド 
の ディ イオ ベン トド 市 で 、 そ の 後 パ キス タン の ラ ホ ー ル て 出版 され 
て いま す 。「 イ ル シ ヤ ド ・ ウ ス ・ サ ー リ キー ン 」、「 マ ディ イー 
ン ・ ウ ル ・ マ ー ニ ー」 そ し て 「 メ クト ウー バ ツ ト / 書 筒 集 」 と い 
うた 書物 は 疾 常 に 価値 の ある も の で す 。 


イマ ー ム ・ ラ ソ ツバ ー ニ は 様々 な 書物 て 次 の よう に 語 つ 
て いま す 。 「 ア ウツ ラー の 命じ られ た こと を フ ア ル ド 「 義 務 」 と 
いい 、 ア ツラ ー の 禁じ られ た こと を 「 ハ ラー ム 」 と いい ます 。 
ファ ルド で て も ハラ ー ム で て も な く 、 自 由 に 任 さ れ て いる も の を 「 
ム バ フ 」 と いい ます 。 フ アル ド と 行い 、 ハ ラー ム を 避け 、 ム バ 
フ て ある も の を アッツ ラー の ご 満悦 の 為 に 行う こと を 「 イ バー ダ 
を 行う 、 と いう の て す 。 こ の イ バ ー ダ の 真正 て 承認 され る も の 
て ある 為 に 、 つ まり 正しい も の と な り 、 ア ツラ ー の ご 満悦 を 得 
る 為 に 、 イ リム 「 知 識 」 す な わ ち 正しく 行う 為 の 条件 を 学ぶ こ 
と 、 そ し て アマ ル 「 行 為 」 す な わ ち その 条件 に 適し た 形 て 行う 
こと 、 が つ 、「 イ フラ ー ス 」 を 持つ て 行う こと が 必要 な の で て です 
。 イフ ラー ス と は 、 お 人 金 や 地位 、 名 誉 と いつ た 現世 的 な 利益 を 
考え ず 、 ア ツラ ー が 命じ た 為 に 、 ア ツラ ー の ご 満悦 、 愛 情 を 得 
る 為 に 行う こと て す 。 イ リム 「 知 識 」 は 、 イ スラ ー ム 法 の 本 を 
師 と 共に 読む こと て 、 イ フラ ー ス は ワリ ー「 ア ッ ラ ー の 友 、 聖 
人 」 で て ある 人 の 言葉 や 態度 、 行 い 、 そ し て 神秘 主義 の 本 を 読 
こと て 得る こと が て きま す 。 イ スラ ー ム の イリ ム は ニ つ に 分 け 
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られ ます 。 宗教 上 の 知識 と 科学 的 な 知識 て す 。 こ れ ら を 必要 な 
だ け 学 ぶ こ と は ファ ア ルド で て す 。 例 えば 、 薬 の 飲み 方 、 量 、 そ し 
て 電灯 を 使う 人 は 電気 に つい て わずか で て も 学ぶ こと は ファ ルド 
て す 。 学 ば な けれ ば は 死 が も た ら さ れる 可能 性 すら あり ます 。 


ファ ルド と ハラ ー ム を 値 じ つつ も 、 人 怠 情 で あつ た り 、 
悪い 友達 に 従 つ た りす る こと で て イ バ ー ダ を 行わ な い 人 が 、 悔 悟 
を 行わ ず に 死ね ば 、 罪 が な く な る ま て 天国 て 焼 か れ ま す 。 フ ア 
ルド を 学ば な い 人 、 そ れ を 知 つ た と し て も それ に 価値 や 重要 性 
を 置か な い 人 、 悲 し まな い 人 、 ア ツラ ー を 恐れ る こと な く 放 径 
する 人 は ムスリム で て ある こと か ら 人 逸脱 し 、 カ ー フ イィ イル と な り ま 
す 。 地 獄 て 永遠 に 、 無限 に 焼 が か れ ま す 。 ハ ラー ム を 行う こと も 
同様 て す 。 

何ら か の イ バ ー ダ の イリ ム を 学ば な い 人 、 条 件 を 知ら 
な い 人 が 行 つ た イ バ ー ダ は 、 イ フラ ー ス を 持つ て 行 つ て いた と 
し て も 、 真 正 な も の と は な り ま せん 。 全く 行わ な が か つた が の よ 
うに 地獄 で 焼 が か れる の で す 。 条 件 を 学び 、 注 意 し て 行う 人 の イ 
バー ダ は 、 真 正 な も の と な り ま す 。 地 獄 の 罰 か ら 救 われ ます 。 
し か が し イフ ラー ス を 持つ て 行わ な か が か つた の で あれ ば 、 こ の イ バ 
ー ダ と その 善行 は どれ も 受け 入れ られ ず 、 サ ワー ブ を 得る こと 
も あり ませ ん 。 ア ツラ ー は この 種 の イ バ ー グ や 慈善 、 善 行 を 好 
まれ な いこ と を 告げ て お られ ます 。 イ リム と イフ ラー ス を 伴っ 
て 行わ れ な い イ バー ダ に は 効果 は な い の で て す 。 人 を 不信 仰 や 因 
、 罰 から 救う こと は あり ませ ん 。 生涯 を 通し て この よう な イ バ 
ー ダ を 行い 、 不 信仰 の うち に 死ん だ 多く の 偽 信 者 が 知ら れ て い 
ます 。 イ リム と イフ ラー ス を 伴っ て 行わ れ た イ バ ー ダ が 、 人 を 
現世 て 不信 仰 と 罪 か が ら 救 い 、 高 め る の で す 。 来世 て も 、 地 獄 の 
玉 か ら 救 うこ と を 、 ア ッ ツラ ー は 食卓 章 第 ? 節 と 時 間 章 で 誓 わ れ 
て いま す 。 ア ソ ツラ ー は 約束 に 忠実 な お 方 で て す 。 約束 され た こと 
は 必ず 行わ れる の で て す 。 

アツ ラー は し も べ の 手 て 報復 を され る 
知ら な いり 人 は し も べ が 行 つ た と 考え る 
物事 は 全て 創造 アツ ラー の も の て あり 、 し も べ の 手 に よう て 行わ れる 
命 久 が な けれ ば 、 ご みて さえ 動け る と は 思う て は いけ な い 
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アッ ラー は 存在 され 、 唯 一 て あら れ 、 ア ツラ ー 以 外 
の 全て の も の は か つて 無 で あり 、 
再び 無 と な る 


私 た ち は 周囲 の 存在 を 、 感 覚 器官 を 用 いて 認識 し ます 
。 感覚 器官 に 影響 を あたえ る も の を 「 存 在 」 と 呼び ます 。 存在 
する も の が 私 た ちの 五感 に 与え る 影響 、 効 果 を 「 特 質 」、「 性 
質 」 と いい ます 。 存在 は この 特質 に よ つ て 互い と 区 別 さ れ ま す 
。 光 、 音 、 水 、 空 気 、 ガ ラス は それ ぞ れ が 個別 の 存在 て あり 、 
「 被 造物 」 て す 。 重 さと 体積 を 持つ も の 、 す な わ ち 空間 を 埋め 
る も の を 「 物 質 」、「 物 体 」 と 呼び ます 。 物質 は 互い に 、 性 質 
と 特質 に よ つ て 区 別 さ れ ま す 。 空気 、 水 、 石 、 ガ ラス は それ ぞ 
れ が 異な る 物質 て す 。 光 や 音 は 物質 で は あり ませ ん 。 なぜなら 
光 や 音 は 空間 を 埋め ゆず 、 重 さも な い が ら で す 。 全 て の 存在 は 、 
「 エ ネル ギー」、 す な わ ち 「 力 」 を 持ち ます 。 つ まり 、 何 ら か が 
の 作用 を 及ぼ すこ と が て きま す 。 全 て の 物質 は 固体 、 液 体 、 気 
体 の 三 つ の 状態 を と り ま す 。 固 体 に は 形 が あり ます 。 液 体 や 気 
体 の 状態 て ある 物質 に は 、 そ れ 自 体 に 固有 の 一 定 の 形 は あり ま 
せん 。 そ れ ら は 、 そ れ ら が 存在 する 入れ 物 の 形 を 取り ます 。 存 
在 が 形 を 持つ 場合 、 そ れ は 「 物 体 」 と 喜 わ れ ま す 。 物 質 は 常に 
物体 の 形 て 存在 し ます 。 例 えば 、 鍵 、 針 、 机 、 ス コツ ッ プ 、 ね じ 
と いつ た 物体 て で す 。 つ まり その 形状 は 様々 で す 。 し か し これ ら 
は 全て 、 鉄 と いう 物質 が ら て き て いま す 。 物 体 は 二 種類 に 分 類 
され ます 。 単体 と 、 複 合体 て す 。 


「 世 界 は 常に 変化 する 」、 す な わ ち あら ゆる 物体 に 常 
に 変化 が 生じ て いま す 。 例 え は 動く こと に よっ て 場所 を 変え ま 
す 。 大 きく な つた り 小 さく な つた り し ます 。 色 が 変わ り ま す 。 
生命 を 持つ 存在 で て あれ ば 、 病 気 に な り 、 死 に ます 。 これ ら の 変 
化 を 「 事 象 」 も し く は 「 出 来 事 」 と いい ます 。 外部 が ら の 影響 
が な い 限 り 、 物 質 に は 何 の 変化 も 起こ り ま せん 。 何ら か の 事 旬 
が 生じ た 時 に 、 物 質 の 構造 が 壊さ れず 、 そ の 本 質 は 変化 し な い 
場合 、 そ れ を 「 物 理 的 な 現象 」 と 呼び ます 。 紙 が 破れ る こと は 
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物理 的 な 現象 て す 。 ある 現象 て 物理 的 な 現象 が 発生 する 為 に は 
、 こ の 物質 に 何ら か の 力 が 影響 を 及ぼ すこ と が 必要 て す 。 物 質 
の 構造 を 破壊 し 、 本 質 を 変化 させ る 事象 を 、「 化 学 的 な 現象 」 
と いい ます 。 紙 が 燃え て 放 に な る こと は 化学 的 な 現象 て す 。 あ 
る 物質 て 化学 的 な 現象 が 生じ る 為 に は 、 こ の 物質 に 別 の 物質 が 
影響 を 及ぼ すこ と が 必要 と な り ま す 。 二 つも し く は それ 以上 の 
物質 が 互い に 影響 を 及ぼ し 、 そ れ ぞ れ に 化学 的 な 現象 が 生じ る 
こと を 「 化 学 反応 」 と いい ます 。 


物質 に 化学 反応 が 起こ る こと 、 つ まり 互い に 影響 を 与 
える こと は 、 最 も 小さ な 部 分 て 生じ ます 。 物 質 の この 最小 の 部 
分 を 、「 原 子 」 と いい ます 。 全 て の 物体 は 原子 か ら て き て いま 
す 。 つ まり 、 原 子 の 集積 て す 。 原 子 の 構造 は 互い に 似 て いま す 
が 、 大 き さ と 重 さ が 異な つて いま す 。 こ の 為 、 現 在 て は 105 種 
類 の 原子 が 知ら れ て いま す 。 最 も 大 き な 原 子 て すら 、 最 も 強力 
な 顕微 鏡 て も 見 えな い 程 に 小さ い の で す 。 互い に 似 て いる 原子 
が 一 か 所 に まとまる こと に より 、「 単 体 」 もしくは 「 要 素 」 が 
生じ ます 。 105 種 類 の 原子 が ある 為 、105 種 類 の 単体 が あり ます 
。 鉄 、 硫 黄 、 水 銀 、 酸 素 、 災 は それ ぞ れ が 要素 て す 。 別 々 の 原 
子 が 一 体 化す る こと か が から 、「 複 合体 」 も し く は 「 混 合体 」 が 生 
じ ま す 。 何 十 万 も の 複合 体 が 存在 し ます 。 水 、 ア ルコ ー ル 、 塩 
、 石 友 な ど が 複合 体 て す 。 複 合体 は こつ も し く は ニ つ 以上 の 単 
体 が 互い に 結び つく こと か が ら 生 じ ま す 。 単 体 の 結合 は 、 原 子 が 
互い に 一 体 化す る こと か が ら 生 じ ま す 。 


全て の 物体 、 例 えば 山 、 海 、 各 種 の 植物 や 動物 は 、 こ 
の 10S 種 類 の 要素 が ら て き て いま す 。 生命 を 持つ 、 持 た な い に 
関わ ら ず 全て の 物体 の 基盤 は 、 常 に この 105 種 類 の 要素 な の で て 
す 。 全て の 物体 は この 105 種 類 の 要素 の どれ か も し く は 複数 の 
原子 が 集 ま つ た こと が ら 生 じ て い ます 。 空 気 、 土 、 水 、 熱 、 光 
、 電 気 、 そ し て 細胞 は 、 集 まつ た 物体 を 分 裂 さ せ 、 も し く は 結 
合 さ せる 要因 と な り ま す 。 「 要 因 な し て 何ら が か の 変化 が 生じ る 
こと は あり ませ ん 。」 こ の 変化 に お いて 要素 、 す な わ ち これ ら 
の 存在 の 基盤 は 、 物 体 が ら 物体 へ と 場所 を 変え 、 あ る い は 一 つ 
の 物体 が ら 離 れ て 自由 に 動く よう に な り ま す 。 私 た ち は 物 体 が 
無 と な る の を 目 に する こと が て きま す 。 見 た こと を も と に 誕 断 
し て 、 論 る の で す 。 な ぜ な ら 無 に な る 、 存 在 す る と いつ て いる 
この 様子 は 、 物 質 の 変化 以外 の 何 も の で も な い の で す 。 何 ら か 
の 物体 、 例 えば 墓 に ある 死体 が 無 に な る こと は 、 新 た な 物体 、 
例え ば 水 、 ガ ス 、 土 壌 の 成分 が 存在 する よう に な る 、 と いう 形 
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て 生じ て いる の で て す 。 ある 変化 で 存在 する よう に な つた 新た な 
物質 が 感覚 器官 に 影響 も 与え な けれ ば 、 こ れ ら が 生じ て いる こ 
と を 理解 て きま せん 。 だ か ら 変 化し た 最初 の 物質 に つい て 、 私 
た ち は 無 と な つた と いう の で す 。 


105 種 類 の 要素 の 全て が 形 を 変え 、 全 て の 要素 て 物理 
的 、 化 学 的 な 現象 が 生じ て いる こと を も 見 る こと が て きま す 。 
ー フ つの 要素 が 、 別 の 複合 体 に 加わ る と 、 イ オン と いう 状態 に な 
り ま す 。 つ まり 原子 は 電子 を 与え る が 、 受 け 取 り ま す 。 これ に 
より 、 こ の 要素 の 様々 な 物理 的 、 化 学 的 な 特性 が 変化 し ます 。 
全て の 要素 の 原子 は 、 一 つの 核 と 、「 電 子 」 と 呼ば れる 様々 な 
量 の 、 よ り 小 さ な も の で て で て き て いま す 。 核 は 原子 の 中 心 に あり 
ます 。 水素 以外 の 全て の 原子 の 核 は 陽子 「 プ ロト ン 」 と 「 中 性 
子 」 と 呼ば れる も の で て でき て いま す 。 陽 子 は 、 プ ラス の 電気 を 
帯び て いま す 。 中 性 子 は 電気 を 帯び て いま せん 。 電 子 は 、 マ イ 
ナス の 電気 て あり 、 述 の 周囲 を 動い て いま す 。 電 子 は 常に その 
軌道 上 を 動き 、 か つ そ の 軌道 を 変え ます 。 


原子 の 桜 に お いて も 変化 や 分 裂 が 起こ る こと が 、「 放 
射 能 」 と 呼ば れる 要素 が ら 理解 され て いま す 。 極 の この 分 裂 て 
は 、 あ る 要素 が ら 他 の 要素 に 代わ る こと 、 物 質 が 消え 、 エ ネル 
ギー「 力 」 と な る こと も 理解 され 、 こ の 変化 は アイ ン シ ュ タイ 
ン " に よう て 計算 すら され て いま す 。 つ まり 複合 体 と 同様 、 要 
素 に お いて も 常に 変化 が あり 、 一 つの 状態 か ら 別 の 状態 へ と 変 
わ つ て いく の で す 。 生命 を 持つ も の 、 持 た な いも の 、 全 て の 物 
質 は 変化 し 、 す な わ ち 前 の も の が 消え 、 新 し いも の が 頸 れ ます 
。 今 存在 する 全て の 生命 「 全 て の 植物 、 動 物 」 は 、 以 前 に は 無 
て し た 。 他 の 生命 体 が いた の で す 。 生命 を 持た な いも の に つい 
て も 同様 て す 。 生命 を 持つ ・ 持 た な い 全 て の 存在 、 例 えば ー つ 
の 要素 て ある 鉄 、 も し く は 複合 体 て ある 石 、 骨 、 そ し て 全て の 
物質 、 全 て の 細胞 が 常に 変化 し て いま す 。 つ まり 以前 の も の が 
消え 、 新 し いも の が 生じ ます 。 新 し く 生 じ た 物 質 と な く な つた 
物質 が 互い に 仏 て いれ ば 、 人 は この 変化 を 理解 せ ず 、 こ の 物質 
が 常に 存在 し て いる と 考え ます 。 映 画 て 、 動 き 続 ける フイ ルム 
の 上 て 常に 新しい 画像 が 行き 来 し て いる の に 、 観 客 は これ を 理 
解せ ず 、 同 じ 絵 が ス フ リ ー ン て 動い て いる と 考え る こと に 似 て 
いま す 。 紙 が 燃え て 放 に な る と 、 こ の 変化 を 理解 する 為 に 、 紙 


還 アイ ン シ ュ タイ ン は ユダ ヤ 人 の 物理 学者 で あり 、1375 年 「 西 暦 
1955 年 」 に 死去 し まし た 。 
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が な く な つて 友 が 生じ た と いい ます 。 氷 が 溶け る と 、 氷 が な く 
な つた 、 水 が 生じ た と いい ます 。 近代 的 な 物理 の 知識 は 、「 永 
遠 の 幸福 」 の 本 の 546、971、1041 ペ ー ジ で も 詳し く 書 か れ て 
いま す 。 そ ちら を も 読ん で みて くだ さい 。 


「 シ エリ フ ・ ア カー イド 」 の 本 の 冒頭 て は 次 の よう に 
記さ れ て いま す 。 


全て の 存在 は 、 ア ツラ ー の 存在 の し る し て あり 、 ア ツラ 
ー の 存在 を 示す も の て ある 為 、 被 造物 の 全て が 「 ア ー レ ム 」 と 
呼ば れ ま す 。 被 造物 の うち 、 一 つの 種類 て ある も の に つい て も 
それ ぞ れ を アー レム と いい ます 。 例 えば 、 人 間 の アー レム 、 天 
使 の アー レム 、 動 物 の アー レム 、 生 命 を 持た な い 物 質 の アー 
ム な ど で て す 。 全 て の 種 が 、 一 つの アー レム な の で す 。 


「 シ ャ ヤル ヒ ・ メ ワー フク フ 」"" と いう 書物 で は 次 の よう 
に 書か れ て いま す 。 


ー レ ム 、 つ まり 全て の も の は 、 ハ ー デ ティス 、 つ まり 
創造 され た も の て す 。 す な わ ち 、 無 で あつ た 後 て 存在 する よう 
に な つた の で す 。 常 に 互い から も 生じ て いる と いう こと は 先 に 
も 述べ て いま す 。 物体 の 物質 も 特性 も 、 ハ ー デ ィ イス で て です 。 こ こ 
て は 4 つの こと が 考え られ ます 。 


1. ムスリム 、 ユ タダ ヤ 教 徒 、 ナ ザ レ 人 、 拝 火 教 徒 に よれ ば 
SNE 


アリ スト テレ ス や 彼 に 従う 哲学 者 た ち に よれ ば 、 物 体 
の 物質 や 性質 は カテ ィ ー ム 、 す な わ ち 始ま り の な いも の て あり 
、 常 に 存在 し て いる と し て いま す 。 この 言葉 が 話 り て ある こと 
を 、 近 代 の 化学 の 知識 が 明白 に 示し て いま す 。 こ の よう に 信じ 
、 考 える 人 は イス ラー ム か がら 逸脱 し た こと に な り ま す 。 カ ー フ 
ィ ル と な る の て す 。 イ ブ ニ ・ シ ナー"” や ファ ー ラ ビ ピー"、 も カカ デ 
イー ム て ある と し て いま し た 。 


3. アリ スト テレ ス 以 前 の 哲学 者 に よる と 、 物 質 は カ デ ィ 





還 シャ ル ヒ ・ メ ワー ク フ の 著者 サイ ー ド ・ シ ェ リ フ ・ ア リー・ ジ ュ ル 
ジャ ー ニ ー は 816 年 「 西 暦 1413 年 」 に シラ ズー で 人 死去 し まし た 。 

[2] の ・ シ ナー・ フ セイ ン は 428 年 「 西 暦 1037 年 」 に 死去 し まし 

回 ムハンマド ・ フ ァ ラ ー ビ ー は 339 年 「 西 暦 950 年 」 に ダマ スカ ス で 
死去 し まし た 。 


ー 107 - 


ー ム で て あり 、 性 質 は ハー デイ ス で て ある と し て いま す 。 今日 科学 
者 の 多く も 、 こ の よう な 誤っ つた 考え を 持つ て いま す 。 


4. 物質 が ハー デイ ス で あり 、 性 質 が カ デ イ ー ム で ある と 
考え る 人 は いま せん て し た 、 カ リン ス は この 4 つの うち 、 ど れ 
か に 決め る こと が て きま せん で し た 。 


ムスリム は 物質 と 性 質 が ハー デイ ス で ある こと を いく 
つか の 道 て 証明 し て いま す 。 一 つめ の 道 は 物質 と 全て の 細胞 が 
常に 変化 する こと で す 。 変 化す る も の は 、 カ ディー ム で て は あり 
得 な い の て す 。 ハ ー デ イス て ある べき な の て す 。 な ぜ な ら 、 そ 
れ ぞ れ の 物質 が 、 自 分 より も 前 に 存在 し て いた も の か が ら 生 じ て 
いる と いう こと は 、 無限 に ま て 遡る こと は て き な い が ら で て す 。 
この 変化 に ー つ の 始点 が ある こと 、 つ まり 最初 の 物質 が 無 か ら 
創造 され た と いう こと が 必要 な の で て す 。 無 から 創造 され た 最初 
の 物質 が な けれ ば 、 つ まり 後に な つて 生じ た 物質 が 、 そ れ 以 前 
に 存在 し て いた 物質 が ら 生 じ て い た 、 と いう こと を 無限 の 過去 
に ま て 遡 れ る の て あれ ば 、 物 質 が 前 の 物質 が から 生 じ て い た 、 と 
いう こと の 始点 が 存在 し な く な り ま す 。 そ し て 今 て も 、 と の 物 
質 も 存在 し て いな い べ き と な る の で す 。 物質 が 存在 し て いる こ 
と 、 前 の 物質 が ら 生 じ て い る こと は 、 無 か ら 創造 され た 最初 の 
物質 が か ら そ れ ら が 創造 され た こと を 示し て いる の で て す 。 

さら に 次 の よう に いう こと が て きま す 。 天 か ら 降 つて 
きた 石 を 「 無 限 か ら 来 た 」 と いう こと は て きま せん 。 なぜなら 
無限 と は 、 始 まり も 終わ り も な いこ と を 意味 し ます 。 無限 か ら 
来 た と いう こと は 、 無 か ら 来 た こ と を 意味 し ます 。 無限 か ら 来 
た と 考え られ て いる も の は 、 来 て いな い べ き な の で す 。 現に 来 
て いる も の に つい て 無限 か ら 来 た と いう こと は 、 知 性 や 科学 に 
そぐわ な い 、 無 知 な 言葉 て す 。 こ の よう に 、 人 が 別 の 人 か が ら 生 
まれ た と いう こと は 、 始 まり の な い 永 遠から 来 た こ と に は な ら 
な い の で て す 。 無 から 創 造 さ れ た 最初 の 人 が ら 始 め て 、 増 殖 す る 
こと が 必要 と な る の で す 。 無 か ら 創 造 さ れ た 最初 の 人 が お ら ず 
、 人 が 別 の 人 か ら 生 まれ 、 無 限 の 過去 が ら 来 た の だ と 考え る の 
て あれ ば 、 ど の 人 間 も 存 在 し な い べ き な の で す 。 全 て の 存在 に 
つい て 同じ こと が 吉 え ます 。 物質 や 物体 が その 前 の 物質 ・ 物体 
か ら 生 じ る こと に つい て 、「 こ う や つて 増殖 し て き て 、 こ う や 
っ て 増殖 し て いく の だ 。 無 か ら 創 造 さ れ た 最初 の 物質 な ど は な 
い 」 と 考え る こと は 、 知 性 や 科学 に そぐわ な い 無 知 な 吉 葉 て す 
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。 変化 する こと は 、 無限 で ある こと て は な く 無 か ら 創造 され た 
こと 、 つ まり 「 常 に 変わ ら ず 存在 する も の 」、 て は な く 「 存 在 
する こと も 無 の まま て ある こと 」 も あり 得る も の 、 て ある こと 
を 示す の て す 。 


質問 : この 世界 を 創造 され た お 方 ご 自身 と その 特質 は 
カカ ディ ー ム で あり 、 永 遠 て す 。 こ の 世界 は カ デ イ ー ム で あるこ 
と は 必要 で て は な い の で て し ょ うか が 。 


答え : カテ デイ ー ム て ある 創造 主 が 、 物 質 、 細 胞 を 様々 
な 要因 と 共に 変化 させ られ て いる こと 、 つ まり 無 と され 、 そ れ 
ら の 代わ り の 他 の も の が 創造 され て いる の を 私 た ち は 常 に 目 に 
し ます 。 カ ディ ー ム て ある 創造 主 が 意図 され 、 望 まれ た 時 、 す 
な わ ち いつ て も 、 物 質 を 互い の 中 か ら 創 造 さ れ ま す 。 あ ら ゆ る 
種類 の も の 、 あ ら ゆ る 物質 、 あ ら ゆ る 細胞 を 要因 と 共に 創造 さ 
れ た よう に 、 そ れ を 意図 され た 時 に は 要因 や 媒介 な し に 無 か ら 
創造 され る の で て す 。 


あら ゆる 種類 の 被 造物 が ハー デイ ィ イス て ある こと を 信じ 
る 人 は 、 そ れ が は が か な いも の て ある こと 、 す な わ ち 再び 無 と な 
る こと を も 信じ ます 。 無 て あり 、 そ の 後 創造 され た も の が 再び 
無 と な る こと は 明らか が で す 。 多 く の 存 在 が 消え て いく の を 、 今 
現在 て も 目 に し て いる の で て す 。 


ムスリム と な る 為 に は 、 物 質 や 物体 、 つ まり 全て の 存 
在 が 無 か ら 創造 され 、 再 び 無 と な る こと を 信じ な けれ ば いけ な 
い の で す 。 物体 が 無 で あつ た 後 で 存在 を 始め て いる こと 、 再 び 
無 と な る こと 、 つ まり 形 や 特性 が 失わ れる こと を 私 た ち は 目 に 
し ます 。 物 体 が 無 に な る と 、 物 質 が 残 つ て いた と し て も 、 こ の 
物質 が 永遠 て は な いこ と 、 ず つと 以前 に アツ ラー に よっ つて 創造 
され て いた こと 、 審 章 の 日 に は 再び 無 と な る こと は 先 に 述べ た 
通り で す 。 現 代 の 科学 知識 は 、 こ れ を 信じ る こと の 妨げ に は な 
り ま せん 。 値 じ な いこ と は 科学 へ の 中 傷 で あり 、 イ スラ ー ム と 
敵対 する こと を 意味 し ます 。 イ スラ ー ム は 科学 技術 を 拒み ませ 
ん 。 宗教 的 知識 を 学ば な いこ と 、 イ バー ダ の 務め を 果たさ な い 
こと を 拒ん で いる の で す 。 科 学 技術 も イス ラー ム を 否定 し て は 
いま せん 。 む し ろ そ れ を 支え 、 評 価 し て いる の で す 。 


様々 な 種類 の 被 造物 が ハー デイ ス て ある の て あれ ば 、 そ 
れ を 無 か ら 創造 し た 存在 が あり ます 。 な ぜ な ら 、 一 切 の 事象 は 自 
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ら 発 生 す る こと は て き な い か が から で す 。 今日 工場 て は 、 何 千 も の 薬 
、 家具 、 工 業 品 、 貿 易 品 、 電 子 機器 、 軍 事 機材 が 製造 され て いま 
す 。 こ れ ら の 多く は 細か な 計算 と 何 百 も の 経験 の 後 て 得 ら れる も 
の て す 。 こ れ ら の うち どれ か 一 つ に つい で て で あれ 、 勝 手 に 存在 し 
た と 彼ら は いつ て いる で し ょ うか が 。 これ ら を 意識 的 に 、 自 発 的 に 
造 つ うっ て いる こと 、 そ し て 全て に それ を 造 つ た 存在 が 必要 と な る と 
彼ら は 主張 し て いる の で す 。 そ の 一 方 て 生命 体 や \ 非 生命 体 に 見 ら 
れ 、 各 世紀 に 新た な 発見 、 よ り 詳 細 な 発見 が な され 、 そ の 多く を 
いま だ に 私 た ち が 知る こと の て き な い 何 百 万 も の 物質 と 事象 が 、 
勝手 に 生じ た と 主張 し て いる の て す 。 こ の 二 面 性 は 深い 頑 迷 さか 
、 明 ら が な 愚か が さ 以 外 の 何 も の て あり 得る て し ょ うか が 。 全 て の 物 
質 、 全 て の 動き を 存在 させ られ る 唯一 の 創造 主 が 存在 する の て す 
。 この 創造 主 は 「 常 に 存在 し て いる お 方 」 て す 。 つ まり 、 無 て あ 
つう た の が 後に な つっ て 存在 し 始め た の て は な い の で す 。 常に 存在 し 
て いる こと か が 必要 な の で す 。 存在 する 為 に 何 か を 必要 と する こと 
は あり ませ ん 。 常に 存在 する こと が 必要 て な けれ ば 、 存 在 する こ 
と も し な いこ と も 可能 て ある も の と な つた て し ょ う 。 あ ら ゆ る 種 
類 の 被 造物 と 同様 、 ハ ー デ イス 、 す な わ ち 被 造物 と な つて いた で て 
し よう 。 被 造物 は 他 の 被 造物 が 変化 する こと 、 あ る い は 消失 する 
こと か ら 存 在 を 始め ます 。 そ れ を も 創造 し た 存在 が 必要 と な り ま 
す 。 こ うし て 無数 の 創造 者 が 必要 と な り ま す 。 被 造物 の 変化 が 永 
遠 て は あり 得 な いこ と を 、 先 に 迷 べ た 通り に 考え る な ら 、 創 造 者 
た ち も 無 限 で は あり 得 ず 、 創 造 に お ける 第 一 の 創造 者 か ら 始 まる 
、 と いう こと が わか がり ます 。 な ぜ な ら 、 創 造 者 た ち が 互 い を 創造 
し て いく こと が 無限 に 続く と 考え る な ら 、 ど の 創造 者 も 存在 し な 
い べ き て ある が ら て す 。 こ こ て 、 創 造 さ れ て いな い 最 初 の 創造 者 
が 、 被 造物 の 唯一 の 創造 主 な の て す 。 そ の 創造 主 の 前 に も 後に も 
、 他 の 創造 者 は いな い の で す 。 創 造 主 は 創造 され る こと は な く 、 
常に 存在 し ます 。 一 瞬 て あれ 無 と な れ ば 、 全 て が 無 と な り ま す 。 
常に 存在 する お 方 は あら ゆる 観点 がら 、 何 が を 必要 と する こと が 
全く あり ませ ん 。 天 と 地 、 原 子 、 生 命 体 を 秩序 ある 、 計 算 さ れ た 
形 て 創造 され る お 方 の 力 、 強 さ が 無 限 て ある こと 、 英 知 の 主 て あ 
る こと 、 望 ん だ こと を すぐ に 行わ れる こと 、 唯 一 ある こと 、 決 
し て 何 の 変化 も 生じ な いこ と が 必要 と な り ま す 。 力 が 無限 て な け 
れ ば 、 そ し て 英知 を 備え て いな けれ ば 、 こ の よう に 秩序 あり 計算 
され た 形 て 創造 され る こと は な が か つた で て し ょ う 。 こ の 創造 主 が 複 
数 て あれ ば 、 何 が の 創造 に 関し て 費 の 望み が 一 致し な い 場 合 に は 
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、 そ の 望み どおり に 行う こと が て き な い 存在 は 創造 主 と は な れず 
、 被 造物 は 非常 に 混乱 し た 状態 に な か る て し ょ う 。 よ り 深 い 知 識 を 
得る 為 に は 、 ア リ ・ ウ シー"" の 書い た 「 ア マリ ー・ カ シー ダ 」 と 
いう 本 の アラ ビア 語 も し く は トル コ 語 版 を 読ん て くだ さい 。 


創造 主 に は 一 切 の 変化 も 生じ ませ ん 。 世 界 を 創造 され 
る 以前 も 、 今 も 、 同 じ 状 態 て あら れ ま し た 。 全 て を 無 か ら 創造 
され た よう に 、 常 に 、 全 て を 創造 され て いる の て す 。 な ぜ な ら 
変化 する こと は 、 被 造物 て ある こと 、 無 か ら 創造 され た こと を 
示す が か がら で す 。 創造 主 が 常に 存在 され 、 無 と な ら な いこ と は 上 
記 の 通り て す 。 だ が か ら 、 ア ツラ ー に は 一 切 の 変化 が 生じ な い の 
で て す 。 被 造物 は 最初 の 創造 て アツ ラー を 必要 と し た よう に 、 ど 
の 瞬間 に お いて も や は り 必 要 と し て いる の で す 。 全 て を 創造 さ 
れ 、 全 て の 変化 を 生じ させ られ た の は た だ アツ ラー で す 。 秩序 
を 設け 、 人 々 が 生き や すく する 為 、 そ し て 文明 的 で ある 為 に 全 
て を その 要因 と 共に 創造 され た の で す 。 要 因 を アツ ラー が 創造 
され た よう に 、 そ の 要因 が 影響 を 及ぼ すこ と 、 作 用 する こと も 
また 、 ア ツラ ー が 創造 され まし た 。 人 は 、 要 因 が 物質 に 影響 を 
あたえ る 際 に 媒介 と な り ま す 。 


空腹 と な る と 何 が を 食べ る こと 、 病 気 に な る と 薬 を 飲 
むこ と 、 ろ うそ く を 灯す 為 に は マツ チ を する こと 、 水 素 を 得る 
為 に は 亜鉛 に 酸 を が か ける こと 、 セ メン ト を つく る 石 友 岩 と 年 度 
を 混ぜ る こと 、 和 牛乳 を 得る 為 に は 牛 を 買う こと 、 電 気 を 得る 為 
に は 水力 発電 所 を 造り こと 、 各 種 の 工場 を 造る こと 、 要 因 を 用 
いる こと は 、 新 し いこ と の 創造 へ の 媒介 と な り ま す 。 人 間 の 意 
志 と 力も 、 ア ツラ ー が 創造 され た 要因 て す 、 人 も 、 ア ツラ ー の 
創造 に お ける 媒介 と な る の て す 。 ア ツラ ー は この よう に 創造 さ 
れる こと を 望ま れ ま し た 。 つ まり 、 人 が 何 か を 創造 し た と いう 
こと は 、 理 性 に も 教え に も 合わ な い 、 無 知 な 吉 葉 な の て す 。 


人 は 、 自 ら を 創造 し 、 生 が し 、 必 要 と する も の を も 創 
造 し 与え られ る 創造 主 を 愛し 、 そ の お 方 の し も べ と な る こと が 
必要 て で す 。 つ まり 、 ア ツラ ー に イ バ ー ダ を 行い 、 崇 拝 し 、 従 い 
、 敬意 を 示す こと が 必要 て す 。 常 に 必ず 存在 し 、 唯 一 あるこ 
の 神 の 名 が 「 ア ツラ ー」 で て ある こと が アッ ラー ご 自身 に より 明 
白 に 告げ られ て いま す 。 し も べ は アッ ラー が 教え られ た 名 称 を 
変え る 権利 を 持ち ませ ん 。 正 当 な 権利 な し に 行わ れ た こと は 権 





[1] アリ ・ ウ シー は 575 年 「 西 暦 1180 年 」 に 死去 し まし た 。 
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利 の 侵害 で あり 、 丘 常に 本 い 行為 と な る の で す 。 


キリ スト 教徒 た ち 、 神 父 た ち は 、 創 造 主 が 三 体 て ある 
こと を 信じ し て いま す 。 上 記 の 文章 は キリ スト 教 の 、 神 父 た ちの 
斉 葉 が 訓 つ た も の で て ある こと を 証明 し て いる の で て す 。 


知識 が な けれ ば 、 教 え は 流れ 去 つ て し まう 
そう て ある な ら ば 、 無知 と いわ れる 恥ず べき 状態 か ら 


救 わ れる 為 の 努力 を し な けれ ば いけ な い 、 民 族 を 挙げ て 
教 肖 と な つた この 災い は 十分 て は な かつ た と いう の が ? 


この 災い と いう 教 肖 が 何 を 損なわ せ た か 、 あ な た が 考え る な ら ば 
脳 が 溶け 、 涙 の よう に 目 が か ら 流れ る だ ろう 


最後 に 起こ つた この 出来 事 が 何 を 意味 する が か 、 あ な た が 知る な ら ば 
あな た が 我 に 帰ら な けれ ば 、 こ の 民族 は 失わ れる だ ろう 


な ぜ な ら 、 新 し い 衝 撃 に は も は や 耐え られ な いか ら 
な ぜ な ら 、 今度 は 死 の 眠り か ら 覚 め る こと は な いか ら 


道徳 を た だ し 、 科 学 の 為 に 大 い に 努 力 す る こと が 必要 て ある 
教え に 従い 原子 と 共に 武器 を 携え た 剛志 と な ら な けれ ば な ら な い 


教え の 知識 、 戦 う 力 を 優れ た も の に する べき で ある 
民族 に や すら ぎ を 与え る の は 、 た だ この 二 つ な の だ 


Bu Kitab, Japonca Iman ve lslam kitabidir. 
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